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建学の理念 

 

 

本学の正面玄関近くに豊田佐吉翁の胸像が設置されており、台座には『研究と創造に心を

致し、常に時流に先んずべし』の文字が刻まれている。 

豊田佐吉（1867～1930）は、欧米に比べわが国の技術水準が著しく劣っていた時代に、研

究と創造に並々ならぬ情熱を燃やし、数々の発明をおこなって近代日本の発展に大きく貢献

した。豊田佐吉は、血のにじむような努力を重ねた経験から、当時の外国技術を翻訳する学

問よりも｢実際の問題にぶつかって研究し考えないと真に役に立つ学問にはならない｣との信

念を抱いていたといわれる。 

その信念は、『研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし』という遺訓として今日ま

で語り継がれている。 

本学は、この豊田佐吉翁の遺訓こそ工学を志す者に普遍的に求められる心構えであり、ま

た新しい構想のもとに創設される本学のあるべき姿を示していると考え、これを建学の理念

とした。本学は、この理念を掲げ、広く社会に開かれた大学として、社会、産業界との緊密

な交流連繋のもとに豊かな人間性と創造的な知性を備えた実践的な開発型技術者を育成し、

社会と学術文化の発展に寄与していきたいと考えている。 
 

  

 

 

学章の由来 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学の学章は、羽根ペンとエンジニアリングハンマーを組み合わせている。

羽根ペンは「学問と大学」をエンジニアリングハンマーは「実践と産業界」

を表している。 

本学は、大学と産業界が良きパートナーとして、互いに研鑽し合う中で教

育、研究を推進することにより、豊かな人間性と創造的な知性を備えた実

践的な開発型技術者・研究者の育成を目指している。この理念を象徴的に

表現したのがこの学章である。 
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2024 年度 自己点検・評価報告書の発行 にあたって 

 

学  長    保立 和夫 

 

本学は、トヨタ自動車の社会貢献活動の一環として 1981 年に開学し、以来、国ならびに

関連企業の皆様をはじめ、多方面からのご支援に支えられつつ、本務である教育と研究に

おいて自由で闊達な活動を展開して参りました。2020 年夏には、7 年を掛けたキャンパス

リニューアルも完了し、教育と研究のファシリティが刷新されています。2021 年度は、開

学 40 周年を記念する 1 年間でした。豊田喜一郎記念ホールを基点に記念オンライン講演会

を開催し、40 年の歩みを振返るポスター展を中央棟ダ・ビンチ広場で行うなど、記念イベ

ントも実施致しました。本ポスターにつきましては、縮刷版を取り纏め、中央棟と南棟を

繋ぐ渡り廊下の壁面に常設展示しております。ご関連の皆様方からのこれまでのご支援と

ご鞭撻に、深く感謝申し上げる次第です。 

本学には、開学以来 44 年の教育・研究活動を通して、特徴ある教育ならびに研究のスキ

ームが蓄積されてきました。たとえば、学部入学時には専門コースは定めずに工学基礎や

教養科目等を幅広く学ぶレイトスペシャライゼーション、分野横断型の教育、実験・実習

の重視、学部から博士に至る教養教育、企業や海外でのインターンシップ、海外語学研修

や海外姉妹校・提携校との連携などです。これらに加えて、新装されたキャンパスでは、

教育・研究施設、コミュニケーション空間、学生寮と国際交流ハウス、クリーンルームと

創造性開発工房などが、刷新されています。 

本学では、従来、15 年先を見据えた長期ビジョンを策定し、それを 5 年毎の中期プラン

に落とし込み、それらに対応した毎年の事業計画を立案して、教育・研究・社会貢献・運

営の諸活動を展開して参りました。2024 年度は、数年を掛けて検討を深めてきました「新

長期ビジョン」をスタートさせた年度でもあります。この「長期ビジョン」案に対応した

「中期プラン I」案も策定して、両案を 2023 年度末の理事会・評議員会にてご承認頂き、

2024 年 4 月より「新長期ビジョン」の下での活動が開始されております。 

当職は、2019 年 9 月に学長に就任するにあたり、本学をさらに活力ある大学とするため

には「何」を行うべきかを考えました。本学には、上述したように、特徴ある充実した教

育・研究スキームと環境が整っています。そこで、これらを錬磨・活用しつつ、加えて重

点的に取り組むべきことは、「学修」「研究」に臨む「態度」を学生の皆さんと一緒に磨き

上げてゆくことである、と考えました。学生の皆さんには、学修とは「記憶する」ことで

はなく「深く理解する」ことであると、繰り返し伝えています。これは、「帰結に対応した

理由を自ら手繰ってゆき、両者の関係性に納得するまで考える」ことによって「理解」に

至って欲しい、ということです。 

このような「学修態度」に拘ることにより、付随して「論理的思考力」という「汎用力」

が徐々に身に着いてゆきます。「理解できた」という成功体験の繰り返しは、学生の皆さん

に「自信」も育みます。平行して、「論理的記述力」や「論理的会話力」をはじめとした種々

の「汎用力」も涵養することができます。勿論、この間に多くの「理解」が体得されて、

それらは体系的な「理解の束」となります。この「理解の束」と「論理的思考力」とを動

員することによって、「創造力」も涵養されてゆきます。学部 4 年次ならびに大学院での研

究活動でも同じ「態度」が必要ですので、研究活動を通しても「論理的思考力」等の種々

の「汎用力」はさらに鍛錬されて、社会で活躍する際に重要である種々の「汎用力」つま

り「社会人基礎力」へと進化し、やがて自律した社会人となる学生の皆さんを支えること

になります。つまり、「学修」活動と「研究」活動は大学での「人材育成」機能を駆動して

いる「両輪」であります。 
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本学の「新長期ビジョン」では、人材育成面では「強みである高度な実践力に加え、本

質を掴む論理的思考力・逞しい創造力・豊かな人間力を兼ね備えた国際産業リーダーの育

成」を掲げ、研究面では「世界レベルの研究成果創出とその社会実装による地球課題の解

決」を掲げました。これらを推進するために、「特徴・強みの錬磨」と「新たな挑戦」を実

行します。人材育成面では、上述したように学修・研究活動を実行することで、「深く考え

る／体系的に理解する学修･研究の徹底による論理的思考力と探究力／創造力の育成」を図

ります。加えて、「｢地球市民｣ として幅広い素養と高い視点の涵養、様々な世界と人を知

る教室外での体験を通した人間力やチャレンジマインドの育成」を掲げ、「初年次教育」「キ

ャリア教育」「教養教育」の拡充も実施致します。研究面では、「基礎･基盤系／要素系から

統合型エンジニアリング系までトータルな研究レイヤーを整備」ならびに「魅力と活力に

あふれる博士課程への飛躍」などを掲げました。 

これらの目標を追求する諸活動を通して、たとえば、学生の皆さんが「理解を追求する

学修」を進め易くなるように、教員の皆さんは、それぞれに、「学修指導法」に工夫を施し

ています。勿論、その工夫は授業ごとに異なりますので、様々な「やり方群」が蓄積され

ています。そして、それら「やり方群」は、「豊田工大メソッド」として取り纏められる計

画です。このように、豊田工業大学では、学生の皆さんならびに教職員の皆さんのご努力

によって、「知識を理解へと昇華させる」教育文化の醸成が、進んでおります。 

学生の皆さんには、工学分野での「専門力」を鍛えるだけでなく、社会人として社会を

維持し、これに貢献するための種々の「汎用力」もしっかりと培って頂きたいと願ってい

ます。持続可能な社会の実現のためにも、また民主主義の維持と成長のためにも、卒業生

の皆さんには、社会人として、十分に活躍して頂く必要があるからです。学生の皆さんに

は、「学修」と「研究」へ取り組む際に、「理解を追求する」態度に拘って頂くことによっ

て種々の「汎用力」を培って頂くとともに、教養教育プログラムや学外実習・海外語学研

修等のプログラムも活用して頂いて、幅広い知識と理解、そして経験とを、蓄積して頂き

たいと思います。 

2024 年度の豊田工業大学の諸活動は、上述のように、年度初めに始動した「新長期ビジ

ョン」と「新中期プラン I」に組み込まれた本学の「意思」を反映しつつ、展開されたもの

です。本学におけるこれらの諸活動の様子を、学内の各委員会等からの活動報告ならびに

それらへの点検結果として纏めたものに、学長所見をも加えた報告書が、この「自己点検・

評価報告書」であります。 

私たちは、学部入学定員 100 名という豊田工業大学の「山椒は小粒でもピリ辛い」存在

感をさらに高めてゆきたいと、考えています。本学の教育・研究活動は 44 年を越え、キャ

ンパスの刷新も完了しています。本学では、今後とも、学生ならびに教職員の全構成員に

よって、教育、研究、社会貢献、そして大学運営において、さらに高い目標を掲げ、その

実現に向けて邁進する所存でございます。2023 年度には、本学の活動を極めて短い「こと

ば」で表す「タグライン」を設定致しました。「進むなら、足跡のない方へ。」です。本学

の設立理念であります豊田佐吉翁の遺訓「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」

に整合した「ことば」であります。皆さま方には、引き続き、本学へのご指導とご鞭撻を

賜れますよう、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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2024 年度委員会等方針点検（期末点検）への学長所見：教育・研究・運営 

豊田工業大学の教育・研究組織は、学士課程は 1 学部・1 学科、修士課程は 1 研究科・1 専

攻、博士後期課程は 1 研究科・2 専攻の構成となっており、学士課程の入学定員は 100 名であ

って、小規模な組織構造となっています。そこで、本学での教育、研究、運営に関する活動を

分担する各委員会等は、基本的に、全学組織です。本稿は、23 あるこれら委員会等の 2024 年

度の活動について、各委員会等が纏めた「委員会等方針点検表＜期末点検＞」、ならびにそれ

を評価した「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」と「委員会等方針点検表確

認シート（内部質保証委員会）」を通して実施された期末点検の結果に関して、教育、研究、

運営の各面から、学長所見を纏めたものです。

本学は、15 年先を見据えた「長期ビジョン」を策定し、これを 5 年間の中期プランに落と

し込んで、毎年の活動を進めてきました。2024 年度は、新たな 15 年間の長期ビジョン、なら

びに最初の 5 年間の中期プラン I が、それぞれ、開始された年度でありました。この新長期

ビジョンでは、人材育成面で「強みである高度な実践力に加え、本質を掴む論理的思考力・

逞しい創造力・豊かな人間力を兼ね備えた国際産業リーダーの育成」を掲げ、研究面で「世

界レベルの研究成果創出とその社会実装による地球課題の解決」を掲げています。各委員会

等の諸活動は、本ビジョンの実現に向けて進められています。

全学委員会のうちで、教育面では、「教務委員会」、「学生委員会」、「学外実習委員会」、「博

士課程委員会」、「理系教育連携委員会」の 5 つの委員会が活動しています。 
長期ビジョンで掲げた「育成するべき人材像」の実現に向けた重要な施策として、「深く考

える／体系的に理解する学修・研究の徹底による論理的思考力と探求力／創造力の育成」が

挙げられ、「記憶する学習」から脱却して「論理的に考えて理解する鍛錬を反復」することが

謳われています。理解の追求とは、「帰結に対応した理由を手繰り、それらの関係性に納得す

るまで考える」ことです。この過程に付随して、「論理的思考力」という「汎用力」が涵養さ

れます。加えて、講義・演習・実習等における学修指導法を工夫することによって、「コミュ

ニケーション力」から「創造力」や「リーダーシップ」に至る様々な「汎用力」の涵養も可能

であることが記されています。そのための学修指導法は科目ごとに異なりますので、様々な

「やり方群」が形成されることになり、それら「やり方群」を「豊田工大メソッド」として取

り纏めることも謳われました。本長期ビジョンでは、加えて、「地球市民」としての成長も重

要視していて、「初年次教育」「キャリア教育」「教養教育」の充実が謳われています。

 「教務委員会」関連では、多くの事項が検討・実施されています。例えば、上述した新ビジ

ョンの推進にとって重要な「論理的に考えて理解する鍛錬を反復」することに関しては、各

授業の「シラバス」に論理的思考力の育成に関する工夫を記述する欄が設けられました。ま

た、講義終了とともに各担当教員が記述・提出する「フィードバック報告書」にも、論理的思

考力育成に関する記述欄が設けられています。教務委員会のこれらのご対応に、感謝いたし

ます。また、2024 年度は修士課程のカリキュラムが改定・実施された初年度でした。新たに

導入した「修士 1 年生の全員が個々の研究領域に関する世界の動向を調査・把握して発表し

合う「輪講授業」」が順調に開始されたことは、大いに評価されます。本学の博士課程の拡充

に合わせて、博士院生もこの輪講に参画する日が到来することを期待しております。また、

「モノづくり指向型データサイエンス AI 教育プログラム」が、これまでの「リテラシーレベ

ル」ならびに「応用基礎レベル」での文科省認定に加えて、「応用基礎レベルプラス」でも認

定され、またこの認定が中部地方の大学においては初めてであったことを誇らしく思います。 
 上述した新ビジョンの推進においても、教務委員会が担う役割は多大です。「覚えるから理

解する」学修に転換するには、学修に対する「フィロソフィ」を大きく転換する必要のある

学生の方々も多いかと思われます。そこで重要な改革のひとつが、「初年次教育」「教養教育」

「キャリア教育」カリキュラムの錬磨であろうと思われます。教務委員会を中心にご尽力頂

いていますが、引き続きのご健闘を宜しくお願い致します。本学では従来、実習科目を重要
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視してきていますが、「創造性開発実習」と「創造性開発セミナー」も重要な科目であります。

本授業を通してモノづくりの楽しさと有用性を学生の皆さんに実感して頂く為にも、是非と

も、学生の皆さんには「成功体験」を味わって頂きたく、ご関連の皆様のご努力に期待した

いと思います。障がいのある方々への「合理的配慮」が本学にも義務化されていますが、本

件への真の対応は簡単ではないものと感じています。学生委員会をはじめとする関係の方々

とも連携しつつ、本委員会でも本学の本テーマに関する理解と活動がより拡充されますよう、

ご尽力をお願いいたします。 
 教務委員会の諸活動が、本学新ビジョンで重要なポイントである「知識を理解へと昇華さ

せる」という教育文化の醸成にご貢献頂けますよう、お願い致します。 

 「学生委員会」では、寮の運用、課外活動の支援と活性化、キャリア形成の支援、合理的配

慮への対応、経済的支援体制の検討・整備等、多岐に亘る学生支援に尽力して頂いていて、

その活動に感謝致します。アクティブチャレンジへの応募も活発になっているようで、嬉し

く思います。また、2024 年 4 月 1 日から「障がい者差別解消法」への対応、つまり「合理的

配慮」が本学にも求められていますが、この点への対応にも感謝いたします。 
 上記の「合理的配慮」ですが、この概念の理解ならびに具体的対応の適切性の判断には、

簡単ではない側面が多々あろうかと思います。まずは、「障がい者差別解消法」に基づく「申

し出による「合理的配慮」」と共に、「障がい者基本法」に基づくとも言える「申し出ができな

いあるいはしたくない場合に対応した「事前的改善措置」」の精神を、引き続き、本学内で十

分に学修・醸成してゆく必要があると感じています。大学という教育機関として持つべき「品

格」に対応した行動が求められています。方針点検表確認シート（大学評価委員会）中の「大

学評価委員会による確認」欄には、「（合理的配慮に関しての）基本方針や要領の策定内容を

精査すると共に、他大学と同様に、受験生、在学生、保護者、教職員が内容にアクセスできる

ように、教務委員会、入試グループ、広報と連携して、HP の改定をお願いしたい。また、本

案件は産業医や心療内科、精神科の専門的な見解が必須である。そのような組織の枠組みを、

関連部署や法人と連携して、再構築願いたい」とあります。この申し出への対応も、宜しく

お願い致します。 

 「学外実習委員会」は、本年度も、実習先の確保に尽力され、対象学生全員のオンサイトで

の実習を実現して頂き、有難く思います。「事前学習」に関しても、新たな実施法を生み出さ

れ、これを実行して頂いたことを高く評価いたします。一方で、実習受け入れ企業の皆さん

がこの学外実習を「新卒学生の採用手段」と捉えている傾向が続いているとみなされる場面

が、なお、あるようです。1 年生ならびに 3 年生に設定されている本学学外実習の目的を、現

在の社会情勢のなかで見極め直して頂き、受け入れ企業の皆様と本学との間で共通の思いが

醸成されるように、引き続きご尽力頂きたいと思います。合理的配慮への対応では、本学全

体としてもまだ理解が不十分な部分もあるように感じています。学外実習委員会におかれま

しても、関連委員会との連携を図りつつ、対応する法律により適した本学内の仕組み作りを

進めて頂きたいと思います。新長期ビジョンで謳われている「学部学生の海外派遣をより活

性化する施策」と本学外実習との関係性について、既に、検討されているようですが、他の

関連委員会での検討状況も共有されつつ、必要に応じて「新中期プラン推進懇談会」等とも

連携して、対応を検討頂けますよう希望致します。 

 「博士課程委員会」では多数の活動計画を設定していて、本年度も、それぞれに積極的な

検討が加えられており、有難く思います。主指導教員を若手教員へと広げる新制度、主担当

教授の学生指導年限の延長、特任教員の博士指導可能年齢の引き上げ等も実施され、博士課

程ならびに修士・博士一貫コースへの応募者も続いていて、好ましい傾向が見えています。 
博士課程では、勿論、博士院生の皆さんによる「研究成果の蓄積活動」が行われる訳です

が、それだけではなく、指導教員による研究指導法の工夫によって、研究活動を通して様々

な「汎用力」の育成、つまりは「人材育成活動」も実施される必要がある点が重要です。大学

の使命は「学修」と「研究」を両輪とした「人材育成」ですが、このことは博士課程において

も同様です。大学における学生を主体とした研究活動には、「研究成果の蓄積」と「学生自身
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の成長」という「二重性」があることを常に意識している必要が、教員の皆さんにはありま

す。また、院生による研究成果は、その院生への博士号の授与が妥当であるかどうかを見極

める重要な「指標」ですので、博士号候補者による成果である部分がどこなのかが明確にな

っている必要もあります。これらは、大学における「研究活動」の特殊性と言えましょう。こ

のような博士課程を経て社会人となる「課程博士号取得者」は、研究成果のみならず、高等

教育機関の最終段階を修了した者としての幅広い「力」を獲得している必要があります。こ

れらのことを確認するならば、我が国で特異的に実施されている所謂「社会人博士制度」が

不十分であることは明白であると思います。本学の課程博士がこれらとは一線を画していて

いることに誇りを持って、国際基準に合致した人材育成課程としての本学博士課程の成長が

今後も継続されますよう、願っております。 

「理系教育連携委員会」は、高等学校へのアウトリーチや小学生への体験プログラムの提

供等を進めて、本学のビジビリティ向上ならびに受験生の確保に大きく貢献しています。サ

イエンス体験プログラムに関して、2022、2023、2024 年度の参加高校生の満足度を評価した

ところ、毎年、高い評価を得ていることが分かったとのこと、嬉しく思います。また、ここ 3
年間の受け入れ高校数も徐々に増えており、参加人数も 1.5 倍ほどの伸びを示しています。委

員会を中心としたご関連の皆さんの努力に感謝致します。有力進学校の継続率が 80％を超え

ているサイエンス体験プログラム、ならびに高校の SSH 事業や「知の体験講座」に参画して

いて、高校が大学に求めるニーズに対しての貢献を果たしておられます。今後とも、担当教

員の皆さんのご負担が過多にならないような工夫を施しつつ、工大連携にご尽力頂けますよ

うお願い致します。 

 さて、本学の人材育成活動の特徴の一つに「実践的教育」があります。その具体的活動と

して、「創造性開発工房」ならびに「クリーンルーム」にて、実習授業が行われています。教

育・研究支援施設であるこれらファシリティでの教育活動と、教務委員会にて実践的教育を

検討・運営している「プラクティスワーキンググループ」の活動を連携・調整する会議体と

して設置されてきたものが、「ものづくりの科学教育センター協議会」です。しかし、2022 年

度に上記の両ファシリティの運営について確認・検討した結果、それぞれが独立して問題な

く運営できていることが確認されました。一方で、本協議会の活動は「創造性開発センター

協議会」ならびに「ナノテクノロジーセンター協議会」の活動と重複もあったため、業務効

率化の一環として、2023 年度から本協議会を休会とすることに致しました。そして、両ファ

シリティの協議会ならびに教務委員会のプラクティスワーキンググループとで、本学のモノ

づくり教育の改善活動を担うことになりました。全体の調整が必要な場合には、教育全体を

管轄する「教務委員会」がその役割を果たすことになります。以上は、昨年度の本稿にも書

かせて頂きました。2024 年度も本協議会を休会としてきましたが、2025 年度は、その具体的

な在り様を決める時期かと思われます。 

 
研究面では、「研究推進・産学連携委員会」「創造性開発センター協議会」「ナノテクノロジ

ーセンター協議会」「マテリアル先端リサーチインフラ運営部会」「スマートビークル研究セ

ンター運営協議会」「スマートエネルギー技術研究センター運営協議会」「スマート光・物質

研究センター運営協議会」「スマート情報技術研究センター運営協議会」、ならびに「次世代

文明センター運営協議会」の 9 つの委員会・協議会が活動しています。 
長期ビジョンにおいては、研究面で「世界レベルの研究成果創出とその社会実装による地

球課題の解決」が掲げられています。そのために、「基礎・基盤系／要素系から統合型エンジ

ニアリング系までトータルな研究レイヤーを整備」、また「魅力と活力にあふれる博士課程へ

の飛躍」等を挙げています。 

「研究推進・産学連携委員会」は、個別研究と萌芽的研究の促進支援、研究活動の支援制

度の拡充、研究成果の発表活性化と積極的広報、研究コンプライアンスの強化等々、多方面

に亘る活動を展開しています。担当事務部が JST 主催の URA 研修に部員の方々を送り出し

ておられることにも、感謝いたします。また、Tongali 等の学外アントレプレナーシップ拡充
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組織との連携強化も実施している他、「大学発ベンチャー起業に関するガイドライン第 1 版」

も作成・配布して頂き、学内研究の有用性向上に役立ってくれることを期待しています。装

置共用に関しては、各装置の予約をスムーズに行える新たなシステムを導入して頂き、その

活用による設備利用の活性化が具現化するように願います。 
一方で、ベンチャー起業に際して必要となる「役員兼業規定」が未整備であることに関し

ては、早急に対応して頂きたいと思います。関連して、「保有特許を軸とした共同研究」の実

現が挙げられていますが、これに平行して「本学のオリジナル技術の創出と当該技術の単独

特許化」にも注力して頂きたいと願います。その際に、TTI ドリームファンドを改革して「エ

ッジファンド」とする提案の実現も急いで頂きたいと考えます。「KAKEN 挑戦費」について

は、一段階上の科研費に挑戦し易くする制度であり、実際に基盤研究 B 以上の採択数が増加

していている点は評価されるところです。ただし、科研費申請の採択率は、逆に、低下傾向

にあり、この現象に内在する根源的な理由を十分に解釈する必要性を感じます。具体的には、

各申請内容つまり個々の研究テーマが有する「独創性と有用性」が申請の採否を大きく左右

している訳ですので、この点への自己評価力をもっと育成する必要があると考えます。特に、

挑戦的萌芽研究は申請数が多く、採択率が低い研究種目であると考えられますので、申請に

はそのテーマの「独創性と有用性」についての研究者自身の評価力が問われていると考える

べきです。また、大学で特に学生の皆さんが担当する研究は、単に研究成果を創出すること

が目的ではなく、個々の学生にある「学位」を授与するための「人材育成」のツールでもあり

ます。この大学における研究の「二重性」を担保するためにも、各教員は研究の自由を有し

ているとも言えましょう。このような大学での研究の特殊性を十分に理解した上で、研究活

動がさらに活発に行える風土を、より高めて頂きたいと願っています。 

「創造性開発センター協議会」は、創造性開発工房（南棟 1・2 階）と教育実験室（南棟 3
階）を総合した「創造性開発センター」の活動を検討・調整する会議体です。本協議会では、

創造性開発センターの運営・管理、授業支援・研究支援、センター内の安全・衛生の維持・改

善、設備・施設の整備と維持・改善・管理を主な項目として、検討・調整を進めています。

2024 年度も、多くの項目において改善が進み、評価されます。具体的には、年度末から年度

初めの「技能講習会」の実施、センター長による国際会議での本学工学リテラシーの取り組

み紹介の講演、関連組織を有する他の教育機関との相互訪問・情報交換、高大連携サイエン

スプログラムやサマーセミナーならびにモノづくり同好会等での技術指導、愛知県「発明の

日」協賛事業、工房での授業における手順書のタブレット化、アクティブチャレンジスペー

スの安全点検、工学リテラシーでのヒヤリハット提案、工房設置機器のリニューアル、等々

であります。今後も、安全確保に注力しつつ、本工房活動が益々活性化されるように期待し

ております。 

 「ナノテクノロジーセンター協議会」では、クリーンルームを含む東棟の防災訓練の実施、

CR 施設の点検・維持、東棟スペースの有効利用法の検討、CR 利用の種々の活動への支援、

CR 利用技術に関する講習会等で、活動を進めています。2024 年度には、クリーンルーム活用

ビジョンを取り纏めて頂き、有難うございます。本ビジョンに沿って CR の利用がより活性

化することを期待します。プロセス実習講習会を本年度も開催して 12 名の参加者を得て、高

い満足度を感じて頂きました。これに加えて、参加企業からの個別開催の要望を受けて、こ

れを計画・実施されたことも高く評価されます。機器の予約システムを作られたとのこと、

今後もその機能強化をお願い致します。学内の臨時予算への応募も含め、CR の機器の整備が

進んだことを嬉しく思います。チャンスを有効に活用されて、今後も CR 機能をさらに向上

して頂きたいと思います。これに合わせて、既に検討を進めておられる ARIM 活動との円滑

な連携が進展することを希望致します。 

 「マテリアル先端リサーチインフラ」事業は、2021 年度に「ナノテクノロジープラットフ

ォーム」事業と並走する形で開始され、2022 年度からは単独で実施されている文部科学省の

事業です。本学が有するクリーンルームとそのファシリティや、その他の設備・装置ならび

に本事業にて整備される装置等を、学外ユーザ等に提供しつつ技術支援を行う一方で、その
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活動で得られるデータを蓄積して利活用するという事業形態です。2024 年度には、46 件の支

援を実施して、目標を達成しています。また、夏季に実施された学生研修プログラムには 1 名

の修士院生が参加しています。ナノテクノロジーセンターに協力して、プロセス実習講演会

も開催しています。データエンジニアリングに長けた方を採用することも出来ました。方針

点検表確認シートでも指摘がありますように、早急に ARIM 活動の運用ルールをより明確化

して、装置の利用環境をさらに整え、組織的な学内支援体制の確立と新規利用者の開拓によ

る本事業の活性化を図って頂きたいと、希望致します。 

 「スマートビークル研究センター」では、2021 年度にソフトウエアを主軸とする情報技術

関連の新研究センターが設置されたことを受けて、研究の重心をハードウェアにシフトさせ

つつ、移動体全般を研究対象とする方向に舵を切っています。2024 年度にも、研究室を跨ぐ

研究テーマを稼働させており、また、定例シンポジウムを開催して成果の発信にも努めてい

ます。今後とも、本センターの研究領域に関連する教員の採用を具体化して、センター関連

研究がより活発になることを期待します。本学の「新長期ビジョン」では、4 つのスマート研

究センターには「Smart Technologies for Society: STS」の研究推進が期待されています。ここで

は、Smart を「賢い（知的な）」ならびに「エコ（省エネ）」と捉えています。本研究センター

では、正に、Smart な移動体に関する研究を進めておられるのですから、この「STS」をさら

に意識して頂きたいと思います。 

 「スマートエネルギー技術研究センター」では、長年に亘る太陽光発電関連の NEDO 委託

事業や、熱伝導制御用の材料開発等に関わる JST 未来創成事業等、大型競争的資金での活動

が進められていて、評価されます。さらに、研究成果を積極的に外部へ発信するための広報

活動の工夫や、センター内の研究グループ間での研究活動の相互情報提供等、研究センター

の活性化に向けた工夫が種々展開されていて、評価されます。方針点検表の「Act」欄に、「研

究グループを再編し、学内での連携を強化する」とあるのに対して、方針点検表確認シート

（大学評価委員会）では、「研究室の個別研究も大切にして、適切な量・レベルでの連携を設

定できる議論をお進め頂ければと感じました」とあります。各研究センターでは、上述の「STS」
を意識した研究展開を図って頂きたいと思っております。しかし一方で、上述したように、

大学における研究は「二重性」を持っていて、学生の皆さんが「汎用力」の獲得も含めた幅広

い成長を遂げるための「人材育成ツール」でもあり、さらに個々の学生が「学位」を取る際の

大切な評価指標となる必要もあります。このような大学における研究の本来的な性格を考え

ますと、個々の研究室の研究活動は自律している必要がありますので、研究室間の「連携」

を考える際にも、この点を十分に勘案して頂く必要があると思っております。 

 「スマート光・物質研究センター」では、光通信、光情報記録、光情報処理、光計測等に関

連して、光物質、光デバイス、光サブシステム等において、多様な光関連の研究が展開され

ています。本学では、開学以来 40 数年の歴史の中で、光関連技術の研究を複数の研究室にお

いて並走させてきました。従来、光ないしフォトニクス領域は、他の研究領域とで融合的な

新研究領域を創成してきました。量子やバイオといった近年注目を集める研究領域への拡が

りもさらに勘案しつつ、センター運営がなされると有難いと思います。今後も、本学におけ

る光・物質領域での研究活動が益々活性化されるよう、期待いたします。本研究センターで

も、「STS」を意識した発信をして頂くことを期待致します。 

 「スマート情報技術研究センター」は、人工知能技術等の情報関連技術研究を強化すると

いう本学の当時の重点取組み項目に対応して、2021 年度に開設された研究センターです。情

報研究それ自体を専門とする研究室の他に、電子工学や機械工学等を専門としつつ AI 技術を

援用した研究を展開する教員も参画した研究センターです。2024 年度にも、TTIC（豊田工業

大学シカゴ校）と合同開催の「ジョイント CS セミナー」が本研究センターのシンポジウムと

合同開催されました。また、例年のように、所属研究室間での研究情報共有や相互技術相談

も行われていて、評価されます。本学では、種々の技術領域を繋ぐ「横串としての情報技術」

を重要視しており、この切り口においても本研究センターの活動が活性化されることを期待

しています。「Smart Technologies for Society: STS」に関しては、ほとんどの所属研究室が以前
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から継続しているとのことですので、これをアピールして頂けると有難いと思います。それ

ぞれの研究室の研究力を伸長することは、大学での研究の「二重性」を考えるとき、極めて

重要なことです。一方で、相互に関連あるテーマを持ち合っている研究室同士では、無理の

ない連携も生じやすいと思われます。方針点検表にある「個別研究の強化からの自然な流れ

での共同研究を模索する」という表現は、大学での連携を上手く表現していると感じました。 

 「次世代文明センター」は、教養教育の拡充ならびに科学技術と社会との関連を解く上で

本学の中核として活動を蓄積してきた教育研究センターです。2021 年度に「次世代文明セン

ター運営協議会」が設置され、本センターの理念・目的・役割を明示し学内で共有した上で、

新たな活動を開始しました。2024 年度にも、本学の公開講座、南山大学との連携講演会、本

文明センターのシンポジウムを企画・実行され、いずれも多くの聴衆を集め、アンケートで

も高評価を得ていて、有難く思います。さらに、名古屋イノベーターズガレージ等が主催す

る企業人向け「哲学対話」をはじめとする学外のイベントでも、センター長自らが講師を務

めていて、本学のビジビリティの向上に尽力されています。修士院生を対象とした高度教養

科目「科学・技術と人間・社会」でも、センター長が司会役を務め、毎回、学生の皆さんの発

言を活発にしています。「ライティングサポートデスク」の開設とその専門スタッフの雇用に

も大きく貢献して頂きました。「初年次教育」「キャリア教育」「教養教育」の拡充が新ビジョ

ンの大きな柱となっていますが、その主担当である「教務委員会」と共に、この重要な教育

プログラムの発展にもご貢献頂けますようお願い致します。一方で、センター長への負荷が

大変に大きくなっていることは気になるところです。センター内ならびに関連委員会との連

携もさらに図って頂けますと幸いです。 

 
運営面では、「予算委員会」「入学者選抜制度委員会」「入学試験委員会」「大学評価委員会」

「国際化推進委員会」「TTIC 委員会」「人事検討会議」「総合安全委員会」、ならびに「総合情

報センター協議会」の 9 委員会等が活動しています。 

豊田工業大学に於ける教育と研究の活動については、「活動内容」そのものの計画・実施・

評価・改善を行う会議体が必要であることは言うまでもありませんが、これら活動を予算面

から検証することも重要であります。「予算委員会」は、本来的に、この機能を果たす会議体

と捉えられますが、歴史的には、限られた経費についての検証のみが担当でした。これに対

して、2021 年度に改善が検討され、「内部質保証委員会」等が関与した検証機能の向上が図ら

れました。2022 年度からは、カリキュラム等に係る予算面での案件は、予め教務委員会で審

議する等、教育・研究に関わる予算審議を精緻化することになりました。また、教育と研究

に直接係る事務局管理予算に関しても、新規案件およびプロジェクト予算については、内部

質保証委員会へ報告のうえ意見を徴することになりました。 
2024 年度も、教育・研究に関連する重要な予算配分に関して審議しています。さらに、学

生の皆さんへの学内アルバイトに対する謝金・給与の支払いに関連して、本アルバイトの在

り方に関しての議論が本委員会から発議されて、学長・副学長懇談会での意見交換を踏まえ

て学内方針が策定され、内部質保証委員会の承認を得て決定されています。このように、予

算委員会の機能向上が図られています。 

「大学評価委員会」は、本学の自己点検・評価活動を主導する委員会として、新たな点検

様式や手順の提案・実施、各委員会等への点検依頼・レビュー、そして内部質保証委員会へ

の結果報告等に関して、多大の貢献を果たして頂いており、深く感謝いたします。2024 年度

は、次期（第 4 期）認証評価に向けた準備も開始されています。また、自己点検の年度内の

頻度の見直しを実施し、年 2 回（中間と期末）から年 1 回（期末）に変更し、内部質保証委

員会および大学評価委員会の点検を減らして、点検の効率を上げています。また、点検のた

めの各様式も見直し、様式中に中期プランの項目番号欄と中期プランの達成度評価欄を設け

る等の工夫を具体化しています。さらに、第 3 期認証評価での「改善課題」にはなっていな

いものの認証機関から「指摘・要望事項」ならびに「質問事項」とされた点についても取り纏

め、各委員会へ申し送っていて、改善活動のさらなる推進に寄与しています。第 3 期認証評
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価での本学への「指摘・要望事項」として、学内 IR データを包括的に整理・活用することが

求められており、この点に関しても対応を進める必要があると認識しています。第 3 期の認

証評価の受審ならびに、その後の大学評価委員会等のご尽力によって、本学の内部質保証シ

ステムは格段に向上しました。引き続き改善活動を進めて頂くことで、学内での法令遵守と

透明性がさらに向上することを願っています。 

「国際化推進委員会」では、本学長期ビジョンに謳われた「学生一人ひとりの国際化」「研

究室の国際化」「キャンパスの国際化」のそれぞれに対して、積極的な活性化の検討・実行を

進めて頂いており、有難く思います。「学生一人ひとりの国際化」に関しては、「原則全員海

外経験」について、新たな海外語学演習先の開拓、渡航支援枠の拡充、海外機関主催の派遣

プログラムの発掘、公的な海外派遣プログラムである IAESTE への会員登録、修士海外学外

実習参加者増加策の検討、等を実施しています。「「日本以外」を日常の中で体感する機会」

に関しては、iPlaza での多様な英語レッスンの機会提供等を始めています。「研究室の国際化」

では、本年度はホーチミン科学大学に焦点を絞って、本学教員の先方での招待講演、企業ブ

ース内での宣伝活動等を実施して頂きました。「キャンパスの国際化」では、東南アジアの複

数連携校との関係強化、複数の協定校からの教員・学生の招致、協定校以外からの来訪を受

け入れ、海外留学生の就職活動支援、日本語教育の強化等を進めています。長期ビジョンに

掲げられた「国際化」の拡充に向けて、今後とも大いに貢献して頂くことを期待致します。 

「TTIC 委員会」は、米国シカゴ大学キャンパス内に立地する姉妹校「豊田工業大学シカゴ

校（Toyota Technological Institute at Chicago:TTIC）」との連携を担当する委員会です。両校間に

は連携協定があって、その下で種々の教育・研究面での連携活動が実施されています。2024
年度には、第 20 回 Joint CS (Computer Science) Seminar が、本学のスマート情報技術研究セン

ターシンポジウムとの共催で開催されました。TTIC と本学が開始した International Workshop 
on Symbolic Neural Learning (SNL) は、開催主体となる国内機関を増やしてきましたが、2024
年度は産業技術総合研究所が主体となって東京・お台場で開催されました。TTICからはSrebro
教授が参加、他に AI 分野で著名な講師 5 名の講演も実施されています。TTIC の教員が主な

講師となって毎年オンライン開講されている本学大学院科目「機械学習入門 2」には、11 名

の本学院生が受講して、TTIC の McAllester 教授を中心に開講されました。本学所属の情報分

野の教員 3 名が TTIC を訪問し、研究面での情報交換を行っています。TTIC 協定留学制度に

より、毎年数名の修士課程院生が TTIC の秋クオータに講義受講ならびに研究面での助言を

得るために短期留学していますが、2024 年度は該当者がなく、残念でした。しかし、本制度

での留学を希望する学部生が英語力の進展等を図ることを支援する留学奨励制度には 7 名の

学部生が応募し、5 名が合格していますので、次年度以降の留学に期待できます。このよう

に、本委員会関連の活動は活性化しており、評価されます。 

「総合安全委員会」では、「カーボンニュートラルの実現」「BCP 計画の実行性向上」「安全

管理の強化」「感染症対策など」に取り組んでいます。いずれも大学活動の基盤です。関係者

の尽力に感謝するとともに、活動の充実に貢献して頂けますようお願い致します。「カーボン

ニュートラルの実現」では、CO2 排出量の管理と低減に取り組んでいて、省エネ対策、太陽

光発電設備の増加等を実施しています。CO2 排出量は、研究室数の変化や気候の変動などの

影響を受けていますが、努力を続けましょう。太陽光発電設備が増設され、2025 年度に稼働

して効果が上がることを期待しています。「BCP 計画」に関しては、全学防災訓練では避難場

所での点呼において、「何方がここに、今、居るのか」が分かる方式が導入されました。安否

確認システムの訓練が毎年行われていますが、100％確認に向けて努力したいと思います。

BCP 計画書に関しては、構成員の意見も聞きながら更新を進めてください。「安全管理の強化」

では、安全教育の強化をお願い致します。「感染症対策」では、2024 年度は特に大きな問題は

回避できていて、よかったと思います。寮での感染症についてのガイドライン策定が未実施

となっていますが、本学学生寮の間取り等も織り込んだガイドラインの策定をお願い致しま

す。ハラスメント対策強化についてですが、一般的には「ハラスメントとは何か」を分かっ

た積りでいますが、「ハラスメントが何かを心底から分かった」と言える状況なのかについて
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は、各人が自問する必要があろうと思っています。講習会等を適切に設定して頂きたいと思

います。 

「総合情報センター協議会」では、教育、研究、運営において不可欠な「情報システム」、

ならびに「図書館の運営」について検討・調整を行っています。前者に関しては、2024 年度

には、情報関連インフラの整備として、SINET 回線を 1G から 10G に増速し、停電のないデ

ータセンターに認証用機器を移しています。また、Google をベースとした統合ソフトウエア

整備を行い、迷惑メール対策機能の大幅向上をはじめとする改善が図られました。情報リテ

ラシーの向上策として、毎年、迷惑メール対応訓練を実施しています。努力の継続が必要か

と思われます。セキュリティインシデント対策として、対応ソフト EDR（Endpoint Detection 
and Response）を導入しています。これら努力の成果として、昨年度、セキュリティインシデ

ントは起きていません。後者に関しては、蔵書構築とコスト低減のバランスが取られていま

す。論文や研究データに関する世界的・社会的なオープンアクセス化の動きへの対応も進ん

でいます。また、図書館システムの更新に向けた努力により、新システムが本稼働しました。

これら本協議会の諸活動に感謝致します。 
 

以上 
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点
検
等
実
施
事
項
》 

★
大
学
認
証
評
価
で
の

指
摘
に
よ
り
，
内
部
質
保
証
委
員
会
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

し
た
結
果
，
実
情
・
規
則
と
も
問
題
な
い
こ
と
を
内

部
質
保
証
委
員
会
に
て
確
認
し
た
。
「
内
部
質
保
証
組
織
関
係

図
」
は
，
教
授
会
と
内
部
質
保

証
委
員
会
が
並
列
し
た
組
織
と
の
誤
解
が
生
じ
な
い

よ
う
，
修
正
を
行
っ
た
（
2
02

4
年
度
～
）
。

・
法
人
と
大
学
の
適
切
な
運
営
の
確
保
を
目
的
に
「法

人
と
大
学
の
権

限
と
責
任
・
役
割
」
を
制
定
し
た
。
（
2
0
2
4
年
度
～
）

・
運
営
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
組
織
を
見
直
し
，
建
屋
・
装
置
な
ど
専
門
技
術
に
関
わ
る
業
務
を
運
用
す
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

G
は
，
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
直
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
（
2
02

5
年
度
～
）
。

・
多
様
な
視
点
を
取
り
込

み
，
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

推
進
を
一

層
強

化
す
る
た
め

，
教

育
・
事
務

職
員
間

の
横

断
組
織
と
し
て
，
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
推
進

W
G
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
た
（
2
0
24

年
度
～
）
。

・
内

部
質

保
証

の
組

織
体

制
（
内

部
質

保

証
委

員
会

，
大

学
評

価
委

員
会

，
委

員
会

等
，
事
務
局
）
は
適
切
で
あ
る
。

・
階

層
的

に
点

検
・
評

価
を
行

う
適

切
な
体

制
で
あ
り
，
多

面
的

な
チ
ェ
ッ
ク
が

実
施

さ

れ
て
お
り
，
問
題
な
し
。

・
新

た
に
「
法

人
と
大

学
の

権
限

と
責

任
・

役
割

」
を
制

定
す
る
等

，
適

切
性

の
確

認

が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
組

織
運

営
が

効
率

的
に
行

わ
れ

る
よ
う

必
要

に
応

じ
て
組

織
改

編
が

行
わ

れ
て
い

る
（
例
：
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

G
の
位
置
付
け
）

・
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム

に
つ
い
て
は

，
組

織
運

営
の

高
度

化
を
目

的
に
事

務
局

メ
ン
バ

ー

を
傘
下
に
置
く
対
策
も
実
施
。

・
委

員
会

の
メ
ン
バ

ー
に
つ
い

て
は

，
体

制
の

変
更

時
に
，
常

時
見

直
し
を
行

う
こ

と
が
望

ま
し
い
。

・
組

織
体

制
が

形
骸

化
し
な
い
よ
う
努

め

る
．

・
組
織

見
直

し
の

狙
い
が

達
成

出
来

て
い

る
か

，
大

学
と
し
て
し
っ
か

り
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
く
。

③
内

部
質

保
証

委
員

会
の

人
員

構
成

お
よ
び
役

割

は
適

切
か
。

「
内

部
質
保

証
の

た
め
の
方

針
及

び
手

続
に
関

す
る
規

定
」
に
て
以

下
の
と
お
り
定

め
，
こ
の
規

定
に
則

っ
た
人

員
構
成
お
よ
び
役

割
で
委

員
会

を

運
営
し
て
い
る
。

 

【
人
員
構
成
】学

長
(委

員
長

)，
副
学
長

，
博
士
課
程
委
員
会
委
員
長
，
教
務
委
員
会
委
員
長
，
学
生
委
員
会
委
員

 

長
，
研
究
推
進
・
産
学
連

携
委
員
会
委
員
長

，
法
人
事
務
局
長

，
大

学
事
務
局
長
，
及
び
委
員
長
が
教

授
会
の
議
を
経
て
指
名

す
る
若
干
名
（
2
0
2
4

年
度
実
績
：
教
員
委
員

7
名
，
事
務
局
委
員

2
名
） 

【
役
割
】 

（
１
）
内
部
質
保
証
の
方
針
の
策
定

（
２
）
卒
業
・
修
了
の
認
定
及
び
学
位
授
与
に
関
す
る
方
針
，
教
育
課
程

の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
方
針
，
並
び
に
入
学
者
の
受
入
れ
に
関
す
る
方

針
の
適
切
性
の
検
証

（
３
）
第
４
条
第

1
号
，
第

2
号
及
び
第

3
号
に
掲
げ
る
事
項
の
点
検
・
評
価
結
果
に
つ
い
て
の
全
学
的
な
見
地
か
ら
の
検
証
，
及
び
改
善
案
の
方
向

性
等
の
提
示

（
４
）
教
授
会
が
委
員
会
等
へ
委
任
し
た
事
項
の
う
ち
新
た
な
取
り
組
み

や
既
定
の
ル
ー
ル
及
び
考
え
方
等
の
見
直
し
を
含
ん
だ
重
要
な
事
項
，
並
び

に
専
任
教
員
会
議
が
委
員
会
等
へ
付
託
し
た
事
項
の
点
検
・
評
価
，
及
び
担
当
委
員
会
等
へ
の
再
審
議
の
指
示

（
５
）
教
授
会
が
内
部
質
保
証
委
員
会
に
委
任
し
た
事
項
の
審
議

（
６
）
特
定
の
委
員
会
等
で
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
の
該
当
委
員
会
等
へ
の
指
示
，
及
び
そ
の
結
果

の
検
証

（
７
）
教
員
活
動
報
告
の
取
り
纏
め
結
果
の
検
証

・
内

部
質

保
証

委
員

会
の

人
員

構
成

に
つ

い
て
は

，
学

長
補

佐
教

員
が

含
ま
れ

て
い

る
。
学
長
補
佐
に
つ
い
て
は
，
担
当
す
る
報

告
事

項
が

な
い
こ
と
か

ら
，
出

席
の

必
要

性
に
つ
い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

・
内

部
質

保
証

委
員

会
の

役
割

は
適

切
で

あ
る
。

・
人

員
構

成
に
つ
い
て
は

，
教

員
の

負
担

の
軽

減
の

た
め

に
，
再

検
討

の
余

地
が

あ
る
。

9



（
８
）
内
部
質
保
証
の
適
切
性
に
関
す
る
自
己
点
検
・
評
価

 

（
９
）
外
部
評
価
の
推
進

 

（
１
０
）
そ
の
他
全
学
横
断
的
な
事
項
及
び
学
長
か
ら
の
諮
問
事
項
等

の
自
己
点
検
・
評
価

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

★
教
務
委
員
長
交
代
お
よ
び
新
副
学
長
就
任
に
伴
い
，
内
部
質
保
証

委
員
会
委
員
が
新
た
に

2
名
追
加
と
な
っ
た
（2

0
2
5
年
度
～
）
。

 

・
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
に
関
す
る
自
己
点
検
に
つ
い
て
，
大
学
評
価
委
員
会
が
点
検
・
評
価
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
（
2
0
2
4
年
度
～
）
。

 

★
中
期
プ
ラ
ン
お
よ
び
委
員
会
等
方
針
の
点
検
・
評
価
プ
ロ
セ
ス
（
点

検
時
期
，
点
検
頻
度
，
自
己
点
検
・
評
価
項
目
）の

見
直
し
を
行
っ
た
（
2
0
2
4
年

度
～
）
。

 

・
大
学
評
価
委
員
会
お
よ
び
内
部
質
保
証
委
員
会

か
ら
の
意

見
（
確

認
シ
ー
ト
）
に
つ
い
て
，
各

委
員
会
が
主
体
的

に
取
り
組
む
仕
組
み
（
各
委
員
会

は
直
近
の
会
議
で
対
応
を
審
議
し
，
そ
の
対
応
方
針
等
に
つ
い
て
は

議
事
録
も
し
く
は
委
員
会
等
方
針
点
検
表
に
記
載
し
管
理
（P

D
C

A
活
動
）
を
行

う
）
を
作
っ
た
（
2
0
2
4
年
度
～

，
委
員
会
等
方
針
点
検
表
で
の
管
理
は

2
0
2
3
年
度
～
）
。

 

④
内

部
質

保
証

委
員

会
は

定
め
た
役

割
お
よ
び
手

続
に
基
づ
き
，
点
検
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
か
。

 

 

上
記
の
役
割
に
基
づ
き
，
以
下
の
点
検
・
評
価
を
実
施
し
た
。
※
（
 
）
内
の
番
号
は
③
【
役
割
】
の
番
号
に
対
応

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
内
部
質
保
証
の
方
針
の
点
検
（
6
月
）
…
（
１
） 

・
大
学
の
目
的
お
よ
び
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
の
点
検
（
6
月
）
…
（
２
） 

・
中
期
プ
ラ
ン
（
6
月
）
・
事
業
報
告

(5
月

)・
事
業
計
画

(2
月

)の
点
検
…

(3
) 

・
委
員
会
等
方
針
（
7
月
）の

自
己
点
検
お
よ
び
大
学
評
価
委
員
会
の
確
認
結
果
の
検
証
…
（
３
） 

・
委
員
会
等
へ
の
審
議
委
任
事
項
・付

託
事
項
の
点
検
・評

価
（1

回
／
月
）
…
（４

） 

・
各
委
員
会
の
審
議
項
目
（
教
授
会
等
か
ら
審
議
の
権
限
移
譲
を
し
て
い
る
事
項
等
）
に
関
す
る
点
検

(2
月
)…

（
４
） 

・
教
授
会
か
ら
内
部
質
保
証
委
員
会
へ
の
委
任
事
項
（
e
x.
学
内
重
点
支
援
予
算
，
海
外
研
修
の
承
認
）の

審
議
（点

検
）
…
（
５
） 

・
第

3
期
大
学
認
証
評
価
に
お
け
る
改
善
課
題
（
修
士
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
）の

対
応
を
担
当
委
員
会
に
依
頼
（4

月
）
・
対
応
審
議
…
（
６
） 

・
第

3
期
大
学

認
証
評
価
に
お
け
る
本
学
へ
の
指
摘
・
要
望
事
項
・
第

3
期
認
証
評
価
実
地
調
査
時
の
質
問
事
項
の
各
委
員
会

へ
の
対
応
依
頼
（
7

月
）
…
（
６
） 

・
教
員
活
動
報
告
の
実
施
に
つ
い
て
の
検
証

(9
月

)…
(７

) 

・
内
部
質
保
証
の
適
切
性
の
点
検
（6

月
）
…
（
８
） 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
懇
談
会
等
外
部
評
価
の
推
進
（⑨

参
照
）
…
（
9
） 

・
本
学
の
各
種
方
針
の
内
容
に
関
す
る
点
検
（
6
月
）
…
（
1
0
） 

・
内

部
質

保
証

委
員

会
は

定
め
た
役

割
お

よ
び
手
続

に
基
づ
き
，
適

切
に
点
検
・
評
価

を
行
な
っ
て
い
る
．

  

 ・
委
員
会
等
方
針
の
点
検
に
つ
い
て
，
全
て

の
委

員
会

・
協

議
会

に
つ
い
て
学

長
が

所

見
を
書
く
の
は

大
変
な
作
業

で
あ
る
。
従

っ

て
，
全

体
的
な
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
，
個

々
の

委
員

会
・
協

議
会

に
つ
い
て
は

特
に
言

及

し
た
い
会

議
体

の
み

で
良

い
と
思

わ
れ

る

（
も
し
く
は
箇
条
書
き
程
度
）
。

 

 

・
引
き
続

き
，
定

め
ら
れ
た
役

割
と
手

続
き

に
基
づ
き
，
点

検
・
評

価
を
行

う
。

 

 

⑤
大

学
評

価
委

員
会

の
人

員
構

成
お
よ
び
役

割
は

適
切

か
。

 

  

「
内

部
質
保

証
の

た
め
の
方

針
及

び
手

続
に
関

す
る
規

定
」
に
て
以

下
の
と
お
り
定

め
，
こ
の
規

定
に
則

っ
た
人

員
構
成
お
よ
び
役

割
で
委

員
会

を

運
営
し
て
い
る
。

 

 【
人
員
構
成
】教

授
会
規
則
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
委
員
長
お
よ
び
委
員
（
2
0
2
4
年
度
：
教
員
委
員

6
名
，
事
務
局
委
員

1
名
） 

【
役
割
】 

 
（
1
）
本
学
独
自
の
自
己
点
検
・
評
価
項
目
の
設
定
及
び
担
当
委
員
会
へ

の
自
己
点
検
・評

価
の
指
示

 

(2
）
第

4
条
第

2
号
及
び
第

3
号
に
掲
げ
る
事
項
の
自
己
点
検
・
評
価
結
果
の
総
括
及
び
検
証
，
並
び
に
内
部
質
保
証
委
員
会
へ
の
上
程

 

(3
）
自
己
点
検
・
評
価
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
資
料
収
集
及
び
調
査

研
究

 

（
4
）
自
己
点
検
・
評
価
に
関
す
る
報
告
書
の
編
纂
及
び
内
部
質
保
証
委

員
会
へ
の
上
程

 

（
5
）
認
証
評
価
に
関
す
る
対
応
準
備

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

★
人
員
の
入
れ
替
え
を
考
慮
し
准
教
授
を

1
名
追
加
，
教
員
の
事
務
負
担
軽
減
策
と
し
て
委
員
数
を

6
名
か
ら

4
名
に
縮
小
し
た
（
2
0
2
5
年
度
～
） 

・
大

学
評

価
委

員
会

の
人

員
構

成
お
よ
び

役
割
は
適
切
で
あ
り
，
問
題
な
し
。

 

 ・
内

部
質

保
証

委
員

会
と
の

重
複

を
避

け

た
入

れ
替

え
を
行

い
，
委

員
数

も
削

減
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ

で
機

能
し
て
お
り
，
問

題

な
い
と
思
わ
れ
る
。

 

 ・
人

員
の

入
れ

替
え
，
負

担
軽

減
策

の
導

入
な
ど
，
適
切
化
に
努
め
て
い
る
．

 

  

・
人

員
構

成
に
つ
い
て
は

，
大

学
の

人
員

変
化

が
あ
る
場

合
に
は

，
見
直

し
を
行

な

い
，
教

員
と
職

員
の

負
担

の
公

平
性

の

確
保

と
，
負

担
の

軽
減

を
行

な
う
べ

き
で

あ
る
。

 

 ・
大

学
評

価
委

員
会

と
内

部
質

保
証

委

員
会

は
，
役

割
は

異
な
る
も
の

の
ど
ち
ら

も
チ
ェ
ッ
ク
機

関
で
あ
る
の

で
，
委

員
は

重
複
し
な
い
こ
と
が

望
ま
し
い
。

 

    

⑥
大

学
評

価
委

員
会

は
，
定

め
た
役

割
お

よ
び

手

続
に
基
づ
き
，
点
検
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
か
。

 

 

上
記
の
役
割
に
基
づ
き
，
以
下
の
点
検
・
評
価
を
実
施
し
た
。

 
※
（
 
）
内
の
番
号
は
⑤
【
役
割
】
の
番
号
に
対
応

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
委
員
会
等
方
針
の
自
己
点
検
結
果
の
検
証
＜
確
認
シ
ー
ト
作
成
＞

と
内
部
質
保
証
委
へ
の
報
告
（
6
月
）…

（
２
） 

・
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
自
己
点
検
（内

部
質
保
証
委
員
会

）
の
点
検
実
施
…
（
２
） 

・
第

4
期
大
学
認
証
評
価
に
関
す
る
説
明
会
の
実
施
（1

2
月
）…

（
３
） 

・
大
学
認
証
評
価
に
関
す
る
情
報
提
供
＜
他
大
学
が
受
け
た
指
摘
事
項
な
ど
＞
（
4
月
ほ
か
）
…
（
３
） 

・
自
己
点
検
・評

価
報
告
書
の
作
成
お
よ
び
内
容
の
点
検
（
1
0
月
）
…

（
４
） 

・
第

3
期
認
証
評
価
に
お
け
る
本
学
へ
の
指
摘
・
要
望
事
項
・
第

3
期
認
証
評
価
実
地
調
査
時
の
質
問
事
項
を
内
部
質
保
証
委
員
会
へ
上
程
（6

月
）

…
（
５
） 

・
大

学
評

価
委

員
会

は
定

め
た
役

割
お
よ

び
手

続
に
基

づ
き
，
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て
お
り
，
問
題
な
し
。

 

 

・
点
検
・
評

価
作

業
に
修

正
は

必
要

な
く
，

継
続
的

に
そ
の

作
業
を
実

施
す
る
。
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 1
-
２
．
そ
の

他
の

意
見

（適
切
性
点
検
の
進
め
方
な
ど
） 

・
既

に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
，
点
検
・検

証
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
感
が
あ
り
，
引
き
続
き
適
切
に
簡
素
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

 ２
．
大

学
評
価
委
員
会

に
よ
る
点
検

  

・
①

に
関
し
，
昨
年
度
の

対
応
案

2
つ
目
の
第

2
パ
ラ
グ
ラ
フ
「
多
数
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
，
そ
の
結
果
を
学
内
の
意
思
決
定

や
改
善
活
動
に
生
か
す
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
。
今
後
，
大
学
と
し
て
対
応
の
方
向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
に
つ
い
て
の
記
載

が
な
い
。
概

略
や

現
状

で
の

対
応

状

況
，
課
題
等
を
記
載
し
て
頂
き
た
い
。

 

 ３
．
学

長
所
見

 

本
学

は
「
第

3
期
認
証
評
価
を
」
2
0
2
3
年
度
に
受
診
し
、

1
0
項
目
あ
る
評
価
視
点
「基

準
」
に
関
し
て
、
「良

好
な
状
態
」な

い
し
は
「
よ
り
良
い
状
態
」
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
内
部
質
保
証
に
関
し
て
は
「
良
好
な
状
態
」
と
の
ご
判
断
で
し
た
。
そ
の

上
で
、
本

学
で
は

「
内
部

質
保

証
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
」
に
関
し
て
、
毎
年
、
こ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
あ
る
よ
う
に

1
0
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
自
己
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
の
本
点
検
で
は
、
各
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
概
ね
適
切
と
の
自
己
評
価
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

1
-
2
項
な
ら
び
に

2
項
に
お
い
て
、
な
お
改

善
に
向
け
た
ご

意
見

も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 1
-
2

項
で
の
ご
指
摘
は
、
「
点
検
・検

証
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
」と

の
こ
と
で
し
た
。
学
長
と
し
て
も
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
「
簡
素
化
」
は
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
勿
論
、
「内

部
質
保
証
」活

動
の
本
質
は
堅
持
し
つ
つ
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
こ
の
「
簡
素
化
」
を
図

る
工

夫
が
で
き
ま
す
と
、
大

変
に

有
難

い
と
思
い
ま
す
。

 

 2
項

で
の
ご
指
摘
は
、
昨
年
度
の
指
摘
事
項
の
中
に
「I

R
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
」と

い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
本
点
検
シ
ー
ト
に
は
そ
れ
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
」と

い
う
も
の
で
す
。
確
か
に
、
「
多
数
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
学
内
の
意
思

決
定

や
改

善
活

動
に
生

か
す
体

⑦
各

委
員

会
等

の
役

割
は

適
切

か
。
定

め
た
役

割

お
よ
び
手
続
に
基
づ
き
，
点
検
・
評
価
を
行

っ
て
い
る

か
。

 

「
内
部
質
保
証
の
た
め
の
方
針
及
び
手
続
に
関
す
る
規
定
」
で
定
め
た
上
記
の
役
割
に
基
づ
き
，
以
下
の
点
検
・
評
価
を
実
施
し
た
。

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
中
期
プ
ラ
ン
お
よ
び
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
，
各
委
員
会
等
で
実

施
す
べ
き
事
項
を
踏
ま
え
た
委
員
会
等
方
針
を
立
案
（
4
月
）
，
期
末
点
検
を
実

施
（
4
月
） 

・
上

記
の

期
末
点

検
結

果
に
対
し
，
学

長
，
学

術
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
，
内

部
質

保
証

委
員

会
，
大

学
評

価
委

員
会

な
ど
か

ら
示

さ
れ

た
改

善
案

等
を
受

け
，
委
員
会
等
方
針
に
反
映
（
3
月
） 

・
各
委
員
会
等
の
役
割
に
関
し
て
，
大
学
評

価
委
員
会
に
よ
る
点
検
・
評

価
結
果
を
，
内

部
質
保
証
委
員
会

に
お
い
て
，
２
重

に
，
点

検
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

 

 ・
各
委
員
会
の
役
割
は
適
切
で
あ
り
，
定
め

た
役

割
お
よ
び

手
続

き
に
基

づ
き
，
適

切

な
点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て
お
り
，
問

題
な

し
。
中
間
点
検
を
な
く
し
た
こ
と
に
よ
る
問
題

も
特
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 

・
点
検
・
評

価
体

制
は

整
っ
て
お
り
，
継

続

的
に
そ
の

作
業

を
実
施

す
る
。

 

 ・
引

き
続

き
各

委
員

会
の

役
割

を
見

直
し

て
行

く
．

 

⑧
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
，
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
，
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
）
に
基
づ

き
，
関

係
委
員
会
（教

務
委
員
会
，
博
士
課
程
委
員

会
，
入
試
委
員
会
等
）
を
中
心
に
，
教
育
活
動
の
点

検
・
評

価
を
行
っ
て
い
る
か
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
，

内
部

質
保
証
委
員
会
が
検
証
を
行
っ
て
い
る
か
。

 

以
下
の
と
お
り
検
証
を
行
い
，

3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
，
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
関

係
委

員
会

（
教

務
委

員
会

，
博
士

課
程

委
員

会
，
学

生
委
員

会
等
）
の
自

己
点

検
・
評
価

の
状

況
の

検
証

を
実

施
（
内
部
質

保
証
委

員
会

＜
議

題
調
整
会
議
＞

1
回
／
月
） 

・
関
係
委
員
会
の
年
度
の
方
針
点
検
（
自
己
点
検
結
果
）の

年
1
回
検

証
＜
確
認
シ
ー
ト
作
成
＞
（
内
部
質
保
証
委
員
会
／
大
学
評
価
委
員
会
） 

・
関
係

委
員

会
が

３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
に
関

す

る
点

検
・
評

価
を
行

っ
た
結

果
に
つ
い
て
，

内
部

質
保

証
委

員
会
が

検
証
を
行

っ
て
い

る
。

 

・
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
の

点
検

・
評

価
は

適
正

に
行

わ
れ

て
お
り
，
修

士
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ポ

リ
シ
ー
を
大

学
基

準
協

会
で
指

摘
さ
れ

た

事
項
を
踏
ま
え
て
修
正
中
で
あ
る
。

 

・
評

価
体

制
は

整
っ
て
お
り
，
継

続
的

に

ポ
リ
シ
ー
の

点
検

・
評

価
を
行

い
，
必

要

に
応
じ
て
，
ポ
リ
シ
ー
の

修
正
を
行

う
。

 

 ・
修

士
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ポ
リ
シ
ー
を
で
き
る

だ
け
早

急
に
修

正
す
る
。

 

  

⑨
内

部
質
保

証
委
員
会

に
よ
る
点
検

・
評
価

に
あ
た

っ
て
は

，
外
部
評
価
を
参
考
と
し
て
い
る
か
。

 

 

外
部
評
価
と
し
て
「
将
来
構
想
推
進
協
議
会
」
「
学
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
懇
談
会
」
「
南
山
大
と
の
連
携
報
告
会
」
「
愛
知
大
と
の
連
携
報
告
会
」
「
産
学
・
就

業
力
向
上
委
員
会
」
を
実
施
し
，
そ
の
意
見
を
参
考
に
し
て
点
検
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
「
大
学
基
準
協
会
」
に
よ
る
大
学
評
価
を
受
審
し
，
修
士
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の
不
備
に
つ
い
て
の
指
摘
を
受
け
検
討
中
（2

0
2
4
年
度
～
） 

・
「
将
来
構
想
推
進
協
議
会
」
（
4
月
）お

よ
び
「学

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
懇

談
会
」
（
1
1
月
）
に
お
い
て
，
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
点
検
を
依
頼

 

・
「
学
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
懇
談
会
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
対
す
る
対
応
を
委
員
会
等
で
継
続
（
2
0
2
1
年
度
～
） 

・
「
産
学
・
就
業
力
向
上
委
員
会
」
に
お
い
て
，
教
育
改
善
の
参
考
と
し
て
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
聴
取
（
7
月
） 

・
内
部
質
保
証

委
員
会

に
よ
る
点

検
・
評
価

に
あ
た
っ
て
は

，
外

部
評
価

を
参
考

と
し
て

い
る
。

 

 ・
他

大
学

の
大

学
評

価
で
の

取
り
組

み
や

学
術

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
等

の
指

摘
事

項
を
参

考
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

 

・
外

部
か

ら
意

見
を
い

た
だ
く
機

会
を
一

定
レ
ベ
ル

で
継

続
し
て
い
く
。

 

 

⑩
内

部
質

保
証
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
点

検
・
評

価
結

果

を
ま
と
め
た
「
点
検
・
評

価
報
告
書
」を

毎
年
発
行
し
，

社
会

に
公
表
し
て
い
る
か
。

 

点
検
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
以
下
の
と
お
り
発
行
し
，
公
表
し
た
。

 

 《
2
0
2
4
年
度
点
検
等
実
施
事
項
》 

・
2
0
2
3
年
度
「
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
」を

，
大
学
評
価
委
員
会
に
よ
る
編
集
，
内
部
質
保
証
委
員
会
へ
の
報
告
を
経
て
，
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

公
表
（
1
0
月
） 

・
「
点

検
・
評

価
報

告
書

」
を
毎

年
発

行
し
，

内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
点
検
・評

価

結
果
を
適
切
に
公
表
し
て
い
る
。

 

 

・
引

き
続

き
，
内

部
質

保
証

シ
ス
テ
ム

に

よ
る
点

検
・
評

価
結

果
を
ま
と
め

た
「
点

検
・
評

価
報

告
書

」
を
毎

年
発

行
し
，
社

会
に
公

表
す
る
。
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制
」
、
つ
ま
り

IR
の
体
制
は
、
本
学
で
は
ま
だ
不
十
分
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
既
に
こ
の
体
制
を
上
手
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
組
織
を
お
訪
ね
す
る
か
、
知
見
と
経
験
を
十
分
に
お
持
ち
の
方
を
本
学
に
お
呼
び
し
て
ご
講
演
を
頂
く
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
何

れ
か

の
方

法
で

IR
活

動
の

実
際

と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
知
見
を
集
め
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

 

本
学

は
、
学
部
入
学
定
員

1
0
0
名
と
い
う
、
小
規
模
な
工
学
系
単
科
大
学
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
、
研
究
、
大
学
運
営
を
担
当
す
る
各
委
員
会
等
は
、
基
本
的
に
全
学
組
織
で
す
。
つ
ま
り
、
本
学
の
一
つ
ひ
と
つ
の
委
員
会
等
か
ら
の
提
案
は
、
直
接
的
に
全

学
の

将
来

に
大

き
く
影

響
い
た
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
活
動
内
容
を
決
定
す
る
際
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
関
連
あ
る
委
員
会
等
と
の
予
備
的
な
意
見
調
整
を
行
う
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
内
部
質
保
証
委
員
会
は
、
各
委
員
会
等
で
の
議
論
の
様
子
な
ら
び
に
提
案
内

容
等
で
重

要
な
も
の

を
伺

っ
て
、
専

任
教

員
会
議
等
、
次
の

議
論
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
宜
し
い
か
ど
う
か
と
い
っ
た
判
断
も
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
上
記
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
連
携
の
促
進
役
を
担
う
こ
と
も
任
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

大
学

組
織
は
、
社
会
一
般
の
組
織
と
は
異
な
る
特
殊
な
構
造
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
の
主
役
で
あ
る
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
直
接
的
な
接
点
を
持
っ
て
い
る
方
々
は
、
多
く
の
教
員
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
事
務
局
の
最
前
線
に
お
ら
れ
る
多
く
の
職
員
の
皆
さ
ん
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の

方
々

が
得

て
い
る
諸
情
報
と
そ
れ
に
よ
っ
て
持
た
れ
た
ご
意
見
を
常
に
集
約
し
な
が
ら
、
各
委
員
会
で
の
議
論
は
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
般
的
な
こ
と
ば
で
言
え
ば
「
民
主
的
な
意
見
集
約
が
で
き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
上
記
の
よ
う
な
大
学

組
織

の
特

殊
性

を
考

え
ま
す
と
、

そ
の

よ
う
な
対
応
を
取
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
内
部
質
保
証
委
員
会
は
、
提
案
の
内
容
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
提
案
に
至
っ
た
議
論
等
の
プ
ロ
セ
ス
も
評
価
す
る
任
務
を
担
っ
て
い
る
訳
で
す
。
誰
も
が
自
由
に
ご
自
身
の
意
見
を
言
え
る
、
風

通
し
の

良
い
組

織
風

土
を

堅
持

す
る
こ
と
が
、
大
学

に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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2
0
2
5
年

1
月

2
0
日

 

2
0
24

年
度

（
予

算
委

員
会
）

委
員
会
等
方

針
点
検

表
＜
期

末
点

検
＞

 
（
委
員
長
名
 
大
石
泰
丈

）
 

№

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘

事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容
お
よ
び
結
果

(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

○
 

研
究

旅
費

の
運

用
制

度
に

関
す

る
説

明
を

必
要

に
応
じ
て
行
う
 

・
委
員
長
よ
り
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

・
そ
の
結
果
、
疑
問
点
や
検
討
依
頼
事
項
を
含
め
て

、

特
に
意
見
が
出
て
こ
な
か

っ
た
た
め
、
現
状
実
施

で
き
て
い
な
い
。

説
明
が
必
要
な
事
案
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
 

―
 

―
 

％
 

必
要
が
生
じ
た
ら
対
応
す

る
。
 

2
 

○
 

【
予
算
委
員
会
の

範
囲
外

】
 

学
生
へ
の
謝
金
・
給
与
支
払
い
に
関
す
る
検
討
及

び
検
討
結
果
の

説
明
 

・
予
算
委
員
会
の
役
割
の

範
囲

を
超
え
て
い
た
た
め

学
長
・
副
学
長
懇
談
会

で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え

て
大
学
の
方
針
を
策
定

。
内
部
質
保
証
委
員
会
の

承
認
を
得
て
決
定
。

・
方
針
を
内
規
と
し
て
定

め
、

専
任
教
員
会
議
に
て

学
長
よ
り
説
明
。

―
 

―
 

―
 

％
 

特
に
な
し
 

3
 

○
 

【
予
算
委
員
会
の
範

囲
外

】
 

特
任
教
員
へ
の

予
算
配
分
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
 

・
特
任
教
員
選
任
会
議
に
お
い

て
、
特
任
教
員
の
職

務
、
研
究
環
境
等
に
関
し

て
取
り
ま
と
め
て
、
定

年
を
迎
え
る
教
員
に
対
し

て
案
内
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

の
中
に
予
算
配
分
の
ル

ー
ル
に
関
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

―
 

―
 

―
 

％
 

特
に
な
し
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：予算委員会 

大学評価委員会 点検者氏名： 藤崎敬介 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等が

あれば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№１） 特になし 

 

 

（№２） 特になし 

 

 

（№３） 特になし 

 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

 図書関連費用予算（雑誌購入費用など）の長期的増額に対する対応策の議論開始 

 数年前の専任教員会議にて、図書関連費用が億円ほどに達し、今後ともに増額する旨

の報告があったと記憶している。 

 今後このまま増額が続くとしたら本学予算全体を圧迫しかねない状況ともいえるので、

その対応（購入雑誌等の見直しを継続する、予算増額をし続ける、大学としての購入

をやめて各研究室に割り振る、など）について長期的視点での議論を開始したほうが

よいのではないかと思い、ここに記す。 

 

大学評価委員会による確認 

 

特になし 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：予算委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：竹内恒博 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし． 

 

 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし． 

 

 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

これまでに培ってきた運用に基づき，粛々と役割を果たしている．必要が生じた案件に対して．

教員への予算運用制度の説明，学生への謝金・給与支払いに対する方針の策定，今後増えるこ

とが予想される特任教員への予算配分ルールの明言化などを行い，適切に対応している．  

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

2
月

2
6
日

 

2
0
24

年
度

（
教

務
委

員
会
）

委
員
会
等
方

針
点
検

表
＜
期

末
点

検
＞

 
（
委
員
長
 
吉
村
 
雅
満

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容
お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

教
育

1
-
1
-
1 

 
 

 
〇

 

学
生
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ

 

 入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
都
度
、

学
生

に
「
記

憶
」
→

「
理

解
」
す

る
学

習
へ

の
マ
イ
ン
ド
チ

ェ
ン
ジ
を
啓
蒙
す
る
。
（毎

年
） 

あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉

え
て
、
保

立
学

長
が
学

生
に
向

け
て
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
、
豊
田

工
大
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
の

説
明
を
実
施
。

 

4
月
：
学
長
懇
談
会
（
学
部
１
年
） 

4
月
：
「
科
学
・技

術
と
人
間

・
社
会
」（
修
士
１
年
） 

9
月

：
後
期

履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
学
部

全
学
年

お
よ
び

修
士
１
年
） 

そ
の
中

で
、
「
記

憶
」
で
は

な
く
「
理

解
」
す

る
学

習
へ

の
ﾏ
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｪ
ﾝ
ｼ
ﾞを

啓
蒙
。

 

 2
0
2
5
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
（
授
業
計
画
書
）に

各
授
業
に

お
け
る
論
理

的
思
考

力
育

成
に
関

す
る
取

組
を
新

た

に
明
記
し
視
え
る
化
を
図
っ
た
。

 

左
記
の
よ
う
に
学
生
に
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
て
お
り

 

学
生
へ
の
意
識
付
け
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
着
実

 

に
図
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

授
業
科
目
単
位
で
の
取
組
み
目
標
を
シ
ラ
バ
ス
に
明

 

示
す
る
こ
と
で
、
学
生
に
対
し
て
よ
り
具
体
的
で
直
接

 

的
な
意
識
付
を
図
る
環
境
が
整
っ
た
。

 

今
後
は
、
効
果
測
定
と
し
て
、
学
生
へ
の
意
識
付
け
の

 

浸
透
度
合
い
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

学
生
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ

 

・
あ
ら
ゆ
る
教

育
機

会
（
全

授
業

、
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
、

iP
la

za

活
動
な
ど
）を

活
用
し
た
学

生
（新

入
生

、
在
学

生
） 

へ
の
意
識
付
け
【
継
続

】 

 ・
「
記
憶
」か

ら
「
理
解

」
す

る
学

習
へ
の
マ
イ
ン
ド
ﾁ
ｪ
ﾝ
ｼ
ﾞ 

に
関
す
る
、
学
生
へ
の
浸

透
度
合

い
の
確

認
 

（
ex

.授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
等

の
質

問
項

目
に
追

加
） 

 

2
 

教
育

 

1
-
1
-
2 

 
 

 
 

教
員
の
授
業
等
で
の
取
組
実
践
と
情
報
共
有

 

 教
員
の
授
業
等
で
の
取
組
実
践
と
情
報
共
有
（毎

年
） 

教
育
談
話
会
（8

月
）
で
取
組
事
例
の
紹
介
を
実
施
し

 

教
員
間
で
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

 

教
員
間
で
情
報
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

教
員
の
授
業
等
で
の
取
組

実
践

と
情

報
共

有
 

 授
業
や
研
究
室
指
導
に
お

け
る
実
践

事
例
を
教

育
談
話

 

会
で
学
内
共
有
し
、
教
員

個
々
の
指

導
ス
キ
ル
向

上
に

 

繋
げ
る
【
継
続
】 

3
 

教
育

 

1
-
2
-
1 

 
 

 
 

取
組
状
況
評
価
・
達
成
度
評
価

 

（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報
告
書
に
よ
る
教
員
の
取
組
状
況
把

 

握
、
学
生
の
能
力
伸
長
度
の
把
握
方
法
の
検
討
） 

学
生

の
能

力
伸

長
度

の
把

握
方

法
の
検

討
の
中

で

外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（
P
R

O
G

テ
ス
ト
）
の
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
し
て
検
討
の
足
掛
か
り
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
実
施
期
間
：
2/

1
0
～

3
/
31
） 

学
生
の
能
力
伸
長
度
の
把
握
方
法
の
検
討
を
進

め
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は

P
R

O
G
テ
ス
ト
の
結
果
を
ふ
ま

え
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 
〇

 
2
0
 

％
 

取
組
状
況
評
価
・
達

成
度
評

価
 

P
R
O

G
テ
ス
ト
の
結
果

を
分
析

し
、
本

学
の
学

生
の
傾

向

（
強
み
・
弱
み
）を

把
握

す
る
と
と
も
に
、
本

学
で
養
成

 

す
る
汎
用
力
の
明
確
化

と
そ
の
育

成
方

法
に
関

す
る
具

 

体
的
検
討
を
開
始

 

4
 

教
育

 

1
-
3
-
1 

 
 

 
 

学
部
１
年
次
前
後
期
の
授
業
課
題
の
負
荷
把
握
と

 

軽
減
策
の
実
施
、
点
検

 

 学
部

1
年
次
前
後
期
の
授
業
課
題
の
負
荷
把
握
と
軽
減

 

策
の
実
施

 

教
育
談
話
会
（
8
月
）
で
学

生
に
時
間
を
返
す
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
討

議
を
実

施
、
課
題
提

出
期
限
の
重

複
が
負
荷
の
一
因
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

 

こ
の
対

策
と
し
て
学

部
１
年

次
の
授

業
課

題
の
締

切

日
を
各
教
員
が

G
o
o
gl

e
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
。

 

授
業
課
題
の
締
切
が
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
教
員
が

 

自
身
以
外
の
科
目
の
締
切
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能

 

と
な
り
、
課
題
の
締
切
日
を
調
整
す
る
こ
と
で
学
生
の

 

課
題
負
荷
の
分
散
が
期
待
で
き
る
。

 
〇

 
5
0
 

％
 

学
部
１
年
次
前
後
期
の
授
業

課
題
の
負

荷
把
握

と
軽

減
 

策
の
実
施
、
点
検

 

 ・
課
題
締
切
の
可
視
化
対

応
に
よ
る
効

果
の
確

認
 

 

5
 

教
育

 

2
-
1
-
1 

 
 

 
 

教
員
の
授
業
等
で
の
取
組
実
践
と
情
報
共
有

 

 教
員
の
授
業
等
で
の
取
組
実
践
と
情
報
共
有
（毎

年
） 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 
〇

 
2
0
 

％
 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

6
 

教
育

 

2
-
2
-
1 

 
 

 
 

取
組
状
況
評
価
・
達
成
度
評
価

 

（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報
告
書
に
よ
る
教
員
の
取
組
状

 

況
把
握
、
学
生
の
能
力
伸
長
度
の
把
握
方
法
の
検
討
） 

N
O

.3
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
2
-
1
」 

に
記
載

 

N
O

.3
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
2
-
1
」 

に
記
載

 
〇

 
2
0
 

％
 

N
O

.3
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
2
-
1
」 

に
記
載

 

7
 

教
育

 

3
-
1
-
1 

 
 

 
 

よ
り
精

緻
・
詳

細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作

成
と
学

生

へ
の
理
解
促
進
、
シ
ラ
バ
ス
へ
の
反
映

 

 よ
り
精
緻
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
（
一
次
案
）
の
作
成

 

授
業

W
G
（
機

械
、
電

子
情

報
、
物

質
）
と
議

論
を
実

施
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改

定
時

に
精

査
を
し
て
十

分
な
内

容
に
な
っ
て

お
り
、
現

状
は

改
定

の
必

要
性

は
な
い
と
結

論
づ

け

た
。

 

学
生

に
科

目
間

の
関

係
性

を
理

解
さ
せ

る
取

組
み

と

し
て
は
、
シ
ラ
バ
ス
に
関
す

る
質

問
を
受

け
付

け
る
チ

ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
実

現
可
能

性
を
検
討

す
る
た
め
に

試
作
を
す
る
こ
と
を
決
定
。

 

試
作
完
成
後
に
関
係
者
で
内
容
を
点
検
し
、
実
現
可

 

能
性
を
含
め
て
検
討
を
進
め
る
。

 

△
 

1
0
 

％
 

よ
り
精
緻
・
詳
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学

生
に
対

す
る
理

解

促
進

 

 シ
ラ
バ
ス
の
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
試
作

と
評

価
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ま
た
シ
ラ
バ
ス
の
関

連
科

目
の
項

目
に
科

目
の
前

後

関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
開
講
学
期
を
明
示
、
学
生
が
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
シ
ラ
バ

ス
内

に
リ
ン
ク
を
埋

込
み

し
た
。
（
2
0
2
5

年
度

か
ら
対

応
）
 

8
 

教
育

 

3
-
2
-
1 

 
 

 
 

授
業
科
目
間
の
つ
な
が
り
の
視
え
る
化

 

 授
業
科
目
関
連
図

（
一
次
案
）
の
作
成

 

N
O

.7
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

3
-
1
-
1
」 

に
記
載

 

N
O

.7
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

3
-
1
-
1
」 

に
記
載

 
△

 
1
0
 

％
 

N
O

.7
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

3
-
1
-
1
」 

に
統
合

 

9
 

教
育

 

4
-
1
-
1 

 
 

 
 

豊
田
工
大
メ
ソ
ッ
ド
（
初
版
）の

と
り
ま
と
め

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 
2
0
2
8
年
度
に
実
施
予
定

 

1
0
 

教
育

 

4
-
1
-
2 

 
 

 
 

豊
田
工
大
メ
ソ
ッ
ド
（
初
版
）の

冊
子
・
W

eb
で
の
公
表

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 
2
0
2
8
年
度
に
実
施
予
定

 

1
1
 

教
育

 

5
-
1
-
1 

 
 

 
 

統
合

型
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
意

識
し
た
科

目
体
系

と
具

体
的
な
開
講
科
目
（
案
）
の
策
定

 

 統
合
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
意
識

し
た
授
業
科
目
体
系

（
案
）
の
作
成

 

授
業

W
G
（
機

械
、
電

子
情

報
、
物

質
）
と
議

論
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
存
の
教
員
構
成
で
は
、
統
合

型
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
レ
イ
ヤ
ー

の
教

員
が
少

な
い
た

め
検
討
そ
の
も
の
が
難
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

 

統
合
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
レ
イ
ヤ
ー
の
分
野
の
教
員

採
用
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

 

現
状
の
教
員
数
で
は
既
存
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
維
持
す

 

る
だ
け
で
精
一
杯
の
状
況
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
状
況

 

改
善
が
優
先
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
既

に
時

間
割

上
、
専

門
科

目
が
飽

和
状

態
の

た
め
、
科

目
の
新

設
は
既

存
科

目
の
閉

講
や
統

合
と

セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

×
 

5
 

％
 

統
合
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
意
識

し
た
科
目

体
系

と
具

 

体
的
な
開
講
科
目
（
案
）
の
策
定

 

・
教
員
採
用
状
況
に
合
わ
せ

て
科

目
開
講

を
検
討

 

  

1
2
 

教
育

 

6
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
講
義
科

目
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
実

験
・
実

習
内
容
の
検
討

 

・
講

義
科

目
と
実

験
・
実
習

科
目
の
関

係
を
明
示

す
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成

 

 講
義

科
目

の
内

容
の
理

解
を
深

め
る
た
め
の
実

験
・
実

習
内
容
の
具
体
案
策
定

 

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

W
G

で
継
続
的
に
議
論
し
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

 

工
学

リ
テ
ラ
シ
ー

に
つ

い
て
、
講

義
科

目
と
実

験
・
実

習
科
目
の
関
係
を
示
す
関
連
図
を
作
成
し
た
。

 

工
学

リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
講
義

科
目
と
各
実

験
テ

ー
マ
と
の
関
係
を
整
理
で
き
た
。

 

〇
 

5
0
 

％
 

講
義
科
目
と
実
験
・
実
習
科

目
の
関

係
の
明

確
化

 

 ・
他
の
実
習
科
目
に
つ

い
て
も
、
工

学
リ
テ
ラ
シ
ー

と
同
様

 

に
図
を
作
成
す
る
。
ま
た
図

を
よ
り
見
や

す
い
形
に
す

 

る
。
必
要
に
応
じ
て
内
容

の
見
直

し
な
ど
を
検

討
す

る
。

 

1
3
 

教
育

 

7
-
1
-
1 

 
 

 
 

本
学
で
教
育
す
る
情
報
技
術
の
明
確
化
・
体
系
化

 

 本
学
で
教
育
す
る
情
報
技
術
の
明
確
化
と
体
系
化
の
一

次
案
策
定

 

各
専

攻
分

野
に
共

通
し
て
求
め
ら
れ
る
情

報
教
育

の

基
礎

的
な
視

点
を
整

理
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

1

年
次

・
2

年
次

の
関

連
科

目
を
担

当
す
る
教

員
間

で

「
横

串
と
し
て
必

要
な
情

報
教

育
の
要

素
」
に
つ

い
て

議
論
し
、
項
目
の
洗
い
出

し
を
実
施
し
た
。

 

教
員
間
で
の
議
論
を
通
じ
、
横
串
と
し
て
検
討
す
べ
き

 

情
報
技
術
項
目
の
初
期
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
体
系
化

 

の
具
体
的
な
策
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
洗
い
出
し

 

結
果
が
最
新
技
術
の
急
速
な
進
展
を
十
分
に
反
映
で

 

き
て
い
な
い
。

 

△
 

4
0
 

％
 

教
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実

施
し
、
情
報

教
育
の
具

 

体
的
ニ
ー
ズ
を
明
確

化
す

る
。
収

集
し
た
意
見

や
最
新

 

技
術
の
動
向
を
反
映
し
、
現

行
の
洗

い
出

し
内

容
を
基

 

に
よ
り
実
践
的
か
つ

具
体
的

な
教
育

体
系
の
一

次
案
を

 

策
定
す
る
。
最
新
技
術

と
し
て
生

成
A

I
に
関

す
る
知
識

・ 

技
能
の
必
要
性
を
再
検

証
し
、
広
い
意

味
で
の
情

報
教

 

育
体
系
に
具
体
的
な
位

置
付

け
を
行

う
。

 

1
4
 

教
育

 

7
-
1
-
2 

 
 

 
 

開
設
す
る
情
報
系

科
目
の
検
討
と
ツ
リ
ー
の
作
成

 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

開
設
す
る
情
報
系
科

目
の
検

討
と
ツ
リ
ー
の
作

成
 

（
教
育

7
-
1
-
1
の
対

応
が
終

わ
り
次

第
、
検

討
を
開

始
） 

1
5
 

教
育

 

7
-
1
-
3 

 
 

 
 

「
モ
ノ
づ
く
り
志
向
型
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

 
A

I
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（リ

テ
ラ
シ
ー

/
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）
」
関
係
科
目
の

情
報
科
目
体
系
へ

の
組
込
み

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 

「
モ
ノ
づ

く
り
志
向

型
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

 
A

I
教

育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー

/
応

用
基

礎
レ
ベ

ル
）
」
関
係

科
目

の
情
報
科
目
体
系
へ
の
組

込
み

 

（
教
育

7
-
1
-
1
の
対

応
が
終

わ
り
次

第
、
検

討
を
開

始
） 

1
6
 

教
育

 

8
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
「
教

養
基

礎
セ
ミ
ナ
ー

１
～

３
」
の
つ

な
が
り
の
精
査

（
一

貫
性
・
整
合
性
） 

・
「
工
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」の

位
置
づ
け
の
確
認

 

 入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
都
度
、

 

学
生
に
「
記
憶
」
→
「
理
解
」
す
る
学
修
へ
の
マ
イ
ン
ド
チ

 

ェ
ン
ジ
を
啓
蒙
す
る
。

 

ﾏ
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｪ
ﾝ
ｼ
ﾞの

啓
蒙
に
つ
い
て
は
、

N
O

.1
中

期
プ

ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-1

-
1
」
に
記
載

 

 ・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/1

3
）
に
て
、
教

養
W

G
チ
ー
フ
が
、
次
年

度
以
降
の
「教

養
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
」
全
体
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
。

 

 ・
後
期
に
関
係
者

（
教

養
W

G
）
で
具

体
的
な
検

討
を

開
始
（
1
0
/
2
9
）
。
現
状
整
理
、
課
題
共
有
、
配
当
年
次

の
検

討
に
着

手
。
高

年
次

開
講

の
「
教

養
基

礎
セ
ミ

ナ
ー

３
」
を
視
野
に
入

れ
た
う
え
で
の
「
教

養
基
礎
セ
ミ

ナ
ー

１
・
２
」
の
内

容
的

な
一

貫
性

と
整

合
性

に
つ

い

て
意
見
交
換
。

 

 ・
「
工
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
建
付
け
と
位
置

づ
け
に
つ

い
て
、
科

目
担

当
者

と
学

生
支

援
セ
ン
タ

ー
で
意
見
交
換
が
進
行
中
。

 

こ
れ
ま
で
手
を
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
課
題
を
明
確

 

化
し
、
関
係
教
員
で
共
有
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

 

で
あ
る
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

ﾏ
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｪ
ﾝ
ｼ
ﾞの

啓
蒙
に
つ

い
て
は
、

N
O

.1
中
期

プ
ラ
ン

Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
1
」に

記
載

 

 ・
「
教
養
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

1
～

3
」の

つ
な
が
り
の
明

確
化

。
 

・
「
工

学
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

」
の
建
付

け
・
位
置

付

け
を
明

確
化

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具

体
的

な
見

直
し
に

着
手
。
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1
7
 

教
育

 

8
-
2
-
1 

 
 

 
 

・
初
年
次
科
目
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
ツ
リ
ー
化

 

・
新
規
開
講
科
目

の
検
討

 

・
正
課
と
課
外
の
分

担
精
査

 

 初
年
次
教
育
と
し
て
教
え
る
内
容
は
何
か
、
そ
れ
を
ど
の

 

授
業
科
目
で
教
え
る
か
、
の
検
討
と
素
案
作
成

 

・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/1

3
）
に
て
、
教

養
W

G
チ
ー
フ
が
、
初
年

次
教
育
科
目
の
再
編
お
よ

び
体
系
化

（
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
ツ
リ
ー

化
を
含
む

）
に
関

す

る
素
案
資
料
を
提
出
。

 

・
後
期
に
教
養

W
G
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
現
状
を

整
理
・
共
有

す
る
と
共

に
、
既

存
科
目
の
点

検
と
配

当

年
次
の
検
討
を
実
施
（
1
0
/
2
9
）
。

 

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
に
向
け
た
課
題
整

 

理
と
検
討
に
初
年
度
か
ら
着
手
で
き
た
こ
と
は
評
価
に

 

値
す
る
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

に
向

け
て
、
引
き
続

き
 

検
討
を
継
続
。
よ
り
具
体

的
な
検

討
に
着

手
。

 

1
8
 

教
育

 

9
-
1
-
1 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
整
理
、
学
内
共
通
理
解
の
促
進

 

 キ
ャ
リ
ア
教
育

W
G
を
発
足
し
検
討
開
始

 

学
内
で
の
共
通
理

解
を
深
め
る
（教

員
会
議
話
題
等
） 

・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/1

3
）
に
て
、
教

養
W

G
チ
ー
フ
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
再
編
に
関
す
る

見
取
り
図
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
。

 

 ・
具
体
的
な
検
討
に
着
手
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し

て
、
事
務
局
担
当
者
と
協
同

で
、
こ
れ
ま
で
本
学
が
行

っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
つ
い
て
の
情
報

収
集
と
整

理
を
開
始
（進

行
中
）
。

 

 ・
同
時
進
行
で
教
養

W
G
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
で
確
認
（
1
0
/
2
9
）
。
関

連
す
る
教
員
で
サ
ブ

W
G

を
作
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

実
施
に
向
け
て
具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
検
討
に
着
手
。

 

 ・
学

生
支

援
セ
ン
タ
ー

の
関

係
者

と
共

に
、
キ
ャ
リ
ア

年
間
計
画
表
の
改
訂
を
実

施
。

 

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
施
策
を

 

整
理
し
、
曖
昧
だ
っ
た
課

題
を
洗
い
出
し
た
こ
と
は
、

 

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
再
編
す
る
う
え
で
大
き
な
一

 

歩
で
あ
る
と
言
え
る
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す

る
整
理

結
果
を
学

内
で
共

有
 

し
、
本
学
で
行
う
べ
き
キ
ャ
リ
ア
教
育

(職
能

訓
練
だ
け
で

 

な
く
「
生
き
方
」
も
含
め
た
教
育

)を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提

 

案
。

 

 ・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系

化
に
向

け
た
検
討

（
正

課
・課

外
 

で
学
ぶ
べ
き
内
容
の
整

理
、
既

存
科

目
の
点

検
・
見

直
 

し
）
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系

を
可
視

化
し
、

H
P
や

広
報

 

誌
で
周
知
。

 

1
9
 

教
育

 

9
-
1
-
2 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
組
・
転
換

 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

2
0
2
6
年
度
か
ら
実
施
予

定
 

2
0
 

教
育

 

9
-
1
-
3 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
科
目
の
ツ
リ
ー
化

 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

2
0
2
8
年
度
に
実
施
予
定

 

2
1
 

教
育

 

1
0
-
1
-
1 

 
 

 
 

教
養
科
目
の
整
理

、
体
系
化
整
理

 

 教
養

教
育

に
つ

い
て
の
体

系
化

検
討
を
開

始
・
問

題
点

の
整
理
（
ど
こ
ま
で
を
教
養
教
育
と
す
る
か
議
論
） 

・
教
養

W
G
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
問
題
意
識
を
共

有
。
既

存
の
教
養

科
目

の
点
検

と
配

当
年
次

を
検

討

（
1
0
/
2
9
）
。
特

に
「
教

養
基

礎
セ
ミ
ナ
ー

１
～

３
」
の
つ

な
が
り
の
明
確
化
と
授
業
目
標
の
再
確
認
。

 

 ・
高

度
教
養

科
目

「
科

学
・
技
術

と
人

間
・
社
会

」
の
授

業
方
針
、
内
容
、
評
価
法
（
レ
ポ
ー
ト
様
式
を
含
む
）
の

再
検
討
。

 

 ・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
学
生
の
文
章

作
成
能
力
向
上
に
向
け
た
取
組
に
着
手
。
体
制
の
検

討
、
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
や
採

用
な
ど
の
準
備
作
業
の
最

終
段
階
を
迎
え
、

2
0
2
5
年

度
か
ら
の
運
用
に
向

け
て

業
務
環
境
を
整
備
中
。

 

・
全
学
年
を
通
じ
た
教
養
教
育
の
充
実
に
向
け
た
検

 

討
を
具
体
的
に
開
始
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で

 

あ
る
。

 

 ・
高
度
教
養
科
目
に
関
し
て
、
次
年
度
か
ら
の
メ
ン
バ

 

ー
の
交
代
を
踏
ま
え
、
更
な
る
充
実
に
向
け
た
検
討
に

 

着
手
で
き
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。

 

 ・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
の
雇

用
に
向

け
た

検
討
を
実
現
で
き
た
こ
と
は
、
学
生
の
文
章
作
成
能
力

の
向

上
支

援
お

よ
び

教
員

の
負

荷
軽

減
の
施

策
と
し

て
有
意
義
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

〇
 

5
0
 

％
 

・
引
き
続
き
、
課
題
整
理
を
実

施
 

 ・
引
き
続
き
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支

援
制
度

の
効
果

的
な
運

用
 

を
検
討

 

2
2
 

教
育

 

1
0
-
1
-
2 

 
 

 
 

教
養
科
目
の
見
直

し
、
検
討

 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

教
養
科
目
の
見
直
し
、
検

討
 

・
科
目
の
新
設
、
既
存

科
目

の
見

直
し
な
ど
具

体
的

な
検

討
を
進
め
る
。

 

・
「
教

養
基

礎
セ
ミ
ナ

ー
１
～

３
」
の
つ

な
が
り
を
意

識
し
た

最
適
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立

案
。

 

 ・
高

度
教

養
科
目

「
科

学
・
技

術
と
人

間
・
社
会

」
の
授

業

方
針
、
内
容
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
。

 

2
3
 

教
育

 

1
0
-
1
-
3 

 
 

 
 

教
養
科
目
の
配
置

、
運
用

 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

2
0
2
7
年
度
か
ら
実

施
予
定

 

2
4
 

教
育

 

1
1
-
2
-
1 

 
 

 
 

単
位
互
換
科
目
を
受
講
し
や
す
い
枠
組
み
の
検
討
と
受

 

講
奨
励

 

「
科
学
・
技
術
と
人

間
・
社
会
」
の
講
師
選
考
の
考
え
方
の

 

・
学
生
を
学
外

活
動
に
導

き
、
他
大

学
と
の
交
流
を
促

進
す

る
企

画
の
可

能
性

に
つ

い
て
、
関

係
教

員
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
模
索
中

（
い
く
つ
か
実
現
可
能
な
試

学
務
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
、
そ
の
つ
ど
全
学
生
に
学

 

外
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
し
、
学
生
の
関
心
を
喚
起
で
き
た

 

こ
と
に
は
相
応
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

 
〇

 
2
0
 

％
 

引
き
続
き
、
学
生
の
視
野

を
広
げ
、
外

へ
の
興

味
関
心

を
 

掻
き
立
て
る
工
夫
を
模

索
。

 

 

18



再
検
討
（
過
去
の
実
績
把
握
と
問
題
点
の
整
理
） 

「
特

別
講

義
」
を
開

講
し
や

す
い
枠

組
み

の
検

討
（
過

去

の
実
績
把
握
と
問
題
点
の
整
理
） 

み
が
浮
上
）
。

 

・
単

位
互

換
に
つ

い
て
は
、
履

修
登

録
上

限
単

位
の

制
約

や
本

学
の
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
で
時

間
割

が
過
密
に
な
り
学
生
に
履

修
を
推
奨
し
づ
ら
い
現

状
 

が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
今
後

は
単

位
互

換
に
つ

い

て
、
履

修
登

録
上

限
単

位
の
例

外
が
認

め
ら
れ

る
、

成
績
優
秀
者
（
G

P
A

3
.0
）
へ
の
啓
蒙
を
強
化
す
る
。

 

・
科

学
・
技

術
と
人

間
・
社

会
は
科

目
担

当
者

が
振

り

返
り
を
実
施
。
講
師
選
定
は
、
人
文
社
会
系
、
自
然
科

学
系

、
産

業
界

な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
意

識
し
た
選

定
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
学

生
が
よ
り
聴

講
・

議
論

に
集
中

で
き
る
よ
う
に
レ
ポ
ー

ト
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト

を
見
直
し
た
。

 

・
特
別
講
義
は
、
現
状
の
時

間
割
が
過
密
過
ぎ
て
、
開

講
す

る
余

裕
が
な
い
。
無

理
に
開

講
し
た
場

合
、
履

修
者
が
集
ま
ら
な
い
可
能

性
も
高
く
現
実
的
で
な
い
。

 

・
「
大
人
の
学
び
な
お
し
」
無
料
講
座
（
2
0
2
4
.1

0～
） 

・
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（H

A
C

K
 t

he
 N

A
G

O
Y

A
） 

（
2
0
2
4
.1

2
.1

4
-
1
5
） 

・
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

 
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
（
2
0
2
5
.0

1
.1

1
） 

・
単

位
互

換
は
、
劇

的
な
打

開
策

が
な
い
が
、
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
。

 

・
科

学
・
技

術
と
人

間
・
社

会
に

関
し
て

、
適

切
な

P
D

C
A

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
学
生
が
さ
ら
に
積
極

的
に
議

論
に
参

加
で
き
る
よ
う
、
工

夫
を
重

ね
る
必

要

が
あ
る
。

 

・
成
績
優
秀
者
へ
の
、
単
位

互
換

履
修

の
啓
蒙

 

 科
学
・
技
術
と
人
間
・
社
会

の
点
検

 

・
レ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変

更
に
よ
る
効

果
検
証

 

2
5
 

教
育

 

1
2
-
1
-
1 

 
 

 
 

本
学
で
教
育
す
べ
き
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
検
討

 

（
正
課
お
よ
び
課
外
で
取
組
む
内
容
の
整
理
） 

具
体
的
な
議
論
は
進
ん
で
い
な
い
。

 
現

在
、
検

討
が
進
ん
で
い
る
初
年

次
教

育
等

の
議

論

と
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
×

 
0
 

％
 

本
学
で
教
育
す
べ
き
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
検

討
 

（
正
課
お
よ
び
課
外

で
取
組

む
内

容
の
整

理
） 

2
6
 

教
育

 

1
2
-
3
-
1 

 
 

 
 

授
業

科
目

（
正

課
）
と
し
て
学

ぶ
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
教
育
の
内
容
検
討

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 

授
業

科
目

（
正

課
）
と
し
て
学

ぶ
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
教
育
の
内
容
検
討

 

（
教
育

1
2
-
3
-1

の
対
応

が
終
了

次
第

、
検
討

開
始

） 

2
7
 

教
育

 

1
3
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
履
修
基
準
の
弾
力
化
や
履
修
登
録
上
限
単
位
数

 

の
引
下
げ
検
討
（
自
由
時
間
の
創
出
）
、
分
野
配
属
・
研

 

究
室
配
属
の
方
法
見
直
し

 

・
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
や
学
会
発
表
の
表
彰
制
度
の
検
討

 

G
P
A
以
外
の
要
素
を
加
味
す
る
分
野
配
属
・
研
究

 

室
配
属
の
可
能
性
検
討

 

D
P

に
照

ら
し
た
研

究
論

文
や

研
究

発
表

会
の
評

価
方

法
の
見
直
し
検
討

 

教
務
委
員
を
中
心
と
し
た

W
G

で
検
討
を
開
始
。
Ｇ
Ｐ

Ａ
に
よ
ら
な
い
研

究
室

配
属

に
関

す
る
意

見
交

換
を

行
っ
た
が
、
具

体
的

な
案

の
提

案
に
は

至
っ
て
い
な

い
。

 

「
個

性
」
や
「
強

み
」
の
定

義
付

け
に
過
度

に
こ
だ
わ
ら

ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
く
。

 

×
 

5
 

％
 

具
体
的
な
取
り
組
み
の
提

案
 

・
研
究
室
配
属
の
方

法
見

直
し

 

 

2
8
 

他
 

 
 

〇
 

 

修
士

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

の
改

定
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
明
示
） 

 修
士

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

の
改

訂
検

討
、
対

応
す

る

授
業
科
目
の
確
認

、
ポ
リ
シ
ー
の
改
定

 

大
学
基
準
協
会
の
改
善
課

題
へ
の
対
応
の
た
め
、
教

務
委

員
会

で
修
士

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の
改
定

案

を
作

成
し
、
内

部
質

保
証

委
員

会
で
の
確

認
を
経

て

専
任
教

員
会

議
で
提

案
し
た
。
専

任
教

員
会

議
で
の

審
議

の
結

果
、
改

定
案

は
承

認
は

さ
れ
た
が

、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

履
修

ガ
イ
ド
へ

の
反

映
に
と
ど
め
る
こ
と

に
し
た
。
大

学
基

準
協

会
へ

の
回

答
は
、
新

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
状

況
を
踏

ま
え
、
学

部
ポ
リ
シ
ー

を
含
め
た
全

体
の
点

検
を
行

い
、
改

め
て
改

定
案

に
か
か
る
審

議

を
経
た
の
ち
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

 

大
学
基
準
協
会
に
対
し
、
改
善
課
題
へ
の
回
答
を
す

 

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
今
後
の
進
め
方
を
整
理
す

 

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

△
 

1
0
 

％
 

2
0
2
5
年
度
で
学
部
、
修

士
の
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完

成
年

度
を
迎

え
る
た
め
、
学

部
、
修

士
の
ポ
リ
シ
ー

を
点

検
し

て
ポ
リ
シ
ー
の
改
定
に
つ

い
て
検

討
す

る
。

 

（
大
学
基
準
協
会
に
、

2
0
2
6
年

度
中
に
回

答
が
で
き
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
目
標
に
進
め
る
。
） 

 

2
9
 

研
究

 

6
-
1
-
1 

 
 

 
 

教
員
個
々
の
研
究

指
導
に
係
る
取
組
実
践
と
情
報
共
有

 

 教
員

個
々

の
取

組
み

を
整

理
（
情

報
共

有
し
、
全

学
的

取
組
み
と
し
て
推
進
） 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 
〇

 
2
0
 

％
 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

3
0
 

研
究

 

6
-
1
-
2 

 
 

 
 

豊
田

工
大

メ
ソ
ッ
ド
（
初

版
）
と
し
て
の
と
り
ま
と
め
、
冊

子

の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 
2
0
2
8
年
度
に
実
施
予
定

 

3
1
 

研
究

 

6
-
2
-
1 

 
 

 
 

教
員

個
々

の
研

究
指

導
に
お

け
る
取

組
実

践
・
情

報
共

有
と
指
導
法
の
確

立
 

 教
員
個
々
の
取
組
み
を
整
理
（情

報
共
有
し
、
全
学
的

 

取
組
み
と
し
て
推
進

）  

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

〇
 

2
0
 

％
 

N
O

.2
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
1
-
2
」 

に
記
載

 

3
2
 

研
究

 

6
-
2
-
2 

 
 

 
 

豊
田
工
大
メ
ソ
ッ
ド
（
初
版
）
と
し
て
の
と
り
ま
と
め
、
冊
子
の

 

作
成
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
公
開

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 
2
0
2
8
年
度
に
実
施
予
定

 

3
3
 

国
際

化
 

1
-
5
-
1 

 
 

 
 

英
文
読
解
、
英
作
文
の
強
化
に
係
る
授
業
運
営
の

 

見
直
し
・
次
期
英
語

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

 

 英
文
読
解
・
英
作

文
の
授
業
内
容
の
点
検
と
見
直
し
案

 

検
討

 

「
英
語
読

解
」
「
英
作

文
」
に
着

目
し
て
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・ラ

イ
テ
ィ
ン
グ

2
に
つ
い

て
、
シ
ラ
バ
ス
お
よ
び
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
の
点
検

を
外
国
語

W
G
に
て
行
っ
た
。

 

両
科
目
と
も
に
英
文
読
解
と
英
作
文
の
能
力
向
上

 

に
適
し
た
授
業
内
容
を
実
施
し
て
お
り
、
学
生
評

 

価
に
よ
り
大
き
な
問
題
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
〇

 
2
0
 

％
 

来
年
度
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

1
・2

統
合

 

科
目
の
「テ

ク
ニ
カ
ル
・ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
」
が
始

ま
り
、

 

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
英

語
教
育

が
完
成

す
る
。
各

科
 

目
が
英
語
読
解
・
英
作
文

能
力

向
上

に
つ
な
が
っ
て
い

 

る
か
を
引
き
続
き
確
認
す
る
。
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3
4
 

国
際

化
 

1
-
6
-
1 

 
 

 
 

修
士
科
目
に
お
い
て
英
語
に
よ
る
説
明
や
英
語
資

 

料
の
使
用
等
を
一
定
割
合
で
導
入

 

 英
語
に
よ
る
説
明

、
英
語
文
献
の
利
用
、
そ
の
他
英
語
を

 

活
用
し
た
授
業
方
法
の
実
施
案
策
定

 

 

修
士
科
目
に
お
い
て
の
英
語
や
英
語
資
料
の
利
用

状
況
を
外
国
語

W
G
に
て
共
有
し
、
以
下
の
よ
う
に
現

状
確
認
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 

・
主
に
「
科
学
技
術
英
語
」
「
輪
講
」
、
セ
ミ
ナ
ー
科
目

に
お
い
て
、
科
学
技
術
や

各
専
門
分
野
に
特
化
し
た

英
語
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
輪
講
科
目
の

英
語
文
献
利
用
率
は
高
く
、
図
書
館
の
文
献
利
用
率

が
向
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
科

目
を
通
し
て
、
英
語
を
用

い
て
論
理
的
に
思
考
し
表

現
す
る
教
育
を
実
施
で
き

て
い
る
。

 

・
現
在
の
専
門
科
目
で
の
英
語
利
用
状
況
に
つ
い
て

 

、
一
部
で
英
語
を
用
い
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

 

か
、
教
科
書
の
指
定
が
あ
る
専
門
科
目
の
う
ち
１
割
程

 

度
が
英
語
で
書
か
れ
た
教
科
書
を
指
定
し
て
い
る
こ
と

 

を
確
認
し
た
。
専
門
科
目
に
お
け
る
英
語
説
明
や
、

 

英
語
資
料
の
導
入
効
果
・
難
易
度
は
、
各
分
野
の
和

 

文
資
料
の
充
実
度
、
学
生
の
理
解
度
に
影
響
さ
れ
る

 

た
め
、
英
語
に
よ
る
説
明
や
英
語
資
料
の
導
入
は
、

 

科
目
担
当
教
員
の
判
断
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

 

確
認
し
た
。

 

「
科
学
技
術
英
語

1
・
2
」
と
「
輪
講
」
「セ

ミ
ナ
ー
科
目
」 

に
お
い
て
、
修
士
レ
ベ
ル
の
英
語
教
育
お
よ
び
英
語

 

資
料
の
活
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
後
も

 

継
続
す
る
方
針
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
専
門
科
目

 

に
お
け
る
英
語
に
よ
る
説
明
お

よ
び
英
語
資
料
の
使

 

用
等
は
、
各
科
目
の
特
性
に
応
じ
て
担
当
教
員
が
判

 

断
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

必
要
に
応
じ
て
、
各

科
目
の
英

語
活

用
に
つ

い
て
点

検
・ 

見
直
し
を
行
う
。
特
に
、

2
0
25

年
度

採
用

予
定
の
外

国
 

人
英
語
教
員
（特

任
非

常
勤

講
師

）を
担

当
教

員
に
加

 

え
る
こ
と
に
よ
り
、
英
語

に
よ
る
説

明
や

英
語

資
料
の
使

 

用
を
促
進
す
る
可
能
性

や
そ
の
方
法

を
検
討

す
る
。

 

 

3
5
 

国
際

化
 

1
-
7
-
1 

 
 

 
 

T
O

E
F
L
に
よ
る
英

語
指
標
導
入
に
係
る
枠
組
み
構
築
の

 

検
討
（
T

O
E
IC

や
E
-
S
U

P
制
度
へ
の
影
響
や
効
果
を
比

 

較
検
証
） 

 T
O

E
F
L
に
よ
る
英

語
指
標
導
入
に
係
る
影
響
の
評
価

 

E
-
S
U

P
制
度
の
点
検
と
見
直
し
検
討

 

・
外
国
語

W
G
に
て
、
他
大
学
の

T
O

E
F
L
活
用
例
や

派
遣
企
業
の
会
で
の
意
見
、

T
O

E
F
L
の
特
徴
を
整

理
し
、
本
学
導
入
に
お
け
る
影
響
の
検
証
を
行
っ
た
。

 

・
E
-
S
U

P
制
度
と

T
O

E
IC

と
の
関
係
を
整
理
し
、

 

T
O

E
F
L
を
導
入
し
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
意
見

 

交
換
を
行
っ
た
。

 

・
影
響
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
。
英
語
指
標
を

 

T
O

E
F
L
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
す
ぐ

 

に
T

O
E
F
L
に
一
本
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
を
確

 

認
し
た
。

 

・
E
-
S
U

P
制
度
に

T
O

E
F
L
の
み
を
採
用
し
た
場
合

 

を
想
定
し
、
点
検
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
卒
業
要
件

 

ポ
イ
ン
ト
取
得
が
困
難
に
な
る
学
生
が
生
じ
る
可
能
性

 

が
あ
る
た
め
、
現
状
で
は

T
O

E
F
L
へ
の
一
本
化
は

 

困
難
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

 

〇
 

2
0
 

％
 

・
T

O
E
F
L
採
用
の
際
に
必
要

な
教
育

面
（
学
習

サ
ポ
ー

 

ト
な
ど
）
・
費
用
面
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
面

の
情

報
を
整

理
し
、

 

詳
細
な
検
討
を
行
う
。

 

・
E
-
S
U

P
制
度
は
卒

業
要

件
に
関

わ
る
た
め
、

T
O

E
F
L
 

導
入
時
の
影
響
と
付
与

ポ
イ
ン
ト
の
設
定

の
仕
方

な
ど
を

 

今
後
さ
ら
に
検
証
す
る
。

 

3
6
 

国
際

化
 

2
-
3
-
1 

 
 

 
 

D
D
学
生
の
継
続
的
・安

定
的
な
受
入
れ

 

・
協
定
校
へ
の
働

き
か
け

 

・
来
日
前
後
の
日

本
語
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
の
実
施

 

 D
D
学
生
へ
の
日
本
語
教
育
強
化
策
の
検
討
と
実
施

 

・
教

務
委

員
会

で
議

論
を
実

施
し
た
。
学

生
の
受

け

入
れ

に
関

し
て
は

、
現

状
も
行

わ
れ

て
い
る
日

本
語

教
育

サ
ポ
ー

ト
の
取

り
組

み
や

協
定

校
へ

の
働

き
か

け
（
国
際
化
推
進
委
員
会
、
国
際
化
推
進
Ｇ
で
対
応
） 

を
継
続
す
る
と
と
も
に
教
員
同
士
の
結
び
つ
き
が
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。

 

・
2
0
2
5
年
度
は
、

1
名
の
Ｄ
Ｄ
生
の
入
学
が
決
定

 

現
状

の
取

り
組

み
の
評

価
を
行

っ
た
う
え
で
、
こ
の
先

に
教

務
委

員
会

と
し
て
、
で
き
る
事

が
あ
る
の
か
考

え

る
必
要
が
あ
る
。

 

△
 

1
0
 

％
 

D
D
学
生
の
継
続
的

・安
定

的
な
受

入
れ

 

 ・
教
務
委
員
会
独
自
の
対

応
が
必

要
か
の
検
証

 

  

3
7
 

社
会
貢

献

2
-
2
-
1 

 
 

 
 

 

入
学
前
教
育
と
入
学
後
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
点
検
・
見
直
し

 

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
数

学
以
外
の
入
学
前
教
育
の
検

討
、
入
学

後
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
継
続
的
な
見
直
し

 

 

・
入
学
前
教
育
に
つ
い
て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

T
A

が
中

心
と
な
り
、
社

会
人
学

生
向

け
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
教

材

を
作

成
し
て
、
リ
メ
デ

ィ
ア
ル
数

学
の
実

施
前

に
自

学

自
習
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。
（
2
0
25

年
度
入
学
生

か
ら
適
用
） 

 ・
「
化

学
補

習
」
を
「
化

学
サ
ポ
ー

ト
学

習
」
に
名

称
変

更
、
フ
ォ
ロ
ー

す
る
科

目
の
範

囲
を
拡

充
し
サ
ポ
ー

ト

体
制
を
強
化
す
る
。
（
20

2
5
年
度
か
ら
） 

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
数
学
の
講
義
で
は
不
足
し
て
い
る
勉
強

 

時
間
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
で
補
完
す
る
仕
組
み
が

 

構
築
で
き
た
。
今
後
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
す
る
こ
と
で

 

さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
社
会
人
学
生
以

 

外
の
数
学
が
苦
手
な
学
生
へ
の
展
開
も
可
能
で
波

 

及
効
果
も
大
き
い
。

 

◎
 

6
0
 

％
 

工
学
基
礎
科
目
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
 

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
の
更
な
る
充
実

 

 「
化
学
サ
ポ
ー
ト
学
習
」
に
変
更

後
の
効

果
検

証
 

・
参
加
学
生
数
の
把

握
、
参

加
学

生
の
成

績
フ
ォ
ロ
ー

 

 

3
8
 

大
学
運

営
 

3
-
2
-
1  

 
 

 
 

非
常
勤
や

T
A
・
S
A
活
用
に
よ
る
教
員
負
荷
軽
減
の
推
進

 

・
教
育
へ
の
外
部
人
材
の
活
用
推
進

 

・
各
種
制
度
の
点
検
・見

直
し
（
D

X
・
合
理
化
等
） 

 非
常
勤
講
師
担
当

科
目
の
増
加
の
可
能
性
検
討

 

必
要
な
科
目
へ
の

T
A
採
用

1
0
0
％

 

・
外
部
人
材
の
活
用
に
つ

い
て
、
各
教
室
懇
談
会
か

 

ら
提
案
が
な
さ
れ
、
人
事
部
で
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

 

（
一
般
系
の
庶
務
業
務
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
、
等
） 

・
T

A
制
度
を
点
検
し
た
。
結
果
、
研
究
室
を
持
た
な
い

特
任
教
員
や
、
研
究
室
配
属
学
生
の
少
な
い
傾
向
に

あ
る
理
論
系
研
究
室
の
教

員
は

T
A

を
集
め
る
の
に

毎
回

苦
労

し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
こ
で
特

任

教
員

の
科

目
は
、
各

分
野

の
授
業

改
善

Ｗ
Ｇ
が

T
A

へ
の
声

掛
け
な
ど
サ
ポ
ー

ト
す

る
こ
と
を
決

定
し
、

T
A

の
要
領
に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

 

・
教
員
が
必
要
と
す
る
科
目
の

T
A
採
用
は

1
0
0
％
を

達
成

 

・
外
部
人
材
の
活
用
は
、
教
務
委
員
会
か
ら
は
独
立
し

 

て
お
り
、
人
事
部
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
事
案
が
あ

 

れ
ば
、
都
度
対
応
し
て
い
く
。

 

・
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
、
特
任
教
員
な
ど
学
生
と
の
接
点
を

 

持
た
な
い
教
員
の
Ｔ
Ａ
集
め
は
引
き
続
き
課
題
と
な
る

 

の
で
、
状
況
を
見
守
り
た
い
。

 

・
非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
授
業
計
画
で

 

継
続
し
て
議
論
し
て
い
く
。

 

 

〇
 

2
0
 

％
 

非
常
勤
や

T
A
・
S
A
活

用
に
よ
る
教

員
負

荷
軽

減
の
推

 

進
 

 ・
Ｔ
Ａ
制
度
の
継
続
フ
ォ
ロ
ー

（
Ｔ
Ａ
確
保

の
状
況

） 

 ・
非
常
勤
講
師
の
活
用
（
授

業
計
画

の
中

で
検
討

） 
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・
非
常
勤
講
師
担
当
科
目
の
増
加
可
能
性
検
討
に
つ

 

い
て
は

、
常

に
授

業
計

画
で
議

論
し
て
い
る
。
現

状

は
、
専

任
教

員
の
負

担
が
大

き
く
、
特

任
教

員
の
任

期
が
終

わ
っ
た
教

員
に
も
、
非

常
勤

講
師

を
お

願
い

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

3
9
 

 
 

 
 

 

1
．
教
育
点
検

 

(1
)学

部
新
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
の
実
施
と
点
検

 

ﾃ
ﾞｨ
ﾌ
ﾟﾛ
ﾏ
ﾎ
ﾟﾘ
ｼ
ｰ
、
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
ﾎ
ﾟﾘ
ｼ
ｰ
に
照
ら
し
て
点
検

を
実
施

 

 
①
ﾘﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
ﾙ
数
学
、
工
学
基
礎
科
目

 

 
②
外
国
語
科
目

 

 
③
長
期
ﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ
（
初
年
次
、
ｷ
ｬ
ﾘｱ

、
教
養
） 

 
④
主
専
攻
科
目
の
履
修

 

毎
期
ご
と
に
成
績
状
況
を
教
務
委
員
会
で
確
認

 

①
初
年
次
科
目
の
う
ち
、
特
に
線
形
、
微
積
、
力
学
の

必
修

3
科
目
は
進
級
判
定
資
料
に
表
記
し
て
注
視
し

て
い
る
。
ﾘﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
ﾙ
教
育
に
つ
い
て
は
、

N
O

.3
9
中
期

プ
ラ
ン

1
の
検
討
項
目
「社

会
貢
献

2
-
2
-
1
」に

記
載

 

②
N

O
.3

3
中

期
プ

ラ
ン
１
の

検
討

項
目

「
国

際
化

1
-
5
-
1
」
に
記
載

 

③
N

O
.1

6
～

1
8
 中

期
プ
ラ
ン
１
の
検
討
項
目
に
記
載

 

④
主
専

攻
分

野
配

属
時

期
の
前
倒

し
の
影
響

（
専

門

科
目

の
履

修
状

況
等

）
を
確

認
し
て
い
る
。
新

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
旧

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
比

べ
主

専
攻
科

目
を

1
0
単
位
多
く
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現

学
部

3
年
生
（新

制
度
の
初
世
代
）
の
状
況
を
見
る

限
り
単
位
取
得
状
況
は
問
題
な
い
。

 

①
必
修
３
科
目
は

2
0
2
4
年
度
（
新
カ
リ
３
年
目
）
は
前

 

期
の
時
点
で

9
1％

、
後
期
の
時
点
で

9
6％

の
単
位

 

取
得
率
で
順
調
に
単
位
取
得
が
で
き
て
い
る
。

 

ﾘﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
ﾙ
教
育
に
つ
い
て
は
、

N
O

.3
9
中
期
プ
ラ
ン

1 

の
検
討
項
目
「
社
会
貢
献

2
-
2
-
1
」に

記
載

 

②
N

O
.3

3
中
期
プ
ラ
ン
１
の
検
討
項
目
「
国
際
化

 

1
-
5
-
1
」
に
記
載

 

③
N

O
.1

6
～

1
8
 中

期
プ
ラ
ン
１
の
検
討
項
目
に
記
載

 

④
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
主
専
攻
の
専
門
科
目

4
0
単

 

位
以
上
取
得
と
卒
業
要
件
が
変
更
に
な
っ
た
が
、
特

 

段
問
題
な
く
、
順
調
に
単
位
取
得
が
で
き
て
い
る
。

 

学
期
毎
に
教
務
委
員
会
で
専
門
科
目
の

G
P
A
平
均

 

を
確
認
し
て
い
る
が
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
か
ら
も

 

数
字
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

 

〇
 

－
 

％
 

2
0
2
5
年
度
で
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
完
成

年
度
を
迎
え

 

る
。
継
続
し
て
点
検
を
実

施
す

る
。

 

①
工
学
基
礎
科
目
の
確

認
（
必

修
３
科

目
の
履

修
状

況
） 

②
主
専
攻
科
目
の
履
修

状
況
の
確

認
 

4
0
 

 
 

 
 

 

(2
)修

士
新
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
の
実
施
と
点
検

 

ﾃ
ﾞｨ
ﾌ
ﾟﾛ
ﾏ
ﾎ
ﾟﾘ
ｼ
ｰ
、
ｶ
ﾘｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ
ﾎ
ﾟﾘ
ｼ
ｰ
に
照
ら
し
て
点
検

を
実
施

 

①
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
後
の
状
況

 

 
・
輪
講

 

 
・
大
学
院
科
目
履

修
上
限
（
1
0
→

4
単
位
）
変
更

 

②
そ
の
他
諸
制
度
の
点
検

 

・
ク
ォ
ー
タ
ー
科

目
の
必
要
性
・
位
置
付
け
の
確
認

 

①
輪
講
は

2
0
2
4
年
度

前
期
が
初
め
て
の
開
講
。

 

実
施

後
、
学

生
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取

り
、
担

当
教

員
と
教

務
G

で
振
り
返
り
を
実
施
し
、
改
善
点
を
整
理
し
て
、

次
年
度
の
実
施
要
領
に
反
映
さ
せ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
多
く
の
学
生
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
と
回
答
が
あ

り
、
一
定
の
効
果
を
確
認
で
き
た
。
（
5
段
階
評
価
で
平

均
3
.9
）
 

今
年
度
の
修
士

1
年
生
は
、
学
部
４
年
次
で
の
履
修

 

上
限

1
0
単
位
の
世
代
で
あ
る
。
現
学
部

4
年
生
、
来

 

年
度
の
修
士

1
年
生
が
履
修
上
限

4
単
位
と
な
っ
た

 

最
初
の
世
代
で
あ
り
、
今
後

影
響
を
確
認
す
る
。

 

②
2
0
2
3
年
度
末
の
教
務
委
員
会
で
意
見
交
換
を
行

 

っ
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
国
際

 

化
の
施
策
の
動
向
等
を
見
た
う
え
で
考
え
る
必
要
が

 

あ
る
と
の
認

識
を
得
る
に
留

ま
っ
て
い
る
。

 

現
状
、
ク
ォ
ー
タ
ー
科
目
が
残
っ
て
い
る
の
は
物
質
工

 

学
分
野
（
5
科
目
）の

み
で
、
機
械
シ
ス
テ
ム
分
野
は
ク

 

ォ
ー
タ
ー
対
応
を

2
0
23

年
度
以
降
か
ら
や
め
て
い

 

る
。
電
子
情
報
分
野
は
元
々
該
当
科
目
は
な
い
。

 

①
輪
講
は
初
年
度
と
し
て
は
順
調
に
実
施
で
き
、
学

 

生
の
評
価
も
良
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
は

 

一
部
の
学
生
か
ら
負
担
が
大
き
い
と
の
意
見
も
出
て

 

い
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

 

履
修
上
限
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

2
02

5
年
度
入
学
生

 

か
ら
、
履
修
上
限
が
変
更
さ
れ
た
世
代
に
な
る
た
め
、

 

影
響
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。

 

②
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
議
論
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
必
要

 

に
応
じ
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
教
務
委
員
会
と

 

し
て
現
状
、
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
事
項
は
な
い
と
思

 

わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
で
一
旦
終
了
と
す
る
。

 

〇
 

－
 

％
 

2
0
2
5
年
度
で
修
士
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
完
成

年
度
を
迎
え

 

る
。
継
続
し
て
点
検
を
実

施
す

る
。

 

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入

後
の
状

況
 

①
輪
講

 

②
大
学
院
科
目
履
修

上
限

変
更

 

   

4
1
 

 
 

 
 

  

(3
)ﾓ
ﾉ
づ
く
り
志
向
型
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

A
I
教
育
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞ

ﾗ
ﾑ

 

①
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
プ
ラ
ス
の
申
請

 

②
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ
の
継
続
的
点
検

 

①
文
科
省

D
S
A

I認
定
制
度
（
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
プ
ラ

ス
）
に
つ
い
て

8
月
に
選
定

さ
れ
た
。
ま
た
数
理
・デ

ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A

I
教
育

強
化

拠
点

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム

（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）に

加
入

し
た
。

 

②
毎
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
自
己
点
検
を
実
施
し
、
結
果

を
H

P
に
掲
載
し
て
い
る
。
修
了
証
を
作
成
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
了
学
生
に
配
付
す

る
こ
と
を
決
定
。

 

①
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
プ
ラ
ス
は
中
部
地
方
で
の
選
定

 

は
国
公
立
を
含
め
本
学
が
初

と
い
う
よ
い
結
果
を
得

 

る
こ
と
が
で
き
た
。

 

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
す
る
学
生
が
更
に
増
え
る
よ
う
 

に
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
の
啓
蒙
活
動
を
継
続
、
教
員
に

 

よ
る
授
業
等
で
の
動
機
付
け
を
強
化
し
て
い
く
必
要

 

が
あ
る
。

 

◎
 

－
 

％
 

継
続
し
て
諸
活
動
を
行

う
。

 

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続

的
な
点

検
 

②
学
生
へ
の
啓
蒙
活
動

 

4
2
 

 
 

 
 

 

2
．

F
D
の
活
性
化

 

①
授
業
改
善

W
G
に
よ
る
教
育
内
容
の
継
続
的
な
点
検

 

②
教
育
談
話
会
の
継
続
的
実
施

 

①
授
業
計
画
の
立
案
に
あ
た
り
、
授
業
改
善

W
G

が

教
務

委
員

会
で
作
成

し
た
授

業
検

討
課
題

（
授
業

担

当
教
員
の
決
定
等
）を

も
と
に
議
論
を
実
施
。

 

授
業
公
開
・
検
討
会
を
実

施
し
、
授
業
内
容
の

P
D

C
A

を
実
施
。

 

②
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
関
連
の
項
目
「
学
部
生
全
員
を
海

 

外
に
派
遣
す
る
枠
組
み
の
検
討
」
「
教
員
と
学
生
に
時

 

間
を
返
す
」た

め
の
諸
施
策
つ
い
て
」
議
論
を
実
施
。

 

ま
た
、
「
自
ら
論
理
的
に
考
え
る
」
学
生
を
育
成
す
る
た

 

め
の
授
業
事
例
紹
介
を
実

施
。

 

①
授
業
計
画
の
立
案
に
あ
た
り
、
各
分
野
の
授
業
改

 

善
Ｗ
Ｇ
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
特
に
授
業
担
当

 

の
決
定
に
あ
た
り
、
現
状
の
教
員
の
退
任
と
採
用
の
需

 

給
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
教
員
の
負
担
が
大
き
な
中
で
意

 

見
調
整
を
し
て
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
働

 

き
は
大
き
い
。

 

授
業
公
開
・
検
討
会
に
お
い
て
は
、
活
発
な
意
見
交

 

換
が
行
わ
れ
、
授
業
改
善
の

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
が
適

 

切
に
機
能
し
て
い
る
。

 

②
テ
ー
マ
は
い
ず
れ
も
豊
田
工
大
メ
ソ
ッ
ド
に
関
す
る

 

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
の
う
え
で
貴
重
な
議
論
と

 

な
っ
た
。

 

〇
 

－
 

％
 

継
続
し
て
諸
活
動
を
行

う
。

 

①
授
業
改
善

W
G
に
よ
る
教

育
内
容

の
点
検

 

②
教
育
談
話
会
の
実
施
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4
3
 

 
 

 
 

 

3
．
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
含
む
、
障
害
等
を
持
つ
学
生

に
か
か
る
授
業
、
定
期
試
験
、
研
究
活
動
等
に
お
け
る

配
慮

 

①
授
業
、
定
期
試
験

 

②
研
究
室
配
属

 

①
定
期
試
験
で
は
別
室
対
応
を
実
施
。

 

授
業

対
応

で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
や

録
画

提
供

な
ど

の
配

慮
を
実

施
。
卒

業
研

究
で
は
２
名

の
学

生
が
配

慮
対
応
に
よ
り
、
録
画
、

Z
O

O
M

配
信
な
ど
の
形
式
で

発
表
を
実
施
。

 

②
自
傷
、
他
傷
の
恐
れ
の
あ
る
状
況
の
学
生
の
研
究

 

室
配
属
の
対
応
を
教
務
委
員
会
で
決
定
。
対
象
の
学

 

生
が
い
る
場
合
は
、
研
究
室
配
属
前
に
学
生
部
長
、

 

教
務
委
員
長
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
、
配
属
予
定
研

 

究
室
の
教
員
で
学
生
の
情
報
を
共
有
し
、
円
滑
に
受

 

け
入
れ
す
る
た
め
の
協
議
を
す
る
仕
組
み
を
構
築
。

 

①
合

理
的

配
慮

の
提

供
に
つ

い
て
、
対

応
開

始
か
ら

数
年

が
経

過
し
事

例
が
積

み
重

な
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
も
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。
配

慮
に
あ
た
っ
て
は

、
事

前
に
授

業

担
当
教
員
と
調
整
を
し
て
、
現
実
的
な
対
応
を
検
討
し

た
う
え
で
、
最
終

的
に
合
理
的

配
慮
サ
ポ
ー
ト
会
議

で

配
慮
内
容
を
決
定
す
る
な
ど
、
適
切
な
業
務
フ
ロ
ー
の

う
え
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

②
事
前
に
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
で
、
研
究
室
配
属
を

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
で
き
た
。

 

 

〇
 

 
％

 

取
組
み
を
継
続
（
学
生

委
員

会
、
サ
ポ
ー
ト
会

議
等
と
連

 

携
）
 

4
4
 

 
〇

 
 

 
 

P
B

L
 
科
目
の
成

績
評
価
に
つ
い
て
，
具
体
的
な
指
標
を

 

設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
く
に
モ
ノ
づ
く

 

り
A

I 
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
受
け
た
科
目
は
、
外

 

部
か
ら
見
て
も
説
明

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

創
造
性
開
発
実
習
や
創
造

性
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
成
績

 

評
価
に
つ
い
て
、
科
目
担

当
教
員
が
他
の
大
学
で
公

 

開
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
等
を
参
考
に
し
て
、
評

 

価
基
準
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

 

 

－
 

－
 

％
 

 

4
5
 

 
〇

 
 

 
 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
に
あ
た
り
、
推
進
体

 

制
を
構
築
す
る
と
あ
る
が
、
本
委
員
会
で
は
ク
リ
ア
す
べ
き

 

項
目
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
特
定
の
教
員
に
の
み
負
荷
が

 

か
か
ら
な
い
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

 

教
務
委
員
会
で
、
推
進
体
制
を
構
築
し
、
中
期
プ
ラ
ン

推
進

懇
談

会
で
の
確

認
を
経

て
、
各

テ
ー

マ
を
主

に

授
業
改
善

W
G

で
分
担

し
、
中
期
プ
ラ
ン
の
項
目
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

 

教
務
委
員
会
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
配
慮
し
た

 

体
制
を
構
築
し
た
。
今
後
も
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

 

し
て
、
無
理
な
く
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
注
視
す
る
。

 

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

4
6
 

 
〇

 
 

 
 

学
生
負
荷
：
実
験

•実
習
で
の
改
善
は
行
わ
れ
て
い
る
の

 

に
対
し
、
講
義
科
目
に
お
け
る
課
題

(宿
題

)の
調
整
が
不

 

十
分
で
あ
り
負
荷
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

早
急
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

N
O

.4
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項
目
「
教
育

1
-
3
-
1
」 

に
記
載

 

N
O

.4
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
3
-
1
」 

に
記
載

 
－

 
－

 
％

 

N
O

.4
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
3
-
1
」 

に
統
合

 

4
7
 

 
〇

 
 

 
 

合
理
的
配
慮
：義

務
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
実
態

 

と
あ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
仕
組
み
、
活
動
が
妥
当
な
の

 

か
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

 

合
理

的
配
慮

の
提

供
に
つ

い
て
は
、
学

生
か
ら
申

請

が
あ
る
と
、
合
理
的
配

慮
サ
ポ
ー
ト
会

議
が
対
応
を
協

議
す

る
。
そ
の

際
、
文

科
省

の
通

知
等

を
参

照
し
つ

つ
、
本
学
の
「
学
生
支
援
に
関
す
る
方
針
」に

も
あ
る
と

お
り
「
本

学
の
教

育
目

標
の
達

成
を
妨

げ
な
い
」
と
い

う
前

提
の
も
と
で
対

応
を
そ
の
妥
当
性

も
含
め
協
議

し

て
い
る
。

 

授
業

対
応

に
関

し
て
は

、
授

業
録

画
の
提

供
、
授

業

の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
、
試
験
の
別
室
対
応
な
ど
が
配
慮

内
容
の
大
半
で
あ
り
義
務

と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
実

態
に
乖
離
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

教
務

委
員

会
は
、
合

理
的

配
慮

サ
ポ
ー

ト
会

議
や

学

生
支

援
セ
ン
タ
ー

、
保

健
室

と
情

報
共

有
し
つ

つ
連

携
を
と
り
、
妥
当
な
対
応
が
で
き
て
い
る
。

 

現
状

、
合

理
的

配
慮

の
提

供
に

関
す

る
ル

ー
ル

は

「
学

生
支

援
に
関

す
る
方

針
」
の
み

だ
っ
た
が
、

2
0
2
4

年
度

中
に
合

理
的

配
慮

の
提

供
に
関

す
る
方

針
や

対
応

要
領

が
今

後
整

備
さ
れ

る
見

込
み

な
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
制

度
の
体

系
化

が
進

み
、
透

明
性

の
高

い

体
制
構
築
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

〇
 

－
 

％
 

項
目

N
O

.4
3
に
統
合

 

 

4
8
 

 
〇

 
 

 
 

社
会
人
学
生
•推

薦
入
学
生
：入

学
前
教
育
と
入
学
後
の

 

成
績
に
つ
い
て
一
般
学
生
と
の
比
較
•検

証
を
行
い
、
今

 

後
の
対
応
に
つ
い
て
の
施
策
を
検
討
願
い
た
い
。

 

社
会
人
学
生
に
は
、
入
学
前
の
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
数
学
や

 

工
学
基
礎
科
目
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

 

推
薦
入
学
生
に
は
、

20
2
3
年
度
か
ら
教
材
を
用
意
し

 

入
学
前
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
（
入
試

G
） 

入
学
後
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
半
期
毎
に
教
務
委
員

 

会
で
全
体
の
成
績
状
況
と
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
い
る
。

 

 

2
0
2
4
年
度
は
学
部
１
年
生
の
推
薦
、
社
会
人
学
生
の

 

累
積

G
P
A
は
い
ず
れ
も
前
年
度
の
学
部
１
年
生
の

 

平
均
を
上
回
っ
た
。

 

社
会
人
学
生
へ
の
施
策
は
長
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

 

る
が
、
こ
こ
数
年
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

T
A
や
寮
の
学
習
サ

 

ポ
ー
ト
と
の
連
携
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
が
強
化
さ
れ
て

 

お
り
、
良
い
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
る
。

 

推
薦
入
学
生
へ
の
施
策
は
導
入
し
て
年
数
は
浅
い

 

が
一
定
の
効
果
は
あ
る
思
わ
れ
る
。

 

〇
 

－
 

％
 

一
旦
終
了
。
教
務
委

員
会

で
定
常

的
に
実

施
し
て
い
る

 

成
績

状
況
確

認
の
中

で
、
社

会
人

、
推

薦
学

生
の
成

績

状
況
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

 

4
9
 

 
〇

 
 

 
 

成
績
評
価
：
過
度

に
G

P
A

 
が
低
い
科
目
が
散
見
さ
れ

 

る
。
成
績
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
す
べ
き
と
考
え

 

る
。

 

半
期
毎
に
専
門
科
目
の
科

目
別

G
P
A
と
主
専
攻
分

 

野
の
平
均

G
P
A
の
推
移

を
教
務
委
員
会
で
確
認
し

 

て
い
る
。
そ
の
際
、
科
目
毎
の

G
P
A
も
確
認
し
て
お

 

り
、

G
P
A
が
低
い
科
目
が
一
部
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て

 

い
る
が
、
教
務
委
員
会
と
し
て
は
平
均

G
P
A
の
バ
ラ
ン

 

ス
を
重
視
し
て
お
り
、
現
状
は

G
P
A
が
低
い
科
目
に

 

対
す
る
一
律
の
対
応
は
と
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

 

G
P
A
が
低
い
だ
け
で
な
く
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
総
合

 

的
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

 

は
、
教
務
委
員
長
が
科
目
担
当
教
員
に
個
別
に
フ
ォ

 

ロ
ー
す
る
場
合
も
あ
る
。

 

2
0
1
2
年
度
の
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
時
に
各
分
野

 

の
専
門
科
目
の
難
易
度
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う
に

 

専
門
科
目
の

G
P
A
の
目
安
を

2
.0

と
し
、
以
降
そ
の

 

推
移
を
教
務
委
員
会
で
確
認
し
て
き
た
。
個
々
の
科

 

目
G

P
A
は
、
各
教
員
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
フ
ィ
ー
ド

 

バ
ッ
ク
と
あ
わ
せ
て
担
当
教
員
は
把
握
し
て
い
る
た
め

 

そ
の
改
善
は
基
本
的
に
は
各
担
当
教
員
に
委
ね
て

 

い
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
の
指
摘
で
あ
る

 

と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
は
教
務
委
員
会
で
の
議
論

 

を
各
分
野
の
授
業
改
善

W
G
に
も
展
開
し
て
問
題
意

 

識
を
共
有
し
、
教
務
委
員
会
と
共
に
対
応
を
検
討
す

 

る
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

〇
 

－
 

％
 

G
P
A
が
低

い
科
目
に
つ

い
て
、
教

務
委

員
会

と
授

業
改

 

善
W

G
が
連
携
し
て
原

因
分
析
や

対
応
策

を
講

じ
る
。

 

5
0
 

 
〇

 
 

 
 

学
内
外
の
諸
制
度

お
よ
び
動
向

(大
学
設
置
基
準
等
が

 

改
正
等

)を
理
解
し
、
対
応
に
つ
い
て
明
示
し
つ
つ
教
育

 

令
和

4
年
度
の
大
学
設
置

基
準
改
正
等
の
改
正
の

 

内
容
は
通
知
さ
れ
た
当
時
、
教
務

G
と
教
務
委
員
長

 
－

 
－

 
－

 
％

 
対
応
終
了
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の
円
滑
な
実
施
お
よ
び
改
善
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

 
で
確
認
し
た
。
基
幹
教
員

制
度
を
含
め
、
現
状
、
本
学

 

が
特
別
な
対
応
事
項
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

 

5
1
 

 
〇

 
 

 
 

初
年
次
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
学

 

生
を
比
較
し
、
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
比
較
は
、

2
0
2
2
年
度
教
務
委
員
会

 

で
G

P
A
の
推
移
、
卒
研
／

課
研
の
論
文
発
表
会
の

 

加
重
平
均
推
移
等
の
デ
ー

タ
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に

 

教
務
委
員
会
の
委
員
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
に
関

 

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
そ
の
結
果
を
元
に

 

議
論
を
行
っ
た
。
結
論
と
し
て
コ
ロ
ナ
前
後
の
学
生
に

 

大
き
な
差
異
は
な
い
が
、
一
部
の
学
生
に
集
中
力
が

 

欠
け
る
等
の
指
摘
も
あ
っ
た
た
め
、

2
0
2
2
年

1
2
月
の

 

専
任
教
員
会
議
に
て
全
教
員
に
「
今
後
、
学
年
進
行

 

す
る
に
従
い
学
修
態
度
、
経
験
不
足
等
に
つ
い
て
は

 

注
意
と
ケ
ア
を
行
う
こ
と
」を

依
頼
し
た
。

 

対
応
終
了

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

5
2
 

 
 

〇
 

 
 

G
m

ai
l 
等
の

G
o
og

le
 関

連
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
時
期

 

に
つ
い
て
、
年
度
の
切
り
替
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
望
ま
し
い

 

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
学
生
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
確

 

認
す
る
。

 

切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
は
学

生
へ
の
学
事
に
影
響
の
な

 

い
夏
休
み
中
で
あ
っ
た
た
め
問
題
は
な
か
っ
た
。

 

対
応
終
了

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

5
3
 

 
 

〇
 

 
 

指
定
校
推
薦
で
合
格
し
た
学
生
に
成
績
不
振
者
が
多

 

く
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
（
入
学
前
教
育
を
実
施

 

し
て
い
る
か
確

認
す

る
。
） 

推
薦
入
学
生
に
は
、

20
2
3
年
度
か
ら
教
材
を
用
意
し

 

入
学
前
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
（
入
試

G
） 

2
0
2
4
年
度
後
期
終
了
時

点
の
指
定
校
推
薦
の
累
積

G
P
A

は
学
部
１
年
生

2
.4

0
2
と
全
体
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。

 

対
応
終
了

 

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

5
4
 

 
 

〇
 

 
 

授
業
の
課
題
過
多
（
宿
題
，
レ
ポ
ー
ト
等
）
の
問
題
に
つ

 

い
て
、
教
育
談
話

会
で
議
論
す
る
な
ど
、
全
学
で
改
善
案

 

の
検
討
を
行
う
。

 

N
O

.4
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
教
育

1
-
3
-
1
」 

に
記
載

 
－

 
〇

 
－

 
％

 

N
O

.4
中
期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検

討
項

目
「
教
育

1
-
3
-
1
」 

に
統
合

 

5
5
 

 
 

〇
 

 
 

大
学
基
準
協
会
か
ら
改
善
課
題
と
し
て
指
摘
を
受
け
た

 

事
項
（
修
士
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
）の

対
応
に
つ
い
て
、

 

担
当
委
員
会
に
検

討
を
依
頼
し
た
。

 

N
O

2
8
.中

期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
他
」
に
記
載

 

 
－

 
〇

 
－

 
％

 

N
O

2
8
.中

期
プ
ラ
ン
Ⅰ

の
検
討

項
目

「
他
」
に
統
合

 

 

5
6
 

 
 

〇
 

 
 

授
業
で
の

G
o
o
gl

e 
M

ee
t 
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用

 

の
可
否
を
検
討
す
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
教
務
委
員
会

 

と
相
談
の
上
、
進
め
る
。

 

教
務
委
員
会
（第

1
0
回

 2
0
2
4
.1

2
.9
）
に
て
確
認

 

Z
O

O
M

と
G

o
o
gl

eM
ee

t
の
比
較
を
し
た
う
え
で
教
務

委
員
会
で
議

論
を
行
っ
た
。
授
業

で
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
に

Z
O

O
M

を
利
用
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

 

対
応
終
了

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

5
7
 

 
 

 
〇

 
 

工
学
研
究
科
修
士
課
程
に
つ
い
て
は
、
学
位
授
与
方
針

 

と
対
応
し
た
４
項
目
を
設
定
し
、
学
位
授
与
方
針
と
そ
れ

 

ぞ
れ
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
課
程
に

 

お
い
て
養
成
す
る
能
力
に
つ
い
て
は
示
し
て
い
る
も
の

 

の
、
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な

 

考
え
方

を
示

し
て
い
な
い
た
め
、
改

善
が
求

め
ら
れ
る
。

【
改
善
課
題
と
同

一
】 

N
O

2
8
.中

期
プ
ラ
ン
Ⅰ
の
検
討
項
目
「
他
」
に
記
載

 

 

－
 

〇
 

－
 

％
 

N
O

2
8
.中

期
プ
ラ
ン
Ⅰ

の
検
討

項
目

「
他
」
に
統
合

 

 

5
8
 

 
 

 
〇

 
 

修
士
課
程
で
は
、
「
修
士
Ｔ
Ａ
実
習
」
「
修
士
国
内
学
外
実

 

習
」
「
修
士
海
外
学
外
実
習
」
等
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

 

グ
科
目
を
設
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「修

士
Ｔ
Ａ
実
習
」 

は
、
学
部
の
授
業
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（以

下

「
Ｔ
Ａ
」
と
い
う
。
）
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ー
ダ

 

ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

 

を
目
的
と
し
た
特
徴
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ａ

 

と
し
て
担
当
す
る
科
目
に
よ
っ
て
、
勤
務
時
間
や
指
導
内

 

容
に
差
異
が
み
ら
れ
る
た
め
、
学
習
時
間
の
担
保
や
成

 

績
評
価
の
手
段
等

に
つ
い
て
は
、
検
討
が
望
ま
れ
る
。

 

学
習

時
間

の
担

保
と
し
て
、
勤

務
下

限
時

間
を

2
2
.5

時
間
（
１
時
間

45
分
の
単

位
時
間
換
算
で

3
0
時
間
）

と
し
て
単
位
認
定
に
必
要

な
時
間
数
を
担
保
す
る
こ
と

と
し
た
。
（
3
0
時
間
に
加
え
、
予
習
・
復
習
の
時
間
を
含

め
１
単
位

4
5
時
間
を
満
た
す
と
い
う
前

提
に
立
っ
て

い
る
。
） 

成
績

評
価

の
手

段
に
つ

い
て
は

、
現

状
の
デ

ィ
プ
ロ

マ
―
ポ
リ
シ
ー

で
は
、
（
ⅱ
）
異
文
化
を
理

解
し
、
国

際

的
に
通
用

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
（
ⅲ

）
高

度

な
学
識
と
論
理
的
思
考
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
の
科
目
を

T
A

実
習
科

目
と
し
た
場
合
で
も
、
そ
の

点
が
達
成
で
き
た
か
が
成

績
評
価
の
基
準
と
な
る
。

 

対
応
終
了

 

〇
 

－
 

％
 

対
応
終
了

 

5
9
 

 
 

 
〇

 
 

創
造
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
効
果
に
対
す
る
評
価

 

は
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
か
？

 

 

創
造
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
と
し
て
の
教
育
効
果

 

に
対
す
る
評
価
は
現
状
行
え
て
い
な
い
。

 

 

創
造
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
発
足
か
ら
長
い
時
間
が

経
過

し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
現

在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
検

討
さ
れ
る
内
容

と
の
整
合

性
な

ど
も
点

検
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
状

で
す

ぐ
に
議

論
で
き
る
状
況
に
な
い
。

 

×
 

－
 

％
 

一
旦
終
了
。
今
後
、
必

要
に
応

じ
て
議
論

す
る
。

 

6
0
 

 
 

 
〇

 
 

全
学
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
「
論
理
的
思

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
利
用
状
況
の
数
字
の
デ
ー
タ
が
あ
る
に

〇
 

－
 

％
 

一
旦
終
了
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関

し
て
は
、
教
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報
告
書
の
内
容
が
や
や
限
定
的
で
あ
る
と
感
じ
た
。
記
載

 

す
る
情
報
を
多
く
す

る
計
画
は
あ
る
の
か
？
ま
た
、
ど
れ
く

 

ら
い
の
学
生
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報
告
書
を
確
認
し
て
い
る

 

か
等
の
デ
ー
タ
は
あ
る
か
？

  

考
力
を
促
す
取
組
み
」
の
項
目
を
追
加
し
て
い
る
。

 

新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
て
様
々
な
検
討
が
進

 

ん
で
い
る
。
そ
の
状
況
次
第
で
は
、
報
告
書
の
見
直

 

し
も
行
わ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

 

学
生
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
何
名
の
学
生
が
見

 

て
い
る
の
か
詳
細
な
数
値
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

 

た
だ
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
半
年
に
一
度
の

 

履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
際
に
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

 

す
る
目
的
（
授
業
改
善
）等

に
つ
い
て
、
毎
回
説
明
を

 

行
っ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報

 

告
書
を
学
内
の

W
eb

シ
ス
テ
ム
に
公
開
し
、
学
生
が

 

い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
用
意
し
た
う
え
で
、

 

そ
の
利
用
に
つ
い
て
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い
る
。

 

こ
し
た
こ
と
は

な
い
が

、
そ
の
数

字
を
把

握
す

る
こ
と

で
、
授

業
ア
ン
ケ
ー

ト
の
仕

組
み

改
善

に
ど
う
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

務
委
員
会
の
所
管
す
る
定

常
的
な

F
D
活

動
に
関

す
る

 

取
り
組
み
の
た
め
、
そ
の
中

で
検
討

す
る
。

 

6
1
 

 
 

 
〇

 
 

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
は

7
項
目
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

 

が
、
学
士
課
程
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
研
究
は
、
ど
れ
に

 

該
当
す
る
の
か
？
ま
た
、
そ
の
審
査
方
法
（
評
価
の
基
準

 

等
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

  

卒
業
研
究
は
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
の
（
ⅴ
）
機
械
シ
ス

 

テ
ム
、
電
子
情
報
お
よ
び

物
質
工
学
の
各
分
野
の
内

 

少
な
く
と
も

1
分
野
の
専
門
知
識
・
技
術
、
（
ⅶ
）
修
得

 

し
た
学
識
と
能
力
を
活
用
し
、
技
術
者
の
果
た
す
べ
き

 

役
割
と
社
会
的
責
任
を
理
解
し
つ
つ
、
研
究
を
遂
行

 

で
き
る
能
力

に
該
当
す
る
。

 

卒
業
研
究
の
審
査
で
は
、
評
価
票
の
評
価
科
目
に
基

 

づ
き
、
評
価
を
行
う
。
各
評
価
項
目
が
現
状
の
デ
ィ
プ

 

ロ
マ
ー
・ポ

リ
シ
ー
の
ど
の
項
目
に
対
応
す
る
か
に
つ

 

い
て
も
、
明
示
し
て
い
る
。

 

上
記
内
容
は

2
0
2
3
年
度
大
学
評
価
申
請
の
点
検
・ 

評
価
報
告
書

P
6
6
、

6
7
に
も
明
記

 

対
応
終
了

 

－
 

－
 

％
 

対
応
終
了
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：教務委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：原 大介 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№7） 

①Check（点検・評価） 

より精緻なカリキュラムマップの作成はカリキュラム改定時に十分な内容になっている。学生

の理解促進に関しては、チャットシステムの実現可能性が提案されているが、チャットシステ

ムがどのように機能し理解促進にどのように寄与するかが不明瞭である。 

②4 段階評価⇒妥当 

③Act（来年度の課題） 

科目間の関係性を学生に理解させる取組みとしてチャットに限定せず、より有効なシステムの

検討が望まれる（より良い手段の存在の可能性あり）。 

 

（№11） 

①Check（点検・評価） 

統合型エンジニアリングを意識した科目体系と具体的な開講科目（案）の策定案に対して、教

員の数・専門性、時間割の制約等の問題の解決が目標達成に必要であることを指摘し、拙速に

具体的な開講科目案を策定することを回避しつつ、将来的な改善の道筋を立てている点は評価

できる。 

②４段階評価⇒妥当 

③Act（来年度の課題） 

「教員採用状況に合わせて科目開講を検討」は受動的で、他の代替策や暫定措置の検討も必要

である。たとえば、 

・既存専門科目の中で統合的視点を取り入れられるユニットや教員の洗い出し 

・教員採用状況に応じた段階的導入計画の策定 

なども検討してもらいたい。 

 

（№24） 

①Check（点検・評価） 

「できることをやっていく」という記述は抽象的で説得力に欠ける。また、「成績優秀者への啓
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蒙」だけでは制度の活用拡大の戦略としては限定的。 

②４段階評価⇒妥当 

③Act（来年度の課題） 

・単位互換科目にはどのような科目があり、本学では学べないどのような知識・スキルを修得

できるかを可視化して学生の関心を高める、既履修学生の意見や成功事例を共有する等、より

具体的な対策が必要。 

・「単位互換科目を受講しやすい枠組みの検討」を難しくしている最大の要因が時間割の過密で

あるならば、「時間割の過密の改善」を活動計画とし PDCA を回していくことが先決である。 

 

（№27） 

①Check（点検・評価） 

「GPA 以外の要素を加味する分野配属・研究室配属の可能性検討」（Plan）の実施においては

なぜこのような事項が検討課題として挙がってきているかの背景の理解・共有が必要であるが、

方針点検表からはその背景が何であり、それに対してどのような検討がなされたのかが見えな

いため、「点検・評価」を評価することが難しい。 

②4 段階評価⇒妥当 

③「GPA 以外の要素を加味する分野配属・研究室配属の可能性検討」（Plan）が挙げられた背

景に立ち戻り、問題を可視化すべき。 

 

（№37） 

①Check（点検・評価） 

「リメディアル数学以外の入学前教育の検討、入学後フォロー体制の継続的な見直し」（Plan）

の実施において、物理や英語のリメディアル教育の必要性の検討が行われていない。 

②4 段階評価⇒過大 

③数学・化学以外（おもに物理・英語）の科目の入学前教育の必要性の検討をお願いしたい。 

 

（№40） 

②Check（点検・評価） 

「長期ビジョンの議論の進展に合わせて、必要に応じ議論をする必要があるが、教務委員会と

して現状、具体的に検討すべき事項はないと思われるため、これで一旦終了とする」となって

いるが、物質工学分野にはクォーター科目が 5 科目残っている一方、機械システム分野はクォ

ーター対応を取りやめ（2023 年度～）、電子情報分野は元々クォーター科目を設置していない。

この現状に対する評価も行ってもらいたい。「長期ビジョンの国際化の施策の動向等を見たうえ

で考える必要」は受動的。 

③Act（来年度の課題） 

物質工学分野とその他の分野でクォーター科目の設置状況が異なるが、これは分野の特性によ

るものなのか、それ以外に原因があるのかを検討し、存続または廃止に対する積極的な対応を

期待する。大学院進学を希望する本学および他大学の学部生が、この状況をどのように受け止

めているかも考慮すべきである。 
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２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

（№21）ライティングサポートスタッフ雇用により、学生の文章作成能力の向上支援および教

員の負荷軽減は 2025 年度より是非実施してもらいたい。 

 

（№34）2025 年度採用予定の外国人英語教員を特任非常勤講師として迎え入れることは多様

性の観点から望ましいことである。 

 

（その他）学部１・２年生全員に 1 か月以上の海外留学を経験させることが中期プランに組み

込まれており留学先の拡充が必要であること、Timothy Phillips 非常勤講師の 2025 年度末の

退職に伴い英語 8 科目の担当教員が未定となることを受け、英語教員（専任または特任）の増

員を含む何らかの対応を検討する必要がある。 

 

（その他）No.39 の「Do」および「check」内に記載されている「No.39」は、「No.37」の

間違いではないか。 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 3, 6）授業アンケート結果の返却が遅く，次学期に対応できていない．返却時期の早期化

を検討願いたい． 

（№ 11）統合型エンジニアリングの目指すところを明確化した上で，教務から各分野会議と

連携して人事検討会議へ上申するようなシステム構築を検討して頂きたい． 

（№ 21）ライティングサポートスタッフの新規採用に際し，類似教科の担当教員や次世代文

明センターなどと連携し本学の教育方針，水準，制度等を早期に周知して，学生支援の向上に

繋げて頂きたい． 

（№ 27）研究室配属については，現状の問題点（時期，留年者の扱い，配属先の偏り）を考

慮して早急に検討願いたい． 

（№ 35）TOEFL については学部教育だけでなく，修士や博士課程を含めた視点で検討願い

たい． 

（No.37）2025 年度からは高校で情報 I を履修した者が入学している。物理・英語だけでな

く、情報についても（浪人生・社会人学生と現役合格者との間に差ができる可能性があり）リ

メディアルが必要かもしれないので、まずは調査などを検討して欲しい。 

「TA 中心で教材作成」とあるが，担当教員や教務の関与に対する記載が必要． 

（№ 41,44）44 では創造性開発実習や創造性開発セミナーの評価基準が作成中となっている．

今後の取組み方針の記載が必要であるとともに，創造性開発セミナーは文科省 DSAI 認定に該

当することから，41 の 4 段階評価◎は過大と考える． 

（№ 43）②の案件は，産業医や心療内科，精神科の専門的な見解が必須である．そのような

枠組みを学生委員会や法人と連携して再構築願いたい． 

（№ 47）学生からの配慮申請がない場合でも，その必要性が考えられる事案への対応が必要

である．学生委員会や保健室，学生支援センターや学外実習委員会と連携して検討願いたい． 

（№ 48, 53）年内入試合格者に対する入学前教育について，どのような教育を実施している

のかの記載が必要．（入試 G）と記載しているが，教務委員会はどのように関わっているのかが
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不明．主体は教務になると考える． 

（その他）シラバスの作成•確認時期が卒論•修論と重なり，それら学生を指導する教員の大

きな負担となっている．同時期に実施されている入試も考慮し，実施時期の検討を願いたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：教務委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：竹内恒博 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

〔コメント〕 

教務委員会の活動は本学の建学の理念、目的に合致している． 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

〔コメント〕 

教務委員会の役割・方針は豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項に合致してい

る． 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

〔コメント〕 

大変多くの活動を精力的に行っており，豊田工大における教育の質向上に貢献している． 

学生への対応は画一的である．現実的には，学生は『①自分自身で研鑽できる学生』『②教員の助けにより

伸びる学生』と，『③勉強のやり方や理解力に問題のある学生』『④意欲のない学生』などに分けられる．そ

れぞれのタイプの学生の問題点を明瞭にした上で対策を考え，本学教育のレベルアップにつながる活動を

期待している．教員のやる気を削ぐような活動は，教育の質を下げかねないことから，学生アンケートなど

も，教員に丸投げするのではなく，建設的な意見とそうでないものを区分分けして解析し，より細やかな対

策を考えていただきたい．  

マインドチェンジに関する取組みは，残念ながら，物足りなさを感じる．『授業料』のみならず『政府や支

援企業からの多大な援助』により大学が運営されていること，および，『授業を受ける権利』と同時に『支

援を無駄にしない義務』が生じていることを学生に認識させ，自発的に学ぶ意思（マインド）を涵養する取

り組み（啓蒙活動）が欲しい． 

新しい科目を検討されているが，教員の負担に関して均等化する客観的でシステマティックな仕組みが存

在していない．大所高所的な観点から負担が集中しないように差配をする仕組みが必要である． 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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る
学
習
改
善

W
G
の

結
成
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

2
0
2
3
年
度
の
課
題
を
抽
出
し
検
討
と
改
善
を
適
宜
実
施
 

・
留

年
生

お
よ

び
社

会
人

学
生

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

強
化

（
例
：
専
用

の
g
o
o
gl
e
 
c
l
a
s
s
ro
o
m
設
置
お
よ
び
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ

ー
と
の
連
携
強
化
）
 

・
派
遣
企
業
と
の
連
携
強
化
 

・
社
会
人
学
生
に
向
け
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ

メ
デ
ィ
ア

ル
教
材
（
特

に
数
Ⅲ
）
の

作
成
 

・
学
生
参
画
に
よ
る
教
育
改
善
（
モ
ニ
タ
ー
学
生
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー

、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
の

実
施
）
 

・
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
数
学
開
講
時
に
、
社
会
人
学
生
に
対
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
こ
の
結
果
、
学
習

/ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
積
極
的
利
用
、
社
会
人
同
士
の
自
主
的
な
勉
強
会
の
開
催

な
ど
、
昨
年
度
と
は
異
な
る
勉
学
意
欲
が
醸
成
さ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
流

れ
に
乗
れ
な
か
っ
た

2
名
（
/
16

名
中
）
の
社
会
人
学
生
が
留

年
を
し
て
し
ま
っ
た
。
 

・
１
年
次
留
年
生
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
年
度
初
め
に

実
施
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の

積
極
活
用
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
で

の
勉

強
の
重

要
性

等
を

指
導
し

た
。

し
か

し
な
が

ら
、
2
名
（
/
1
4
名
中
,休

学
1
名
を
除
く
）
が
再
留
年
し
て

し
ま
っ
た
。
 

・
派
遣
企
業
の
会
で
、
社
会
人

学
生
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い

て
議
論
し
、
大
学
と
し
て
の
対
応
の
理
解
を
求
め
る
と
同
時

に
、
新
た
に
計
画
し
て
い
る
対
応
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
の

作
成
等
）
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
っ
た
。
 

・
学
生
参
画
に
よ
る
教
育
改
善
と
し
て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
。
さ
ら
に
、
彼

ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
内

容
で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
社

会
人
向
け
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
材
を
作
成
し

た
。
 

・
社
会
人
学
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
強
化
に
つ
い
て
は
、
9
割
の

1
年
生

社
会

人
学

生
が

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
利

用
や
学

習

会
へ
の
参
加
を
継
続
的
に
で
き
て
お
り
、
啓
蒙
の
成
果
が

表
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
、
２
名
の
社
会
人
学

生
が
留
年
し
て
し
ま
っ
た
。
 

・
派
遣
企
業
の
会
で
本
学
の
社
会
人
学
生
へ
の
対
応
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
社
会
人
学
生
が
前
期
に
つ
ま
ず
く
原
因
と
な
る
高
校
数
学

に
関
し
て
ピ
ア
/
学
習
サ
ポ
ー
タ

ー
の
経
験
か
ら
内
容
を

絞
り
こ
み
、
さ
ら
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

教
材
を
作
成
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
学
生
参
画
に
よ
る
教

育
改
善
の
大
き
な
成
果
と
い
え
る
、
 

・
１
年
次
留
年
生
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
や
る
気
が
あ
る
が

学
力
が
お
い
つ
か
な
い
学
生
に
つ
い
て
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン

ズ
で

の
勉

強
会

へ
の

参
加

を
促

す
な

ど
の
対

策

に
よ
り
進
級
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
や
る
気
の

な
い
学
生
は
、
学
生
本
人
が
や
る
気
を
出
さ
な
い
限
り
大

学
と
し
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
に

問
題
を
抱
え
る
学
生
に
対
し
て
は
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

が
支
援
を
し
て
い
る
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
学
習
サ
ポ
ー
タ

ー
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
で
の
話
し

合
い
や
改
善
は
今
年
度
実
施
で
き
た
た
め
、
共
同
し
た
学
習

改
善

W
G
を
結
成
し
、学

生
の
意
見
を
本
学
の
教
育
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
を
作
る
。
 

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
の
充
実
を
図

る
。
昨
年
度
作
成
し
た
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
数
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、

１
年
次
に
つ
ま
ず
き
や
す
い
数
学
、
物
理
に
関
す
る
教
材
を

作
成
す
る
。
 

・
留
年
生
の
対
応
は
一

律
に
行
う
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
大
き

く
分
け
て
次
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。
①
勉
学
が
追
い
付
か
な
い
学
生
へ
の
対
応
：
上
記

オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
の
作
成
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
、
学

習
改
善

W
G
の
提
案

を
も
と
に
し
た
授
業
改
善
等
を
行
う
。②

勉
強
を
す
る
気
が
も
と
も
と
な
い
学
生
：
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
お

よ
び
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
奮
起
を
促
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
キ
ャ
リ
ア
再
考
（
退
学
、
編
入
、
就
職
等
）
を
勧
告
す

る
。
③
メ
ン
タ
ル
な
問
題
を
抱
え
る
学
生
：

保
健
室
と
の
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
 

2
 

教
育

1
-
4
-
2 

 
 

 
 

「
深
く
考
え
る
」
こ
と
へ
の
理
解
と
実
行
の
定
着
 

（
中
期
プ
ラ
ン
到

達
目
標
）
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
深
く

考
え

る
こ

と
へ
の

ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
学
生
間
、
教
職
員
で
学
生
の
成
長
を
支
援

す
る
風
土
づ
く
り
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

現
状

の
課

題
抽

出
と
学

生
へ

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

実
施

し

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
枠
組
み
整
理
 

・
学
外
か
ら
の
協

賛
獲
得
を
各
団
体

1
件
以
上
を
具
体
的
 

目
標
と
し
、
報
告
会
な
ど
で
教
職
員
へ

P
R
す
る
こ
と

で
成
長
支
援
の
風
土
づ
く
り
を
行

う
。

ま
た
、
学
外
か

ら
の
協
賛
の
獲
得
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
取
り
組

み
を
深
く
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。
 

・
学
生
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
成
果
も
あ
り
、
4
団
体
中

2
団
体

が
外
部
か
ら
の
協
賛
を
獲
得
し
、
1
団
体
よ
り
新
た
に
協
賛

の
獲
得
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ

た
。
 

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
、
1
団
体
が
協
賛
金

を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
 

報
告
会
な
ど
を
通
し
て
、
教
職
員
に
活
動
内
容
を

P
R
す
る

こ
と
で
、
学
生
の
頑
張
り
を
共
有
で
き
た
。
 

・
数
年
か
け
て
行
っ
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
方
法
や
考
え
方
が
浸
透
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
成
果

も
あ
り
、
発
表
内
容
の
さ
ら
な
る
向
上
が
見
ら
れ
、
ま
た
、

外
部
か
ら
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
学
生
委
員
会
の
教
職
員
へ
は
、
彼
ら
の
頑
張
り
が
伝
わ
っ

て
い
る
。
 

・
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
現
状
の
ス
ペ
ー
ス
で

今
年
度
は
何
と
か
対
応
可
能
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

の
検
討
が
必
要
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
代
表
な
ど
の
交
代
が

あ
る
た
め
、
今
年
度
の
成
果
を
継
続
し

て
行
え
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
。
 

・
学
生
委
員
会
の

教
職
員
以
外
に
も
彼
ら
の
頑
張
り
を
も
っ
と

伝
え
る
策
を
検
討
し
た
い
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
の
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
活

動
ス
ペ
ー
ス
の
調
整
、
検
討
を
行
う
。
（
志
広
場
の
有

効
活

用
な
ど
）
 

3
 

教
育

8
-
3
-
1 

 
 

○
 

○
 

学
生
の
繋
が
り
、
交
わ
り
を
コ
モ
ン
間
、
寮
全
体
、
学
年

全
体
へ
発
展
さ
せ
る
。
（
中
期
プ
ラ
ン
到
達
目
標
）
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
リ

テ
ラ

シ
ー

を
学
ぶ

場
と

し
て

、
寮
を

活

用
。
（
例
：
コ
モ
ン
単
位
で
は
な
く
寮
全
体
で
の
企
画
な

ど
の
検
討
と
推
進
）
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
今
年
度
の
新

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
改
善
し
、
1
年
生
の
 

自
主
性

の
涵

養
を

図
り

つ
つ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
適

切
な

指
導
が

行
え

る
制

度
を

構
築
す

る
。

ま
た

、
学

生
間

の
主
体

的
な

相
互

啓
発

を
誘
発

し
、

切
磋

琢
磨

し
て

勉
強
す
る
雰

囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
に
、
新

1
年
生

及
び

サ
ポ

ー
タ

ー
へ

の
意

識
付

け
を

強
化

す
る

（
例
：
新

1
年
生
と
の
懇
談
お
よ
び
コ
モ
ン
カ
フ
ェ

の
実

施
時

期
/
方

法
の

検
討

、
サ

ポ
ー

タ
ー

会
議

や

G
o
o
g
l
e
 
c
l
a
s
s
r
oo
m
の
活
用
）
 

・
寮
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
の
コ
モ
ン
を
つ
く
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー

同
士
の
情
報
共
有
や

1
年
生
の
模
範
と
な
り
、
相
談
場
所
の

明
確
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
 

デ
ジ
タ

ル
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

）
と
ア
ナ
ロ
グ
（
対

面
）
を

上
手
く

活
用
で
き
る
よ
う
啓

蒙
を
行
っ
た
。
コ
モ

ン
カ
フ

ェ
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
、

寮
サ
ポ
代
表
者
に
ヒ

ア
リ
ン

グ
を
し

、
時
期
と
内
容
の
見

直
し
を
学
生
委
員
会

で
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
 

・
ユ
ニ
ッ
ト
幹
事
会
の
会
議
で
各
コ
モ
ン
で
の
要
望
、
改
善
事

項
を
集
め
、
委
員
同
士
で
話
し
合
い
、
事
務
局
と
も
連

携
し

回
答
を
作
成
す
る
な
ど
の
連
携
が
で
き

た
。
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
昨
年
度
と
異
な

り
サ
ポ
ー
タ
ー

と
関
り
が
全
く
な
い
コ
モ
ン
は
、
発
生
し
て
い
な
い
。
 

1
年
生

へ
の
意
識
づ
け

は
懇
談
会
や
コ

モ
ン
カ
フ
ェ

な

ど
で
行

え
た
が
、
サ
ポ

ー
タ
ー
へ
の
意

識
づ
け
が
も

っ

と
必
要
だ
と
感
じ
た
。
 

・
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
話
し
合
い
は
、
昨
年
よ
り
少
し
増
え

た
雰
囲
気
は
あ
る
が
、
大
き
く
進
歩
し
た
よ
う
に
は
感
じ

な
か
っ
た
。
 

・
後
期
か
ら
サ
ポ

ー
タ
ー
担
当
コ
モ
ン
を
変
更
し
た
た
め
、

改
め
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
を
説
明
す
る
会
を
実
施
。
次

年
度
の

サ
ポ

ー
タ

ー
選

考
時

に
サ

ポ
ー

タ
ー

同
士
の

繋

が
り
を
最
後
ま
で
意
識
す
る
よ
う
プ
レ

ゼ
ン
動
画
提
出
、

面
談
を
実
施
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
初
年
次
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
型
入
寮
制
の
意
義
を
、
新
入
生
、
サ

ポ
ー
タ
ー
、
教
員
が
共
有
す
る
た
め
の
施
策
（
サ
ポ
ー
タ
ー

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
久
方
寮
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
等

の
実
施
）
を
行
う
。
さ
ら
に
、
寮
生
活
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

社
会
人
基
礎
力
を
自
分
で
評
価
す
る
機
会
を
設
け
る
。
 

・
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ

か
け
た
学
生
た
ち
が
自
ら
考
え
寮
を
運

用
す
る
マ
イ
ン
ド
が
昨
年
、
今
年
度
と
徐
々
に
新
た
な
形
で

形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
次
年
度
は
そ
の
運
用
を
盤
石
な
も

の
に
す
る
年
度
と
位
置
付
け
る
。
 

 

30



4
 

教
育

8
-
3
-
2 

 
 

○
 

○
 

学
生
の
繋
が
り
、
交
わ
り
を
コ
モ
ン
間
、
寮
全

体
、
学
年

全
体
へ
発
展
さ
せ
る
。
（
中
期
プ
ラ
ン
到
達
目
標
）
 

学
習
以
外
の
学
生
主
体
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
の
検
討
実
行
と

継
承
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】

※
2
0
2
6
年

度
開

始
か

ら
変

更
 

・
上
級
生
委
員
と
協
働
し
て
、
寮
内
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化

を
図
る
。
 

・
ユ
ニ
ッ
ト
幹
事

会
と
協
力
し
中
庭
の
活
性
化
を
目
標
に
し
、

運
用
ル
ー
ル
の
検
討
を
行
い
運
用
開
始
で
き
た
。
 

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の

1
年
生
発
案
で
、
企
画
を

3

件
実
施
。
1
年
生
の
意
見
を
集
約
し
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き

た
。
 

・
活
用
ゼ
ロ
か
ら

2
回
/
月
以
上
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
コ
モ
ン
間
の
交
流
も
増
え
、
関
わ
り

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
 

・
第

2
回
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
（
9
/2
8
実
施
）
は
、
中
庭
を
活

用
し
実
施
。
準
備
、
片
付
け
含
め
コ
モ
ン
単
位
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
寮
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
の
実

施
時
期
や
方
法
の
変
更
を
行
い
、
次
年

度
は
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
た
い
。
 

よ
り
学
生
主
体
で
教
員
も
巻
き
込
ん
だ
企
画
の
実
施
。
 

（
例
：
コ
モ
ン
カ
フ
ェ

を
年
２
回
と
し
、
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
と
は

別
の
学
生
企
画
イ
ベ
ン
ト
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
な
ど
）
 

5
 

教
育

9
-
2
-
1 

○
 

 
 

 

1
年
次
終
了
ま
で

に
人
生
の
目
標
を
も
つ
（
中
期
プ
ラ
ン

到
達
目
標
）
 

将
来
を
考
え
さ
せ
る
企
画
・
取
組
み
の
実
行
（
例
：
キ

ャ

リ
ア
年
間
計
画
表
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
卒
業
生
か
ら

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
）
（
中
期
プ
ラ
ン

取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
企
画
・
取
組
み
の

1
件
以
上
実
現
 

①
工
学
部
に
入
学
し
た
意
義
と
将
来
に
つ
い
て
、
1
年
生
 

に
し
っ

か
り
と

考
え

さ
せ
る

機
会

/
方

法
を

検
討

/
実

施
す
る
。
 

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
特
に
工
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
）
と
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
強
化
す
る
。
 

③
２
年
後
期
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る
。
 

④
３
年
生
、
修
士

1
年
生
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
お

よ
び
実
施
時

期
を
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
実
施
す

る
。
 

①
キ
ャ
リ
ア
年
間

計
画
表
の
例
示
を
変
更
し
、
よ
り
工

学
部
に

入
学
し
た
意
義
と
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
に
し
た
。
 

②
工
学

ス
タ
ー

ト
ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ
ー

で
は

本
学
の

制
度
を

お

お
い
に
使
っ
て
卒
業
し
て
い
っ
た

O
B・

OG
の
事
例
を
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
し

た
。
 

③
2
年
後
期
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
長
い
将
来
設

計
を
考

え
た

上
で
の

大
学

生
活

の
充
実

を
主

眼
に

お
い
た

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
 

④
進
学
（
博
士
進
学
を
含
む
）
を
見
据
え
た
早
い

タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
進

路
ガ

イ
ダ
ン

ス
を

実
施

。
就
職

希
望

の
学

生
に
は

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
へ
の
参
加
を
促
し
た
。
 

後
期
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
。
 

①
②
を

通
し

て
学
生

が
自

ら
将

来
を
考

え
る

機
会

を
提
供

す
る
事
が
で
き
た
。
 

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
方
針
の
観
点
か
ら

2
0
25

年
度
に

使
用
す

る
キ
ャ
リ
ア
年

間
計
画
表
の
内

容
刷
新
を
進

め

て
い
る
。
 

③
「
将
来
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
先
輩
の
経
験
を
知
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
が
多
く

あ
り
狙
い
通
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

者
3
7
名
中
：
と
て
も
よ
か
っ
た

7
名
・
よ
か
っ
た

1
8

名
 

④
狙
い
通
り
就
職
希
望
者
の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

に
参
加
し
た
（
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
：
学
部

5
3
.6
%（

1
5/
2
8 ）

修
士

7
2
.5
%
（
2
9
/
40
）
）
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
記
入
内
容
が
変

更
に
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
年
間
計
画
表
の
進
捗

を
確
認
し
主
旨
に
よ
り
あ
っ
た
中
間
点
検
・
期
末
点
検
に
す

べ
く
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
う
。
 

・
学
生
の
就
職
活

動
が
よ
り
ス
ム
ー
ス
に
お
こ
な
え
る
よ
う
に

よ
り
効
果
的
な
情
報
提
供
を
行
う
。
特
に
企
業
や
他
大
学
の

状
況
を
リ
サ
ー
チ
し
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
時
期
を
検
討

す
る
。
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教
育

1
1
-
1
-
1 

 
 

○
 

 

課
外
活
動
（
サ
ー
ク
ル
、
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
等
）
な
ど
含

め
、
他
大
学
と
の
つ
な
が
り
の
構
築
（
中

期
プ
ラ
ン
到
達
目
標
）
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
活
性

化
、

お
よ

び
ス
ポ

ー

ツ
、
音
楽
、
芸

術
系
サ
ー
ク
ル
、
個
人
活
動
の
活
性
化

を
図

る
た

め
の

支
援

の
検

討
（
中

期
プ
ラ

ン
取
り

組

み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

①
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ

3
件
以
上
の
申
請
 

②
他
大
学
等
と
の
交
流
を
増
や
す

(
3
件
以
上
) 

③
ア

ク
テ

ィ
ブ

チ
ャ
レ

ン
ジ

以
外

の
新
た

な
制

度
の

基

盤
づ
く
り
 

①
～
③
を
具
体
的
な
目
標
と
し
、
学
生
へ
啓
蒙
を
行
う
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
新
規
の

1
団
体
を
含
む
、

計
4
団
体
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
。
課
外
団
体
全
体

の
活
動
と

し
て
他

大
学

等
と

の
交

流
に

つ
い

て
は

、
積

極
的
に

S
NS

を
活
用
す
る
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
昨
年
度
よ
り
も
件

数
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る

。
 

実
績
：
他
大
学
と
の
練
習
試

合
(運

動
系

5
件
)
や
情
報
交

換
(
文
化

系
3
件
)
の
実
施
、

ま
た
企
業
か
ら
の
支
援

(
物

品
・
協
賛
)を

獲
得
す
る
団
体
も
増
加
し
て
い
る
。
（
2
団

体
が
獲
得
）
 

・
他
大
学
と
の
交

流
が
継
続
的
に
な
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
 

実
施
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
今
年
度
の
取
り
組
み
は
非

常
に
活
発
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
継
続
的
に
で

き
る
か
が
課
題
。
 

・
一
歩
を
踏
み
出

す
後
押
し
を
行
う
こ
と
で
、
S
N
S
で
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
成
功
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ

ー
ク
ル
同
士
で
も
横
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
以
外
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て

は
、
進
捗
で
き
な
か
っ
た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
以

外
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
の
確
認
を
行
う
。
 

・
他
大
学
と
の
つ
な
が
り
の
維
持
と
新
規
開

拓
を
継
続
的
に
行

え
る
よ
う
、
サ
ー
ク
ル
内
で
の
引
継
ぎ
を
上
手
く
行
う
よ
う

フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。
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教
育

1
3
-
3
-
1 

 
 

 
 

学
生
全
員
の
個
性
や
強
み
の
発
見
と
共
有
（
中
期
プ
ラ
ン

到
達
目
標
）
 

個
性
や
強
み
を
認
識
で
き
る
機
会
を
つ
く
る
（
例
：
幅
広

い
分
野
で
優
秀
な
学
生
を
表
彰
す
る
制
度
づ
く
り
、
互
い

の
強
み
を
伝
え
合
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
（
中
期
プ
ラ
ン
取

り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
機
会
を

1
つ
立
ち
上
げ
る
 

・
卒
業
生
講
演
会
や
各
コ
モ
ン

の
1
年
生
全
員
と
の
懇
談
会
、

第
2
回
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
を
通
じ
て
、
自
身
の
個
性
や
強
み
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
機

会
を
提
供
で
き
た
。
 

・
学
生
委
員
会
で
は
な
い
が
、
学
生

G
が
新
た
な
事
務

局
と
な

っ
た
学
外
実
習
で
内
容
を
見

直
し
、
「
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
た

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

1
,
3
年
生
合
同
で
実
施
す
る
企
画
を
実

施
。
 

・
卒
業
生
講
演
に
つ
い
て
、
参
加
率
が
低
か
っ
た
が
、
録
画

は
1
年
生
の

8
割
が
視
聴
し
、
多
く
の
高
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
対
面
開
催
を
す
る
場
合
、
授
業
な
ど
と
連

携
し
て

行
う

な
ど

の
工

夫
を

し
な

い
と

空
き

時
間
に

人

を
集
め
る
の
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

・
自
身
の
強
み
を

互
い
に
共
有
で
き
、
ま
た
、
1
年
生
が

3

年
生
と
交
流
も
で
き
高
評
価
で
あ
っ
た
。
 

△
 

1
5
 

％
 

・
自
身
の
強
み
や
個
性

を
発
見
、
再
確
認
で
き
る
機
会
を
つ
く

る
。
 

・
次
年
度
も
他
学
年
で
合
同
実
施
す
る
企
画
を
検
討
し
刺
激
し

合
え
る
場
を
設
け
る
。
 

 

8
 

教
育

1
4
-
1
-
1 

○
 

 
○
 

 

学
生

の
多

様
性

に
配

慮
し

た
組

織
と

し
て
の

相
談
体

制

の
確
立

。
積
極
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
教
職
員
の
多
様
性

人
材
リ
テ
ラ
シ
ー
（
一
定
水
準
）
修
得
達
成
（
中
期
プ
ラ

ン
到
達
目
標
）
 

合
理

的
配

慮
体

制
の

整
備

（
中
期

プ
ラ

ン
取

り
組
み

項

目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
他
大
学
の
基
本
方
針
の
内
容
確
認
 

・
本
学
で
の
状
況
と
の
適
合
確
認
 

・
多
様
性
の
中
で
も
影
響
力
が

大
き
い
合
理
的
配
慮
に
焦
点
を

あ
て
、
南
山
大
学
/愛

知
大
学
と
の
情
報
交
換
の
中
で

基
本

方
針
を
確
認
。
 

・
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
「
障
が

い
学
生
支
援

に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
策
定
。
ま
た
「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
教
職
員
対
応
要
領
」
と
「
障
が
い
を
理
由

と
す
る

差
別

の
解
消

の
推

進
に

関
す
る

教
職

員
対

応
要
領

に
お
け
る
留
意
事
項
」
に
つ
い
て
策
定
。
 

・
合
理
的
配
慮
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
「
メ
ン
バ
ー
構
成
」
や
「
決

定
フ
ロ
ー
」
「
合
理
的
配
慮

の
申
請
方
法
」
の
掲
載
。
 

・
合
理
的
配
慮
に
焦
点
を
あ
て
他
大
学
の
状
況
を
確
か
め
た

上
で
本
学
の
基
本
方
針
の
内
容
確
認
が
で
き
た
。
 

・
「
基
本
方
針
」
「
教
職
員
対
応
要
領
」
「
教
職
員
対
応
要

領
に
お
け
る
留
意
事
項
」
を
他
大
学
の
状
況

を
踏
ま
え
策

定
し
規

定
上

で
体

制
を

整
備

で
き

た
事

は
大

き
な
成

果

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
「
基
本
方
針
」

「
教
職
員
対
応
要
領
」
「
教
職
員
対
応
要
領

に
お
け
る
留
意
事
項
」
に
沿
っ
て
運
用

を
す
す
め
内
容
の
精

査
（
チ
ェ
ッ
ク
）

を
実
施
す
る
。
 

9
 

教
育

1
4
-
1
-
2 

○
 

 
○
 

○
 

学
生

の
多

様
性

に
配

慮
し

た
組
織

と
し

て
の

相
談
体

制

の
確
立
。
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
教
職
員
の
多
様
性

人
材
リ
テ
ラ
シ
ー
（
一
定
水
準
）
修
得
達
成
（
中
期
プ
ラ

ン
到
達
目
標
）
 

本
学

事
例

を
意

識
し

た
多

様
性
理

解
促

進
に

向
け
た

取

り
組
み
実
施
（
中
期
プ
ラ
ン

取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
問
題
点
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
た
上
で
の
効
果
的
な
取
り
組

み
の
企
画
・

提
案
 

・
学
生
委
員
会
の
報
告
事
項

と
し
て
多
様
性
学
生
（
要
注
視
学

生
）
の
情
報
共
有
を
毎
回
実

施
。
な
か
で
も
合
理
的
配
慮
案

件
が
増
え
て
お
り

、
そ
の
学
生
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行

っ
た
。
 

・
学
生
委
員
会
委
員
の
間
で
は
本
学
の
多
様
性
学
生
の
中
で

も
要
注
視
学
生
の
状
況
把
握
が
共
有
で
き
た
。
合
理
的
配

慮
案

件
に

つ
い

て
も

対
象

の
教

員
に

状
況

を
伝

え
実

施

す
る
こ
と
で
多
様
性
理
解
は
進
ん
で
い
る
。
 

・
講
演

会
等

の
代

替
と
し

て
日

本
私

立
大

学
連
盟

主
催

の

「
障

害
者

差
別

解
消

法
に

よ
る

合
理

的
配

慮
の

提
供

の

義
務
に
関
す
る
説
明
会
」
を
教
員
を
対
象
に
開
催
。
教
員

の
多
様
性
人
材
リ
テ
ラ

シ
ー
が
す
す
ん
だ
。
 

△
 

1
5
 

％
 

・
次
年
度
も
学
生
委
員

会
で
の
情
報
共
有
を
実
施
し
、
多
様
性

人
材

の
中

で
も

重
要

性
を

増
し

て
い

る
合

理
的

配
慮

学
生

（
主
に
発
達
障
害
学
生
）
の
理
解
促
進
を
実

施
す
る
。
 

1
0
 

教
育

1
4
-
1
-
3 

○
 

 
○
 

○
 

学
生

の
多

様
性

に
配

慮
し

た
組
織

と
し

て
の

相
談
体

制

の
確
立
。
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
教
職
員
の
多
様
性

人
材
リ
テ
ラ
シ
ー
（
一
定
水
準
）
修
得
達
成
（
中
期
プ
ラ

ン
到
達
目
標
）
 

・
多
様
性
の
中
で

も
合
理
的
配
慮
学
生
（
主
に
発
達
障
害
学
生
）

に
つ
い
て
大
学
間
連
携
（
南

山
大

学
・
愛
知
大
学
）
と
の
情

報
交
換
会
の
議
題
と
し
て
「
合
理
的
配
慮
事

例
」
や
「
課
題

点
」
な
ど
の
議
論
を
行
っ
た
。
ま
た
時
間
外

で
対
応
い
た
だ

・
他
大
学
の
情
報
を
確
認
し
、
多
様
性
の
中
で
も
合
理
的
配

慮
学
生
（
主
に
発
達
障
害
学
生
）
に
つ
い
て
判
断
の
参
考

に
な
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
他
大
学
の
事
例
や
本

学
で
の
事
例
を
整
理
し
、
ま
た
学
外
機

関
な
ど
の
協
力
も
得
て
、
対
象
学
生
や
教
職
員
に
負
担
が
少

な
い
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
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学
外
機
関
（
大
学
や
専
門
機
関
）
と
の
連
携
体
制
の
構
築

（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
学
外
機
関
の
情
報
収
集
 

け
る
専
門
機
関
の
リ
サ
ー
チ

を
行
い
一
覧
表
を
作
成
。
 

1
1
 

国
際
化

3
-
2
-
2 

 
 

 
 

留
学

生
の

経
済

的
支

援
と

卒
業
後

の
活

躍
の

た
め
の

環

境
整
備

（
中
期
プ
ラ
ン
到
達
目
標
）
 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
留
学
生
の
卒
業
後
の
定

着
に
向
け
た
企
業
（
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
等
）
と
の
受
け
入

れ
連

携
体

制
の

構
築

お
よ

び
滞
在

中
の

生
活

支
援
制

度

の
検
討
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
海
外
法
人
と
連
携
し
た
修
士
・
学
部
へ
の
留
学
生
向
け

の
奨
学
金
制

度
の
検
討
 

就
職
支
援
 

・
1
2
月
合
同
企
業
説
明
会
で
は
留
学
生
に
も
情
報
の
提
供
を

行
い
、
留
学
生
を
採
用
し
て

い
る
企
業
（
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

含
む
）

は
掲

示
板
に

そ
の

旨
を

明
示
し

て
も

ら
い

対
応
し

た
。
博
士
外
国
人
・
外
国
人

PD
を
含
め

7
名
程
度
の
参
加

が
あ
っ

た
。
愛
知
県
等
が
主
催
す
る
就
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
情

報
提
供
も
随
時
実
施
。
 

生
活
支
援
（
国
際
化
推
進
委
員
会
）
 

・
滞
在
中
の
生
活
支
援
制
度
を
見
直
し
、
物
価
上
昇
に
対
応
し

た
奨
学
金
の
増
額
を
決
定
。
 

・
生
活
面
で
は
役
所
手
続
き
や
銀
行
口
座
開
設
、
病
院
受
診
等

の
個
別
サ
ポ
ー
ト
を
適
宜
対
応
。
 

就
職
支
援
 

・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
に
就
職
相
談
を
す
る
博
士
学
生
や
外

国
人

P
D
が
増
え
、
求
人
票
一
覧
の
見
方
や
企
業
紹
介
サ

イ
ト
の
利
用
法
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
 

・
就
職
関
連
情
報
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

評
価
に
値
す
る
。
。
 

・
日
本
語
が
で
き
な
い
外
国
人
に
つ
い
て
は
国
際
化
推
進
グ

ル
ー
プ
と
連
携
を
と
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

生
活
支
援
（
国
際
化
推
進
委
員
会
）
 

・
日
常
生

活
に
支
障
の
出
な
い
レ
ベ
ル
の
生
活
面
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
で
き
て
い
る
 

○
 

2
0
 

％
 

・
博
士
学
生
や
外
国
人

P
D
が
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
に
就
職
相
談

に
来
る
機
会
が
増
え
て
お
り
、
よ
り
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

な
資
料
作
成
な
ど
を
心
が
け
る
。
ま
た
、
国
際
化

推
進
グ
ル

ー
プ
と
連
携
を
と
り
、
就
職
実
績
を
つ
く
っ
て
い
く
。
 

1
2
 

社
会
貢
献
/

社
会
連
携

2
-
3
-
1 

○
 

 
 

 

社
会
人
学
生
に
つ
い
て
、
派
遣
企
業
の
会
と
の
問
題
意
識

共
有
と
解
決
を
行
え
る
運
用
の
再
構
築
（
中
期
プ
ラ
ン
到

達
目
標
）
 

現
状
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
大
学
、
企
業
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
課
題
抽
出
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み

項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
企
業
へ
の
要
望
と
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
整
理
 

・
1
年
次
の
留
年
回
避
に
向
け
た
取
組
み
等
、
共
通
認
識

を
持
ち
対
応

を
講
ず
る
。
 

・
7
月
の
派
遣
企
業
の
会
 
定
期
総
会
・
情
報
交
換
会
で
は
、
3

月
の
運
営
委
員
会
に
引
き
続

き
、
大
学
側
の
懸
念
事
項
と
企

業
側
か
ら
の
懸
念
事
項
に
つ

い
て
、
例
年
以
上
に
活
発
な
意

見
交
換
が
で
き
た
(「

留
年

学
生
の
傾
向
」
「
社
会
人
学
生

の
修
士
進
学
」
)
。
ま

た
、
1
0
月
に
指
導
教

員
と
の
面
談
に

関
す
る
案
内
と
と
も
に
成
績

表
を
送
付
す
る
際
に
は
、
成
績

不
振
学
生
が
在
籍
し
て
い
る

企
業
に
対
し
て
、
企
業
か
ら
も

フ
ォ
ロ
ー
い
た
だ
き
た
い
旨

を
個
別
に
案
内
し
た
。
 

・
派
遣
企
業
の
会
と
連
携
し
情
報
共
有
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
に

よ
り

、
面

談
方

法
が

改
善

さ
れ

た
企

業
や
仕

組

み
、
制
度
の
見
直
し
検
討
を
始
め
た
企
業
が
あ
っ
た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

・
引
き
続
き
、
各
社
の

取
り
組
み
や
考
え
方
の
共
有
の
場
、
大

学
か
ら
の
課
題
や
提
案
な
ど
を
活
発
に
行
え
る
場
と
な
る
よ

う
運
営
す
る
。
（
留
年
学
生
の
傾
向
、
修
士
進
学
、
博
士
の

ニ
ー
ズ
な
ど
）
 

1
3
 

大
学
運

営

5
-
1
-
1 

 
 

 
 

教
育
・
大
学
運
営
の
中
で
学
生
参
画
案
件
の
実
現
（
中
期

プ
ラ
ン
到
達
目
標
）
 

2
0
2
4
年
度
の
検

討
結

果
を
踏
ま
え
、
P
DC
A
サ
イ
ク
ル
を

ま
わ
す
（
中
期
プ
ラ
ン
取
り
組
み
項
目
）
 

【
2
0
2
4
年
度
の
活
動
計
画
】
 

・
学
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
、
候
補
の
絞
り
込
み
を

行
い
参
画
方
法
の
検
討
を
実
施
（

2
0
2
5
年
度
：
ト
ラ

イ
実
施
）
 

・
各
コ
モ
ン
と
の
懇
談
会
の
場
や
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
で
、
豊

田
工
大
の
改
善
点
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
関
係
部

署
へ
共
有
を
行
っ
た
。
 

・
寮
に
関
し
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

幹
事
会
が
中
心
に
意
見
聴
取
を

行
い
、
寮
生
で
解
決
す
る
も
の
と
大
学
へ
の
要
望
事
項
の
す

み
わ
け
を
行
い
、
寮
運
用
の

改
善
に
努
め
た
。
 

・
寮
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
学
生
間
で
話
合
い
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
次
年
度
も
さ
ら
に
活
発
に
な
る
よ
う
フ

ォ
ロ
ー
が
必
要
。
 

・
学
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
候
補
の
絞
り
込
み
ま
で
は
至
ら

な
か
っ
た
。
 

×
 

1
0
 

％
 

・
現
状
の
間
接
的

な
学
生
参
画
と
な
っ
て
い
る
事
項
（
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
）
を
整
理
し
、
直
接
的
参
画
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
、
ど
の
案
件
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
 

・
継
続
し
て
直
接
的
参
画
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
ど
の
案
件
で

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
他
大
学
の
情
報
も
収
集
し
、
検
討

し
て
い
く
。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名： 学生委員会 

大学評価委員会 点検者氏名： 神谷 格 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1） 社会人の留年が増えていることが少し気がかりである。 かつては留年すると退職

させられるケースもあったと記憶しているが、現在はどうなっているのか？ 社会人学生は最

初苦労しても次第に頭角を顕す場合が少なくないが、本人の立場が危うくなる様な会社からの

受入れは入試の時点で少し考える必要があるかも知れない。 

 

（№ 3, 12） 全寮制の良さが学生に伝わる様、尽力を期待する。 

 

（№ 5） 問題意識、自分の将来を余り考えていない学生が多く、対応は大変と思うが、これま

た尽力を期待する。（学生達も忙しく、なかなか色々な企画に参加をさせるのも難しいが） 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

世の中の動向がそうなっているので止むを得ないのかも知れないが、学生からのクレームには

それ自体合理的でないものが増えており、教育的観点からも全てを受け入れることに慎重であ

る必要がある場合も多いと感じられる。 大変とは思うが、精査しての判断をされたい。 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 1）「ピアサポーターが教材作成」とあるが，教員や教務委員会の関与(レベル設定，内容

や要素などのチェック)が見える内容で記載すべきである． 

（№ 2）アクティブチャレンジでは安全に対する思慮が欠けている団体も見受けられる．危険

予知などを含め，「深く考える」ことで活動における安全性の確保をさらに進めるよう指導願い

たい． 

（№ 5）インターンシップへの参加を促しているが，授業や研究への影響が大きい場合も見受
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けられる．指導教員と連携し，適度なレベルにするような指導も必要である． 

（№ 8−10）基本方針や要領の策定内容を精査すると共に，他大学と同様に受験生，在学生，

保護者，教職員が内容にアクセスできるように，教務委員会，入試 G，広報と連携して HP の

改訂をお願いしたい． 

また，本案件は産業医や心療内科，精神科の専門的な見解が必須である．そのような組織の枠

組みを関連部署や法人と連携して再構築願いたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：学生委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：大下祥雄 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

  年々多様化している学生に対して、本学の建学理念および目的に合致した適切な活動がなさ

れている。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

委員会の役割・方針に合致したか都合を行っている。 

 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

  多くの有効な施策がなされているが、学生自身の自主性や自立に関しては、年々課題として

多く（大きく）なっている事項が増えているように思われる。それらの涵養を目的とした施策

の効果を継続的に確認しながら、委員会活動を進めていかれれることを期待する。 

 

 

 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

3
月

1
1
日

 

2
0
24

年
度

（
研

究
推

進
・

産
学

連
携
委
員

会
）
委

員
会
等

方
針

点
検
表
＜

期
末
点

検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
大
下
 
祥
雄

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

教
育
 

-
1
2
-
2
-
1 

 
 

 
 

起
業

関
連

の
基

礎
知

識
、

情
報

を
取

得
で

き
る

環

境
を

整
備

す
る

・
身

に
つ

け
る

べ
き

ア
ン

ト
レ

プ

レ
ナ

ー
シ
ッ

プ
を
具
体
化
す
る
 

学
外

の
関
連

組
織
（
T
o
n
g
a
li
等
）
と
の
連
携
強
化
。

本
学

が
身

に
つ

け
る

べ
き

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ

ッ
プ

案
を
作

成
。
 

適
宜
、
起
業
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト

な
ど

は
学

内
に

案
内

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
中

に
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
起
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

て
お

り
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
対

す
る

基
本

的
な

考
え

方
も
発
信
す
る
予
定

。
 

現
在

作
成
中

の
大
学

発
ベ
ン

チ
ャ
ー

起
業
に

関
す
 

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
は

第
1
版

と
し
て

取
り
ま

と
め
 

て
お

り
、
今

後
は
関

係
部
署

な
ど
と

も
議
論

を
深
 

め
て

改
善
し

つ
つ
、

学
内
で

の
共
通

認
識
を

持
つ
 

必
要

が
あ
る

。
 

△
 

1
0
 

％
 

大
学

発
ベ
ン

チ
ャ
ー

起
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

の
ブ

ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ

プ
、
他
委
員
会
等
や
関
係
部
署
な
 

ど
と

も
連
携

し
た
全
学
的
な
推
進
活
動
の
実
施
。
 

2
 

教
育
 

-
1
2
-
4
-
1 

 
 

 
 

・
具

体
化

さ
れ

た
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

を

体
系

化
し
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
骨
子
を
作
成
 

・
マ

イ
ン

ド
醸

成
に

つ
な

が
る

講
演

会
や

活
動

を

企
画
 

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
案

に
基

づ
き

体
系

化

案
を

作
成

。
マ

イ
ン

ド
醸

成
に

つ
な

が
る

企
画

立

案
 

T
o
n
g
a
l
iの

起
業
イ
ベ
ン
ト

の
展
開

だ
け
で

は
な
く

、
技

術
開
発
特
論
の
受
講
学
生
に

対
し

、
学

生
起

業
家

育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
｛
S
T
AP
S
」
（

S
TA
T
I
O
N 
A
i主

催
）
の
個

別

紹
介
を
実
施
。
教
員
向
け
に
は

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

創

出
相
談
会
を
開
催
し
た
。
ま
た

、
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
で

は

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

意
識

し
、

新
事

業
創

出

に
関
す
る
講
演
会
を
T
o
n
ga
l
i
共
催

で
実
施

し
た
。
 

本
学

と
し

て
の

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
お

よ
び

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
骨

子
は

ま
だ

体
系

化
で

き
て

い
な

い
。
 

起
業

に
関
す

る
イ
ベ

ン
ト
も

強
化
す

る
必
要

が
あ
 

る
。
 

△
 

1
0
 

％
 

ア
ン

ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
骨

子
の
作

成
と
体
系
化
、
シ
ラ
バ
ス
へ
の
掲
載
は
関
係
 

部
署

に
申
し

送
る
。
 

ア
ン

ト
レ
プ

レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
 

出
に

関
す
る

講
演
会

や
勉
強
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
 

働
き

か
け
る
。
 

3
 

研
究
 

-
2
-
5
-
1 

 
 

 
 

D
X
・

G
Xの

要
素
を
組
み
込
ん
だ
S
.
T
.
S関

連
研
究
を

定
義
 

S
T
S
に

関
連

す
る
研
究
テ
ー
マ
候
補
を
抽
出
 

研
究
談
話
会
や
研
究
ミ
ニ
談

話
会

、
各

セ
ン

タ
ー

で
の

研
究
室
報
告
な
ど
に
よ
り
、

研
究

テ
ー

マ
の

相
互

理
解

を
進
め
て
い
る
。
 

各
研

究
セ
ン

タ
ー
や

研
究
談

話
会
な

ど
を
通

じ
た
相

互
理

解
活
動
と

D
X・

G
X
の

視
点

か
ら
、
具
体

的
な

S
T
S

関
連

テ
ー
マ

へ
の
落

と
し
込

み
が
必

要
。
 

△
 

1
0
 

％
 

S
T
S
関

連
の

研
究

テ
ー
マ
候
補
の
具
体
化
。
 

 

4
 

研
究
 

-
2
-
6
-
1 

 
 

 
 

各
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
育

成
す

る
S
.
T.
S
関

連
テ

ー
マ

を
具

体
化

し
、

外
部

資
金

に
申

請
・

各
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム
に

お
い
て
、
S
.
T
.
S関

連
テ
ー
マ
を
メ
イ

ン
報

告
 

S
T
S
関

連
の

研
究

テ
ー

マ
で

応
募

を
目

指
す

外
部

資
金

候
補
の

情
報
提
供
や
活
用
提
案
の
実
施
 

研
究
談
話
会
や
研
究
ミ
ニ
談

話
会

、
各

セ
ン

タ
ー

で
の

研
究
室
報
告
な
ど
に
よ
り
、

研
究

テ
ー

マ
の

相
互

理
解

や
融
合
テ
ー
マ
の
創
出
活
動
を

行
っ

て
い
る

。
 

各
研

究
セ
ン

タ
ー
に

お
い

て
ST
S
関

連
テ
ー

マ
へ
の

落
と

し
込
み
を

実
施

し
、
外

部
資
金

申
請
に

向
け
た

具
体

化
が
必

要
。
 

 
〇

 
2
0
 

%
 

S
T
S

関
連

の
研

究
テ

ー
マ

候
補

と
各

研
究

セ
ン

タ
ー

が

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

す
る

外
部

資
金

の
具

体
化
支

援
活

動
の

実
施

。
 

5
 

研
究
 

-
3
-
1
-
1 

 
 

 
 

現
状

の
研

究
支

援
制

度
を

再
点

検
と

研
究

活
性

度

を
さ

ら
に
向

上
す
る
仕
組
み
を
立
案
・
検
証
 

現
在

の
研

究
支

援
制

度
を

再
点

検
し

、
大

型
研

究

テ
ー

マ
に
導

く
仕
組
み
に
改
善
ま
た
は
立
案
 

１
）

科
研

費
支

援
制

度
に

よ
る

上
位

ク
ラ

ス
申

請

（
Ç
か

ら
B、

B
か
ら

A
、
Aか

ら
S
）
へ
の
意
識
化
 

２
）

大
型

研
究

申
請

へ
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

立
案

と

強
化
 

３
）

研
究

促
進

費
な

ど
を

通
じ

た
萌

芽
的

研
究

の

支
援

と
採
択

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
 

1
)
K
A
K
E
N
挑
戦
費

の
内
容
を
改

善
し
、

基
盤
研

究
A
以

上
に

申
請

す
る

研
究

者
へ

の
支

援
額

を
増

額
し

、
周

知
・
案
内
を
実
施
し
た
。
 

2
）
文
科
省
私
立
大
学
等
研
究

設
備
整

備
費
等

補
助
金

採

択
（

3
,
2
00

万
円
、

2
0
2
1
年
度

以
来

、
３
年

振
り
の

採

択
）
 

3
）
2
0
2
4
年
度
の
申

込
み
と
採
択

数
は

下
記
の

と
お
り
 

種
別
（
予
算
額
） 

採
択
/
申
請
 

採
択

額
 

執
行

率
 

A
（
1
1
百
万
）
 

2
/
2 

4
8
8
万

 
4
4
％
 

B
（
8
百
万
）
 

4
/
4 

3
3
3
万

 
4
2
％
 

支
援
が
終
了
し
た
教
員
は
、

報
告

書
を

提
出

し
申

請
通

り
の
使
途
・
成
果
で
あ
っ
た

か
ど

う
か

を
報

告
書

に
よ

り
確
認
し
て

い
る
。
 

1
)
 
支

援
額

を
増

額
し
た

が
2
0
2
4
年
度
（

2
0
2
5
年
度

 

申
請

）
は
基

盤
研

究
A
以
上

の
申
請

は
無
か

っ
た
。
 

 2
）

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
関
係

者
で
共

有
し
申

請
書
面
 

の
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｯ
ｼ
ｭｱ
ｯ
ﾌ
を
実

施
し
採

択
と
な

る
。
期
日

管
理
の

 

徹
底

に
よ
る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ
ア

ッ
プ
期

間
確
保
に

つ
な
 

が
っ

た
 

 3
）

申
請
教

員
に
よ

る
説
明
を

経
て

審
査
を

実
施
し
 

そ
の

際
に
研

究
推
進
上

の
助

言
も
実

施
し
て

い
る
。
 

ま
た

、
終

了
時

に
報

告
書

に
よ

り
確

認
を

行
う
こ

と

で
入

口
と
出

口
管
理
を

適
切

に
実
施

し
て
い

る
。
 

〇
 

3
0
 

％
 

N
o
.
５
 

1
)
 
2
0
2
5
年

度
以

降
も
継
続
し
て
改
善

の
検
討
を
行
い
、

周
知

徹
底
し

、
上

位
ク
ラ
ス
へ
の
申
請
の
意
識
づ
け
を
行

う
 

2
）
2
0
2
4
年
度

と
同
様
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
関
係
者
で
共
 

有
し

申
請
書

面
の
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｯ
ｼ
ｭｱ
ｯ
ﾌ
を
充
分
に
実
施
し
採
択
に
 

繋
げ

る
。
 

3
）

引
き
続

き
研
究

活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
制
度
と
 

し
て

運
用
し

て
い
く

。
 

 N
o
.
６
 

２
６

年
度
か

ら
の
対

応
 

 N
o
.
７
 

萌
芽

的
研
究

が
成
果

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
各
研
究
費
 

の
採

択
者
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
実
施
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
 

る
。
 

6
 

研
究
 

-
3
-
1
-
2 

 
 

 
 

申
請

支
援

の
さ

ら
な

る
質

向
上

（
個

別
か

ら
大

型

ま
で

シ
ー
ム

レ
ス
な
支
援
）
 

現
在

の
研

究
支

援
制

度
を

再
点

検
し

、
大

型
研

究

テ
ー

マ
に
導

く
仕
組
み
に
改
善
ま
た
は
立
案
 

１
）

科
研

費
支

援
制

度
に

よ
る

上
位

ク
ラ

ス
申

請

（
Ç
か

ら
B、

B
か
ら

A
、
Aか

ら
S
）
へ
の
意
識
化
 

２
）

大
型

研
究

申
請

へ
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

立
案

と

強
化
 

３
）

研
究

促
進

費
な

ど
を

通
じ

た
萌

芽
的

研
究

の

支
援

と
採
択

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

36



7
 

研
究
 

-
3
-
1
-
3 

 
 

 
 

中
長

期
計

画
を

議
論

し
意

見
交
換

す
る

場
の

提
供

（
研

究
ア
ン

ブ
レ
ラ
の
推
進
）
 

現
在

の
研

究
支

援
制

度
を

再
点

検
し

、
大

型
研

究

テ
ー

マ
に

導
く

仕
組

み
に

改
善

ま
た

は
立

案
１

）

科
研

費
支
援

制
度
に
よ
る
上
位
ク
ラ
ス
申
請
（
Ç
か

ら
B
、

B
か
ら

A
、
A
か
ら
S）

へ
の
意
識
化
２
）
大
型

研
究

申
請

へ
の

サ
ポ

ー
ト

体
制
立

案
と

強
化

３
）

研
究

促
進

費
な

ど
を

通
じ

た
萌

芽
的

研
究

の
支

援

と
採

択
者
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
 

科
研
費
説
明
会
等
で
の
上
位

ク
ラ

ス
の

意
識

化
、

科
研

挑
戦
費
で
の
上
位
ク
ラ
ス
申

請
不

採
択

時
の

増
額

、
外

部
委
託
も
活
用
し
た
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

強
化

、
科

研
費
お
よ
び
大
型
研
究
費
申
請

へ
の

U
R
A
に

よ
る
ブ

ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
強
化
を
実
施

。
な

お
、

大
型

研
究

テ
ー

マ
や
萌
芽
的
研
究
テ
ー
マ
創

出
の

一
助

と
し

て
、

研
究

談
話
会
や
研
究
ミ
ニ
談
話
会
な

ど
も

開
催
し

て
い
る

。
 

研
究

促
進
費

だ
け
で

な
く
、

直
近
で

は
4
0
周

年
記
 

念
研

究
費
、

萌
芽
的

研
究
お

よ
び
研

究
加
速

支
援
 

費
な

ど
萌
芽

的
研
究

支
援
に

つ
な
が

る
施
策

を
行
 

っ
て

き
た
。

一
方
、

成
果
創

出
に
つ

な
が
る

採
択
 

者
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
が

不
十
分

な
可
能

性
が
あ

る
。
 

○
 

2
0
 

％
 

 

8
 

研
究
 

-
3
-
3
-
1 

 
 

 
 

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

や
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

、
談

話
会

で
の

事
例

紹
介

な
ど

を
通

じ
た
視

野
拡

大
に

つ
な

が
る

取
り
組

み
 

・
N
E
D
O・

J
S
T等

に
よ
る
大
学
支
援
事
業
の
セ
ン
タ

ー
・

研
究

室
等
へ
の
情
報
展
開
の
強
化
（
S
T
Sと

の

関
連

性
を
意

識
）
 

・
大

型
事

業
採

択
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め

る
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
案
の
作
成
 

・
応

募
促

進
に

繋
が

る
取

り
組

み
の

状
況

把
握

と

改
善
 

・
ミ
ニ
談
話
会
で
は
教
員

7
名

、
研

究
談
話

会
で

は
2

名
の
発
表
を
実
施
し
た
。
 

・
N
E
D
O
・
J
S
T
に
よ
る
大
学

を
対

象
と

す
る

公
募

事
業

を
教
員
全
体
に
メ
ー
ル
で
周
知

し
、

さ
ら

に
、

関
連

教

員
に
は
個
別
に
公
募
内
容
を
直

接
伝

え
て

申
請

を
促

進

し
た
。
 

・
大
型
事
業
採
択
の
た
め
の
他

大
学

の
実

施
例

を
調

査

中
。
 

・
教

員
の

状
況

（
マ

ン
パ

ワ
ー

、
必

要
資

金
、

ｌ
進

め
た

い
研

究
テ

ー
マ

等
）

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
な

が
ら

情
報

の
提

供
を

お
こ

な
う

こ
と

で
、

提
供

情
報

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
度

の
確

認
や

今
後

の
公

募
に

関
す

る
意

見
交

換
を
お

こ
な
っ

て
い
る

。
 

・
他

大
学

で
は

、
大

学
等

の
他

機
関

と
の

共
同

研
究

に
対

す
る

支
援

と
し

て
、

自
学

の
教

員
へ

研
究

資
金

を
提

供
す

る
仕

組
み

が
あ

り
、

今
後

の
学

内
施

策
の

参
考

す
る
。
 

△
 

2
0
 

％
 

・
引

き
続

き
ミ
ニ

談
話
会
や
研
究
談
話
会
を
通
じ
た
視
野

拡
大

の
取
り

組
み
を

行
っ
て
い

く
。
 

・
教

員
へ
の

ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
教
員
の
興
味
あ
る

研
究

テ
ー
マ

や
資
金

規
模
、
産
学
連
携
の
興
味
な
ど
に
適

し
た

公
募

情
報

を
提

供
で

き
る

よ
う

な
体
制

を
構

築
し

て
い

く
。
 

・
大

型
事

業
採

択
へ

の
複

数
の

案
を

検
討
し

て
お

り
、

2
0
2
5
年

度
の
実

施
に
向
け
て
調
整
を
進
め
る
。
 

9
 

研
究
 

-
4
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
産

学
官
連

携
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
具
体
化
 

・
社

会
実

装
に

対
す

る
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

と
本

学

研
究

の
差
異

の
把
握
と
共
有
 

・
倫

理
、

研
究

イ
ン

テ
ィ

グ
リ

テ
ィ

へ
の

組
織

的

対
応
 

・
設

備
共

用
な

ど
研

究
リ

ソ
ー

ス
の

有
効

活
用

策

の
検

討
 

・
他

機
関

（
大

学
、

官
公

庁
、

企
業

等
）

と
の

連

携
に

よ
る

研
究

活
性

化
お

よ
び
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

企
画

の
実
施
 

・
各

種
研

究
イ

ベ
ン

ト
に

お
け
る

社
会

実
装

へ
の

ニ
ー

ズ
把

握
の

参
考

と
な

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
・

分
析
 

・
大

型
装

置
の

共
用

や
リ

ソ
ー

ス
最

適
化

に
向

け

た
効

果
的
な

導
入
・
更
新
計
画
案
の
作
成
 

・
他

機
関

（
中

部
地

域
半

導
体

人
材

育
成

等
連

絡

協
議

会
な

ど
）

や
企

業
産

学
連

携
部

署
と

関
係

を

深
め

、
産

学
官

連
携

や
研

究
設
備

活
用

の
方

法
を

具
体

化
 

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

創
出

の
た

め
の

環
境

整
備

お

よ
び

調
査
活

動
の
実
施
 

・
委
員
会
と
し
て
、
国
・
民
間
か

ら
の
受

託
研

究
1
0
件

（
新
規

4
件
、
継
続

6
件
）
、
共

同
研

究
3
0
件
（
新

規

1
1
件
、
継
続

1
9
件
）
を
審

議
・

承
認
し

た
（

20
2
5
年

3
月

4
日
現
在
）
。
 

・
産
学
連
携
活
動
を
通
じ
て
、

新
規

６
件

の
ニ

ー
ズ

相

談
に
対
応
し
た
。
そ
の
う
ち

2
件
に

つ
い
て

、
共
同

研

究
契
約
の
締
結
見
込
み
。
 

・
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
参
加
者

に
対

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

お
こ
な
い
、
興
味
の
あ
る
研

究
分

野
や

テ
ー

マ
な

ど
の

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
た
。
 

・
研
究
シ
ー
ズ
の
社
会
実
装

に
向

け
た

活
用

方
法

に
つ

い
て
、
教
員
に
対
し

ア
ン
ケ

ー
ト
を

実
施
し

た
。
 

・
研
究
倫
理
・
安
全
保
障
（

輸
出
管

理
）
・
利

益
相

反
・

デ
ー
タ
管
理
な
ど
の
研
究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

情
報
収
集
を
積
極
的
に
お
こ
な

っ
た

。
 

・
研
究
装
置
の
共
用
に
向
け

た
仕

組
み

づ
く

り
の

議
論

を
始
め
た
。
ま
た
、
ク
リ
ー

ン
ル

ー
ム

を
中

心
に

一
部

研
究
設
備
の
稼
働
調
査
を
始

め
、

ナ
ノ

テ
ク

協
議

会
と

も
連
携
し
て
研
究
設
備
の
導

入
計

画
と

更
新

の
検

討
を

開
始
し
た
。
 

・
中
部
地
域
半
導
体
人
材
育

成
等

連
絡

協
議

会
や

豊
田

中
研
な
ど
を
通
じ
て
、
企
業

と
の

連
携

マ
ッ

チ
ン

グ
活

動
を
実
施
。
 

・
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作
成
し
、
環
境
整
備
を
進
め

て
い

る
。
 

・
H
P
上
の

研
究
紹

介
動
画

や
シ
ー

ズ
集
を

活
用
す

る

こ
と

で
企

業
と

の
調

整
が

円
滑

に
進

み
、

教
員

と
の

面
談

に
至
っ

て
い
る

。
 

・
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
で

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

関
心

の
あ

る
技

術
領

域
に

対
す

る
参

考
と

な
る

情
報

等
が

得
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

の
広

報
の

範
囲

を
金

融
機

関
や

名
古

屋
市

に
広

げ
、

産
学

官
金

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
作

り
を
進

め
て
い

る
。
 

・
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

学
内

ル
ー

ル
の

策
定

に
向

け
て

、
国

の
方

針
や

他
大

学
の

状
況

な
ど

の
把

握
が
進

ん
で
い

る
。
 

・
安

全
保
障

（
輸
出

管
理
）

に
つ
い

て
は
こ

れ
ま
 

で
の

専
門
家

へ
の
業

務
委
託

を
見
直

し
、
専

任
の
 

担
当

を
配
置

・
引
継

ぎ
を
進

め
て
お

り
、
体

制
の
 

強
化

を
行
っ

て
い
る

。
 

・
研

究
装

置
の

共
用

に
向

け
た

仕
組

み
づ

く
り

に
お

い
て

、
今

後
は

具
体

化
に

向
け

た
関

係
者

と
の

議
論

が
必

要
。
 

・
ト

ヨ
タ

グ
ル

ー
プ

や
地

元
大

企
業

な
ど
と

の
連

携

強
化

に
向
け

た
取
り

組
み
の

検
討
が

必
要
。
 

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
創

出
活

動
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
ブ

ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ

プ
が
必

要
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

N
o
.
９
 

・
オ

ー
プ
ン

ラ
ボ

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
関
心
の
あ

る
技

術
領
域

に
対
す
る
情
報
等
が
得
ら
れ
て
お
り
、
次

年

度
の

オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
開
催
等
の
参
考
と
す
る
。
 

・
名

古
屋
市

や
金

融
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
外
部
資
金

獲
得

に
つ
な

げ
て
い
く
。
 

・
引

き
続
き

、
研

究
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
体
制
確
立
を
進

め
て

い
く
。
 

・
産

学
連

携
、
共
同
研
究
の
強
化
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
創

出
な

ど
、
多
様

な
手
段
を
用
い
て
研
究

シ
ー
ズ

の
社
会

実

装
を

進
め
る

。
 

・
研

究
設
備

の
計
画

的
な
新
規
導
入
、
更
新
、
廃
棄
と
、

共
用

化
に
向

け
た
学

内
リ
ソ

ー
ス
の

最
適
化
を
進
め

る
。

ま
た

、
共
用

研
究
設

備
を
効
果
的
に
管
理
運
営
で
き

る
仕

組
み

や
体
制
づ

く
り
の
検
討
を
進
め
る
。
 

 N
o
.
1
0 

２
６

年
度
か

ら
の
対
応
 

 N
o
.
1
1 

研
究

テ
ー
マ

の
活
用

形
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
か
 

ら
ス

タ
ー
ト

ア
ッ
プ

育
成
テ
ー
マ
を
選
び
、
優
先
度
を
 

決
め

て
重
点

的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
テ
ー
マ
を
抽
出
し
、
 

マ
イ

ル
ス
ト

ー
ン
計
画
立
案
や
伴
走
支
援
を
実
施
す
 

る
。
 

1
0
 

研
究
 

-
4
-
1
-
2 

 
 

 
 

・
T
T
I
ド
リ

ー
ム
フ
ァ
ン
ド
の
見
直
し
 

・
P
r
o
o
f 
o
f
 
Co
n
c
e
p
t：

P
o
Cを

推
進
す
る
た
め
の

研
究

費
(ギ

ャ
ッ
プ
フ
ァ
ン
ド
)
を
整
備
 

・
各

種
研

究
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
社

会
実

装
へ

の

ニ
ー

ズ
把

握
の

参
考

と
な

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
・

分
析
 

・
大

型
装

置
の

共
用

や
リ

ソ
ー

ス
最

適
化

に
向

け

た
効

果
的
な

導
入
・
更
新
計
画
案
の
作
成
 

・
他

機
関

（
中

部
地

域
半

導
体

人
材

育
成

等
連

絡

協
議

会
な

ど
）

や
企

業
産

学
連

携
部

署
と

関
係

を

深
め

、
産

学
官

連
携

や
研

究
設

備
活

用
の

方
法

を

具
体

化
 

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

創
出

の
た

め
の

環
境

整
備

お

よ
び

調
査
活

動
の
実
施
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

1
1
 

研
究
 

-
4
-
1
-
3 

 
 

 
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
（

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
）

創
出

・

育
成

体
制
の

構
築
と
環
境
整
備
 

各
教
員
に
対
し
、
研
究
テ
ー

マ
の

活
用

形
態

（
大

学
プ

レ
ゼ
ン
ス
向
上
、
共
同
研
究

等
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
育

研
究

テ
ー
マ

の
活
用

形
態
ア

ン
ケ
ー

ト
調
査

の
結
 

果
に

つ
い
て

、
ベ
ン

チ
ャ
ー

企
業
の

創
出
や

産
学
 

○
 

2
0
 

％
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・
各

種
研

究
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
社

会
実

装
へ

の

ニ
ー

ズ
把

握
の

参
考

と
な

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
・

分
析
 

・
大

型
装

置
の

共
用

や
リ

ソ
ー
ス

最
適

化
に
向

け

た
効

果
的
な

導
入
・
更
新
計
画
案
の
作
成
 

・
他

機
関

（
中

部
地

域
半

導
体

人
材

育
成

等
連

絡

協
議

会
な

ど
）

や
企

業
産

学
連

携
部

署
と

関
係

を

深
め

、
産

学
官

連
携

や
研

究
設

備
活

用
の

方
法

を

具
体

化
 

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

創
出

の
た

め
の

環
境

整
備

お

よ
び

調
査
活

動
の
実
施
 

成
、
シ
ー
ズ
育
成
）
に
関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
、

3
5
名
の
教
員
か
ら

1
0
2
テ
ー

マ
の
回

答
を
得

た
。ま

た
、

装
置
共
用
や
リ
ソ
ー
ス
最
適

化
の

た
め

ナ
ノ

テ
ク

パ
ー

ク
（
仮
称
）
構
想
を
立
案
、

人
的

リ
ソ

ー
ス

と
装

置
リ

ソ
ー
ス
の
最
適
化
に
つ
い
て

関
係

教
員

と
委

員
会

等
横

断
的
に
検
討
を
進
め
た
。
 

連
携

活
動
に

繋
げ
る

必
要
が

あ
る
。
 

1
2
 

研
究
 

-
4
-
2
-
1 

 
 

 
 

社
会

実
装

を
め

ざ
す

研
究

テ
ー

マ
へ

の
組

織
的

支

援
 

・
研

究
成

果
の

発
信

強
化

に
よ

る
共

同
研

究
先

の

拡
大
 

・
研

究
内

容
、

成
果

発
信

方
法

の
新

チ
ャ

ネ
ル

開

拓
 

名
古
屋
市
が

2
4
年
度
よ
り
新

た
に

主
催

す
る

産
学

連

携
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

事
業

『
名

古
屋

R
e
s
ea
r
c
h 

B
r
i
d
g
e
』
へ
の
参
画
に
よ
り
キ

ッ
ク

オ
フ

イ
ベ

ン
ト

に

て
大
学
紹
介
を
行
い
（
参
加
者

2
00

名
程
度

）
、
結

果

企
業
と

3
名
の
教
員
と
の
面
談

実
施

を
実
現

。
う
ち

１

名
は
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
補

助
金

獲
得

に
向

け
調

整
中

と
な
っ
て
い
る
。
 

名
古

屋
市
に

よ
る
産

学
連
携

推
進
施

策
に
参

画
す
る
 

こ
と

で
、
新

た
な
共

同
研
究

に
向
け

て
検
討

が
進
め
 

る
こ

と
が
で

き
た
。
 

〇
 

1
5
 

％
 

N
o
.
1
2 

現
在

進
行
中

の
案
件

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
好
 

事
例

と
し
て

学
内
外
に
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
、
 

共
同

研
究
を

通
じ
た
社
会
実
装
に
向
け
た
取
り
組
み
支
 

援
を

継
続
す

る
。
 

 N
o
.
1
3 

効
果

の
高
い
チ

ャ
ネ

ル
を
精
査
し
、
研

究
者

と
協
力

し
 

て
本

学
の
研

究
内
容
を
継
続
し
て
発
信
す
る

。
 

 N
o
.
1
4 

２
７

年
度
か
ら

の
対

応
 

1
3
 

研
究
 

-
4
-
2
-
2 

 
 

 
 

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

、
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

等
を

通
じ

た

共
同

研
究
先

の
拡
大
（
大
型
研
究
へ
の
展
開
）
 

・
研

究
成

果
の

発
信

強
化

に
よ

る
共

同
研

究
先

の

拡
大
 

・
研

究
内

容
、

成
果

発
信

方
法

の
新

チ
ャ

ネ
ル

開

拓
 

1
2
/
5
開
催
の
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
開

催
に
あ

た
り
名

古
屋
・

豊
田
・
刈
谷
の
各
商
工
会
議

所
や

、
イ

ベ
ン

ト
で

交
流

が
あ
っ
た
方
に
も
案
内
し
、

新
た

な
チ

ャ
ネ

ル
を

開
拓

し
共
同
研
究

先
の
開
拓
を
推
し

進
め

た
。
 

ま
た
、
流
体
工
学
研
究
室
と
連

携
し

、
国

際
航

空
宇

宙

展
へ
の
展
示

を
行
っ
た

。
 

 

新
た

な
チ

ャ
ネ

ル
を

増
や

し
、

共
同

研
究

を
含

め
た

広
報

活
動
を

実
施
す

る
こ
と

が
で
き

た
。
 

ま
た

、
国

際
航

空
宇
宙

展
で

は
8
0
名

以
上
の

参
加
者

が
本

学
の

展
示
に

来
訪

し
、

研
究

に
関

す
る

情
報

交

換
と

、
社

会
に

対
す

る
情

報
公

開
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

〇
 

1
5
 

％
 

1
4
 

研
究
 

-
4
-
2
-
3 

 
 

 
 

保
有

特
許

を
軸

と
し

た
共

同
研

究
の

体
制

づ
く

り

（
大

型
研
究

へ
の
展
開
）
 

・
研

究
成

果
の

発
信

強
化

に
よ

る
共

同
研

究
先

の

拡
大
 

・
研

究
内

容
、

成
果

発
信

方
法

の
新

チ
ャ

ネ
ル

開

拓
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

1
5
 

研
究
 

-
5
-
5
-
1 

 
 

 
 

・
組

織
的

な
博

士
学

生
の

研
究

教
育

指
導

体
制

を

具
体

化
 

・
博

士
学

生
の

研
究

成
果

や
取

り
組

み
の

紹
介

機

会
を

増
加
 

各
種

研
究

イ
ベ

ン
ト

で
の

博
士

学
生

の
紹

介
機

会

創
出
 

1
2
/
5
開
催
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

実
施
に

あ
た
り

博
士
課

程

学
生
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
可
能

と
す

る
旨

、
研

究
室

教

員
に
対
し
て
案
内
を
行
っ
た

。
 

今
年

度
に
つ

い
て
は

、
教
員
・

博
士

学
生
か

ら
の
 

応
募

は
無
く

、
ブ
ー

ス
の
発

表
は
な

か
っ
た

。
 

△
 

1
0
 

％
 

積
極

的
な
案

内
と
勧

誘
を
行
い
、
博
士
学
生

の
研
究

紹
 

介
を

積
極
的
に

確
保

す
る
。
 

1
6
 

研
究
 

-
7
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
U
R
Aの

制
度
化
と
学
内
へ
の
浸
透
を
図
っ
た
研
究

支
援

の
充
実
 

・
研

究
支

援
の

た
め

の
企

画
立

案
や

環
境

整
備

を

実
施
 

U
R
A
活

動
の

学
内
外
へ
の
発
信
強
化
、
組
織
的
活
動

に
よ

る
申
請

業
務
へ
の
支
援
強
化
 

・
U
R
A
業
務
の
理
解
の
た
め

に
、

文
科

省
が

推
進

し
て

い
る

U
R
A
ス
キ
ル
認
定
制
度

の
研

修
教
材

（
e
ラ
ー

ニ

ン
グ
）
を
研
究
協
力

G
の
全

員
が
受

講
し
た

。
 

・
産
学
連
携
学
会
等
の
研
究
支

援
の

関
連

学
会

で
起

業

化
支
援
に
係
る
情
報
収
集
や

交
流
を

お
こ
な

っ
た
。
 

・
J
A
X
A
宇
宙
戦
略
基

金
 
S
X
研

究
開
発

拠
点
形

成
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
申
請
に
向
け
て
、

他
大

学
と

連
携

・
調

整

を
進
め
申
請
し
た
（
結
果
は

不
採
択

）
。
 

・
科
研
費
の
支
援
で
は
、
学

内
で

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
支
援
の
担
当
者
を
増
や
し
、
質
の

向
上
を

目
指
し

た
。 

・
受

講
者

の
大

部
分

が
全

科
目

の
受

講
を

完
了

し
、

定
常

業
務

を
超

え
た

支
援

業
務

へ
の

理
解

を
深

め

た
。
 

・
産

学
官

金
の

各
セ

ク
タ

ー
の

支
援

担
当

者
ら

と
交

流
し

、
J
ST
 
A
-
S
TE
P
の

担
当
者

と
繋

が
る
な

ど
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
構
築

を
進
め

て
い
る

。
 

・
他

大
学

U
R
A
が

申
請
書

作
成
を

主
導
し

、
そ
の

指

示
の

下
で

事
務

側
が

組
織

体
制

図
や

説
明

文
を

作
成

す
る

な
ど

、
他

大
学

と
連

携
し

た
申

請
支

援
を

お
こ

な
う

こ
と
が

で
き
た

。
 

・
申

請
書

支
援

の
担

当
を

徐
々

に
増

や
し

、
研

究
協

力
G
の
申

請
書
支

援
の
質

と
対
応

件
数
の

向
上
を

図

っ
て

い
る
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

・
他

大
学

等
で
実

施
さ
れ
て
い
る

UR
A
に
よ
る
支
援
業
務

を
参

考
に
引

き
続
き

支
援
業
務
の
質
を
高
め
て
い
く

。
 

・
研

究
支
援

の
関

連
学
会
に
参
加
し
、
情
報
や
人
脈
を
支

援
業

務
へ
と

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
図
っ
て
い
く
。
 

・
申

請
書

支
援
の

質
を
高
め
る
と
と
も
に
、
担
当
間
の
質
 

の
均

一
化
を

図
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
 

1
7
 

国
際
化
 

-
2
-
1
-
1 

 
 

 
 

サ
バ

テ
ィ
カ

ル
制
度
利
用
者
の
増
加
 

2
0
2
4
年

度
参

加
者

の
報

告
会

等
を

通
じ

た
制

度
の

魅
力

紹
介
、

関
心
拡
大
に
繋
が
る
機
会
創
出
 

2
0
2
4
年
度
は
准
教
授

1
名
利
用
（
ド
イ

ツ
4/
1
6
-
9
/3
0
）
。

1
1
/
2
5
の
専
任
教
員
会
議
前
に

報
告

会
を

開
催

し
た

。

1
1
月
に
は

2
0
25
～
2
7
年
度

利
用
を

募
集
し

た
が
応

募

は
な
い
状
況
。
 

2
4
年

度
の

利
用

者
の
報

告
会
と

次
年
度

以
降
の

募
 

集
開

始
時
期

を
直
近

に
す
る

な
ど
連

携
を
し

た
が
 

応
募

に
至
っ

て
い
な

い
。
対

象
者
に

つ
い
て

も
年
齢
 

制
限

・
過
去
参

加
者

も
可
能

と
し
て

い
る
が

、
前
後
 

の
勤

務
年
数

の
制
約

等
が
あ
る

。
 

△
 

1
0
 

％
 

教
員

の
教
育

・
研
究
能
力
の
向
上
と
研
究
活
動
の
推
進
 

を
目

的
と
し

て
積
極
的
な
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
に
 

問
題

点
を
明

確
化
し
検
討
を
継
続
す
る
。
 

1
8
 

国
際
化
 

-
2
-
4
-
1 

 
 

 
 

研
究

室
構

成
メ

ン
バ

ー
の

国
際

経
験

の
充

実
を

図

る
 

海
外

か
ら

の
来

訪
者

（
訪

問
研

究
員

・
留

学
生

）

等
と

の
交
流

機
会
の
提
案
・
サ
ポ
ー
ト
 

4
月
に
は
、
TT
I
C
の
 
Dr
.
 
S
a
m 
B
u
c
h
an
a
n
の

セ
ミ

ナ

ー
を
開
催
（
ス
マ
ー
ト
情
報
技

術
研

究
C
主

催
）
を

支

援
し
た
。
 

各
研

究
室
、

セ
ン
タ

ー
に
来

訪
し
た

外
国
人
研

究
 

者
に

関
し
て
は

セ
ミ

ナ
ー
を

中
心
に

し
た
交

流
機
 

会
の

開
催
を

積
極
的

に
呼
び

か
け
を

実
施
し

て
い
 

る
。
 

×
 

5
 

％
 

海
外

か
ら

の
来

訪
者

情
報

を
も

と
に

セ
ミ
ナ

ー
開

催
等

を
支

援
し

研
究

室
構

成
メ

ン
バ

ー
の

国
際

化
に

対
す

る

意
識

を
向
上

す
る
取
り
組
み
を
継
続

す
る
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1
9
 

社
会
貢

献
/
社
会

連
携
 

-
1
-
1
-
1 

 
 

 
 

・
各

種
研

究
イ

ベ
ン

ト
の

位
置

づ
け

（
役

割
）

を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

研
究
成

果
の

発
信

を
強

化
す

る
 

・
研

究
成

果
の

発
信

な
ど

に
よ

り
社

会
貢

献
を

果

た
す
 

社
会

実
装

に
繋

が
る

要
素

（
例

：
保

有
特

許
等

）

を
各

種
イ
ベ

ン
ト
時
に
反
映
・
紹
介
 

・
中
部
イ
ノ
ベ

ネ
ッ
ト

H
P
の
共

同
研

究
化
技

術
シ
ー

ズ

(
集
産
業
技
術
の
芽
)
に
新
た

に
１
名

の
教
員

を
登
録
。
 

・
企
業
向
け
の
名
古
屋
市
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

、
岡

崎
商

工
会
議
所
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

で
本

学
の

研
究

を
紹

介
す

る
講
演
を
実
施
。
 

・
保
有
特
許
の

W
E
B
で
の
掲

載
（
一

部
）
 

・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ

ス
テ

ム
へ

の
登

録
の

検

討
。
 

 

・
研
究

支
援

G
へ

の
直

接
連
絡

が
あ
る

も
の
の

、
R
I
S

や
外

部
リ

ソ
ー

ス
へ

の
研

究
内

容
の

掲
載

に
よ

る
効

果
で

あ
る
か

は
不
明

。
 

・
学

外
イ

ベ
ン

ト
で

の
大

学
紹

介
を

行
っ

た
結

果
、

民
間

企
業

等
の

意
見

を
直

接
聞

け
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

が
で
き

た
。
 

・
保

有
特

許
の

公
開

は
続

け
て

い
る

が
、

ラ
イ

セ
ン

ス
活

動
に
至

っ
て
い

な
い
。
 

・
R
I
S
の

情
報

を
活

用
し
た
、

A
I
シ

ー
ズ
マ

ッ
チ
ン

グ
シ

ス
テ
ム

へ
の
登

録
を
実

施
し
た

。
 

〇
 

2
0
 

％
 

 N
o
.
1
9
,
2
0 

ニ
ー

ズ
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に
登

録
し

た
の

は
2
0
2
4
年

度
か

ら
の
た
め
、
効

果
の
有
無
や
掲
載
の
要

否
に

つ
い
て

、
引
き

続
き
検
討
す
る
。
 

2
0
 

社
会
貢

献
/
社
会

連
携
 

-
1
-
1
-
2 

 
 

 
 

ギ
ャ

ッ
プ

フ
ァ

ン
ド

等
を

活
用

し
た

ベ
ン

チ
ャ

ー

企
業

創
出
を

図
る
よ
う
に
活
用
の
サ
ポ
ー
ト
 

社
会

実
装

に
繋

が
る

要
素

（
例

：
保

有
特

許
等

）

を
各

種
イ
ベ

ン
ト
時
に
反
映
・
紹
介
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

2
1
 

大
学
運

営
 

-
2
-
2
-
1 

 
 

 
 

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

、
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

等
を

通
じ

た

研
究

成
果
の

発
信
充
実
 

研
究

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

対
面

オ
ン

ラ
イ

ン
の

使

い
分

お
よ

び
各

種
メ

デ
ィ

ア
チ

ャ
ネ

ル
を

活
用

し

た
効

果
的
な

運
営
 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
は
対
面
の
み

。
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
４

セ
ン

タ
ー
の
内
１
セ
ン
タ
ー
は
対

面
の

み
、

３
セ

ン
タ

ー
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催

し
た

。
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
開

催
に
あ
た
っ
て
は
集
客
活
動

の
一

環
と

し
て

名
古

屋
・

豊
田
・
刈
谷
の
各
商
工
会
議

所
に

も
案

内
し

、
新

た
な

チ
ャ

ネ
ル

を
開

拓
し

研
究

成
果

の
発

信
を

推
し

進
め

た
。
 

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
開
催
と

し
た

場
合
、

極
端
に

オ
ン
ラ
 

イ
ン

参
加
に

寄
る
こ

と
が
多

く
、
そ

の
場
合

に
は
招
 

待
講

演
の
み
の

聴
講

と
な
る

懸
念
が

あ
る
。
 

ま
た

、
開

催
時

期
が

1
1
月

頃
に

集
中
し

て
し

ま
う
な

ど
に

よ
り

、
実

施
方

式
・

開
催

時
期

等
を

検
討

す
る

必
要

が
あ
る
。
 

△
 

1
5
 

％
 

イ
ベ

ン
ト
の

特
性
に
応
じ
た
対

面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
使
 

い
分

け
を
念

頭
に
研
究
関
連
イ
ベ
ン
ト
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
 

ム
・

オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
）
の
在
り
方
の
検
討
を
継
続
す
る
。
 

2
2
 

大
学
運

営
 

-
3
-
1
-
1 

 
 

 
 

装
置

共
用

の
実

現
に

向
け

、
対
象

装
置

の
稼

働
率

状
況

と
照

ら
し

合
わ

せ
な

が
ら
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

構
築

を
検
討
 

装
置

の
重

複
状

況
、

稼
働

状
況

の
調

査
（

支
援

員

含
め

た
必
要

な
リ
ソ
ー
ス
の
明
確
化
）

 

装
置
共
用
の
実
現
に
向
け
、
既
に

共
用
設

備
で
あ

る
C
R

の
装
置
の
一
部
に
予
約
シ
ス
テ

ム
を

導
入
し

た
。
 

2
0
2
5
年

4
月

1
日
稼
働
予

定
で

あ
る
。
 

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
装
置
に
お

い
て

、
稼

働
状

況
調

査
を

開
始
。
ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
パ

ー
ク

（
仮

称
）

構
想

に
お

い
て
も
装
置
リ
ソ
ー
ス
の
最

適
化

と
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

構
築
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
。
 

2
7
台

の
装

置
を

予
約
対

象
と
し

た
。
気

軽
に
使

い
 

に
く

く
な
る

な
ど
の
デ

メ
リ

ッ
ト
も

あ
る
が

、
装
 

置
の

利
用
の

重
複
を

防
ぐ
だ

け
で
な

く
、
利

用
頻
 

度
な

ど
が
確

認
で
き

る
な
ど

の
メ
リ

ッ
ト
が

あ
る
。
 

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
の

装
置

群
に

つ
い

て
は

、
ナ

ノ
テ

ク
パ

ー
ク

（
仮

称
）

構
想

に
お

い
て

人
と

装
置

の
リ

ソ
ー

ス
最

適
化

の
検

討
が

進
み

つ
つ

あ
る

。
一

方
、

そ
の

他
の

共
用

装
置

群
に

つ
い

て
は

検
討

が
進

ん
で

い
な

い
。
 

○
 

2
0
 

％
 

C
R
や

S
E
M
な

ど
の

共
用
装
置
を
例
に
、
他
装
置

の
共
用
 

の
可

能
性
や

、
稼

働
状
況
を
調
査

し
、
引
き
続
き
検
討
す
 

る
。
 

ナ
ノ

テ
ク
パ

ー
ク
（
仮
称
）
構
想

の
関
係
者
合
意
を
進
め
、

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
以

外
も

含
め

た
共

用
装
置

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
強
化

と
効
率

化
を
進
め
る
。
 

2
3
 

大
学
運

営
 

-
1
0
-
4
-
1 

 
 

 
 

設
備

集
約

に
よ

る
設

置
場

所
の

省
ス

ペ
ー

ス
化

と

不
要

設
備

の
処

分
に

よ
る

財
務

改
善

（
基

本
金

）

の
可

能
性
検

討
 

・
装

置
共

用
の

可
能

性
を

探
る

べ
く

装
置

の
重

複

状
況

、
稼
働

状
況
の
調
査
 

・
外

部
資
金

獲
得
活
動
の
実
施
 

装
置
共
用
の
実
現
に
向
け
、
既
に

共
用
設

備
で
あ

る
C
R

の
装
置
の
一
部
に
予
約
シ
ス
テ

ム
を

導
入
し

た
。
 

2
0
2
5
年

4
月

1
日
稼
働
予

定
で

あ
る
。
 

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
装
置
に
お

い
て

装
置

改
廃

の
検

討
を

開
始
、
稼
働
状
況
調
査
も
進

め
て

い
る

。
ク

リ
ー

ン
ル

ー
ム
関
連
で
必
要
な
装
置
を

リ
ス

ト
化

、
中

期
的

な
導

入
装
置
を
明
確
化
し
、
今
年
度

は
新

た
に

7
台

の
装

置

を
導
入
し
た
。
将
来
の
外
部

資
金

獲
得

に
向

け
た

装
置

導
入
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
整

備
を

進
め
て

い
る
。
 

 

2
7
台

の
装

置
を

予
約
対

象
と
し

た
。
気

軽
に
使

い
 

に
く

く
な
る

な
ど
の
デ

メ
リ

ッ
ト
も

あ
る
が

、
装
 

置
の

利
用
の

重
複
を

防
ぐ
だ

け
で
な

く
、
利

用
頻
 

度
な

ど
が
確

認
で
き

る
な
ど

の
メ
リ

ッ
ト
が

あ
る
。
 

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
を

中
心

に
中

期
的

な
導

入
装

置
を

明
確

化
し

た
が

、
全

て
の

予
算

目
処

は
立

っ
て

い
な

い
た

め
、

並
行

し
て

外
部

資
金

の
獲

得
活

動
が

必
要

で
あ

る
。
 

○
 

2
0
 

％
 

N
o
.
2
3 

C
R
や

S
E
M
な

ど
の

共
用
装
置
を
例
に
、
他
装
置

の
共
 

用
の

可
能
性
や

、
稼
働
状
況
を
調
査

し
、
引
き
続
き
検
 

討
す

る
。
 

特
別

研
究
費

や
設
備
設
置
経
費
、
マ
テ
リ
ア
ル
先
端
リ
サ

ー
チ

イ
ン

フ
ラ

事
業

な
ど

を
上

手
に

活
用
し

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
以

外
も

含
め

た
装

置
群

の
確

保
と
最

適
化

を
進

め
る

。
 

 N
o
.
2
4 

公
募

前
の
情

報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
意
欲
の
あ
る

教
員

と
の
意

見
交
換

等
を
踏
ま
え
、
公

募
事

業
へ
の
申
請

を
伴

走
支
援
を

進
め

る
。
 

 N
o
.
2
5 

２
７

年
度
か

ら
の
対

応
 

2
4
 

大
学
運

営
 

-
1
0
-
4
-
2 

 
 

 
 

大
型

研
究

経
費

、
共

同
研

究
費

や
助

成
金

等
の

獲

得
強

化
 

公
募
時
期
を
示
す
情
報
一
覧

の
更

新
、

国
の

競
争

的
資

金
に
関
す
る
概
算
請
求
資
料

の
周

知
（

掲
示

板
）

、
公

募
情
報
の
メ
ー
ル
展
開
、
教

員
の

研
究

テ
ー

マ
に

合
わ

せ
た
個
別
連
絡
を
お
こ
な
っ
た

。
 

国
の

競
争

的
資

金
へ

の
応

募
に

は
、

公
募

前
か

ら
十

分
な

準
備

が
必

要
と

な
る

た
め

、
審

議
会

の
議

論
や

概
算

請
求

等
で

国
の

動
向

を
事

前
に

キ
ャ

ッ
チ

し
て

い
く

必
要
が

あ
る
。
 

 

△
 

1
0
 

％
 

2
5
 

大
学
運

営
 

-
1
0
-
4
-
3 

 
 

 
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
創

出
に

よ
る

ス
ト

ッ
ク

オ
プ

シ

ョ
ン

や
I
PO
か
ら
の
資
金
確
保
の
可
能
性
検
討
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

2
6
 

 
○
 

 
 

 

科
研

費
新
規

申
請
数
・
採
択
件
数
に
つ
い
て
全
体

と
し

て
は
減

少
し
て
い
る
。
科
研
費
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の

支
援
件

数
は
1
 
桁
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

申
請

数
・
採

択
率
を
向
上
し
、
上
位
区
分
へ
の
チ

ャ
レ

ン
ジ
を

有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
支
援

策
の

さ
ら
な

る
検
討
を
望
む

。
 

外
部
委
託
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

利
用

範
囲

を
基

盤
研

究
Ｂ

以
上
だ
け
で
は
な
く
、
“
若

手
研

究
”

に
も

広
げ

、
若

手
研
究
者
も
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け

れ
る

よ
う

に
制

度
を

改
善
し
、
T
E
L

等
に
よ
る
周
知

活
動

を
お

こ
な

っ
た

。

ま
た
、
K
A
K
E
N

挑
戦
費
を
改
善

し
、

大
型

研
究

種
目

へ

の
挑
戦
も
促
進
し
て
い
る
。
 

“
若

手
研
究

”
を
申

請
さ
れ

た
方
の

外
部
委

託
ア
ド
 

バ
イ

ザ
ー
の

申
請
は

無
く
、

基
盤
研

究
A
以

上
の
申
 

請
も

な
か
っ

た
。
 

 
〇

 
－

 
－

 

制
度

活
用
に

向
け
た
周
知
の
徹
底
と
、
引
き
続
き
の
制
 

度
改

善
を
行

う
。
 

2
7
 

 
○
 

 
 

 

ア
ン

ト
レ
プ

レ
ナ
ー
教
育
の
ほ
か
、
学
内
の
イ
ン

ト
レ

プ
レ
ナ

ー
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連
携
し
、
必

要
な

知
識
・

ス
キ
ル
・
態
度
に
つ
い
て
も
議
論
を

深
め

て
欲
し

い
。
 

今
年
度
中
を
目
処
に

、
ベ
ン

チ
ャ
ー

起
業
に

関
す
る

ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
と

共
に
、

教
職
員

向
け
の

ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
相
談
会

を
企
画

し
た
。

来
年
度

は

主
に
学
生
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ト
レ

プ
レ
ナ

ー
シ
ッ

プ

勉
強
会
の
開
催
も
検
討
中
で
あ

る
。
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
起

業
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

最
適

化
、

継
続

的
に

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
創

出
相

談
会

の
開

催
を

実
施

で
き

る
仕

組
み

が
必

要
。

ま
た

、
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
W
G
や

学
生

部
と
も

連
携
し
、
全
学

的
な
検

討

を
進

め
る
必

要
が
あ

る
。
 

○
 

－
 

－
 

プ
ラ

ク
テ
ィ

ス
W
G
や
学
生

部
と
の
連
携
や
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ

ー
シ
ッ

プ
勉
強

会
の
開
催
を
具
体
的
に
進
め
る
。
 

39



2
8
 

 
○
 

 
 

 

研
究

促
進
費

に
関
し
て
、
A
は
、
科
研
費
や
外
部
資

金
な

ど
へ
の

効
果
や
実
績
の
検
証
が
必
要
。
主
担

当
教

授
は
目

的
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
B

は
、

不
測
の

事
態
以
外
で
は
安
易
な
認
可
を
避
け

る
べ

き
で
残

予
算
は
教
員
へ
還
元
が
良
い
の
で
は

な
い

か
。
 

2
0
2
4
年
度
の
申
し
込
み
と

採
択

数
は
下

記
の
と

お
り
。
 

広
く
平
等
を
保
つ
た
め
申
請

対
象

は
専

任
教

員
と

し
て

い
る
（
た
だ
し
特
任

教
員
は

の
ぞ
く

）
 

種
別
（
予
算
額
） 

採
択
/
申
請
 

採
択

額
 

執
行

率
 

A
（
1
1
百
万
）
 

2
/
2 

4
8
8
万

 
4
4
％
 

B
（
8
百
万
）
 

4
/
4 

3
3
3
万

 
4
2
％
 

 

申
請

に
対
し

必
要
性

の
プ
レ

ゼ
ン
を

必
須
と

し
安
易
 

な
採

択
は
行

っ
て
い

な
い
。

審
査
に

あ
た
っ

て
は
不
 

可
抗

力
で
あ

る
点
、

自
助
努

力
状
況

、
代
替

装
置
の
 

有
無

な
ど
を

確
認
し

、
審
査

を
行
い

制
度
の

趣
旨
に
 

合
致

し
た
支

援
を
実

施
し
て
い

る
 

〇
 

－
 

－
 

引
き

続
き
現

行
の
審

査
観
点
、
不
可
抗
力
で
あ
る
点
、
 

自
助

努
力
状

況
、
代

替
装
置
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
、
審
 

査
を

行
い
判

断
し
て

い
く
。
研
究
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
 

す
る

制
度
と

し
て
運

用
し
て
い
く
。
 

2
9
 

 
○
 

 
 

 

外
部

資
金
獲

得
に
関
し
て
、
公
的
資
金
に
重
き
を

お
い

て
い
る

が
，
科
研
費
未
採
択
時
に
は
財
団
等

の
申

請
を
促

し
て
は
ど
う
か
。
 

現
在
も
財
団
に
よ
る
研
究
助

成
は

全
研

究
室

に
案

内
し

て
い
る
。
特
定
の
案
件
は
学
長

に
相

談
し
実

施
。
 

案
内
数
 

応
募
数
 

採
択

数
・
金

額
 

結
果

待
ち

※
 

1
0
4
件
 

3
1
件
 

8
件

（
7
3
0
万
） 

1
2
件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

※
2/
2
1
時
点
 

本
学

の
研
究

者
が
応

募
し
得

る
可
能

性
を
持

つ
研
究
 

助
成

の
公
募
情

報
に

つ
い
て

は
適
宜
メ

ー
ル
展

開
を
 

す
る

と
共
に
、

H
P
か
ら

も
閲
覧
可

能
と

し
積
極
的

な
 

応
募

を
支
援
す

る
態

勢
を
整

え
て
い

る
。
 

〇
 

－
 

－
 

引
き

続
き
公

募
情
報
を
研
究

者
に
分
か
り
や
す
く
展
開
 

し
、
よ

り
多
く

の
助
成

金
獲
得
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
 

し
て

い
く
。
 

3
0
 

 
○
 

 
 

 

研
究

倫
理
に

関
し
て
、
教
員
だ
け
で
な
く
担
当
事

務
局

に
も
教

育
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

 

倫
理
教
育
(
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
)
を

20
2
3
年

度
よ

り
研
究

協

力
G
メ
ン
バ
ー
は
全
員
受
講
と

し
た

。
異
動

者
等
も
 

随
時
実
施
。
2
0
2
4
年
度

2
月
時
点
（

対
象

7
名

中
7
名

受
講
済
み
）
 

研
究

協
力

G
メ

ン
バ

ー
は
全

員
必
須

で
受
講

し
て
い
 

る
こ

と
で
倫

理
教
育

の
内
容

に
対
す

る
理
解

が
深
ま
 

っ
た

。
、
研

究
者
へ
の

受
講

を
促
す

際
に
も

内
容
 

を
把

握
し
た

上
で
の

紹
介
が

可
能
と

な
っ
て

い
る
。
 

〇
 

－
 

－
 

異
動

者
含
め

対
象
者

の
早
期
受
講
す
る
態
勢
を
維
持
す
 

る
。
関

連
他
部

署
に
も
希
望
者
が
あ
れ
ば
受
講
機
会
を
紹
 

介
す

る
。
 

3
1
 

 
○
 

 
 

 

著
作

権
に
つ

い
て
、
定
期
的
な

F
D
講
習
会
で
の
理

解
促

進
も
あ
る
と
良

い
。
 

 

研
究
談
話
会
の
枠
組
み
を
利
用

し
（

年
2
回

程
度
）

、

直
近
で
は

2
02
3
年
度
に
実

施
し

た
。

20
2
4
年

度
は

研

究
成
果
報
告
・
前
年
か
ら
の
継

続
話

題
を

優
先

し
て

実

施
し
た
。
 

教
員

の
負
荷

等
も
考

慮
し
、

年
2
回

程
度
の

開
催
が
 

現
実

的
と
考

え
年
度

初
め
に

年
間
計

画
を
策

定
し
て
 

い
る

。
そ
の

際
に
は

、
優
先

度
の
高

い
テ
ー

マ
を
設
 

定
し

て
い
る

。
 

〇
 

－
 

－
 

テ
ー

マ
に
対

し
て
は

希
望
を
募
る
な
ど
の
仕
組
化
を

含
 

め
よ

り
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
た
内
容
で
の
講
習
会
実
施
を
 

検
討

す
る
。
 

3
2
 

 
○
 

 
 

 

R
I
S
に

お
け

る
教
員
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
情
報
が
適
切

に
反

映
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
迅
速
な
対
応
が
必

要
。
 

想
定
外
の
不
具
合
に
つ
い
て

は
適

宜
対

処
し

、
反

映
す

る
よ
う
に
対
応
済
み
と
し
て
い

る
。
 

2
0
2
4
年

度
利
用

者
か
ら

不
具
合
の

連
絡

は
無
い

。
 

〇
 

－
 

－
 

不
具

合
が
あ

れ
ば
、
即
時
対
応
す
る
。
 

3
3
 

 
○
 

 
 

 

共
通

機
器
の

一
元
管
理
や
外
部
資
金
で
機
器
使
用

料
を

支
払
う

仕
組
み
（
分
析
セ
ン
タ
ー
設
立
、
科

研
費

等
の
外

部
資
金
で
の
支
払
い
・
課
金
額
の
公

表
等

）
の
検
討
を
希
望
 

共
通
機
器
の
管
理
や
仕
組
み

に
つ
い

て
、
将

来
あ
る

べ

き
姿
の
検
討
を
進
め
て
お
り

、
具
体

的
に
は

技
術
ス

タ

ッ
フ
（
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
テ
ク

ニ
カ

ル
ス
タ

ッ
フ
）

の

採
用
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た

、
工

房
の
活

用
強
化

の

た
め
、
科
研
費

や
特
別
補
助
等

の
公

的
資
金

か
ら
調

達

が
で
き
る
よ
う
調
整
し
試
行

を
開
始

し
た
。
 

共
通

機
器

の
管

理
や

仕
組

み
に

つ
い

て
関

係
者

と
の

議
論

を
進

め
、

将
来

あ
る

べ
き

姿
や

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
の

強
化

に
つ

い
て

今
後

も
検

討
が

必
要

。
工

房
の

依
頼

工
作
に

関
し

て
、

依
頼

書
の

様
式

や
調

達

ル
ー

ト
な

ど
の

必
要

最
低

限
の

変
更

を
実

施
し

、
公

的
資

金
か

ら
調

達
が

で
き

る
よ

う
調

整
し

た
。

試
行

の
段

階
で
は
特

に
問

題
は
出

て
き
て

い
な
い
。
 

〇
 

－
 

－
 

共
通

機
器
の

管
理
や
仕

組
み
な
ど
の
具
体
化
に
つ
い
て
、

関
係

者
と
の

検
討
を

進
め
る
（
例
え
ば
、
ナ
ノ
テ
ク
パ
ー

ク
（

仮
称

）
）
。
共

通
機
器
の
管
理
を
ベ
ー
ス
に
、
設
備

利
用

予
約
シ

ス
テ
ム
(
構
築

中
)
を
活
用
し
、
共
通
機
器
の

一
元

管
理
に

向
け
て
、
継
続
検
討
を
す
る
。
 

3
4
 

 
○
 

 
 

 

研
究

支
援

部
職

員
の

ス
キ

ル
開

発
（

S
D
）

に
関

す

る
言

及
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
 

研
究
協
力

G
で
は
、
毎
月

定
例
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ
を

実
施

。

そ
の
際
に

U
R
A
に
よ
る
研
究

動
向

に
関
す

る
勉
強

会
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た

2
4
年
度
に

は
J
S
T
が

実
施

す
る
 

U
R
A
研
修
を
メ
ン
バ
ー
が
受
講

（
対

象
6
名
中

5
名
が

修
了
）
ま
た
、
中
部
地
域
の

私
立

大
学

で
実

務
担

当
者

と
の
情
報
共
有
（
8
・
1
2
月

）
や

、
名

市
大

、
中

京
大

と
の
共
同
勉
強
会
を

S
D
企

画
と
し

て
実
施

。
 

J
S
T
の

U
R
A
研

修
（

全
1
5
回
＠

約
6
0
分

）
を

修
了
し

 

た
こ

と
に
よ

り
メ
ン

バ
ー
の

研
究
支

援
に
対

す
る
知
 

識
の

底
上
げ

を
行
っ

た
。
 

通
常

業
務
と

並
行
し

関
連
知

識
を
体

系
的
に

習
得
し
 

た
点

は
評
価

で
き
る
 

〇
 

－
 

－
 

積
極

的
に
関

連
分
野
の
勉
強
会
・
研
修
を
活
用
し
知
識
向

上
を

は
か
り

研
究
支

援
業
務
に
貢
献
す
る
。
 

2
5

年
度

は
、

中
部

地
域
の
私
立
大
学
実
務
担
当
者
の
情

報
共

有
会
の

幹
事
校

と
な
る
た
め
、
意
義
あ
る
も
の
を
企

画
・

実
行
す

る
。
 

3
5
 

 
○
 

 
 

 

工
房

な
ど

で
の

試
作

減
少

の
原

因
に

つ
い

て
、

学

内
の

研
究

動
向

を
調

査
す

る
よ
う

指
摘

さ
れ
た

点

に
も

対
応
が
必

要
。
 

創
造
性
開
発
工

房
で
は
、
依
頼

工
作
数
（

件
数
・
時

間
・

研
究
室
毎
）
の
カ
ウ
ン
ト
等

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

工
房
の
依
頼
工
作
に
お
い
て

、
科

研
費

や
特

別
補

助
等

の
公
的
資
金
か
ら
調
達
が
で

き
る

よ
う

調
整

し
試

行
開

始
し
た
。
 

創
造

性
開
発

工
房
の

記
録
に

よ
り
、

経
年
変

化
を
 

把
握

す
る
こ

と
は
可

能
で
あ

る
。
 

△
 

－
 

－
 

創
造

性
開
発

工
房
に

も
申
し
送
り
し
、
主
体
は
創

造
性

開
 

発
工

房
に

委
ね

つ
つ

も
適

宜
連

携
を
し

な
が

ら
取

り
扱

い
を

模
索
す

る
。
科

研
費
や
特
別
補
助
等
の
公
的
資
金
で

の
活

用
な
ど

、
活
用

促
進
策

の
検
討
を
進
め
る
。
 

3
6
 

 
○
 

 
 

 

共
同

研
究
の

減
少
に
対
す
る
活
性
化
対
策
 

 

研
究
展
示
、
行
政
に
よ
る
産

官
学

連
携

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
参
加
に
よ
り
技
術
相
談
・

共
同

研
究

の
活

性
化

を
実

施
。
大
学
単
独
に
よ
る
特
許

出
願

は
出

展
義

務
化

す
る

な
ど
を
今
後
検
討
 

他
大

学
の

事
例

を
参

考
に

し
て

本
学

の
取

り
組

み
を

再
検

討
し
て

い
る
。
 

△
 

－
 

－
 

他
大

学
の
事

例
な
ど
も
参
考

に
し
て
、
教
員
の
産
学
連
携

を
促

し
て
い

く
。
 

3
7
 

 
○
 

 
 

 

J
S
P
S
科

研
費
や

JS
T
-
C
R
ES
T
は
研
究
の
独
創
性
を

重
視

。
J
ST
-
A
S
T
E
P
や

N
ED
O
は
研
究
の
有
用
性
と

社
会

実
装
を

重
視
。
各
研
究
費
の
目
的
を
意
識
し

た
支

援
の
さ

ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
 

A
C
T
-
X
の
カ
テ
ゴ
リ
相
談
に

対
応

す
る

な
ど
、

公
募
要

件
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ

を
実
施

し
た
。
 

 

公
募

事
業

ご
と

に
評

価
基

準
が

異
な

っ
て

お
り

、
評

価
基

準
で

求
め

ら
れ

る
観

点
を

明
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

評
価

基
準

の
回

答
と

な
る

文
章

が
明

記
さ

れ
る

よ
う

支
援
を

行
っ
て

い
る
。
 

△
 

－
 

－
 

科
研

費
等

の
申

請
数

の
多

い
公

募
や
支

援
時

の
申

請
書

の
完

成
度

に
よ

っ
て

支
援

に
必

要
な
工

数
や

時
間

が
異

な
る

た
め
、
申

請
支

援
の
伴
走
方
法

に
つ
い
て
改
善
を
進

め
て

い
く
。
 

3
8
 

 
○
 

 
 

 

科
研

費
申
請
・
K
A
KE
N
挑
戦
費
に
お
い
て
も
基
盤
研

究
S
、

A
、

B、
C
各
独
創
性
と
有
用
性
の
レ
ベ
ル
を

考
慮

す
べ
き

。
 

メ
ー
ル
で
の

案
内
だ
け
で
は
な

く
、

T
E
L
や
対

面
に
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

や
K
A
K
E
N
挑
戦

費
の
制

度

を
説
明
し
た
。
 

K
A
K
E
N
挑

戦
費
を

活
用
し

て
い
る

研
究

者
の
全

員
 

が
外

部
の
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
制

度
を
利

用
し
た
。
 

〇
 

－
 

－
 

採
択

へ
の
第

一
歩
と

し
て
、
外
部
委
託
の
ア
ド
バ
イ
ザ
 

ー
の

有
用
性

の
周
知
の
徹
底
を
行
う
。
 

3
9
 

 
○
 

 
 

 

研
究

促
進
費

取
得
後
の
外
部
資
金
獲
得
効
果
や
実

績
の

デ
ー
タ

検
証
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
 

現
段
階
で
は
デ
ー
タ
検
証
は
未

実
施

。
研
究

促
進

費
A

に
つ
い
て
は
、
支
援
対
象
を

下
記
の

４
種
類

に
分
類

し

応
募
を
受
け
付
け
て
い
る
。
 

1
萌
芽
的
研
究
、
新
規
着
手

型
研

究
 

2
現
在
遂
行
中
の
研
究
の
さ

ら
な

る
推

進
 

3
科
研
費
申
請
の
た
め
の
予
備
的

研
究
 

4
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
等
で
研
究

を
中

断
し

た
専

任
教

員

申
請

の
要
項

に
は
審

査
の
観

点
の
一

つ
と
し

て
『
外
 

部
資

金
の
獲

得
努
力

』
を
明

記
し
て

い
る
。

ま
た
、
 

申
請

書
内
に

は
『
本

研
究
に

関
連
す

る
競
争

的
資
金
 

へ
の

申
請
/
採

択
状

況
（
前

後
３
年

程
度
）
』
と

欄
を

 

設
け

て
い
る

が
、
記
載

さ
れ
て

い
な
い

場
合
も

あ
る
。
 

 

〇
 

－
 

－
 

申
し

込
み

に
あ

た
っ

て
は

分
類

を
明

確
に
す

る
と

と
も

に
、
申

請
書
内

の
競
争
的
資
金
の
申
請
予
定
状
況
等
も
何

ら
か

の
入
力

を
促
す

な
ど
、
検
証
実
施

に
向
け

た
準
備

を

す
す

め
る
。
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等
に
対
す
る
円
滑
な
研

究
復

帰
の
た

め
の
支

援
 

5
学
内
/
国
内
お
よ
び
国
際

的
な

共
同
研

究
 

ま
た
申
請
書
内
に
は
、
『
本
研

究
に

関
連
す

る
競
争

的

資
金
へ
の
申
請
/採

択
状
況
（

前
後

３
年
程

度
）
』

を
 

記
載
す
る
欄
も
設
け
て
い
る

。
 

4
0
 

 
 

○
 

 
 

科
研

費
の
採

択
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
と

し
て
、

科
研
費
の
採
択
率
が
減
っ
た
理
由
を

分
析

す
る
 

研
究
支
援
部
か
ら
学
長
等
に
対

し
て

、
科
研

費
の
採

択

状
況
お
よ
び
そ
の
要
因
に
つ
い

て
報

告
が
行

わ
れ
て

お

り
、
採
択
率
低
下
に
関
す
る
分

析
も

そ
の
中

で
報
告

し

て
い
る
。
報
告
資
料
や
分
析
結

果
を

本
委
員

会
で
も

共

有
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
検
討

に
繋

げ
て
い

く
。
 

“
採

択
率
が

低
い
種

目
へ
の
申

請
が

増
え
て

い
る
 

こ
と

”
な
ど

の
要
因
を

、
学

長
・
常

務
理
事
、

研
 

究
推

進
委
員

会
に
て

報
告
し
、
意

見
交

換
を
行

っ
た
。
 

〇
 

－
 

－
 

大
型

種
目
の

採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
採

択
率

向
 

上
は

表
裏
一

体
で
あ

る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

取
 

り
組

み
を
検

討
し
て

い
く
。
 

4
1
 

 
 

 
 

○
 

教
員

一
人
当

た
り
の
外
部
資
金
に
つ
い
て
、
研
究

環
境

が
整
っ

て
い
る
の
で
、
も
っ
と
伸
び
し
ろ
が

あ
る

の
で
は

な
い
か
。
 

・
広

報
活
動
が
足
り

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
な

ど
、

多
角
的

な
検
討
 

・
長

期
ビ
ジ

ョ
ン
や
各
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
議
論
 

・
長

期
ビ
ジ

ョ
ン
確
定
ま
で
に
方
向
性
を
決
め
る
 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
７
（

研
究
）

の
（
１

）
「
各

研

究
室
が
「
新
規
性
」
と
「
有

用
性
」

に
富
ん

だ
研
究

テ

ー
マ
の
設
定
に
こ
だ
わ
り
、

世
界
に

伍
す
る

研
究
成
果

を
挙
げ
る
」

を
設
定
。
 

実
現
に
向
け
N
o
.
5,
2
6
,
2
9,
3
6
の
取

り
組
み

を
実
施

し

て
い
る
。
 

教
員

に
よ

っ
て

外
部

資
金

獲
得

に
対

す
る

意
識

の
温

度
差

が
あ
る

。
大
学

と
し
て

、
産
学

連
携
活

動
の
強

化
、

J
S
T
や

N
E
D
O
の

研
究
費

獲
得
の

推
進
な

ど
、
全

教
員

一
丸
と

な
っ
た

取
り
組

み
と
意

識
化
が

必
要
。
 

△
 

－
 

－
 

産
学

連
携
活

動
の
強
化
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
型
研

究
費

も
含

め
た

獲
得

支
援

の
強

化
。

ま
た

、
学

会
な

ど

学
外

活
動

を
強

化
し

、
研

究
仲

間
拡

大
に

よ
る

共
同

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
仕
込
み
を
実
施
す
る
。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：研究推進・産学連携委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：佐々木 実 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 22） 

「CR の装置の一部に予約システムを導入した」ことは、総合情報センターの協力と合わせて、

評価される。研究室レベルで予約対応をしてきた小規模な活動は、教員の異動などもあり得る

ことを考えると、どうしても継続性に問題があった。今後の展開にも期待する。 

 

（№ 9, 10, 11） 

「中部地域半導体人材育成等連絡協議会」の言葉が複数個所で挙がっているが、本学側の活動

計画が分からない。当該の協議会が目的とする内容は、組織名が示す通り人材育成を主とする

と考えられる。本学から外部に提供できる、教材などの情報が必要となるであろう。同様の教

材は、学内者にとっても価値あるものになると考えられる。 

 

（№18） 

国際化は、達成度評価 5%と最も低い自己評価の値としている。今後の活動計画に「意識を向

上する取り組み」とあるが、挽回できる対策なのかは不透明である。例えば、本学で PD を経

験した研究員で、現在海外で活躍する方（もともと海外出身者であれば国内で活躍する方の可

能性もありえる）との繋がりを活用するなどの活動は考えられないか？ご参考下さい。 

 

（№11） 

「研究テーマの活用形態アンケート調査の中からスタートアップ育成テーマを選び、優先度を

決めて重点的にフォローするテーマを抽出し、マイルストーン計画立案や伴走支援を実施する。」

の意味が分かり難い。本学からの予算措置を含めて、選択と集中を行う内容であれば、選択さ

れる・されないに関わらず、エフォートを使うことになる教員の理解を促す活動、育成テーマ

に選ばれたらどうなるかの説明が必要。あるいは、外部向けの予算申請関係なのか。 

 

文言の微修正 

（№ 2）「アントレプレナーシップやスタートアップ創出に関する講演会や勉強会などのイベン

トを働きかける。」は、イベント参加を働きかける、の意味でよいか。対象は学生なのかも分か
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ると良い。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

（№ 5）達成度 30%と高い自己評価 

「文科省私立大学等研究設備整備費等補助金採択（3,200 万円、2021 年度以来、３年振りの

採択）」は、採択された理由を解析されたのでしょうか？「2）スケジュールを関係者で共有し

申請書面のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌを実施し採択となる。」との説明があります。勿論、ブラッシュアップの

効果もあったと理解します。この補助金申請に関わった者としては、設備導入されたら、参画

している文科省 ARIM 事業とは言え、装置共用を進める組織によって管理運営に当たるとの説

明がプラスに働いたことも考えられます。上記補助金の採択を今後も目指すのであれば、学内

に装置共用・運営組織があることが相応しい。この枠組みがないと、管理運営に関する欄が十

分書けないのではないかと考えます。分析などのセンター（No. 33 にて言及）を立ち上げるな

らば、学内研究者を広くカバーできる組織が相応しい。 

 

研究室枠 PD が採用されている研究室の現状の比率は、妥当との判断でしょうか？本学の研究

活動を担う人材となります。より優秀な PD を集め易くする改善策は考えられないでしょう

か？ 

 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№ 13）オープンラボの案内先の拡大による参加者や技術相談の件数，共同研究への発展に

対する評価が必要． 

（№ 33）共通機器の一元管理には，運用だけでなく廃棄−更新が重要となります．新規設置を

含め文科省対応もありますので，各センターと連携しつつ，この観点からの委員会としての関

わりについての記載も今後の課題として挙げて頂きたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：研究推進・産学連携委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名： 大石 泰丈 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

本委員会は、本学の建学の理念「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」ならびに、そ

れに整合した目的とポリシーに合致した活動を展開している。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

委員会の役割・方針と掲げてきた、「産学官連携による研究活性化」「研究倫理の遵守」「個別研究

強化と連携力向上」「外部資金確保」関する活動を精力的に推進している。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

・検討事項が多岐に渡っており、委員会の委員の負荷が過剰になることが懸念されます。過負荷

にならないような活動をお願いいたします。 

・「産学官連携による研究活性化」にしても、「外部資金確保」にしても個別の研究力強化が必須

であると考える。今後とも個別研究強化をお願いしたい。 

・KAKEN 挑戦費の充実は良い施策と考えられる。科研費の申請については、各自の独創性と有

用性に関するレベルを十分勘案して、上位クラスへの申請の意識づけを行ってほしい。 

・教員がベンチャー起業した場合やその他の企業活動に関する兼業規定の整備が十分でない場合

は、その整備も進めていただきたい。 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

2
月

2
5
日

 

2
0
24

年
度

(
学

外
実

習
委

員
会
)
委
員
会
等

方
針
点

検
表
＜

期
末

点
検
＞

 
(
委
員
長
名
 
本
山
 
幸
弘

)
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

A
:
実
習
先
企
業
と
の
十
分
な
連
携
の
推
進
 

①
実

習
先

企
業

の
受

け
入

れ
枠

の
拡

充
に

努
め

る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

学
外
実
習

I
(主

に
生
産
現
場
で
の
実
習
)
は
、
安

全
確

保
の

観
点

や
受

入
体

制
等

が
企

業
で

の
課

題
と
さ
れ
て
お
り
、
企
業
側
の
実
習
受
入
姿
勢
が

厳
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

学
外
実
習
Ⅱ
(Ⅲ

)：
前
年
比
で
＋
10

名
の
枠
を
確
保

す
る
必
要
が
発
生
し
た
た
め
、

各
社
に
増
員
を
打
診

す
る
と
と
も
に
、
新
規
開

拓
(住

友
電
気
工
業
、
浜
名

湖
電
装
)
も
実
施
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
時
期
的
な
繁

忙
や
組
織
変
更
、
就
職
活

動
に

お
け
る
本
学
と
の
不

一
致

等
を

理
由

に
受

け
入

れ
不

可
と

な
る

企
業

(
愛

三
工
業
、
大
豊
工
業
、
日
本
テ
ク
ノ
)
も
あ
っ
た

。
 

学
外
実
習
Ⅰ
：
昨
年
度
寮
の
建

て
替
え
に
よ
り
受
け

入
れ
不
可
と
な
っ
た
大
口
の
企
業
(
ト
ヨ
タ
車
体
)
の

受
け
入
れ
が
再
開
と
な
っ

た
。
 

1
・
3
年
生
と
も
に
、
履
修
学
生
数
分
の
実
習
先
が

確
保
で

き
た

。
し

か
し

、
本

学
か

ら
就

職
す

る
学

生
が
い

な
い

こ
と

を
理

由
に

受
け

入
れ

を
辞

退
す

る
企
業

も
あ

る
等

、
多

く
の

企
業

が
学

外
実

習
を

新
卒
採

用
の

一
環

と
し

て
捉

え
て

い
る

た
め

、
本

来
の
目

的
を

丁
寧

に
説

明
し

、
理

解
を

得
る

必
要

が
あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

次
年
度
も
、
引
き
続

き
新

規
企

業
の

開
拓

を
進

め
る

。

そ
の
一
方
で
、
企
業

数
の
増

加
に

伴
い

教
職

員
の

負
荷

増
大
が
生
じ
る
た
め
、
既

存
企
業

に
対

し
て

、
受

け
入

れ
枠
の
増
員
を
依
頼

す
る
。
 

2
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

②
社
会
人
学
生
の
実
習
先
を
確
保
す
る
。
 

学
外
実
習
Ⅱ
(Ⅲ

)
に
お
い

て
、
既
存
の

企
業
に
加
え
、

新
た

に
社

会
人

学
生

を
派

遣
し

て
い

る
企

業
(
住

友

電
気
工
業
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
)
に
受
入
れ
の
打
診
を
行

っ
た
。
 

1
・
3
年
生
と
も
に
履
修
学
生
数
の
社
会
人
学
生
の

実
習
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
 

－
 

％
 

引
き
続
き
、
社
会
人

学
生
の

実
習

先
の

確
保

に
注

力
す

る
。
特
に

20
2
4
年
度

に
は

例
年

の
約

2
倍

に
あ

た
る

1
9
名
の
社
会
人
学
生

が
入

学
し

て
お
り

、
彼

ら
が

3

年
生
と
な
る

2
0
2
6
年

度
に

向
け

て
、

早
め

に
準

備
を

進
め
て
い
く
。
 

3
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

③
実
習
先
企
業
と
の
繋
が
り
を
組
織
と
し
て
、
維

持
・
強
化
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

受
け
入
れ
企
業
の
拡
大
、
各
企
業
で
の
受
け
入
れ

人
数

の
増

加
な

ど
を

通
し

て
制

度
を

発
展

的
に

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
組
織
的
に
企
業
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
定

の
教

員
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
頼

る
従

来
の

や
り
方
で
は
な
く
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
効

果
的
施
策

(
例
え
ば
、
大
学
か
ら
企
業
へ
の
公
式

な
働
き
か
け
、
委
員
会
内
に
お
け
る
各
委
員
が
役

割
分
担
の
明
確
化
と
実
働
な
ど

)
が
望
ま
れ
る
。
 

委
員
以
外
の
複
数
の
教
員
か
ら

も
企
業
の
紹
介
が
あ

り
、
内

1
社
(
浜
名
湖
電
装
)
が

2
0
24

年
度
の
受
け
入

れ
に
繋
が
っ
た
。
 

企
業
を

紹
介

い
た

だ
く

の
が

委
員

と
一

部
の

教
員

に
偏
っ

て
お

り
、

全
学

的
に

実
習

先
を

開
拓

す
る

た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

従
来
の
教
員
へ
の
協

力
要

請
だ

け
で

な
く

、
大
学
(
法

人
)
を

含
め

た
全

学
的

な
実

習
先

の
開

拓
に

努
め

つ

つ
、
学
外
実
習
の
改

善
に

取
り

組
む

。
 

4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

B
：
学
外
実
習
の
実
習
内
容
の
継
続
的
改
善
 

①
学
外
実
習
の
目
的
を
整
理

し
、
そ
の
目
的
に
沿

っ
た
実
習
内
テ
ー
マ
を
学
生
に
提
供
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

・
学
外
実
習
Ⅰ
は
目
的
と
実
際
の
内
容
に
不
一
致

な
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ラ
バ
ス
上
の
記
載

も
含

め
目

的
と

内
容

に
つ

い
て

の
議

論
が

必
要

で
あ
る
。
 

学
外
実
習
に
お
け
る
現
状
の
課

題
を
整
理
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
、
2
02
5
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
の
改
訂
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
現
在
の
実
習
内

容
に
対
す
る
幅
広
い

意
見
集
約
の
た
め
、
実
習
指
導

報
告
書
の
様
式
を
一

部
見
直
し
、
指
導
教
員
(
担
当
事
務
局

)
が
｢
実
習
テ
ー

マ
と
実
習
の
目
的
と
の
合
致
｣
お
よ

び
｢
実
習
テ
ー
マ

に
対

す
る

コ
メ

ン
ト

｣
を

記
入

す
る

項
目

を
追

加
し

た
。
 

学
外
実

習
Ⅰ

：
一

部
の

企
業

で
は

実
際

の
生

産
現

場
で

は
な

く
研

修
施

設
で

実
習

を
行

っ
て

い
る

が
、
｢
モ
ノ
づ
く
り
現
場
を
体
験
し
、
工
業
活
動
の

あ
り
の

ま
ま

の
姿

、
工

学
と

工
業

の
か

か
わ

り
合

い
｣
を

学
ぶ

と
い

う
目

的
か

ら
外

れ
て

い
な

い
こ

と
を
確
認
し
た
。
 

学
外
実

習
Ⅱ

：
学

外
実

習
Ⅰ

と
類

似
し

た
内

容
を

実
施
し

て
い

た
企

業
に

対
し

て
改

善
を

要
望

し
、

2
0
2
5
年
度
よ
り
内
容
の
見
直
し
が
決
定
し
た
。
 

○
 

－
 

％
 

実
習

終
了

後
の

指
導

教
員

(
担

当
事

務
局

)
や

学
生

か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
等

を
ふ

ま
え

、
引
き

続
き
、
実

習
内
容
の
充
実
を
図

る
と

と
も

に
、
何

か
問

題
が

あ
る

場
合
に
は
、
企
業
に

改
善

を
要

望
し

て
い

く
。
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5
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

②
事
前
指
導
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
十
分

な
準

備
を

整
え

た
上

で
実

習
に

臨
む

方
法

を
検

討
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

学
生
に
｢
学
外

実
習
が
就
活
を
円
滑
に
行
わ
せ
る

た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
｣
と
と
ら
え
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
学
業
や
研
究
へ
の
関
係
性
を
教
示
す
る

こ
と
や
、
学
業
や
研
究
へ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
つ
な
が
る
指
導
が
あ
る
と
良
い
。
 

昨
年
度
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
等

を
ふ
ま
え
、
事
前
指

導
の
内
容
を
一
部
見
直
し

た
。

昨
年
度
ま
で
外
部
講

師
に

依
頼

し
て

い
た

｢
事

前
学

習
｣
を

学
内

講
師

(
沼

田
教
授
)
に
変
更
し
、
実
習
に
臨
む
に
あ
た
り
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
発
揮
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
｢こ

れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、

私
が
頑
張
っ
た
こ
と
｣
を
テ

ー
マ
に

、
1
・
3

年
生
合

同
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
講
師
を
企
業
出
身

の
教

員
に
依
頼
し
、
こ
れ

ま
で

の
経

験
や

企
業

側
の

視
点

(
実

習
生

に
期

待
す

る
こ
と
等
)
を
学
生
に
伝
え
る

こ
と
で

、
実
習
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
っ
た
。
 

終
了
後

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

好
意

的
な

回
答
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
特
に

1
年
生
に
と
っ

て
は
、

普
段

関
わ

る
機

会
の

少
な

い
上

級
生

に
自

分
の
考

え
を

伝
え

る
貴
重

な
機

会
と

な
り

、
1
・
3

年
生
合

同
で

実
施

し
た

こ
と

に
よ

る
効

果
が

あ
っ

た
。
し

か
し

、
ご

く
一

部
の

学
生

か
ら

は
学

外
実

習
と
の

関
連

性
を

理
解

し
て

い
な

い
コ

メ
ン

ト
も

見
受
け

ら
れ

た
た

め
、

次
年

度
以

降
に

改
善

を
図

る
こ
と
と
し
た
。
 

○
 

－
 

％
 

実
習

終
了

後
の

学
生

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

等
を

ふ
ま
え
、
引
き
続
き
、
事
前

指
導

の
内

容
の

充
実

を
図

る
。
ま
た
、
事
前
指
導

の
一

環
で

あ
る

工
場

見
学

に
つ

い
て
、
2
0
2
1
年
度

よ
り

ト
ヨ

タ
自

動
車

九
州

の
リ

モ

ー
ト
工
場
見
学
に
参
加

し
て

い
る

が
、

20
2
5

年
度

以

降
の
実
施
が
不
透
明

な
状

況
で

あ
る

た
め

、
工
場

見
学

の
目
的
を
あ
ら
た
め

て
整

理
し

、
必
要

に
応

じ
て

代
替

案
を
検
討
し
て
い
く

。
 

6
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

③
学

外
で

の
実

習
に

懸
念

が
あ

る
学

生
へ

の
対

応
を
検
討
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

合
理
的
配
慮
：
義
務
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
実
態
と
あ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
仕
組
み
、

活
動
が
妥
当
な
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

1
名
の
学
生
か
ら
体
調
面
に
不

安
が
あ
る
旨
の
相
談

が
あ
っ
た
。
本
人
が
学
外
で
の

実
習
を
希
望
し
た
こ

と
か
ら
、
｢
合
理
的
配
慮
｣
と

し
て
、
事
前
に
症
状
や

希
望
す
る
実
習
先
等
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
、
そ
の
情
報

を
も
と
に
企
業
に
確
認
を
行
い

、
優
先
的
に
実
習
先

の
調
整
を
実
施
し
た
。
 

昨
年
度

ま
で

プ
ロ

セ
ス

が
曖

昧
で

あ
っ

た
が

、
本

人
が
合
理
的
配
慮
を
申
請
し
た
た
め
、
｢
合
理
的
配

慮
サ

ポ
ー

ト
会

議
｣
か

ら
｢
学

外
実

習
委

員
会

｣
と

い
う
検

討
プ

ロ
セ

ス
を

経
る

こ
と

が
で

き
、

手
続

き
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

そ
の
一

方
で

、
実

習
開

始
後

に
体

調
不

良
を

申
告

し
た
学
生
が

1
名
お
り
、
結
果
的
に
実
習
を
中
止

す
る
こ

と
と

な
っ

た
た

め
、

確
認

体
制

を
さ

ら
に

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

学
生
の
健
康
状
況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
実

習

に
懸
念
が
あ
る
学
生

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、
学

内
関

係
部
署
や
企
業
と
連

携
し

、
柔

軟
か
つ

迅
速

に
対

応
し

て
い
く
。
 

7
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

C
：
学
外
実
習
の
在
り
方
(
制
度
)
に
関
す
る
検
討
 

①
学
外
実
習
の
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

・
学
部
低
年
次
学
生
の
海
外
実
習
計
画
の
進
捗
を

踏
ま
え
、
学
外
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
あ
り
方
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
  

・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
て
い
る
低
学
年
次
海
外

派
遣
の
実
施
は
、
他
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
事
な

ど
多
面
的
な
見
直
し
を
要
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
学
生
の
負
荷
低
減
の
観
点
を
含
め
、
関
連

委
員
会
と
連
携
の
上
、
全
体
最
適
と
し
て
の
学
外

実
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
。
 

学
外
実
習
委
員
会
内
に
検
討

W
G
を
設
置
し
、
学
外
実

習
に
お
け
る
現
状
の
課
題

(
実
習
先

の
確
保
/
実
習
時

期
/
事
前
指
導
/
社
会
人
学
生
の
実
習
先
/
配

慮
・
合
理

的
配
慮
に
関
す
る
対
応
 他

)
を
整
理
し
た
。
 

現
在
、

他
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

進
捗

が
不

透
明

な
た

め
、
ま

ず
は

必
修

科
目

で
あ

る
学

外
実

習
を

継
続

す
る
た

め
に

何
を

す
べ

き
か

と
い

う
観

点
で

今
後

も
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

○
 

－
 

％
 

今
後
、
学
外
実
習
に

関
す

る
将

来
方
針

(
中

期
プ

ラ
ン

推
進

懇
談

会
)
や

低
年

次
海

外
留

学
(
国

際
化

推
進

委

員
会
) の

検
討
状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
そ
の

内
容

を
ふ

ま
え
、
学
外
実
習
委

員
会
と

し
て

も
議

論
を

進
め

て
い

く
。
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－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

②
学
外
実
習
Ⅲ
の
必
要
性
を
確
認
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

学
外
実
習
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
利
用
企
業
が
な
い
こ

と
か
ら
、
企
業
へ
の
よ
り
積
極
的
な
働
き
か
け
を

行
う

か
、

制
度

の
廃

止
を

検
討

す
る

べ
き

で
あ

る
。
 

2
0
2
4
年
度
の
学
外
実
習
Ⅱ

の
実

習
先
企
業
は
計

4
1

社
あ
り
、
そ
の
内
、
学
外
実
習

Ⅲ
を
希
望
し
た
企
業

は
4
社
(
キ
オ
ク
シ
ア
、
住
友
電
気
工
業
、
ダ
イ
ハ
ツ

工
業
、
豊
田
中
央
研
究
所

)
で
あ
っ
た
。
 

全
体
数

は
少

な
い

も
の

の
、

学
外

実
習

Ⅲ
を

希
望

す
る
企

業
が

存
在

し
て

お
り

、
企

業
に

テ
ー

マ
を

検
討
し

て
い

た
だ

く
際

の
選

択
肢

を
広

げ
る

た
め

に
必
要
だ
と
考
え
る
。
 

○
 

－
 

％
 

2
0
2
5
年
度
以
降
も

学
外

実
習

Ⅲ
は

継
続

す
る

が
、

企

業
に
対
し
て
、
制
度
を

再
度

紹
介

す
る

と
と

も
に
、
今

後
の
利
用
状
況
等
に

応
じ

て
、
実

施
方

法
を

適
宜

検
討

す
る
。
 

9
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

③
修

士
国

内
学

外
実

習
の

今
後

の
実

施
方

法
を

検
討
す
る
。
 

 ＜
指
摘
事
項
＞
 

修
士
学
外
実
習
に
関
し
て
も
、
有
名
無
実
化
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
を
残
し
て
お
く
よ
り
は

廃
止
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

2
0
2
4
年
度
よ
り
運
用
を
一
部
見
直
し

、
｢
実
施
時
期

の
限
定
の
解
除
(
7
～
9
月
→
通
年
可
)
｣
お
よ
び
｢
実
施

期
間
の
柔
軟
化
(
7
時
間
×

20
日
→
1
40

時
間
以
上
)
｣

を
実
施
し
た
が
、
希
望
者
は
い
な
か
っ
た
。
 

企
業
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

時
期

が
重

な
る

た
め
、

希
望

者
が

少
な

い
こ

と
も

原
因

の
一

つ
だ

と
考
え
る
。
 

○
 

－
 

％
 

2
0
2
4

年
は

運
用

見
直

し
の

初
年

度
で

あ
る

た
め

、

2
0
2
5

年
度

も
同

様
の

運
用

を
継

続
す

る
こ

と
と

す

る
。
そ
の
結
果
を
ふ

ま
え

、
2
0
2
6
年
度

以
降

の
方

針

を
再
度
検
討
す
る
。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：学外実習委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：岩田 直高 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等が

あれば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1）①学外実習Ⅱ(Ⅲ)では、受け入れ不可となる企業が複数ある中、前年と比較して 10

名の枠増加に対応できたことは評価できる。③「来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計

画」に既に挙げられているが、学生増加への対応を教員の増員で対応することは、負荷の増大

と受け入れ人数増(減)緊急時の弾力性を欠くことにならないかと危惧される。No.3 で示された

対応の継続は必須ではあるが、受け入れしている企業とのさらなる密接な関係を築き、受け入

れ人数増(減)の弾力性を上げる実際的な対応が良いと感じる。 

 

（№ 3）①本学の知名度が高まりつつある現在は、大学から企業への働きかけが有効ではない

かと考える。学外実習委員会名より学長名や法人名で働きかけるなど、企業への訴求が高まる

方法や法人ルートなどを試行しても良いのではと考える。 

 

（№ 6）①「合理的配慮」への対応を進めていることは評価できる。手続きは確定したのか、

また学内の活動と照らして妥当なものかなど、社会の動きとも連動した継続した検証をお願い

する。 

 

（№ 9）①「修士国内学外実習」は、その意義を明確化して、合致した申請に対しては柔軟な

運用に加えて十分な支援が行えるのか、検討をお願いする。 ｘ 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

社会連携・社会貢献の推進に関しては学外(企業)との関わり合いが直接的な委員会であるこ

とから、大学の目指すところに沿った実習意義を企業と学生に対して(それぞれ採用や就職の視

点から離れた)説明の継続が必要と感じる。 
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大学評価委員会による確認 

 

（№ ５）①受け入れ企業の開拓が重要であることは言うまでもないが、それに加え、マンネ

リ化しつつある学外実習の目的やテーマを点検し、シラバスを改訂したことや、学生のモチベ

ーション向上を図るために事前指導の中身を変えたことは、大きな一歩であると言ってよい。 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：学外実習委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：下田昌利 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

体験的教育の柱の１つである“学外実習科目”を継続、推進する本委員会の活動は本学の建学

の理念、目的に十分合致している。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

 協力企業の確保と学生への本実習の意義の浸透、及び実習の遂行に務めており、役割と方針に

合致した活動を行っている。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

実習先の確保と懸念学生の増加に対応しながら学外実習の継続に尽力されている。その対応に

も限界があると思われるため、制度を含めた一層の柔軟な解決策の検討が必要ではないか。 

マンネリ化を含め実習内容に企業間で温度差が生じてきているように感じる。新たな企業の開

拓により、その温度差が広がることが懸念される。実習内容の改善のためのフィードバックに

おいて、改善への強い要望は難しい所ではあるが、他企業の実習内容の紹介等を通し、改善を

働き掛けてはどうか。新たな実習先企業にも参考になると思われる。 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
3
月
 
3
日

 

2
0
24

年
度

（
 
博

士
課

程
委

員
会
 
）
委

員
会
等

方
針
点

検
表

＜
期
末
点

検
＞

 
（
委
員
長
 
竹
内
恒
博
教
授
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容
お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み

課
題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

教
育

1
0
-
2
-
1 

 
 

 
 

1
.教

養
教

育
の

明
確
化
・体

系
化

 

①
博

士
学

生
が

修
士
科
目
「
科
学
・
技
術
と
人
間
・

社
会

」
を
聴

講
す
る
枠
組
み
の
検
討
 

②
個

別
履

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
教
養
学
修
指
定
の
検

討
 

①
「

科
学

・
技

術
と

人
間
・

社
会

」
を

積
極
的

に
聴

講
す
る
こ
と
を
推
奨
す

る
。
今

後
は

学
部
・
修

士
の

教
養

教
育

体
系

の
検

討
結

果
を

待
っ

て
検

討
す

る

方
針
と
し
た

。
 

②
委

員
会
で

意
見

交
換

を
行

い
、

日
本

人
学
生

に
つ

い
て
は
「
科
学
・
技
術

と
人

間
・
社

会
」
の

聴
講
、

外
国
人
学
生
に
つ
い
て
は

i
P
l
a
za

を
活
用

し
て
教

養
教
育
を
行
う
方
針
を
決

定
し

た
。

2
5

年
度

中
に

計
画
し
、
2
6
年
度
か
ら

の
開
始

を
目
指

す
。
 

 ①
対

応
と
方

針
を
決

定
で
き

た
。
 

②
対

応
と
方

針
を
決

定
で
き

た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

 ①
学

生
へ
の

聴
講
案

内
を
行
う
（
委
員
会
と
し
て
の
取
り

組
み

は
完
了
）
 

②
2
6

年
度

か
ら

の
開
始
に
向
け
て
、
日
本
人
・
外
国
人

学
生

に
対
し

て
の
教
養
教
育
の
方
法

を
計
画
す
る
。
 

2
 

教
育

1
3
-
2
-
1 

 
 

 
 

2
.個

性
や
強
み
を
尊
重
す
る
教
育
風
土

 

博
士
学
生
の

個
別
履

修
プ
ロ
グ

ラ
ム
で

指
定
す

る

教
育
内
容
の
点
検
 

個
別

履
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

帳
票

を
整

理
し

た
。

そ
の

際
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
立
案

の
際

に
は

、
対

象
学

生
の

現

状
を

見
て

、
必

要
な
分

野
の
能

力
伸

長
を

目
指

す
内

容
で

構
成

す
る

こ
と
を

再
確
認

し
た

。
同

時
に
副

指

導
教

員
の

選
任

ル
ー
ル

も
確

認
し

、
教

育
体

制
の

整

備
も
行
っ
た

。
 

 個
別

履
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
学

生
単

位
で

作
成

す
る

教
育

計
画

で
あ

り
、

学
生

の
個

性
や

強
み

を
尊

重
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

博
士

に
ふ

さ
わ

し
い

よ
り

高
度

な
汎

用
的

能
力

を
培

う
制

度
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た
。
 

○
 

1
0
0 

％
 

 引
き

続
き
、
委
員

会
で
確
認
し
た
認
識
の
下
で
個
別
履
修

プ
ロ
グ

ラ
ム

の
活

用
を

行
う

。
個

別
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
用

い
た

教
育

に
つ
い

て
は

常
に

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

を
意

識
し

、
必
要

に
応

じ
て

意
見

交
換

を
行

う
。

（
委
員

会
方
針

と
し
て
の
取
り
組
み
は
完
了
）
 

3
 

(
1
)
研

究

5
-
1
-
1 

 

(
2
)
研

究
 

5
-
2
-
1 

 

(
3
)
研

究
 

5
-
3
-
1 

 
 

 
 

3
.優

秀
な
博

士
学
生
が
集
う
研
究
環
境
構
築

 

(
1
)
博
士
育
成
の
た
め
の

F
D
促
進
と
研
究
指
導
の

質
向
上
 

①
全
学
教

員
で
の
指
導
体
制
の
細
部
運
用
策
定
 

②
D
P
や
論

文
審
査
基
準
に
照
ら
し
た
発
表
会

の
指
導

（
評
価
項
目
・
評
価
方
法
の
点
検
）
 

③
研
究
発
表
会
の
実
施
方
法
の
改
善
案
の
素

案
作
成
 

 (
1
)
①
中
間
発
表
を
専
攻
別

で
開
催

し
、
指

導
の
充

実

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
決

定
し

た
。
 

②
各

基
準
を

意
識

し
た

指
導

が
行

わ
れ

て
い
る

こ
と

を
確
認
し
た
。
今
後

、
各
項

目
を
さ

ら
に
意

識
で
き

る
よ
う
発
表
会
進
行
表

に
各

項
目
を

記
載
す

る
。
 

③
①
に
同
じ
 

 

 (
1
)
①

③
中

間
発

表
を

専
攻

の
教

員
全

員
で

確
認

す
る

こ
と

で
、
よ

り
多

様
な
視

点
か
ら

の
学
生
指

導
を

行

う
環

境
を
整

え
る
こ

と
が
で

き
た
。
ま
た

、
博
士

学

生
を

全
学
教

員
が
指

導
す
る

体
制
を
整

え
た

（
対
象

学
生
が
い
な
か
っ
た
た
め
実
施
は

2
5
年
度
に
な
る
）
。
 

②
現

在
の

指
導
が

適
切

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
、

今

後
さ

ら
に
充

実
さ
せ

る
方
策

を
決
定
し

た
。
 

○
 

4
0
 

％
 

 (
1
)
①

③
2
4

年
度

中
に

は
対

象
学

生
が

い
な

か
っ

た
た

め
、

2
5

年
度

よ
り

新
し
い
仕
組

み
の
運
用
が
開

始
さ

れ
る

。
指

導
の

質
が

確
保

さ
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。
 

②
引

き
続
き

各
基
準
に
基
づ
い
た
指
導
を
行
い
、
必
要

に

応
じ

て
随
時
意

見
交
換
を
行
う
。
（
委
員
会
方
針
と
し
て

の
取

り
組
み

は
完
了
）
 

(
2
)
博
士
学
生
間
の
交
流
促
進
 

 
i
P
l
a
z
a
や

T
i
-
H
o
u
se

に
お
け
る
博
士
学
生
、

留
学
生
、
研
究
員
等
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

の
交
流
会
の
開
催
 

 

(
2
)
学

内
若

手
研

究
者

の
集

ま
り

を
博

士
学

生
に

展

開
。
前
期

2
回
(
M
e
et
U
p
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

、
サ

マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
フ
ェ
ア
ウ
ェ

ル
パ

ー
テ

ィ
ー

)
・

後
期

1

回
（
M
e
e
t
U
P
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）

。
ま

た
、

交
流

促

進
の

た
め

中
間

発
表

へ
他

の
博

士
学

生
が

参
加

で

き
る
よ
う
に
制
度
を
変

更
し

た
。
 

(
2
)
i
P
l
a
za

を
利
用

し
て
定

期
的
な

交
流
機

会
を

設

け
て

い
る
。
中
間

発
表
を

他
博
士

学
生
が

聴
講
で

き

る
仕

組
み

を
作

っ
た

こ
と

に
よ

り
交

流
機

会
を

増

や
す

こ
と
が

で
き
た
（

実
施

は
来
年

度
か
ら
）

。
 

 

○
 

1
5
 

％
 

(
2
)
引

き
続

き
学

内
交

流
の

機
会

に
つ

い
て

案
内

を
行

う
。
新

し
く
始

ま
る
海
外
学
会
活
動
等
助
成
制
度
の
利
用

を
促

す
こ
と

で
、
学

外
で
の
交
流

活
動
を
推
奨
す
る
。
ま

た
、
国
際

化
推

進
G
等
の
関
連
部
署
と
連
携
し
、
継
続

的

な
運

用
の
可

能
性
を

検
討
す
る
。
 

 

(
3
)
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
を
見
据
え
た
博
士
研
究
指
導

の
在
り
方

検
討
、
体
系
整
理
と
実
施
 

 
①
博
士
学
外
実
習
、
メ
ン
タ
ー
制
度
、
企
業
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
資
す

る
制
度
の
整
理
、
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
と
具

体
案
の
策
定

 

(
3
)・

課
程
開
設
後
か
ら
今
ま

で
の

修
了
生

現
職
情

報

を
整

理
し

た
。

そ
の

結
果

、
本

学
修

了
生

は
、

産
業

界
・

ア
カ

デ
ミ

ア
の
双

方
に
偏

る
こ

と
な

く
キ

ャ
リ

ア
を

形
成

し
て

い
る

こ
と

と
、

今
ま

で
の

実
績
で

は

留
学
生
は
母
国
就
職
が
多
い

傾
向
を

把
握
し

た
。
 

・
学

内
の

合
同

企
業

説
明
会

を
博

士
学

生
に
も

案
内

し
た
。
留
学
生
が
全
員

参
加

し
た
。
 

・
ア

カ
デ
ミ

ア
就
職

を
希
望

す
る

学
生

の
キ
ャ

リ
ア

パ
ス
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
博

士
TA

実
習
で

学
生
が
担
当
で
き
る

業
務
を

増
や
し

た
。
 

(
3
)
・

今
ま

で
の

修
了

生
か

ら
本

学
の

傾
向

を
分

析

し
、
支

援
の
在

り
方
に

つ
い
て
意

見
交

換
が
で

き

た
。
 

・
合

同
企

業
説

明
会

を
博

士
学

生
に

も
展

開
し

た
こ

と
で
、
特

に
留

学
生
に

日
本
で

の
就
職

に
必
要

な
情

報
に

触
れ
る

機
会
を

設
け
る

こ
と
が

で
き
た
。
一

方

で
そ

れ
以

外
の

具
体

的
な

支
援

に
は

至
っ

て
い

な

い
。
 

・
博

士
T
A
実

習
の
担

当
業
務

拡
大
を

行
い
、
プ

レ
F
D

を
強

化
で
き

た
。
 

△
 

2
0
 

％
 

(
3
) 

・
日
本

就
職
を

希
望
す
る
留
学

生
の
支
援
制
度
を
検
討

す

る
。
 

・
メ

ン
タ
ー

制
度
の

点
検
を
行
う
。
 

4
 

(
1
)
研
究

6
-
1
-
1 

6
-
2
-
1 

 
 

 
 

4
.「
汎
用
力
」育

成
に
つ
な
が
る
研
究
活
動
の
拡
充

 

(
1
)
取

り
組

み
の

実
践

と
教

員
個

々
の

取
り

組
み

を
情
報
共
有
 

本
課

程
で

は
、

研
究

に
取

り
組

み
、

研
究

力
を
向

上

さ
せ

る
こ

と
や

、
他
分

野
の
教

員
も

参
加

し
た

複
数

回
の

研
究

発
表

に
よ

り
、

汎
用

力
・

創
造

力
を

育
成

し
て
い
る
こ
と
を
委
員
会
と

し
て
確

認
し
た

。
(現

在

の
指

導
体

制
で

適
切
に

行
え
て

お
り

、
博

士
課
程

委

員
会
と
し
て

個
別
の
対
応
は

不
要
と

考
え
ら

れ
る
）
 

委
員

会
と

し
て

、
現

行
の

指
導

方
法
が

汎
用

性
・

創

造
力

を
育

成
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、

こ
れ

を
継
続

す
る
こ

と
を
確

認
し
た

。
 

○
 

1
0
0 

％
 

必
要

に
応
じ

て
汎
用

力
・
創

造
力

育
成
に
つ
な
が
る
研
究

や
教

育
を

行
う

こ
と

を
観
点

に
意

見
交

換
を

行
う

（
委

員
会

方
針
と

し
て
の
取
り
組
み
は
完
了
）
 

50



 

(
2
)
研

究
 

6
-
1
-
2 

6
-
2
-
2 

 
 

 
 

(
2
)
豊
田
工
大
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
の
と
り
ま
と
め
、

冊
子
の
作

成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

 
－

 
－

 
－

 
－

 
％

 

2
0
2
8
年
度
に
実
施

予
定

 

（
学

部
・
修

士
の
取

り
組

み
に
つ

い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ

た

も
の
と
合
わ
せ
て
公
開
す

る
）  

5
 

国
際

化

1
-
3
-
1 

 
 

 
 

5
.学

生
一
人

ひ
と
り
の
国
際
化

 

①
修
士
・

博
士
一
貫

教
育
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
学

外
実

習
の
在
り
方
点
検
 

②
留
学
生
・

社
会
人

学
生
の
海

外
で
の

学
会
発

表

支
援
制
度
の
検
討
 

 ①
2
3
年
度

に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
点
検

を
実
施

し
た
。
今

後
は
必
要
に
応
じ
て
意

見
交

換
を
行

う
。
 

②
博
士
学

生
全

員
を
対

象
に

し
た

学
会

活
動

等
助

成

制
度
を
立
ち
上
げ
た

。
（

2
5
年
度

よ
り
運

用
開
始

） 

 ①
2
3
年

度
に

点
検
を
完

了
。

そ
の
際
整

理
し

た
内
容

で
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
運

用
が
で

き
て
い

る
。
 

②
予

定
よ

り
早

く
学

会
活

動
等

の
制

度
を

立
ち

上
げ

ら
れ

た
。
 

○
 

3
0
 

％
 

 ①
引

き
続
き

運
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
交
換
を
行
う

（
委

員
会
と

し
て
の
取
り
組
み
は
完
了
）
 

②
こ

の
新
制

度
が
留
学
生
・
社
会
人
に
ど
の
程
度
利
用
が

広
が

る
か

を
検

証
し

、
国

際
化

推
進

へ
の

参
考

と
す

る
。
 

6
 

(
1
)
運
営

1
-
2
-
1 

(
2
)
運
営
 

1
-
2
-
2 

 
 

 
 

6
.優

秀
な
学

生
の
獲
得

 

(
1
)
学
内
の
進
学
希
望
者
確
保
と
海
外
協
定
校
と

の
交
流
強
化
に
よ
る
学
生
獲
得
 

 
①
履
修
ｶ
ﾞ
ｲﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ・

進
路
説
明
会
で
の
進
学
奨
励
 

 
②
国
際
化
推
進
委
員
会
に
よ
る
協
定
校
へ
の
活

動
継
続
 

6
.
 
(
1
)
①

履
修

ガ
イ

ダ
ン

ス
と

進
路

ガ
イ
ダ

ン
ス

に

て
博
士
進
学

の
紹
介
を

行
っ

た
。
博

士
進
学

イ
メ
ー

ジ
を
持
て
る

よ
う
修
了

生
に

登
壇
し

て
も
ら

っ
た
。

そ
の
他
に
も

、
新
し
い
取
り

組
み
と

し
て

3
月

末
に

博
士
学
生
と
の
座
談
会
開
催

を
予
定

し
て
い

る
。
 

②
協

定
校

へ
の

訪
問
（

ホ
ー
チ

ミ
ン

科
学

大
学
）

、

協
定

校
か

ら
の
教

職
員

の
受

入
れ

（
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン
大
学
・
中
興

大
学
・
ホ
ー

チ
ミ
ン
科

学
大

学
・

レ
ン

ヌ
大

学
）
を

継
続

し
て

実
施

。
ま

た
、

協
定

校
か
ら
の
短
期
留
学
生

を
積

極
的
に

受
入
れ

。
 

(
1
)
①

各
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
の

博
士

課
程

紹
介

は
学

内

の
博

士
課
程

知
名
度
向

上
に

つ
な
が

っ
て
い

る
。
さ

ら
に

具
体

的
に

進
学

を
検

討
す

る
学

生
を

対
象

と

し
た

座
談
会

を
開
催
す

る
こ

と
で
、
応
募

に
つ
な
が

る
一

連
の
流

れ
を
作

る
こ
と

が
で
き

た
。
入

学
者

数

は
2
3
年

度
3
名

、
2
4
年

度
5
名

と
増
加
基

調
に

あ

り
、

取
り
組

み
の
成

果
と
考

え
ら
れ

る
。
 

②
協

定
校

で
あ

る
ブ

ル
ゴ

ー
ニ

ュ
大

学
か

ら
、

博
士

課
程

へ
の
正

規
入
学

が
決
定
。
 

○
 

2
0
 

％
 

(
1
)
①

各
種

取
り
組

み
を
継
続
し
、
定
員
充
足
率

5
0％

を

目
指

す
。
 

②
協

定
校

へ
の

訪
問

お
よ

び
協

定
校

か
ら
の

教
職

員
の

受
入

れ
を
継

続
的
に
実

施
し
、
本

学
の

知
名
度

向
上
に

努
め

る
。
 

  

(
2
)
指
導
体
制
強
化
策
、
修
士
・
博
士
一
貫
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム

魅
力
向
上
に
よ
る
学
生
獲
得
 

①
准
教
授
に
よ
る
博
士
学
生
受
入
れ
促
進
、
博

士
学
生
の
全
学
指
導
体
制
の
推
進
 

    

②
修
士
・
博
士
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
（
魅

力
向
上
の

検
討
）

 

(
2
)
①
准
教
授

が
主
に
指
導

す
る
学

生
２
名

が
修
士
・
博

士
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

選
抜
に

合
格
し

た
。
そ

の
他
、
全
学
指
導
体
制
の

推
進

の
た
め

、
中

間
発
表

の
専
攻
別
開
催
化
を
決

定
し

た
。
ま
た

、
専

任
教
員

会
議
に
お
い
て
、
博
士
課
程

委
員
会

議
事
録
報

告
や

博
士
学
生
受
入
れ
の
呼

び
か

け
を
継

続
し
て

い
る
。

研
究

発
表

会
の

教
員

全
体

へ
の

公
開

も
続

け
て

お

り
、
参
加

教
員
を
増
や

し
、
幅

広
い

視
点
か

ら
の
質

疑
応
答
を
通
し
た
学
生
指
導

を
行
っ

て
い
る
（

発
表

会
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
は

教
員

の
F
D
活

動
で
も

あ
る
）
。
 

②
2
3
年
度
に
点
検
を
実
施
し
、

2
4
年

度
に

Ti
H
o
u
s
e

入
寮
ル
ー
ル

な
ど
、
制

度
一

部
変
更

を
実
施
し

た
。

2
4
年
度
の
一
貫

プ
ロ
グ

ラ
ム
選

抜
で
は

、
3
名

の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
合

格
し

た
。

2
5

年
度

の
プ

ロ

グ
ラ
ム
対
象
学
生
は

修
士
学

生
3
名

、
博

士
学

生
2

名
と
な
る
。
（
昨
年
度
修

士
学

生
2
名

、
博

士
学
生

1
名
）
 

(
2
)
①

修
博

一
貫
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
選

抜
に

、
准

教
授
指

導
の

学
生
が

２
名
合

格
し
た

こ
と
は

、
准

教
授
に

よ

る
博

士
学

生
受

入
れ

の
流

れ
が

で
き

た
と

評
価

で

き
る

。
他

に
、
中

間
発
表
を

専
攻

別
に
行

う
こ
と

を

決
定

し
た
こ

と
は
、
全
学

指
導
体

制
の
制

度
強
化
に

つ
な

が
り
、
最
終

的
に
は

優
秀
な
学

生
の

獲
得
に

つ

な
が

る
と
考

え
ら
れ

、
評
価

で
き
る

。
 

   ②
2
3
年
の

点
検
結

果
を
受

け
て
制

度
の
変

更
を
実

施

し
た

。
特

に
Ti
H
o
u
s
e
入
寮

を
希
望

制
と
し

つ
つ
、

希
望

者
は

優
先

入
寮

と
し

た
こ

と
は

学
生

に
と

っ

て
の

魅
力
向

上
に
つ

な
が
っ

た
と
思

わ
れ
る

。
准

教

授
の

博
士
受

入
れ
制

度
の
開

始
と
相

ま
っ
て

、
プ

ロ

グ
ラ

ム
志
願

者
を
増

や
す
こ

と
が
で

き
た
。
 

○
 

2
0
 

％
 

(
2
)
①

新
し

く
始

ま
る

中
間
発
表
の
専
攻
別
開
催
や
現
在

の
取

り
組
み

の
継
続

に
よ
り

、
全
学
指
導
体
制
を
推
進

し
、

学
生
の

継
続
的
な
獲
得

を
目
指

す
。
 

        ②
対

応
完

了
。

必
要

に
応

じ
て

随
時

意
見
交

換
を

行
う

（
委

員
会
方

針
と
し
て
の
取
り
組
み
は
完
了
）
 

8
 

運
営

3
-
3
-
1 

 
 

 
 

7
.教

員
が
教

育
と
研
究
に
専
心
で
き
る
時
間
確
保

 

学
生
研
究
発

表
会
の

運
営
方
法

見
直
し

検
討
（

博

士
課
程
委
員
の
負
荷
軽
減
）
 

中
間

発
表

を
専

攻
別
に

開
催
す

る
こ

と
と

し
た
。

ま

た
、

公
聴

会
の

運
営

方
法

見
直

し
を

行
い

、
公

聴
会

へ
の

博
士

課
程

委
員
会

委
員

の
参

加
を
自

由
参

加
と

し
た
。
 

中
間

発
表

を
専

攻
別

に
開

催
す

る
こ

と
で

 
委

員
の

負
荷

を
軽

減
し

た
。

ま
た

、
公

聴
会

参
加

を
自

由
に

す
る

こ
と

で
、

博
士

指
導

と
研

究
活

動
の

両
立
を

目

指
せ

る
よ
う

、
負
荷

を
緩
和
で

き
た

。
 

○
 

1
0
0 

％
 

今
期

決
定
の

方
法
で

運
用

を
行
う

。
必
要

に
応
じ

て
随

時
意

見
交

換
を

行
う
（

委
員

会
方

針
と

し
て

の
取

り
組

み
は

完
了
）
 

 
 

○
 

 
 

 

定
員

充
足

率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な

案
や

策
の
検

討
 

2
3
年
度
末
に
指
導
教
員
体
制

面
の

強
化
策

を
制
定

し

2
4
年
度
は
そ
の
運
用
を
行

っ
た

。
ま

た
、
2
3
年
中

に

修
士
・
博
士
一
貫
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
点
検

も
行
い

、

優
秀

な
学

生
の

獲
得

に
努

め
て

い
る

。
入

学
者
数

は

2
2
年
度

0
名
、
2
3
年
度

3
名

、
2
4
年

度
5
名

と
増

加

し
て
い
る
。
 

対
応

済
み
 

○
 

－
 

％
 

対
応

完
了
（

教
員

体
制
強
化
や
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
改

善
策

な
ど
の

新
し
く
始
ま
っ
て

い
る

施
策
を
実
行
す
る
。

随
時

意
見
交

換
を
行
う
）
 

 
 

○
 

 
 

 

物
質

以
外
の

分
野
で
の
博
士
学
生
の
確
保
 

学
生

募
集

を
進

め
て
い

る
ほ

か
、

教
員
体

制
面
の

強

化
策

を
実

施
し

て
、
分

野
の

偏
り

の
な

い
学

生
確

保

に
努
め
て
い
る
。
2
5
年
度

４
月
の

在
籍
者

予
定
者
は

極
限

材
料

専
攻

５
名
、

情
報
援

用
工

学
専

攻
８

名
。

長
年

入
学

者
の

い
な

か
っ

た
機

械
シ

ス
テ

ム
分

野

（
博

士
区

分
で

は
情

報
援

用
工

学
専

攻
）

の
教
員

が

指
導
す
る
学
生
も
１
名
入
学

予
定
。
 

対
応

済
み
 

○
 

－
 

％
 

対
応

完
了
（

教
員

体
制
強
化
や
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
改

善
策

な
ど
の
新

し
く

始
ま
っ
て

い
る

施
策
を
実
行
す
る
。

随
時

意
見
交

換
を
行
う
）
 

 
 

○
 

 
 

 

学
位

取
得

後
の
学
内
外
で
の
就
職
先
の
確
保
。
学
位

取
得

者
を

本
学
Ｐ
Ｄ
ま
た
は
助
教
と
し
て
採
用
す
る

方
法

・
基
準

等
の
明
確
化
。
 

2
3
年
度
修
了
者
５
名
す
べ

て
が
、

修
了
後

就
職
し

て

い
る
（
内
２
名
は
社
会
人

学
生

で
所
属

企
業
復

帰
）
。

2
4
年
度
満
了
退
学
す
る
学

生
２
名

も
就
職

先
が
決

定

し
て

い
る

。
就

職
先

確
保

は
行

わ
れ

て
い

る
と
考

え

ら
れ
る
。
Ｐ
Ｄ
・
助
教

に
関

す
る
事

項
に
つ

い
て
は

、

人
事
検
討
委
員
会
へ
申
し
送

っ
た
。
 

対
応

済
み
 

○
 

－
 

％
 

対
応
完

了
（

引
き

続
き

、
発

表
会

や
研

究
室

指
導
情

報

の
共
有

を
委

員
会

内
で

行
い

、
実

力
あ

る
学

生
を
輩

出

す
る

よ
う
取

り
組
む
）
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○
 

 
 

 

本
学

で
Ｐ

Ｄ
ま
た
は
助
教
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が

学
位

取
得

者
に
と
っ
て
魅
力
と
な
る
よ
う
な
状
況
の

整
備
 

直
近
修
了
者
が
出
た

2
3
年

度
で
は
、
学
位

取
得
者

の

就
職
先
は
、
本
学
Ｐ
Ｄ
就
職
２

名
、
助

教
就

職
１
名

、

所
属

企
業

復
帰

２
名

で
あ

り
、

本
学

で
の

就
職
が

修

了
者

の
選

択
肢

と
な

っ
て

い
る

。
本

委
員

会
と

し
て

は
課

題
点

は
な

い
と

考
え

る
が

、
本

指
摘

に
つ
い

て

は
、
人
事
検
討
委
員
会
へ
申

し
送
り

を
行
っ

た
。
 

対
応

済
み
 

○
 

－
 

％
 

対
応

完
了
 

 
 

○
 

 
 

 

博
士

学
生

の
D
C
1
,
D
C
2
申
請
・
採
択
状
況
の
整
理
と

学
振

獲
得
に

向
け
て
の
対
応
策
を
検
討
 

D
C
1
と

D
C
2
の
申
請
・
採
択
に

つ
い

て
は
状

況
を
研

究

支
援

部
に

て
把

握
し

、
関

係
者

お
よ

び
関

係
部

署
に

報
告

し
て

い
る

。
ま

た
、

対
象

学
生

に
対

し
て
、

申

請
書

の
書

き
方

の
展

開
や

、
提

出
さ

れ
た

申
請

書
の

サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る

。
2
4
年

度
は

D
C
1・

1
名
（

2
5

年
採
用
開
始

）
が
採
択
さ
れ

た
。
 

対
応

済
み
 

○
 

－
 

％
 

対
応
完

了
（

引
き

続
き

積
極

的
な

申
請

の
推

進
と
申

請

支
援

を
行
う
）
 

 
 

○
 

 
 

 

2
3
年

度
期

末
点
検
に
記
さ
れ
た
「
修
士
・
博
士
一
貫

教
育

プ
ロ

グ
ラ
ム
制
度
の
選
抜
試
験
の
点
検
」
に
つ

い
て

、
「

何
を
検
討
し
て
」
「
な
ぜ
変
更
な
し
と
な

っ
た

か
」
と

い
っ
た
経
緯
が
明
確
で
な
い
。
 

出
願

資
格

と
選

抜
試

験
方

法
の

適
切

性
の

点
検
を

行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

制
度

利
用

者
が

制
度

に
ふ
さ

わ

し
い

実
力

を
持

っ
て

い
る

こ
と

と
、

意
欲

の
高
い

学

生
の

進
学

促
進

の
た

め
、

現
時

点
で

は
応

募
者
の

確

保
を

優
先

し
出

願
資

格
の

変
更

は
行

わ
な

い
こ
と

と

な
っ

た
。

（
選

抜
試

験
を

厳
正

に
行

い
制

度
の
レ

ベ

ル
を

担
保

す
る

。
）

選
抜

試
験

関
係

で
は

、
面
接

試

験
時

間
の

適
切

性
を

議
論

し
、

実
力

を
測

る
に
ふ

さ

わ
し

い
長

さ
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

、
変

更
な
し

と

し
た
。
た
だ
し
、
現
在
の
時

間
は
最

大
時
間

で
あ
り

、

状
況

に
よ

り
短

く
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
こ
と

を

確
認
し
た
。
 

左
記

に
て
対

応
完
了
 

○
 

－
 

％
 

対
応

完
了
 

 
 

○
 

 
 

 

2
3
年

度
期

末
点
検
に
つ
い
て
、
中
間
点
検
結
果
の
４

段
階

評
価
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。
 

4
段
階
評
価
を
下
に
記
載
す

る
。
現

状
説
明

等
に
つ

い

て
は
、
2
3
年
度
期
末
点
検
を
ご

参
照
。
 

指
摘
事
項
 

評
価
 

1
.
定
員
充
足
率
向
上
の

た
め

の
努
力

継
続
 

○
 

2
.
専
攻
分
野
の
偏
り
な

い
学

生
確
保

努
力
 

△
 

3
.
学
位
取
得
者
の

P
D
採
用

方
法
の

検
討
 

○
 

4
.
博
士
独
自
の

F
D
活
動
の

検
討
 

○
 

 

左
記

に
て
対

応
完
了
 

○
 

－
 

％
 

対
応

完
了
（

今
後
は
４
段
階
評
価
も
記
載
す
る
）
 

 
 

 
○

 
 

 

豊
田

中
央

研
究
所
か
ら
の
博
士
学
生
受
入
れ
が
途
切

れ
た

た
め

、
今
後
の
受
入
復
活
に
向
け
た
先
方
と
の

議
論

を
継
続

し
て
ほ
し
い
。
 

連
携

客
員

教
授

は
博

士
課

程
委

員
会

で
の

学
生
発

表

に
参

加
す

る
ほ

か
、

副
指

導
教

員
と

し
て

博
士
学

生

の
指

導
に

加
わ

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
派

遣
学
生

は

い
な

い
状

況
で

あ
る
。

学
生

の
派

遣
が

途
切

れ
た

状

態
で

あ
る

こ
と

は
、
本

学
連

携
部

署
の

研
究

支
援

部

お
よ

び
豊

田
中

央
研

究
所

の
連

携
窓

口
部

署
が

と
も

に
課

題
認

識
を

し
て

い
る

。
今

後
の

教
育

研
究
連

携

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す

る
た
め

、
2
02
4
年
度

末

に
担

当
部

署
同

士
が

意
見

交
換

す
る

機
会

が
予

定
さ

れ
て
い
る
。
 

具
体
的

な
対

応
策

や
方

針
に

つ
い

て
検

討
中

。
引

き
続
き
検
討
の
必
要
あ
り
。
 

△
 

－
 

％
 

豊
田

中
央

研
究

所
と

本
学

の
両

者
に

と
っ

て
W
I
N
-
W
I
N

と
な

る
教

育
研

究
連

携
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検
討

を
進

め
、
博
士

学
生
の

派
遣
に
つ
い
て
も
引
き

続
き

相
談
し
て

い
く

。
 

 
 

 
○

 
 

 

定
員

充
足

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
日
本
人
・
外
国
人

を
含

め
、

良
い
就
職
が
出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構

築
し
て

ほ
し
い
。
 

キ
ャ

リ
ア

に
関

す
る

支
援

体
制

と
し

て
、

学
生
の

進

路
希

望
を

博
士

課
程

委
員

会
で

共
有

し
、

指
導
に

活

か
す

制
度

や
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

へ
の

参
加
制

度

な
ど

を
設

け
る

な
ど
を

行
い
、

近
年

、
体

制
・

施
策

を
拡
充
し
て
い
る
。
 

ま
た

、
今

年
度

、
今

ま
で

の
修

了
者

の
現

職
情

報
を

委
員

会
と

し
て

確
認
・

共
有
し

た
。

学
位

取
得
後

は

全
員

が
就

職
し

て
お
り

、
修
了

直
後

に
キ

ャ
リ
ア

が

途
絶

え
る

状
況

に
は

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と
と

も

に
、

こ
の

情
報

を
在

籍
し

て
い

る
学

生
の

キ
ャ
リ

ア

教
育
の
参
考
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て

、
12

月

合
同

企
業

説
明

会
で

は
留

学
生

に
も

情
報

の
提
供

を

行
い

、
留

学
生

を
採

用
し

て
い

る
企

業
は

掲
示
板

に

そ
の

旨
を

明
示

し
て

も
ら

い
対

応
し

た
。

博
士
外

国

人
・
外
国
人

P
D
を
含
め

7
名

程
度
の

参
加
が

あ
っ
た
。 

修
了

者
の

就
職

先
は

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
と

、
委

員
会

と
し

て
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

拡
充

し
て

い
る

。
多

様
な

学
生

が
入

学
し

て
い

る
た

め
、

さ
ら

に
支

援
を

行
え

る
こ
と

が
な
い

か
を
検

討
す
る

必
要
が

あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

日
本

人
・
外

国
人

に
限
ら
ず
、
博
士
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
策

の
ニ

ー
ズ

・
方

法
を
議

論
す

る
。

（
委

員
会
方

針

３
（

３
）
と

合
わ
せ

て
検
討
す
る
）
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：博士課程委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：小門 憲太 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№1） 

③本項目では博士課程学生に何を習得してほしいのかを明確化する必要があると考える。中期

プランにおいては次世代文明センターと連携することが計画されているが、これまでどのよう

な協議が行われてきたのか。教養教育という意味では次世代文明センター主催の講演会などの

受講を促すことも望ましく、長期的には単位化も視野に入れるべきと考える。本項目は中期プ

ランにおける取組スケジュールが 2024 年度のみとなっているが、達成度が 20%にも関わら

ず 4 段階評価が○であるのはどのようなご所存か。 

 

（№2） 

特になし。 

 

（№3） 

(1)(2)は特になし。 

(3)のアカデミア就職については、在学中は JSPS 特別研究員や JST・SPRING などの外部資

金への申請が肝要と思うが、採択状況などはどうなっているか。また、実際のアカデミア就職

に際しては、TA 業務拡大だけでなく国研や豊田中研、他大学などの研究機関との連携が強化

されることが望ましい。学生支援センターや研究支援部との連携が望まれる。本項目は中期プ

ランにおける取組スケジュールが 2025 年度までとなっており、早急な対策が必要である。 

 

（№4） 

特になし。 

 

（№5） 

特になし。 

 

（№6） 

特になし。 
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（№7） 

特になし。 

 

（№8） 

本学では論文予告発表→第一回審査委員会→第二回審査委員会→第三回審査委員会→博士論文

確認発表→公聴会、と非常に多段階(6 ヶ月以上の長期間)を経て公聴会に至るが、他大学では予

備審査会→公聴会、という簡素な流れ(2～3 ヶ月)が一般的であると思われる。本学の伝統を軽

んじるわけではないが、博士課程委員会委員の教員の時間確保のみならず博士課程学生の研究

時間の確保などの観点から、審査委員会回数の削減や予告発表と確認発表の一本化などを検討

すべきと考える。 

 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

「4 段階評価」と「中期プラン I の…達成度評価」の関係が不明であった。具体的には「○」な

のに「15%」のものがある一方で、「△」で「20%」のものもあった。中期プランに対する「達

成度評価」、それを取組スケジュールの年数で除した値と本年の達成度の進捗分を比しての「4

段階評価」ということなのであろうか(5 年計画だったら 1 年 15%でも○、2 年計画だったら

1 年 20%で△)。 

 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№1）博士学生が修士科目「科学•技術と人間•社会」を再聴講する枠組みにおいて，単位化

を考えるなら修士科目を含めた名称変更（A, B や 1，2 等）も必要になりますので，その際は

教務とも連携して設計して下さい． 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：博士課程委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：下田昌利 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

創造的で高度な専門性を有した国際的に十分活躍できる技術者・研究者の育成を担う本委員会

の活動は研究者として自立して研究活動を行い、高度な研究能力と基礎となる豊かな学識を培

う人材を育成する本学の建学の理念、目的に合致している。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

優秀な学生の確保と育成のための方策を検討、実施するとともに、博士課程の研究・教育を推

進しており、本委員会の役割・方針に合致している。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

教養教育や教育風土、研究環境、学生の国際化、優秀な学生の確保等に関わる多くの活動が計

画されており、無理のない範囲で着実に実行して頂きたい。自己評価の低い活動の強化が望ま

れる。 

「科学•技術と人間•社会」の再聴講の教育効果は大きいように思われるが、現状での単位化

は難しいので、教務的な工夫が必要である。連携校への訪問等は国際化推進委員会や教務委員

会と連携して効率的、効果的に進めて頂きたい。 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

2
月

2
1
日

 

2
0
24

年
度

（
大

学
評

価
委

員
会

）
委
員
会

等
方
針

点
検
表

＜
期

末
点
検
＞

 
（
委
員
長
 
 
本
山
 
幸
弘

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

 
○
 

○
 

〇
 

 

自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
 

 以
下
の
取
り
組
み
を

2
0
2
3
年
度
期
末
点
検
お
よ

び
2
0
2
4
年
度

中
間
点
検
で
も
継
続
し
て
実
施
す

る
。
 

①
各

委
員

会
等

か
ら

提
出

さ
れ

た
方

針
点

検
表

の
レ
ビ
ュ

ー
を
担
当
者
に
依
頼
す
る
。
 

 ②
レ
ビ
ュ
ー
が
終
了
次
第
、
内
部
質
保
証
委
員
会

に
結
果
を
報
告
す
る
。
 

 

①
2
0
2
3
年
度
期
末
点
検
に
て
、
レ
ビ
ュ
ー
担
当
者
の

割
り
当
て
を
再
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
一
部
変

更
し
た
。
 

2
0
2
4
年
度
期
末
点
検
か

ら
レ
ビ
ュ
ー
担
当
対
象
者

を
見
直
し
、
委
員
会
等
の
所
属
経
験
に
関
わ
ら
ず

、

大
学
評
価
委
員
会
委
員
・

内
部
質
保
証
委
員
会
委

員
を
除
く
教
授
・
准
教
授

・
講
師
・
助
教
（
そ
れ

ぞ
れ
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

を
除
く
）
お
よ
び
特
任

教
員
に
依
頼
（
た
だ
し
主

要
な
委
員
会
（
教
務
委

員
会
・
学
生
委
員
会
・
研
究
推
進
･産

学
連
携
委
員

会
・
博
士
課
程
委
員
会
）

は
、
教
授
に
依
頼
）
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

 ②
2
0
2
3
年
度
委
員
会
等
方
針
点
検
表

(
期
末
点
検
)
の

確
認
作
業
を
行
い
、
内
部

質
保
証
委
員
会
へ
申
し

送
っ
た
。
ま
た

2
0
2
4
年

度
期
末
点
検
か
ら
は
大
学

評
価
委
員
会
の
確
認
方
法

を
見
直
し
、
大
学
評
価

委
員

会
委

員
ご

と
に

担
当

委
員

会
等

を
割

り
振

り
、
各
担
当
委
員
が
補
足

を
追
記
し
た
後
に
委
員

長
が
全
委
員
会
を
確
認
し

、
大
学
評
価
委
員
会
で

審
議
の
う
え
、
内
部
質
保

証
委
員
会
に
申
し
送
る

こ
と
と
し
た
。
 

 ＜
点
検
頻
度
の

見
直
し
＞
 

2
0
2
4
年
度
か
ら

委
員
会
等
方
針
点
検
を
「
年

2
回

（
中
間
・
期
末
）
」
か
ら

「
年
１
回
（
期
末
）
」

に
変
更
し
、
内
部
質
保
証

委
員
会
お
よ
び
大
学
評

価
委
員
会
が
行
う
点
検
の
頻
度
を
「
年

2
回
（
中

間
・
期
末
）
」
か
ら
「
年

１
回
（
期
末
）
」
に
変

更
し
た
。
 

 

＜
点
検
時
期
の
見
直
し
＞
 

委
員
会
等
方
針
点
検
の
時
期
を
見
直
し
、
2
0
24

年

度
は
例
年
よ
り
時
期
を
早

め
、
1
か
月
前
倒
し
す

る
こ
と
と
し
た
。
 

 

＜
各
様
式
の
見
直
し
＞
 

・
2
0
2
4
年
度
期
末
点
検
か
ら

委
員
会
等
方
針
点
検
表

の
様
式
を
見
直
し
、
中
期

プ
ラ
ン
の
項
目
番
号
欄

と
中
期
プ
ラ
ン
の
達
成
度

評
価
欄
を
追
加
し
た
。

ま
た
「
確
認
シ
ー
ト
に
お

け
る
指
摘
事
項
」
「
内

部
質

保
証

委
員

会
で

の
確

認
す

べ
き

事
項

」
欄

は
、
”
○
“
印
を
記
入
す

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

多
数
あ
っ
た
注
記
を
別
紙

に
記
入
方
法
と
し
て
ま

・
自
己

点
検

・
評

価
の

プ
ロ

セ
ス

は
安

定
化

し
て

き
て
お
り
、
PD
C
A
を
着
実
に
回
す
こ
と
が
出
来

て
い
る
。
 

 ・
教
職

員
の

負
担

を
軽

減
し

つ
つ

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

点
検

・
評

価
が

で
き

る
よ

う
中

間
点

検
を

廃
止

し
た

。
な

お
、

自
主

的
に

中
間

点
検

を
行

な
っ

て
い

る
委

員
会

等
も

多
く

、
自

己
点

検
し

つ
つ

負
担

軽
減

も
で

き
て

い
る

と
考

え

る
。
 

 ・
委
員
会
等
方
針
点
検
表
の
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

2
0
2
4
年
度
期
末
点
検
か
ら
レ
ビ
ュ
ー
担
当
対
象

者
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
教
員

FD
と
し
て

専
任

教
員

会
議

で
の

説
明

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

経
験

の
少

な
い

委
員

会
等

の
レ

ビ
ュ

ー
が

円
滑

に
行

え
る

よ
う

、
各

委
員

会
等

の
過

去
資

料
と
第

4
期
認
証
評
価
「
評
価
の
視
点
」
を
参

考
と

し
て

提
供

す
る

予
定

。
な

お
、

レ
ビ

ュ
ー

担
当

者
に

つ
い

て
は

、
入

学
試

験
委

員
会

・
人

事
検

討
会

議
に

つ
い

て
も

主
要

な
委

員
会

で
あ

る
と

の
追

加
意

見
が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
2
0
2
4

年
度
期
末
点
検
は
教
授
・
特
任
教
授
に
依
頼
し

、

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
は

改
め

て
審

議
を

行

う
。
 

 ・
点
検
時
期
の
見
直
し
に
よ
り
、
20
2
4
年
度
点
検

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
例
年
よ
り

2
か
月

早
い

時
期

を
予

定
し

て
お

り
、

次
年

度
に

お
け

る
指

摘
事

項
へ

の
各

委
員

会
の

迅
速

な
対

応
を

促
す
こ
と
が
出
来
る
。
 

 ・
方
針

点
検

お
よ

び
内

部
質

保
証

委
員

会
か

ら
の

指
摘

事
項

を
委

員
会

等
の

活
動

の
改

善
要

素
と

し
て

意
識

づ
け

る
こ

と
を

目
的

に
、

委
員

会
等

方
針
点
検
表
の
様
式
を

2
0
2
3
年
度
期
末
点
検
時

に
変

更
し

た
。

そ
の

結
果

、
指

摘
事

項
へ

の
対

応
は

漏
れ

な
く

記
載

さ
れ

た
が

、
改

善
要

素
と

し
て

の
意

識
づ

け
は

充
分

と
は

言
え

ず
、

今
後

も
対
応
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
 

大
学

評
価

委
員

会
確

認
シ

ー
ト

の
指

摘
事

項
に

は
、

対
象

委
員

会
と

関
係

性
が

薄
い

事
項

や
実

行
困

難
な

分
量

の
指

摘
が

混
在

し
て

い
た

。
そ

こ
で

方
針

点
検

表
記

載
事

項
へ

の
指

摘
と

そ
の

○
 

－
 

％
 

以
下
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て

実
施

す
る

。
 

 ・
各
委
員
会
等
か
ら
提

出
さ

れ
た

方
針

点
検

表
の

レ
ビ

ュ
ー
担
当
者
に
依
頼

す
る

。
 

 ・
レ
ビ
ュ
ー
が
終
了
次

第
、
内

部
質
保

証
委

員
会

に
結

果
を
報
告
す
る
。
 

 ・
今
回
見
直
し
た
点
検

評
価

の
頻

度
・
時

期
・
プ

ロ
セ

ス
・
様
式
に
つ
い

て
結

果
を

検
証

し
、
必

要
で
あ

れ

ば
改
善
を
行
う
。
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と
め
た
。
 

・
2
0
2
4
年
度
期
末

点
検
か
ら
大
学
評
価
委
員
会
確
認

シ
ー
ト
様
式
を
見
直
し
、

「
①
委
員
会
等
方
針
点

検
表
記
載
事
項
へ
の
意
見

」
と
「
②
委
員
会
等
方

針
点
検
表
に
関
わ
ら
ず
、

該
当
委
員
会
活
動
に
つ

い
て
気
付
い
た
点
」
の
欄
を
設
け
た
。
 

 ＜
説
明
会
の
実
施
＞
 

第
4
期
大
学
認
証
評
価
と
委
員
会
等
方
針
点
検
表

に
つ
い
て
、
専
任
教
員
会

議
に
て
説
明
会
を
開
催

し
た
。
 

他
の

活
動

に
対

す
る

指
摘

を
区

別
す

る
様

式
変

更
、

お
よ

び
対

象
委

員
会

で
対

応
不

要
と

判
断

し
た

指
摘

事
項

は
方

針
点

検
表

へ
の

記
載

は
不

要
と

す
る

が
、

協
議

結
果

を
委

員
会

等
の

議
事

録
に
記
載
す
る
こ
と
を
教
員

FD
で
説
明
す
る
と

と
も
に
、
委
員
会
等
の
負
荷
を
低
減
し
た
。
 

ま
た

、
大

学
評

価
委

員
会

で
の

確
認

プ
ロ

セ
ス

も
見
直
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
 

2
 

 
○
 

 
○
 

 

認
証
評
価
に
関
す
る
対
応
 

 ①
「
大
学
評
価

結
果
」
に
お
け
る

改
善
課
題
へ
の

対
応

を
関

係
委

員
会

へ
申

し
送

る
だ

け
で

な

く
、
改
善
課

題
と
ま
で
は
な
ら
な
か
っ
た
点
に

つ
い
て
も
検
討
を
依
頼
す
る
。
 

 ②
今
回
の
受
審
に
際
し
、
実
施
し
た
一
連
の
対
応

（
点
検
評
価
報
告
書
の
作
成
、
実
地
調
査
準
備

な
ど
）
の
プ
ロ
セ
ス
や
資
料
を
整
理
し
、
第

4

期
認
証
評
価
に
役
立
て
る
。
 

 ③
引

き
続

き
大

学
認

証
評

価
に

関
す

る
情

報
収

集
を
行
う
。
 

 ④
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
践
例
を
蓄
積
す
る
。
 

①
改
善
課
題
へ
の
対
応
を
関
係

委
員
会
へ
申
し
送
る

だ
け
で
な
く
、
「
第

3
期
大
学
評
価
に
お
け
る
本

学
へ
の
指
摘
・
要
望
事
項
」
「
第

3
期
認
証
評
価

実
地
調
査
時
の
質
問
事
項

へ
の
対
応
」
を
取
り
ま

と
め
、
内
部
質
保
証
委
員

会
の
対
応
方
針
を
示
し

た
上
で
、
関
係
委
員
会
へ

申
し
送
っ
た
。
ま
た
、

各
委
員
会
で
の
対
応
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
事
項

へ
の
対
応
状
況

は
、
2
0
2
4
年
度
委
員
会
等
方
針
点

検
表
（
期
末
点
検
）
へ
の

記
載
を
依
頼
し
た
。
 

 ②
「
第

3
期
認
証
評
価
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
り
ま
と
め

表
」
を
作
成
し
、
受
審

に
際
し
て
の
プ
ロ
セ
ス
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
学
内
関
係
者
に
「
第

3
期

認
証
評
価
の
進
め
方
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

行
っ
た
。
 

 ③
大
学
基
準
協
会
ス
タ
デ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
事
例
報

告
会
等
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
 

 ④
委
員
会
等
方
針
点
検
表
を
通
じ
て

、
P
D
C
A
ｻｲ
ｸ
ﾙ
の

実
践
を
促
し
た
。
 

・
改
善

課
題

と
ま

で
は

な
ら

な
か

っ
た

点
に

つ
い

て
取

り
ま

と
め

て
申

し
送

る
こ

と
に

よ
り

、
関

係
委

員
会

の
改

善
活

動
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た
。
 

○
 

－
 

％
 

・
第

4
期
認
証
評
価
に

向
け

て
、
引
き

続
き

さ
ま

ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
情

報
収

集
に

努
め

、
展

開
し
て

い

く
。
ま
た
全
学
的
な
意

識
を

高
め

る
た

め
、
有
益
な

情
報
は
学
内
全
体

に
展
開
す

る
。
 

 ・
引
き
続
き

P
D
CA

サ
イ

ク
ル

の
実

践
例

を
蓄

積
す

る
。 

3
 

 
○
 

 
○
 

 

内
部
質
保
証
の
た
め
の
学
内
制
度
･組

織
の
整
備
 

 ①
継
続
的
に
点
検
し
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い

、
評

価
基

準
に

合
致

し
な

い
等

の
問

題
点

が
見

つ

か
れ
ば
改
善
す
る
。
毎
年
度
末
に
公
開
さ
れ
る

他
大
学

の
評

価
結
果

(
特
に

、
改

善
課

題
お

よ

び
是
正
勧
告
)も

参
考
に
す
る
。
 

 ②
委
員
会
等
方
針
の
点
検
時
に

I
R
資
料
を
活
用

す
る
よ
う
、
呼
び
掛
け
を
継
続
す
る
。
 

①
規
定
・
様
式
等
は
整
備
状
況

を
点
検
し
た
。
他
大

学
の
改
善
課
題
・
是
正
勧
告
を
「
第

3
期
大
学
評

価
に
お
け
る
他
大
学
の
指
摘
事
項
（
20
2
3
年
度
）
」

に
取
り
ま
と
め
、
関
連
委
員
会
へ
申
し
送
っ
た
。
 

 ②
2
0
2
4
年
度
委
員
会
等
方
針
点
検
表
作
成
時
に
、
I
R

資
料
を
活
用
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。
 

・
規
定

・
様

式
等

は
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で
き
た
。
 

 ・
I
R
資
料
の
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
が
、
依
然

と
し

て
多

く
な

い
。

ま
ず

は
部

署
ご

と
で

保
有

し
て

い
る

デ
ー

タ
の

共
有

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

本
学

の
よ

う
な

小
規

模
大

学
は

、
大

規
模

大
学

と
同

様
の

進
め

方
を

す
る

こ
と

は
必

ず
し

も
適
切
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
「
第

3

期
大

学
評

価
に

お
け

る
本

学
へ

の
指

摘
・

要
望

事
項

」
で

も
学

内
デ

ー
タ

を
包

括
的

に
整

理
・

活
用

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
大

学
と

し
て

方
向

性
を

決
定

し
、

対
応

を
進

め
る

必
要

が
あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

・
継
続
的
に
点
検
し
、
現

状
に

そ
ぐ

わ
な

い
、
評

価
基

準
に

合
致

し
な

い
等

の
問

題
点

が
見

つ
か

れ
ば

改

善
す
る
。
毎
年
度
末
に

公
開

さ
れ

る
他
大

学
の

評
価

結
果
(
特
に
、
改
善
課

題
お

よ
び

是
正

勧
告

)
も

参
考

に
す
る
。
 

 ・
I
R
に
つ
い
て
、
委

員
会

等
方

針
の
点

検
時

に
資

料

を
活

用
す

る
よ

う
呼

び
掛

け
を

継
続

す
る

と
と

も

に
、
内
部
質
保
証
委

員
会
に

お
い

て
対

応
の

方
向

性

を
決
定
す
る
よ
う
促

す
。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：大学評価委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：富沢真也 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№1）自己点検・評価の実施について：教員の負荷軽減や次年度への迅速な対応などの観点から、点検の

頻度・時期や各様式を見直し、各委員会の方針点検表の担当者へのレビュー依頼から内部室保証委員会へ

の結果報告のサイクルを滞りなく実施している。また、説明会を通して教員に周知して情報共有を図った

点は評価できる。 

（№2）認証評価に関する対応について：外部から認証評価に関する情報収集するとともに、学内関係者に

アンケートを実施し、次の認証評価に向けた準備に着手している点は評価できる。 

（№3）内部質保証のための学内制度や組織の整備について：他大学の改善課題や是正勧告の参考例を取り

まとめ、関連組織に周知し、情報共有に役立てている。一方、各委員会における IR 資料の活用については、

十分ではないように思われるため、必要性も含め今後の方針や具体的な案について検討する必要がある。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№1）点検表の書式変更に関し，レビュー担当者からの質問や記載ミスが見られたことから，

より丁寧な事前説明が必要である． 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：大学評価委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：吉村雅満 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

○自己点検評価に関して、点検方法の見直しを含めて、着々と実施している。今後はその効果を

検証し、さらに点検を進めてほしい。 

○第 4 期に向けての情報収集など着々と準備が進められている。 

○IR 資料は活用されているにもかかわらず、議事録などに残されていない場合が多い。呼びかけ

だけでは難しい気がするので、無理のない良策を考えてほしい。例えば各委員会等の議事録を

テンプレート化し、会議で利用した IR 情報を記入する欄を設けるなど、如何でしょうか。 

 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
２
月
１
３
日
 

2
0
24

年
度

（
 
国

際
化

推
進

委
員
会
 
 
）
委
員
会

等
方
針

点
検

表
＜
期
末

点
検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
 
神
谷
 
格
 
 
 
 
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

国
際

化
 

-
1
-
1
-
1 

◯
 

 
 

◯
 

学
生
一
人
ひ

と
り
の
国
際
化
 

全
学
生
に
海
外
派
遣
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
の
 

環
境
整
備
 

 [
１
・
２
年
次
]
 原

則
全
員
海
外
経
験
 

①
｢
海
外
英
語
演
習
｣
派
遣
先
の
拡
充
（
工
学
要
素

や
異

文
化

交
流

を
含

ん
だ

語
学

研
修

プ
ロ

グ

ラ
ム
実
施
機
関
の
開
拓
、
渡
航
費
支
援
と
学
費

増
額
の
可
能
性
検
討
）
 

②
本
学
主
催
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
機
関
主
催
も

含
め
、
留
学
・
海
外
派
遣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周

知
 

 

①
 

・
｢
海
外
英
語
演
習
｣
の
新

た
な
派
遣
先
の
視
察

・
 

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

（
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ

オ
工
科
大
学
）
 

・
2
0
2
5
年
度
分
の
国
際
連
携
推
進
費
の
見
直
し
時
に

学
部

海
外

英
語

演
習

向
け

の
渡

航
支

援
枠

を
拡

充
。
（
3
0
名
分
→
6
0
名
分
）
 

・
J
A
S
S
O
海
外
留
学
支
援
制

度
 
新
規

申
請
【
採
択
】
 

2
ヶ
月
分
を
受
給
で
き
る

よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
を
見
直
し
。
配
分
額
：
最
大

6
90

万
円
 

 ②
 

・
ホ
ー
チ
ミ
ン
科
学
大
学

サ
マ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の

外
部
機
関
主
催
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
掘
 

・
外
部
機
関
主
催
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
在
学
生
に
対
す
る

周
知
と
試
行
 

・
派
遣
の
可
能
性
の
あ
る

新
た
な
機
関
と
の
接
触
 

（
C
E
C
 
J
a
p
a
n、

W
i
t
h
 
th
e
 
W
o
r
l
d 
等
）
 

2
0
2
4
年
度
在
籍
学
生
の
学
部
在
学
中
の
海
外
渡
航
 

経
験
率
：
B
1
 1
2
.
6
％
、
B
2
 
1
7
.
1％

 

①
 

・
｢
全

員
海

外
経

験
｣
に
向

け
、
段

階
的

に
留

学
先

の
確
保
を
目
指
し
、
派
遣
先
を
選
定
で
き
た
。
 

・
学
生
負
担
を
軽
減
す
る
奨
学
金
を
確
保
で
き
た
。
 

 ②
 

・
現
時
点
で
可
能
な
努
力
は
行
っ
た
。
 

・
全
員

海
外

経
験

に
向

け
て

、
学

生
を

派
遣

可
能

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

拓
等

、
環

境
整

備
を

進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
 

◎
 

3
5
 

％
 

｢
全
員
海
外
経
験
｣
実

現
の

た
め

、
引

き
続

き
派

遣
先

の
開
拓
（
実
現
ま
で
の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
）
 

①
 

・
海
外
英
語
演
習
の
派
遣

先
は

、
よ

り
多

く
の

学
生

に
履
修
し
て
も
ら
う

た
め

、
学

生
の
希

望
に
合

っ

た
派
遣
先
を
開
拓

す
る
必

要
あ

り
。
 

（
欧
州
や
オ
セ
ア
ニ

ア
、
近

場
で
安

価
な

プ
ロ

グ

ラ
ム
 
等
）
 

・
お
お
よ
そ

1
学
年
の
学

生
分

(約
1
0
0
名

)の
受

入

れ
枠
の
開
拓
。
 

・
新
入
生
へ
の
意
識

啓
発
（

新
入
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
留
学

ガ
イ
ダ

ン
ス

実
施

）
 

・
学
生
の
海
外
渡
航

費
用

負
担

軽
減

の
検

討
 

 ②
 

・
国
際
化

3
-
1-
2
記
載
の

様
に

、
協

定
校

で
は

な
い

海
外
大
学
か
ら
の

コ
ン
タ

ク
ト

が
増

え
て

お
り

、

そ
の

中
に

は
派

遣
先

候
補

と
な

る
も

の
も

あ
る

の
で

、
こ

の
点

を
含

ん
で

連
携

の
可

能
性

を
探

る
。
 

2
 

国
際

化
 

-
1
-
1
-
2 

 
 

 
 

学
生
一
人
ひ

と
り
の
国
際
化
 

全
学
生
に
海
外
派
遣
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
の
 

環
境
整
備
 

 [
３
年
次
以
降
] 

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ス
ト
作
成
・
公
開
(
特
に

語
学
研
修
以
外
の
も
の
）
 

・
リ
ス
ト
作
成
・
公
開
を
実
施

す
る
と
共
に
、
随
時

更
新
、
ま
た
メ
ー
ル
に
て
学
生
へ
の
周
知
 

・
新
た
に

I
A
E
S
T
E（

S
T
E
M
分
野
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
会
員
登
録
を
す
る
こ
と
で

、

ヴ
ル
カ
ヌ
ス
に
加
え
、
本

学
の
学
生
も
参
加
可
能

な
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
 

（
た
だ
し
、
IA
E
S
T
E
に
よ
る
選
考
あ
り
）
 

・
ト
ラ
イ
ア
ル
派
遣
(
4
名
の
申
請
あ
り
)
を
実
施
し
、

適
切
な
渡
航
費
支
援
額
を
検
証
 

2
0
2
4
年
度
在
籍
学
生
の
学
部
在
学
中
の
海
外
渡
航
 

経
験
率
：
B
3
 1
6
.
5
％
、
B
4
 
1
2
.
4％

 

・
引
き
続
き
進
め
て
行
く
が
、
年
度
の
目
標
は
 

達
成
さ
れ
た
。
 

・
2
0
2
5
年
度
よ
り
実
装
予
定
の
渡
航
支
援
奨
学
金

制
度
の
方
向
性
を
定
め
た
。
 

 

◎
 

4
0
 

％
 

・
リ
ス
ト
作
成
・
更
新
（

拡
充

）
・

公
開

は
継

続
 

・
I
A
E
S
T
E
の
様
に

信
頼

で
き

る
留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参
加
の
検
討
。
 

・
学
生
へ
の
動
機
づ
け

の
た

め
、
ガ
イ

ダ
ン

ス
等

で
の

継
続
的
な
周
知
 

3
 

国
際

化
 

-
1
-
2
-
1 

 
 

 
◯
 

学
生
一
人
ひ

と
り
の
国
際
化
 

全
学
生
に
海
外
派
遣
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
の
 

環
境
整
備
 

 [
修
士
]
 半

数
以
上
を
海
外
派
遣
 

①
｢
修
士
海
外
学
外
実
習
｣
増
加
策
の
検
討
 

②
海
外
で
の
学
会
発
表
支
援
制
度
の
構
築
 

 

①
 

・
年
間
を
通
じ
て
随
時
申
請
を
受
付
け
 

（
希
望
者

8
名
、
う
ち

4
名
を
派
遣
）
 

・
選
考
面
接
に
て
、
研
究

留
学

の
目
的
の
明
確
化
・

確
認
を
し
っ
か
り
行
っ
た
。
 

・
物
価
上
昇
・
円
安
に
伴

い
、

渡
航
支
援
費
の
増
額

を
行
っ
た
。
 

2
0
2
4
年
度
在
籍
学
生
の
修
士
在
学
中
の
海
外
渡
航
 

経
験
率
：
M
1
 1
2
.
0
％
、
M
2
 
3
8
.
8％

 

①
 

・
実
習
参
加
者
増
加
策
は
計
画
通
り
進
め
た
。
 

・
人
数

は
多

く
な

い
も

の
の

、
一

定
数

を
確

保
で

き
た
。
 

 ②
 

・
海
外
で
の
学
会
発
表
支
援
制
度
は
未
着
手
。
 

（
博
士
学
生
向
け
の
学
会
発
表
支
援
制
度
の
 

運
用
状
況
を
見
て
か
ら
検
討
）
 

◯
 

2
0
 

％
 

①
 

・
修
士
海
外
実
習
は

研
究
の

進
捗

と
の

兼
ね

合
い

も

あ
り
、
無
理
な
く
、
柔

軟
な
制

度
の

構
築
・
運
営

を
目
指
す
。
（
現
状

、
制
度

的
に

は
概

ね
整

備
完

了
）
 

 ②
 

・
修

士
学

生
の
海

外
学
会

発
表

支
援
の

必
要
性

に
応

じ
て
、
制
度
の
構
築

を
検

討
 

60



 

4
 

国
際

化
 

-
1
-
4
-
1 

 
 

 
◯
 

学
生
一
人
ひ

と
り
の
国
際
化
 

｢
日

本
以

外
｣
を

日
常

の
中

で
体

感
す

る
機

会
の

具
体
化
 

 ①
i
P
l
a
z
a
に
て
定
期
的
な
交
流
会
の
実
施
 

②
T
i
-
H
o
u
s
e で

の
学
生
主
催
の
交
流
企
画
（
外
国

人
研
究
員
等
も
参
加
可
）
の
継
続
的
な
開
催
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
 

③
国

際
化

推
進

委
員

会
主

催
の

交
流

イ
ベ

ン
ト

の
実
施

 

①
 

・
2
0
2
4
年
度
よ
り
講
師
陣
を
一
新
。
講
師
の
多
国
籍

化
(
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
)
に
よ
り
、
多
様
な
英
語
の
レ
ッ
ス

ン
を
提
供
。
 

＊
学

生
の

参
加

者
数

(
延

べ
人

数
)
は

前
年

度
比

、

L
u
n
c
h
t
i
m
e 

C
h
a
t
t
i
ng
 
1
35
％
、

マ
ン

ツ
ー
マ

ン

英
会
話
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
若
干
増
 

・
E
x
c
u
r
s
i
o
n
や

D
i
s
c
o
ve
r
 
N
e
w
 C
u
l
t
u
r
e
 D
a
y
、

パ
ー
テ
ィ
ー
企
画
、
L
u
nc
h
t
i
m
e
 C
ha
t
t
i
n
g
等
へ

の
留
学
生
や
外
国
人
研
究
員
の
参
加
を
促
進
 

 ②
 

・
T
i
-
H
o
u
s
e
で
の
交
流
企

画
の
支
援
を
継
続
。
 

・
2
0
2
4
年
度

1
0
回
開
催
（
う
ち

8
回
に
支
援
）
 

※
上
記
と
は
別
に
、
T
i
-
Ho
u
s
e
を
利
用
し
た
研
究
室

内
の
国
際
交
流
企
画
は

7
回
開
催
 

 ③
 

・
国
際
化
委
員
会
主
催
の
年
一

回
の
海
外
出
身
者
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
の
他
、
半

年
に
一
回
の
懇
談
会
を

始
め
た
。
 

・
将
来
的
に
海
外
出
身
者
の
同
窓
会
名
簿
と
し
て
 

活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
 

①
 

・
留
学

生
や

外
国

人
研

究
員

も
積

極
的

に
参

加
し

て
お

り
、

学
内

で
の

国
際

交
流

を
活

性
化

で
き

た
。
 

 ②
 

・
寮
外

の
学

生
や

外
国

人
研

究
者

を
交

え
て

積
極

的
な
交
流
を
実
現
で
き
た

。
 

 ③
 

・
2
0
2
3
年
度
初
め
て
行
っ
た
委
員
会
主
催
の
パ
ー

テ
ィ
ー
は
年
１
回
で
定
例
化
し
た
。
 

・
こ
の
他
、
半
年
に
１
回

i
Pl
a
z
a
で
の
懇
談
会
を

始
め
た
が
、
ま
だ
参
加
者
は
少
な
い
。
 

 

◯
 

2
0
 

％
 

①
②
 

・
留
学
を
し
な
く
て
も

、
本

学
で

外
国

人
と

交
流

し
た

り
、
そ
の
文
化
を

知
っ

た
り
、
と

い
う

場
を

提
供

し

て
お
り
、
継
続
し

て
実
施

。
 

・
特
に

i
P
l
a
z
a
イ

ベ
ン
ト

で
は

研
究

員
等

の
知

的
好

奇
心
を
そ
そ
る
企
画

が
必

要
。
 

 ③
 

・
海

外
出

身
者
、

特
に
研

究
員

達
は
少

し
レ
ベ

ル
の

高
い
話
相
手
を
求

め
て
い

る
感

が
あ

り
、
本

学
（

日

本
人

）
の
教

職
員
、

研
究
員

、
博
士

学
生
な

ど
と

の
交
流
を
増
や
し

て
い
く

。
 

 

5
 

国
際

化
 

-
1
-
8
-
1 

 
 

 
 

学
生
一
人
ひ

と
り
の
国
際
化
 

来
る
べ
き
次
世
代
を
見
つ
め
て
、
本
学
の
外
国
語

教
育
の
目
的
を
検
討
す
る
 

 ・
｢
信
頼
関
係

構
築
（
相
手
が
言
う
こ
と
を
理
解

し
て
、
自
分
の
意
見
や
価
値
を
正
し
く
伝
え
る

こ
と
）
が
で

き
る
英
語
力
（
感
情
や
ユ
ー
モ
ア

も
含
む
）
｣
の
育
成

 

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学

生
よ
る
報
告
会
（
使

用
言
語
：
英
語
）
を
実
施
し
、

海
外
留
学
経
験
者
の

英
語
力
を
体
感
す
る
機
会
を
提
供
。
 

・
海
外
英
語
演
習
（
T
O
E
I
C
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト

を
試
行
導
入
）
 

・
修
士
海
外
学
外
実
習
 

・
協
定
校
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
中
興
大
、
泰
日
工
大
）
 

・
ヴ
ル
カ
ヌ
ス
 

・
自
主
留
学
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

海
外
留
学
経
験
者
の
英
語
力
の
向
上
が
課
題
。
 

ま
だ
ま
だ
学
生
の
レ
ベ
ル
は
低
い
。
 

△
 

1
5
 

％
 

・
引
き
続
き
英
語
力
向
上

が
必

要
。
 

・
2
0
2
5
年
度
の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
の

完
全

移
行

に

伴
い
、
新
英
語
科

目
の

効
果

と
併

せ
て

継
続

的
に

検

証
 

・
海
外
か
ら
の
来
訪
者
・
在

外
卒

業
生

な
ど

に
よ

る
講

演
・
交
流
の
機
会

の
検
討

・
実

施
を

継
続

。
 

 

6
 

国
際

化
 

-
2
-
2
-
1 

◯
 

 
 

◯
 

研
究
室
の
国

際
化
 

国
際
化
に
関
す
る
活
動
の
点
検
、
評
価
、
改
善
（
目

標
レ
ベ
ル
の
明
確
化
と
具
体
策
の
検
討
）
 

 ・
本
学
の
広
報
・
宣
伝
係
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
協
定
校
等
へ
の
働
き
か
け
実
施
 

 

・
本
学
出
身
者
・
滞
在
者
を
核

に
、
海
外
大
学
と
の

交
流
を
深
め
、
先
方
大
学

で
の
広
報
を
担
っ
て
貰

っ
て
い
る
。
 

・
本
学
卒
業
生
の
伝
手
か
ら
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
科
学
大

学
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
本
学
教
員
が
招
待
講

演
。
ま
た
、
企
業
紹
介
ブ

ー
ス
内
で
宣
伝
を
す
る

機
会
を
得
た
。
 

・
1
-
4
-
1
記
載
の
通
り
、
海
外
出
身

者
の
集
ま
り
を

開
催
。
 

・
留
学
生
受
入
れ
研
究
室
向
け
の
費
用
補
助
制
度
を
 

構
築
 

こ
の
数

年
間

の
協

定
校

訪
問

、
或

い
は

協
定

校
か

ら
の
来

訪
の

受
入

れ
を

続
け

て
き

た
結

果
、

少
し

ず
つ
協
定
校
で
の
本
学
に
対
す
る
認
識
が
向
上

。
 

◎
 

2
5
 

％
 

・
左
記
の
取
り
組
み
の
継

続
。
 

・
本
学
修
了
・
滞
在
者

達
が
母

国
に

戻
り

、
本
学

の
こ

と
を
知
ら
し
め
て

く
れ
て

お
り

、
こ
う

し
た

人
材

と

の
交
流
の
活
性
化
（
例

え
ば
、
メ

ー
ル
リ

ス
ト

構
築

、

同
窓
会
の
開
催

 
等

）
 

・
ま
た
、
連
携
大
学

訪
問

等
の

機
会

に
、
O
B
・

O
G
と

の
交
流
機
会
の
積

極
的
設

定
。
 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面

に
よ

る
協

定
校

で
の

説
明

会
等

の
実
施
。
 

・
留
学
生
受
入
れ
研

究
室

の
拡

大
 

7
 

国
際

化
 

-
3
-
1
-
1 

 
 

 
◯
 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
化
 

学
生
の
獲
得

、
留
学
先
と
し
て
ど
の
地
域
、
ど
の

大
学
と
連
携
し
て
い
く
の
か
の
明
確
化
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
 

 ・
協
定
校
訪

問
（
1
校
以
上
/
年
、
主
に
東
南
ア
ジ

ア
）

博
士

課
程

へ
の

入
学

生
を

誘
致

す
る

た

め
、
情
報
収

集
お
よ
び
協
定
校

教
職
員
（
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
）
と
の
連
携
体
制
の
構
築
 

 

・
こ
の
数
年
間
の
訪
問
を

経
て

、
東
南
ア
ジ
ア
の
複

数
校
と
は
連
携
関
係
が

強
化
さ
れ
、
メ
ー
ル
等
に

よ
る
連
絡
も
極
め
て
円

滑
化
さ
れ
た
。
同
時
に
、

教
員

・
事

務
局

と
も

積
極

的
に

動
い

て
貰

え
る

c
o
u
n
t
e
r
 
p
a
rt

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
始
め
た
。
 

・
今
年
度
は
来
訪
の
受
入
れ
に

重
点
を
置
く
た
め
、

協
定
校
へ
の
訪
問
は
ホ
ー

チ
ミ
ン
科
学
大
に
絞
っ

た
。
 

 

・
協
定

校
訪

問
は

１
校

に
留

ま
っ

た
が

、
そ

の
質

は
数

年
前

の
コ

ロ
ナ

禍
が

開
け

た
頃

よ
り

格
段

に
上
が
っ
て
お
り
、
2
年
目
と
な
る
｢ア

ジ
ア
協

定
校

奨
学

金
付

き
受

入
枠

｣
へ

の
申

請
数

も
大

幅
に
増
大
。
 

◎
 

2
5
 

％
 

・
協
定
校
訪
問
の
継
続

と
、
そ
の

機
会

を
利

用
し

、
O
B・

O
G
と
積
極
的
交
流

。
 

・
接
点
の
で
き
た

c
o
u
n
t
e
r
 
pa
r
t
と

メ
ー

ル
他

の
積

極
交
流
。
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8
 

国
際

化
 

-
3
-
1
-
2 

◯
 

 
 

 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
化
 

学
生
の
獲
得

、
留
学
先
と
し
て
ど
の
地
域
、
ど
の

大
学
と
連
携
し
て
い
く
の
か
の
明
確
化
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
 

 ・
協
定
校
か
ら
の
教
職
員
受
け
入
れ
（
2
校
以
上

/

年
、
招
待
含

む
）
実
際
に
本
学
の
研
究
環
境
を

確
認

す
る

こ
と

で
協

定
校

の
教

職
員

に
潜

在

的
な
P
R
要
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
協
定
校
で
の

本
学
知
名
度
・
印
象
を
向
上
、
ひ
い
て
は
留
学

生
の
誘
致
へ
つ
な
げ
る
。
 

 

協
定
校
か
ら
の

来
訪
：
 

＜
本
学
か
ら
招
聘
＞
 

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

(3
月
)
 
教
職
員
(
6
人
) 

＜
先
方
か
ら
の
希
望
で
来
訪
＞
 

中
興
大
学
(
4
月
)
 
教
員
・
学
生
(
5
名
) 

ﾎ
ｰ
ﾁ
ﾐ
ﾝ
科
学
大
学
(
1
0
月
)
 
教
員
・
学
生
(
3
名
) 

(
 
1
月

)
 
教
員
(
1
名
) 

レ
ン
ヌ
大
学
(1
1
月
)
 教

員
・
学
生
(
2
名
) 

・
特
に
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

か
ら
は
学
長
・
副
学

長
な
ど
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
来
訪
さ
れ
た
。
 

・
先
方
か
ら
希
望
し
て
来
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
出
て
き

た
。
 

 協
定
校
以
外
か
ら
の
来
訪
：
 

フ
ラ
ン
ス
職
業
訓
練
校

(4
月
) 

香
港
理
工
大
学
(
6
月
) 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ

ク
ト
リ
ア
州
総
督
(
1
0
月

) 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
M
a
p
u
a
大
学
(
1
1
月
) 

韓
国
・
昌
原
大
学
(
1
月
) 

マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ラ
工
科
大
学
(
3
月
) 

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
(3

月
) 

・
協
定

校
・

協
定

校
以

外
を

問
わ

ず
、

海
外

か
ら

の
訪

問
の

依
頼

が
続

い
て

お
り

、
可

能
な

限
り

受
入

れ
を

受
諾

し
、

本
学

の
知

名
度

・
印

象
の

向
上
に
努
め
た
。
 

・
協
定

校
の

ブ
ル

ゴ
ー

ニ
ュ

大
学

で
は

、
短

期
留

学
生
と
し
て
来
訪
し
た
学
生
が

2
0
2
5
年
度
に
本

学
の
博
士
課
程
へ
の
正
規
入
学
が
決
定
し
た
。
 

◎
 

2
5
 

％
 

・
引
き
続
き
来
訪
者
の
受

入
れ

を
行

う
。
 

・
特
に
協
定
校
か
ら
は

、
本

学
が

連
携

強
化

を
希

望
す

る
大
学
を
計
画
的
に

受
入

れ
 

（
2
0
2
5
年
度
は
ホ

ー
チ

ミ
ン

科
学

大
学

、
中

興
大

学
を
想
定
）
 

・
先
方
教
員
の
研
究
留
学

の
受

入
れ

制
度

を
検

討
し

、

実
現
に
つ
な
げ
る
。
（

国
際

交
流

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
の
一
環
）
 

9
 

国
際

化
 

-
3
-
2
-
1 

 
 

 
 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
化
 

学
生
の
獲
得

、
留
学
先
と
し
て
ど
の
地
域
、
ど
の

大
学
と
連
携
し
て
い
く
の
か
の
明
確
化
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
 

 ・
教
務
委
員
会
と
連
携
し
、
学
部
・
修
士
の
授
業

の
オ

ン
ラ

イ
ン

受
講

を
含

め
た

受
入

の
可

能

性
の
検
討
 

協
定
校
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
中

で
、
本
学
へ
の
留
学

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
の
受

講
の
希
望
が
増
え
て

い
る
。
 

先
方
が

日
本

語
の

授
業

で
納

得
す

る
場

合
、

前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
未
着
手
。
 

（
こ
れ

ま
で

履
修

に
十

分
な

日
本

語
力

を
有

す
る

留
学
生
を
受
け
入
れ
た
ケ
ー
ス
な
し
）
 

△
 

1
5
 

％
 

協
定
校
の
ニ
ー
ズ
を
再
確

認
し

、
必
要

に
応

じ
て

制
度

の
構
築
に
向
け
て
検
討
を

進
め

る
。
 

 

1
0
 

国
際
化
 

-
3
-
2
-
2 

 
 

 
◯
 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
化
 

学
生
の
獲
得

、
留
学
先
と
し
て
ど
の
地
域
、
ど
の

大
学
と
連
携
し
て
い
く
の
か
の
明
確
化
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
 

 ・
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
留
学
生
の
卒

業
後
の
定
着
に
向
け
た
企
業
（
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
等
）
と
の
受
け
入
れ
連
携
体
制
の
構
築
お
よ

び
滞
在
中
の
生
活
支
援
制
度
の
検
討
 

 

就
職
支
援
：
 

・
就
職
活
動
支
援
で
は
外
国
人

留
学
生
へ
合
同
企
業

説
明
会
(
1
2
月
開
催

)
へ
の
参
加
機
会
を
提
供
。
企

業
担
当
者
と
の
顔
つ
な
ぎ
を
実
施
。
 

・
愛
知
県
等
が
主
催
す
る

就
活

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

提
供
も
随
時
実
施
。
 

 生
活
支
援
：
 

・
滞
在
中
の
生
活
支
援
制
度
を

見
直
し
、
物
価
上
昇

に
対
応
し
た
奨
学
金
の
増
額
を
決
定
。
 

・
生
活
面
で
は
役
所
手
続

き
や

銀
行
口
座
開
設
、
病

院
受
診
等
の
個
別
サ
ポ

ー
ト
を
学
生
部
で
適
宜
対

応
。
 

就
職
支
援
：
 

・
現
時

点
で

就
職

活
動

を
行

っ
て

い
る

学
生

は
い

な
い
。
ま
た
、
博
士
学
生
・
P
D
研
究
員
の
就
職

支
援

は
専

門
性

が
関

わ
る

た
め

、
原

則
個

別
に

研
究
室
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
る
。
 

 生
活
支
援
：
 

・
日
常

生
活

に
支

障
の

出
な

い
レ

ベ
ル

の
生

活
面

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
で
き
て
い
る
 

◯
 

2
0
 

％
 

就
職
支
援
：
 

・
博
士
・
P
D
は
左

記
の

通
り

、
必

ず
し

も
学

生
支

援

セ
ン
タ
ー
が
行
う

の
に
相

応
し

く
無

い
が

、
将
来

を

見
込
ん
で
（
学
士
・
修

士
も

含
め

）
、
本

学
と
の

接

点
の
あ
る
企
業
に

打
診
を

し
て

い
く

。
 

・
今
後
、
日
本
で
の

就
職
希

望
者

が
発

生
し

た
際

に
情

報
提
供
で
き
る
よ
う

、
随

時
情

報
集

約
に

対
応

。
 

 生
活
支
援
：
 

・
区

役
所

や
銀

行
等

の
手

続
き

は
英

語
非

対
応

の
た

め
、
最
低
限
の
対

応
は
継

続
。
 

 

1
1
 

国
際
化
 

-
3
-
3
-
1 

◯
 

 
 

 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
化
 

学
生
の
獲
得

、
留
学
先
と
し
て
ど
の
地
域
、
ど
の

大
学
と
連
携
し
て
い
く
の
か
の
明
確
化
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
 

 ・
留
学
生
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
 

教
材
の
拡
充
 

・
来
日
前
の
日
本
語
準
備
教
育
の
整
備
 

 

・
本
学
の
既
存
の
日
本
語
教
室

（
毎
週
水
曜
午
後
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
）
に

加
え
、
外
部
機
関
が
実

施
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
受
講
可

能
な
日
本
語
学
校
や
日
本

語
教
材
の
情
報
を
集
約

し
、
来
日
前
の
留
学
生
へ
提
供
。
 

・
名
古
屋
市
内
で
受
講
可
能
な

日
本
語
学
校
の
情
報

を
集
約
し
、
来
日
後
の
留
学
生
へ
提
供
。
 

・
2
0
2
5
年
度
入
学
予
定
の

D
D
生
の
日
本
語
力
お
よ

び
学
習
状
況
を

把
握
し
、
指
導
教
員
と
相
談
の
上
、

本
学
か
ら
の
日
本
語
学
習

情
報
提
供
は
不
要
と
判

断
。
 

・
2
0
2
4
年
度
は

D
D
生
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
実
際

に
利

用
す

る
学

生
は

い
な

か
っ

た
が

、
留

学
生

へ
提
供
で
き
る
情
報
集
約
は
完
了
し
た
。
 

 

◯
 

2
0
 

％
 

希
望

は
あ

っ
て

も
日

本
語

学
校

に
通

う
こ

と
は

時
間

的
に
難
し
い
。
一
方
、
該

当
者

が
少

な
い

中
、
レ

ベ
ル

の
異

な
る

学
生

に
学

内
で

指
導

を
す

る
体

制
の

整
備

は
困
難
。
 

た
だ
し
、
日
本
語
で
の
講

義
を

受
講

す
る

D
D
生

に
つ

い
て
は
、
繁
忙
状
況

と
日
本

語
能

力
に

合
っ

た
日

本
語

学
習
ツ
ー
ル
の
開
拓

を
検

討
し

て
い

く
。
 

D
D
生
向
け
の
英
語
で

の
講

義
の

可
能

性
探

索
。
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1
2
 

 
 

 
 

 

学
生

へ
の

海
外

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
情

報
の

周
知

の
強
化
と
共
に
、
I
A
E
S
T
E

等
の
学
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
留
学
先
開
拓
を
行
う
。
 

「
国
際
化
-
1
-1
-
2
」
で
報

告
済
 

 

 
 

％
 

 

1
3
 

 
 

 
 

 

｢
原
則
全
員
、
学
部

1
･
2
年
次
に
海
外
で
の
生
活

を
経
験
｣
の
実
現
に
向
け
て
、
派
遣
先
を
開
拓
。
 

ま
た
、
学
生
へ
海
外
留
学
の
動
機
づ
け
を
促
す
た

め
、
外
部
の
留
学
企
画
を
含
め
情
報
を
集
約
し
た

資
料
を
作
成
。
 

「
国
際
化
-
1
-1
-
1
」
で
報

告
済
 

 

 
 

％
 

 

1
4
 

 
 

 
 

 

修
士
在
籍
中
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
修
士

海
外

学
外

実
習

の
形

態
に

こ
だ

わ
ら

な
い

新
た

な
形
態
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
検
討
。
 

修
士
海
外
学
外
実
習
の
条

件
（

内
容
・
期
間
）
を
満

た
す
米
国

N
N
C
I
施
設
利

用
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
学
生
に
対
し
、
修
士
海

外
学
外
実
習
と
し
て

単
位
認
定
。
 

修
士
海

外
学

外
実

習
は

原
則

、
指

導
教

員
が

派
遣

先
を
発

掘
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
学

生
が

自
主
的

に
海

外
渡

航
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
獲

得
し

て
き

た
場
合

も
本

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
統

合
す

る
こ

と
が
で
き
た
。
 

◯
 

 
％
 

過
去

に
は

ア
ラ

バ
マ

大
学

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

士
海

外
学

外
実

習
と

し
て

認
定

し
た

実
績
も
あ
る
。
 

今
後
も

N
N
C
I
施
設
利

用
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

だ
け

で
な

く
、

同
様

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

る
場

合
は

認
定

に
対

し
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い

く
。
 

1
5
 

 
 

 
 

 

本
学
の
知
名
度
・
認
知
向
上
を
目
的
と
し
た
協
定

校
へ
の
周
知
の
強
化
。
 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
に
よ
る
協
定
校
で
の
説
明

会
等
の
実

施
。
 

・
協
定
校
か
ら
の
教
職
員
招
聘
の
継
続
実
施
。
 

(
打
診
先
に
つ
い
て
は
要
選
別
) 

「
国
際
化
-
2
-2
-
1
」
で
報

告
済
 

 

 
 

％
 

 

1
6
 

 
 

 
 

 

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
の

対
面

実
施

継
続

と
企

画
の

充
実
 

当
面
、
休
止
を
決
定
済
 

本
学

の
知

名
度
向

上
に

大
き

く
寄

与
し

、
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

参
加
者

中
か

ら
留
学

希
望

者
が

出
て

き

た
。
 

◯
 

 
％
 

限
ら

れ
た

人
的

資
源

を
最

大
に

有
効

活
用

す
る

た
め

研
究
受
入
に
注
力
。
 

1
7
 

 
 

 
 

 
来
訪
者
・
在
外

卒
業
生
な
ど
に
よ
る
講
演
・
交
流

の
機
会
の
検
討
・
実
施
を
継
続
。
 

「
国
際
化
-
1
-8
-
1
」
で
報

告
済
 

 
 

 
％
 

 

1
8
 

 
 

 
 

 

新
た

に
作

っ
た

研
究

留
学

生
受

入
制

度
等

も
利

用
し
な
が
ら
、
留
学
生
の
発
掘
・
増
大
を
図
る
。
 

協
定
校
へ
の
周
知
の
強
化
 

「
国
際
化
-
2
-2
-
1
」
で
報

告
済
 

 

 
 

％
 

 

1
9
 

 
 

 
 

 

留
学

生
の

日
本

語
能

力
の

レ
ベ

ル
や

状
況

に
合

わ
せ

た
日

本
語

学
習

ツ
ー

ル
や

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
検
討
。
 

「
国
際
化
-
3
-3
-
1
」
で
報

告
済
 

 

 
 

％
 

 

2
0
 

 
 

 
 

 
学

生
主

催
の

交
流

企
画

が
円

滑
に

実
施

で
き

る

よ
う
継
続
支
援
。
 

「
国
際
化
-
1
-4
-
1
」
で
報

告
済
 

 
 

 
％
 

 

2
1
 

 
 

 
 

 

2
0
2
4
年
度
よ

り
i
Pl
a
z
a
で
英
語
指
導
を
担
当
す

る
ス
テ
ラ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
講
師
陣
(
米

国
･
英
国
･
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
･
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

出
身
)
と
連

携
し
、
異
文
化
理
解
や
異
文
化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

向
上

に
つ

な
が

る

企
画
を
検

討
･実

施
。
 

「
国
際
化
-
1
-4
-
1
」
で
報
告
済
 

 

 
 

 

 

2
2
 

 
 

 
 

 

｢
英
語
学
習
｣、

｢
海
外
留
学
｣
等
の
共
通
の
テ
ー
マ

を
持
つ
学
生
同
士
が
、
上
級
生
・
下
級
生
の
区
別

な
く
交
流
・
情

報
交
換
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行

う
。
 

「
国
際
化
-
1
-8
-
1
」
で
報
告
済
 

 

 
 

％
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名： 国際化推進委員会 

大学評価委員会 点検者氏名： 佐々木裕 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1, 2）「原則全学生海外経験」により「学生一人ひとりの国際化」を実現するという大目

標は素晴らしい。ただし、2024 年度の目標をクリアした先にまだ多くの課題が山

積しているように見える。2024 年の目標は達成しているため◎でも単年度として

は不都合ではないが、残りの 65%の進捗で大目標が達成できるのかが懸念される。 

 

（№ 6）「研究室の国際化」の中には、海外からの実習生の研究室での受け入れや海外からの

博士課程学生の入学などに関する実績や施策も含めることができるように思う。 

 

（№  ） 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

今回の点検で、当委員会の点検表に限らず、なぜ評価が◎であって、なぜ進捗が○○%と言える

かの説明を評価の欄に書くように記入上の留意点を周知した方が良いように感じた。 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 1, 2）本件は教務•学生の両委員会も深く関わることから，今後は連携して対応して頂き

たい． 

（№ 6）メールリスト構築，同窓会の開催，等も良い取り組みだとは思うが，SNS を利用する

ことも検討してはどうだろうか．SNS には言語の壁がほぼなく，実際本学の Facebook アカ

ウントの日本語の記事にも海外関係者（同窓生・PD 経験者等？）からの「いいね」が多くつ

いている． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：国際化推進委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：大下祥雄 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

本学の建学の理念、目的、とくに国際的に活躍する研究者・技術者を育成する観点に合致し

た活動を行っている。 

 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

委員会の役割・方針に合致した活動を行っている。 

 

 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

  全学生が海外経験を行うことを目指すことは一般的には良いことではあるが、財政的にもサ

ポート人材の観点からも制約があるなかで、海外経験により学生のどのような点を伸ばしてい

くかという点をより詳細に議論した上で、本目的に向かった具体的な施策を検討されることを

期待します。 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：理系教育連携委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：粟野博之 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1）過去３年のサイエンス体験プログラムの参加高校数、参加学生数は増えている。さら

にそのアンケート結果は満点に近い状態を維持しており、委員会の活動成果が顕著に表

れている。したがって、４段階評価の最高点は妥当である。この調子で来年度も継続し

ていただきたい。ただし、教員の負担軽減のために大人数での新しいプログラムを検討

する際には注意が必要である。最も大切なのは学生の満足度である。学生数が増えるこ

とにより学生の満足度が下がっては意味がない。学生の満足度を落とさないようなプロ

グラム作成を目指していただきたい。 

（№ 2）サイエンス体験プログラムのアンケートを教員にフィードバックして改善を求めてい

る。その検証の必要性を述べているが、どのように検証するのか不明である。そのため

４段階評価が〇ということか？アンケートの見直しは、評価が満点に近く、分解能を増

やす方向で見直すのか、見直しの方針が不明である。 

（№ ３）進学有力校参加者の継続率が 80％を超えているので評価は最高点に格上げしても良

いのでは？少し気になったのは、高校が求めるニーズを調査して対策を図る点である。

調査対象は教員なのか学生なのか？サイエンス体験プログラムや知の探究講座を学生

が選ぶ際には、教員のアドバイスも重要と思われるので、有効な対策を期待します。 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

特になし 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№ 1）新しいプログラムの作成には，担当教員や関連事務局を含めて様々な角度から検討し

て頂きたい． 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：理系教育連携委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：下村幸敬 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・「創造的で実践的な技術者・開発者を育成することを使命」とする本学にとって、大学入学前

の小中高段階で理系教育に対する興味関心を高めることは、将来の本学入学候補者の意欲・

可能性を高める上で重要な施策であり、本学の建学の理念・目的に合致している。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・プログラムの受入高校数・参加生徒数を大幅に増加させ、満足度も非常に高く、活動は当該

委員会の役割・方針に合致している。 

・700 名を超える入学候補者にプログラムを提供している意義は大きく、社会貢献という意

味でも有益な活動が行われている。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

・広報強化 3 か年計画や筆記試験開始による偏差値付与により、徐々に本学の認知度は高まっ

ている。プログラムの受入高校数が年々増えているが、一方で教員の負荷軽減の課題もある

ため、高い満足度を維持しつつ、多くの生徒を受け入れられるよう、実施方法の見直しも含

めて検討いただきたい。 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 

68



2
0
2
5
年

3
月

5
日

 

2
0
24

年
度

（
T
T
I
C
委

員
会
）
委
員
会
等

方
針
点

検
表
＜

期
末

点
検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
佐
々
木
 
裕

）
 

 №
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：TTIC 委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：椎原良典 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№1, 2, 3）  

 中期プラン 3.3 「キャンパスの国際化」に沿った活動が行われている。具体的には、(No. 1) 学生を

含むTTIC関係者5名の来学を実現している、(No. 2) 本学から3名の教員を派遣している、点である。

一方で、今年度の協定留学生は 0名であった(No. 3)。しかしながら、協定留学制度の精力的周知が行

われており、また、次年度以降の留学の可能性を残している。本学からの学生派遣につきさらなる活

発化を期待する。 

 

 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし． 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№ 2）今後は研究推進・産学連携委員会と連携し，共同研究の成果についても検証して頂き

たい． 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：TTIC 委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：下村幸敬 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・TTIC との連携を通して教育研究の国際化、高度化に寄与しており、本学の建学の理念、目

的に合致した活動を適切に行っている。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ ○ ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・Joint CS Seminar や SNL 共同ワークショップの開催、共同研究の推進、TTIC 教員・研究

員・博士学生の来訪、本学教員の TTIC 派遣、「機械学習入門」の講師依頼など、「教育・研

究両面での連携を拡大・推進する」という委員会の役割・方針に合致した活動を行っている。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

・来年度の取組課題に掲げているとおり、TTIC との連携の高度化・深化をめざし、引き続き

新たな連携スキームの検討に取り組んでいただきたい。 

・協定留学生や２名の学生に続く TTIC 博士正規進学者を生み出すべく、留学奨励制度など派

遣につながる活動に尽力いただきたい。 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
2
月
 
2
7
日

 

2
0
24

年
度

（
 
総

合
安

全
委

員
会
 
）
委

員
会
等

方
針
点

検
表

＜
期
末
点

検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
 
保
立
 
和
夫
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
た
取
組
 

1
 

大
学
運

営
 

-
7
-
1
-1
 

 
 

 
 

運
用
改
善
に
よ
る
省
エ
ネ
を
図
り
、
行
動
計
画
に

記
載
の

C
O
2
排
出
量
削
減
目
標
を
達
成
 

・
前
年
度
比
削
減
目
標
：
－
3
3
[
t
-C
O
2
] 

・
年
間

C
O
2
排
出
量
目
標

：
1
,
7
1
7[
t
-
C
O
2
] 

・
前
年
度
比
（
見
込
）
：
＋
2
8
[
t
-C
O
2
] 

4
～
6
月
は
前

年
度
比
－
2
1
[
t
-
C
O
2
]
と
非
常
に
良

い
ペ
ー
ス
で
削
減
が
進
ん

だ
も
の
の
、
7
～
1
0

月

の
酷
暑
に
よ
り
大
幅
に
後

退
。
1
2
～
1
月
も
寒
さ

が
厳
し
く
、
1
月
末
時
点
で
＋
3
3
[
t-
C
O
2
]
。
2～

3

月
は
計
画
停
電
に
よ
る
削
減
を
見
込
む
。
 

・
2
0
2
4
年
度
（
見
込
）
：

1
,
7
2
2
[t
-
C
O
2
] 

年
間

排
出

量
も

前
年

度
の

貯
金

を
放

出
し

、

5
[
t
-
C
O
2
]
の
超
過
と
な
る

見
込
み
。
 

・
本
取

組
み

は
気

象
の

影
響

を
大

き
く

受
け

る
た

め
、

単
年

で
の

上
振

れ
・

下
振

れ
が

生
じ

る
こ

と
は

避
け

ら
れ

な
い

。
中

長
期

的
な

視
点

で
見

れ
ば

、
現

時
点

で
は

計
画

通
り

に
進

捗
し

て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
 

・
た
だ

し
、

行
動

計
画

策
定

時
に

は
想

定
で

き
て

い
な

か
っ

た
要

素
（

ユ
ニ

ッ
ト

増
、

施
設

貸
出

活
性

化
な

ど
）

も
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

計
画
の
修
正
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

△
 

0
 

％
 

行
動
計
画
に
記
載
の

C
O2

排
出

量
削

減
目

標
を

達
成
 

・
前
年
度
比
削
減
目

標
：

－
1
4
4
[
t-
C
O
2
] 

・
年
間

C
O
2
排
出
量
目
標
：

1
,
5
7
3[
t
-
C
O
2
] 

2
 

 
〇

 
 

 
 

具
体
的
な
省
エ
ネ

施
策
・
創
エ
ネ

施
策
の
検
討
お

よ
び
実
施
 

・
こ
れ
ま
で
に

導
入
し
た
省
エ
ネ

施
策
の
継
続
運

用
、
お
よ
び
導
入
推
進
中
・
検
討
中

の
施
策

の

実
現
 

・
学
生
の
活
動
環
境
に
関
係
す
る

施
策
（

教
室
・

居
室

の
温

度
管

理
な

ど
）

に
つ

い
て

は
、

学

生
か
ら
の
意
見
・
評
価
を

継
続
フ
ォ
ロ
ー
 

・
こ
れ
ま
で
に
導
入
し
た
施
策
は
継
続
運
用
中
。
 

省
エ
ネ
施
策
は
快
適
性
・

利
便
性
と
の
表
裏
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的

に
見
て
計
画
通
り
に
進

捗
し
て
い
る
状
況
下
で
、

更
な
る
施
策
導
入
は
過

剰
と
判
断
し
保
留
中
。
 

・
教
職
員
・
学
生
か
ら
の
要
望

に
対
し
て
は
、
都
度

環
境
測
定
を
実
施
し
、
公

平
性
を
考
慮
し
た
う
え

で
、
特
例
措
置
な
ど
可
能

な
限
り
の
対
応
を
実
施

し
て
い
る
。
 

・
過
剰

な
省

エ
ネ

は
反

発
を

生
む

。
学

内
関

係
者

の
声

を
聞

き
な

が
ら

、
協

力
を

得
ら

れ
る

範
囲

で
、

か
つ

成
果

を
出

せ
る

運
用

が
出

来
て

い
る

と
考
え
る
。
 

〇
 

―
 

％
 

省
エ
ネ
施
策
・
創
エ
ネ
施

策
の

推
進
 

・
省
エ
ネ
施
策
の
継
続

運
用
、
お

よ
び
必

要
に
応

じ
た

新
施
策
の
検
討
・

導
入
 

・
省

エ
ネ

施
策

に
対

す
る

教
職

員
・

学
生

か
ら

の
意

見
・
評
価
を
継
続
フ

ォ
ロ
ー
 

3
 

大
学
運

営
 

-
7
-
1
-2
 

 
 

 
 

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
を
実
現
 

・
南
棟
・
中
央
棟
・
久
方
寮
の
屋
上
に
太
陽
光
発

電
設
備
を

新
設
 

・
パ
ネ
ル
容
量

4
0
0k
W
規

模
の
設
備
を
設
置
（
年
度

内
施
工
完
了
見
込
み
）
。

た
だ
し
、
稼
働
開
始
は

次
年
度

4
月

or
5
月
に
な
る
見
込
み
。
 

・
新
設
工
事
は
大
き
な
問
題
な
く
進
捗
。
 

・
た
だ

し
、

西
棟

の
既

設
太

陽
光

設
備

を
新

設
シ

ス
テ

ム
に

繋
ぎ

込
む

必
要

性
が

発
覚

。
次

年
度

に
別

途
工

事
を

実
施

予
定

。
新

設
シ

ス
テ

ム
稼

働
か

ら
繋

ぎ
込

み
完

了
ま

で
は

、
西

棟
設

備
を

停
止
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
（
1
～
2
カ
月
想
定
）
。 

〇
 

9
5
 

％
 

太
陽
光
発
電
設
備
の
安
定

稼
働
 

・
南
棟
・
中
央
棟
・
久

方
寮

の
屋

上
に

新
設

し
た

太
陽

光
発
電
設
備
の
安
定

稼
働
 

・
西
棟
既
設
設
備
の

繋
ぎ

込
み

完
了
 

4
 

大
学
運

営
 

-
7
-
1
-3
 

 
 

 
 

北
棟

空
調

機
を

省
エ

ネ
性

能
の

高
い

機
種

に
更

新
 

―
 

―
 

―
 

―
 

％
 

2
0
2
5
年
度
～
20
2
7
年

度
に

実
施
 

（
2
0
2
5
：
1
F、

2
0
2
6
：

2F
、

2
0
2
7：

3
F
）
 

5
 

大
学
運

営
 

-
7
-
1
-4
 

 
 

 
 

学
内
空
調
の

AI
制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
 

―
 

―
 

―
 

―
 

％
 

2
0
2
6
年
度
～
20
2
8
年

度
に

実
施

予
定
 

6
 

 
〇

 
 

 
 

取
組
み
や
進
捗
状
況
の
学
外
公
開
 

・
広
報

G
と
連
携
し
て

H
P
上
に

公
開

す
る
こ
と

を
検
討
 

・
「
何
を
、
ど
の
よ
う
に
」
公

開
す
る
べ
き
か
検
討

中
。
太
陽
光
発
電
設
備
の

稼
働
状
況
の
表
示
も
併

せ
て
検
討
中
。
 

・
行
動
計
画
を

H
P
で
公
開
す
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、

具
体

的
な

取
組

み
や

進
捗

（
成

果
）

は
見

せ
方

が
難

し
い

。
か

か
る

工
数

も
考

慮
し

て
最

適
策

を
探
り
た
い
。
 

△
 

―
 

％
 

取
組
み
や
進
捗
状
況
の
学

外
公

開
 

・
公
開
内
容
・
方
法

の
検

討
、

お
よ

び
実

行
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B
C
P
計

画
の

実
効
性

向
上
 

7
 

 
 

 
 

 

全
学
防
災
訓
練
の
実
効
性
向
上
 

・
さ
ら
な
る
実

効
性
向
上
の
た
め
、
点
呼
方
法
の

改
善
お
よ
び
避
難
経
路
の
一
部
修
正
を
実
施
 

・
前
項
以
外
の

20
2
3
年
度
指
摘
事
項
に
つ
い
て

改
善
策
を
検
討
 

・
天
白
消
防
署
と
の
関
係
性
構
築
を
継
続
 

・
1
0
/
1
8（

金
）
に
全
学

防
災
訓
練
実
施
。
計
画
通
り

点
呼
方
法
の
改
善
お
よ
び

避
難
経
路
修
正
を
行
っ

た
。
 

・
そ
の
他
、
防
災
用
ポ
ー
タ
ブ

ル
ア
ン
プ
の
導
入
、

整
列
用
プ
ラ
カ
ー
ド
の
更

新
、
本
部
長
・
隊
長
の

ベ
ス
ト
着
用
な
ど
、
前
年

度
指
摘
事
項
に
関
す
る

改
善
を
実
施
。
 

・
天
白
消
防
署
ご
協
力
の
も
と

、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
お
よ
び

水
消
火
器
の
噴
射
体
験
を
実
施
。
 

・
「
誰

が
い

て
、

誰
が

い
な

い
か

」
を

記
録

に
残

す
こ

と
を

目
的

と
し

た
点

呼
方

法
の

改
善

は
、

担
当

G
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
入
念
に
実
施
。

時
間

の
制

約
が

あ
る

訓
練

で
は

、
点

呼
途

中
で

終
了

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

い
た

が
、

想
定

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
運

び
、

時
間

内
に

点
呼

を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
避
難

経
路

の
周

知
方

法
や

、
人

の
流

れ
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

方
法

な
ど

、
今

後
も

引
き

続
き

検
討
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
た
。
 

〇
 

―
 

％
 

全
学
防
災
訓
練
の
実
効
性

向
上
 

・
改
善
し
た
点
呼
方

法
の
定

着
 

・
2
0
2
4
年
度
指
摘
事

項
に

つ
い

て
改

善
策

を
検

討
 

・
天
白
消
防
署
と
の

関
係

性
構

築
を

継
続
 

8
 

 
 

 
 

 

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

の
定

期
入

力
訓

練
の

継
続

（
年

4
回
）
 

・
目
標
は
「
回

答
率

1
00
％
」
と
し
、
引
き
続
き
、

全
員
が
漏
れ
な
く
報
告
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

・
4
8

時
間
以
内
で
の
回
答
の
定
着
、
特
に
学
生

に
対

し
て

は
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
で

の
啓

発
を

継

続
し

な
が

ら
、

啓
発

方
法

の
改

善
を

検
討

す

る
。
 

・
計
画
通
り
、
年

4
回
（
5
月
、
8
月
、
1
0
月
、
1
月
）

入
力
訓
練
を
実
施
 

 
 
 
 

※
2
0
2
3
年

5
月
～
1
0
月
は

7
2
時
間
後
回
答
率
 

・
新
入
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
前

期
・
後
期
履
修
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
教
職
員
入
職
時

説
明
等
に
て
安
否
回
答

の
重
要
性
を
説
明
 

4
8
時

間
後

 

回
答

率
（

％
）

 

5
月

 
8
月
 

夏
休
み
 

1
0
月
 

防
災
訓
練
 

1
月
 

2
0
2
4 

学
生

 
9
0
.
8 

7
5
.
6 

9
2
.
5 

8
8
.
6 

 
教

職
員

 
9
7
.
5 

9
5
.
1 

9
7
.
5 

9
6
.
6 

 
全

体
 

9
2
.
7 

8
1
.
0 

9
3
.
9 

9
0
.
8 

2
0
2
3 

学
生

 
8
4
.
6 

8
4
.
8 

9
3
.
7 

8
2
.
1 

 
教

職
員

 
9
6
.
5 

9
6
.
5 

9
5
.
1 

9
6
.
2 

 
全

体
 

8
7
.
9 

8
8
.
0 

9
4
.
1 

8
6
.
2 

・
2
3
年
度

1
月
訓
練
よ
り
、
回
答
集
計
基
準
を

72

時
間
→
4
8
時
間
に
変
更
し
た
が
、
回
答
率
は
基

準
変
更
前
と
同
水
準
 

・
4
8
時
間
以
内
の
教
職
員
、
及
び
、
学
生
の
回
答

率
1
0
0
%
は
未
達
 

・
学
生

の
夏

休
み

期
間

中
（

8
月

）
の

回
答

率
が

7
5
.
6
%
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
も

1
0
ポ

イ
ン
ト
程
度
低
下
 

 
→

休
み

期
間

中
の

訓
練

実
施

案
内

を
少

な
く

し
た

た
め
と

思
わ

れ
る
が

、
メ
ー

ル
確

認

頻
度

の
低
下

と
安

否
回
答

意
識
の

薄
れ

が

懸
念
 

△
 

―
 

％
 

安
否
確
認
ｼ
ｽ
ﾃﾑ
の
定
期
入

力
訓

練
の

継
続

(年
4
回
) 

・
目
標
は
「
回
答
率

1
0
0％

」
と

し
、
引

き
続
き

、
全

員
が
漏
れ
な
く
報
告

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

・
よ
り
迅
速
か
つ
確
実

な
報

告
を

促
す

た
め

に
、
実

際

の
災
害
発
生
時
を
想

定
し

た
G
o
o
gl
e
 c
h
a
t
「
緊

急

時
連
絡
用
ス
ペ
ー
ス

」
を
用

い
た

回
答

依
頼

方
法

を

検
討
す
る
。
 

・
学
生
に
対
し
て
、
ガ

イ
ダ
ン

ス
等

で
、
休

み
期

間
中

に
お

い
て

も
メ

ー
ル

確
認

と
安

否
回

答
の

重
要

性

を
周
知
す
る
。
 

9
 

 
 

 
 

 

各
班
行
動
手
順
書
の
作
成
・
改
訂
、
お
よ
び
職
場

消
防
隊
各
班
個
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
 

・
防
災
本
部
以

外
の
各
班
に
つ
い
て
も
行
動
手
順

書
を
策
定

し
、
そ
れ
を
基
に
職
場
消
防
隊
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

を
実
施
 

・
職
場
消
防
隊

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
議
論
を
行
動

手
順
書
に

反
映
し
、
完
成
版
の
行
動
手
順
書
を

防
災
倉
庫

に
保
管
 

・
「
学
生
対
応
班
」
と
「
情
報

収
集
・
発
信
班
」
は

実
施
済
。
「
警
戒
・
施
設

点
検
班
」
は
年
度
内
実

施
予
定
。
「
救
護
・
避
難

所
班
」
は
主
要
メ
ン
バ

ー
が
休
職
中
の
た
め
、
復

職
を
待
っ
て
実
施
す
る

予
定
。
 

・
行
動

手
順

書
を

一
通

り
作

成
し

て
い

る
が

、
ま

だ
詳

細
を

吟
味

で
き

て
い

な
い

箇
所

も
多

く
、

継
続
し
た
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
△
 

―
 

％
 

各
班
行
動
手
順
書
の

作
成
・
改

訂
、
お

よ
び

職
場

消
防

隊
各
班
個
別
ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
の

実
施
 

・
各
班
の
行
動
手
順
書

を
基

に
、
職
場

消
防

隊
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ
を
実
施
 

・
職
場
消
防
隊
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
で

の
議

論
を

行
動

手
順

書
に
反
映
し
改
訂
 

・
改
訂
版
の
行
動
手
順
書

は
防

災
倉

庫
に

保
管
 

1
0
 

 
〇

 
 

 
 

B
C
P
計
画
書
の

更
新
 

・
職
場
消
防
隊

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
協
議
し
完
成
し

た
行
動
手

順
書
を
基
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効

率
化

も
検

討
し

た
う

え
で

適
切

な
構

成
に

て

B
C
P
計
画
書
を
更
新
 

・
年
度
内
に
更
新

予
定
。
 

・
現
状
の

B
C
P
計
画
書
に
は
、
職
場
消
防
隊
の
メ

ン
バ

ー
構

成
や

防
災

備
蓄

品
リ

ス
ト

な
ど

、
頻

繁
に

変
更

が
あ

る
情

報
も

含
ま

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
別

紙
参

照
す

る
構

成
に

変
更

し
更

新
す

る
。
 

〇
 

―
 

％
 

B
C
P
計
画
書
の
更
新
 

・
行
動
手
順
書
等
の
変

更
に

応
じ

て
、
必

要
が
あ

れ
ば

B
C
P
計
画
書
を
更

新
 

1
1
 

 
 

 
 

 

防
災
備
蓄
品
・
防
災
用
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
最
適

化
、
お
よ
び
長
期
的
な
更
新
計
画
策
定
 

・
防
災
備
蓄
食
の
全
更
新
を
実
施
 

・
防
災
物
品
の
最
適
化
お
よ
び
長
期
更
新
計
画
を

策
定
 

・
防
災
備
蓄
食

の
全
更
新
完
了
。
 

・
防
災
備
蓄
食
お
よ
び
防

災
備

蓄
水
の
長
期
更
新
計

画
は
策
定
済
。
 

・
防
災
物
品
は
棚
卸
を
実

施
し

、
使
用
期
限
な
ど
を

リ
ス
ト
化
。
年
度
内
に
長

期
更
新
計
画
を
策
定
す

る
。
 

・
前
年

度
と

今
年

度
で

食
料

・
水

の
全

更
新

が
完

了
。

こ
れ

ま
で

バ
ラ

バ
ラ

だ
っ

た
保

管
期

間
や

更
新

時
期

を
統

一
し

、
よ

り
長

期
保

管
可

能
な

も
の

を
選

定
す

る
こ

と
で

管
理

に
か

か
る

工
数

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

〇
 

―
 

％
 

防
災
用
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
最

適
化
 

・
職
場
消
防
隊
の
活
動

具
体

化
に

あ
わ

せ
て

、
防

災
用

品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

の
見
直

し
を

実
施
 

・
必
要
な
物
品
を
洗
い

出
し
、
予

算
を

確
保

し
拡

充
を

図
る
 

1
2
 

 
〇

 
 

 
 

B
C
P
に
関
す
る

課
題
整
理
・
対
策
検
討
 

・
夜

間
を

含
め

た
非

稼
働

時
に

お
け

る
災

害
発

生
対
応
の
検
討
 

・
非

常
時

に
参

照
す

る
必

要
が

あ
る

情
報

を
、

非
常

時
に

も
使

え
る

方
法

で
共

有
す

る
方

法

の
検
討
 

・
災
害
が
非
稼
働
時
に
発
生
し

た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
は
検
討
が
難
航
。
有

意
な
結
論
を
出
す
こ
と

は
出
来
て
い
な
い
。
 

・
職
場
消
防
隊
の
活
動
に
必
要

な
情
報
は
、
行
動
手

順
書
と
し
て
防
災
倉
庫
に
格
納
予
定

。
 

・
非
常
時
に
お
け
る
教
職

員
・

学
生
へ
の
情
報
共
有

ツ
ー
ル
と
し
て

G
o
og
l
e
 
C
h
a
t
専
用
ス
ペ
ー
ス
の

運
用
を
開
始
。
 

・
（
非

稼
働

時
に

限
ら

ず
）

大
規

模
災

害
の

際
に

は
「

家
庭

を
優

先
し

た
い

」
と

い
う

意
見

が
多

数
。

ど
の

よ
う

に
人

員
を

確
保

す
る

の
か

が
課

題
。
 

・
G
o
o
g
l
e
 C
h
a
t
が
浸
透
す
れ
ば
、
非
常
時
の
双
方

向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
。
 

（
G
o
o
g
l
e
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン

す
る
程
の
災
害

の
場
合
は
、
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い

）
 

△
 

―
 

％
 

B
C
P
に
関
す
る
課
題
整
理
・

対
策
検

討
 

・
夜
間
を
含
め
た
非

稼
働
時

に
お

け
る

災
害

発
生

対
応

の
検
討
 

 

74



 

安
全

管
理
の

強
化
 

1
3
 

 
 

 
 

 

安
全
教
育
・
安
全
点
検
 

・
研
究
室
所
属

学
生
・
P
D・

研
究
補
助
者
へ
の
安

全
教
育
の

実
施
、
お
よ
び
本
人
直
筆
サ
イ
ン

に

よ
る
全
数

確
認
 

・
安

全
点

検
の

よ
り

効
果

的
な

実
施

方
法

の
検

討
、
お
よ

び
実
施
 

・
安
全
点
検
の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、
20
2
3

年

度
に
発
生
し
た
事
故
か
ら
得
た
教
訓
（
危
険
物

の
保
管
方
法
）
を
設
定
 

・
「
安
全
の
総
合
手
引
き
」
の
改
訂

を
検
討
 

・
安
全
教
育
は
、
本
人
直

筆
サ

イ
ン
に
よ
り
全
数
確

認
済
（
休
学
中
・
不
登
校
等
を
除
く
）
。
 

・
自
己
点
検
の
後
に
巡
視

点
検

を
実
施
す
る
流
れ
を

継
続
採
用
。
巡
視
点
検

の
実
施
日
は
、
前
期
授
業

終
了
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
設
定
。
 

・
薬
品
の
保
管
状
態
・
管

理
状

態
を
重
点
テ
ー
マ
と

し
て
設
定
。
 

・
「
安
全
の
総
合
手
引
き

」
は

各
種
事
故
に
対
す
る

初
期
対
応
方
法
な
ど
の

内
容
を
追
加
し
、
改
訂
版

納
品
済
。
新
入
学

生
へ
配
布
予
定
。
 

・
安
全

教
育

お
よ

び
安

全
点

検
は

有
効

に
実

施
で

き
て

い
る

も
の

と
考

え
る

が
、

同
じ

内
容

の
繰

り
返

し
で

は
マ

ン
ネ

リ
化

す
る

た
め

、
よ

り
効

果
的

な
方

法
を

検
討

し
改

善
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
。
 

・
「
安

全
の

総
合

手
引

き
」

は
内

容
追

加
と

同
時

に
細
部
の
修
正
も
実
施
し
て
い
る
。
2
年
間
を
想

定
し
た
冊
数
を
製
本
し
た
た
め

2
0
2
6
年
度
に
改

訂
（
ま
た
は
増
刷
）
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

〇
 

―
 

％
 

安
全
教
育
・
安
全
点
検
 

・
安
全
教
育
お
よ
び

安
全

点
検

の
継

続
実

施
 

・
安
全
点
検
の
よ
り

効
果

的
な

実
施

方
法

の
検

討
 

1
4
 

 
 

 
 

 

実
験
・
実
習
科
目
の
安
全
点
検
 

・
点
検
者
の
負

荷
が
高
い
の
で
内
容
や
担
当
が
変

更
に
な
っ

た
科
目
や
、
継
続
的
な
点
検
が
必
要

な
科
目
等

に
対
象
を
絞
っ
て
実
施
す
る
。
 

・
前
期
は
、
実
習
テ
ー
マ

、
お

よ
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ

ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
の
点
検
を

6
/4
・
5
に
実
施
。
 

・
後
期
は
、
創
造
性
開
発
セ
ミ

ナ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
を

1
1
/
1
に
点
検
を
実
施
。
 

・
新
任
の
先
生
方
や
、
学
生
部
の
方
に
点
検
頂
き
、

新
し

い
視

点
で

実
施

。
実

習
の

内
容

理
解

も
併

せ
て
し
て
頂
い
た
。
 

・
放
電

加
工

の
安

全
対

策
や

情
報

漏
洩

の
観

点
で

も
対
策
し
た
。
 

・
改
善

を
要

す
る

指
摘

事
項

は
す

べ
て

対
応

依
頼

し
、

不
十

分
な

場
合

は
教

務
委

員
会

、
学

生
委

員
会
に
も
対
応
し
て
頂
い
た
。
 

〇
 

―
 

％
 

実
験
・
実
習
科
目
の
安
全

点
検
 

・
点
検
者
の
負
荷
が

高
い
の

で
内

容
や

担
当

が
変

更
に

な
っ
た
科
目
や
、
継

続
的
な

点
検

が
必

要
な

科
目

等

に
対
象
を
絞
っ
て

実
施
す

る
。
 

1
5
 

 
 

 
 

 

薬
品
・
ガ
ス
の
継
続
管
理
 

・
新
規
物
質
持

込
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
継
続
運
用
 

・
危
険
物
・
高
圧
ガ
ス
貯
蔵
量
の
継
続
監
視
 

・
化
学
物
質
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
提
出

フ
ォ

ロ
ー
 

・
薬
品
管
理
強
化
 

・
化
学
物
質
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
全
数
の
提
出

確
認
完
了
。
 

・
薬
品
点
検
（
棚
卸
）
の
年

2
回
実
施
や
薬
品
廃
棄

運
用
の
変
更
を
含
む
薬
品

管
理
強
化
策
を
導
入

。
 

・
薬
品

管
理

強
化

策
を

検
討

す
る

中
、

他
大

学
で

の
毒

物
紛

失
事

件
が

発
生

し
、

こ
れ

を
受

け
て

本
学

で
も

薬
品

一
斉

点
検

を
実

施
。

発
覚

し
た

1
1
9

件
の

不
明
薬

品
を

分
析
し

、
強

化
策

の
立

案
・
導
入
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
棚
卸
・

廃
棄
と
も
に

IA
S
O
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
精
度

の
高
い
管
理
を
実
現
で
き
た
と
考
え
る

。
 

◎
 

―
 

％
 

薬
品
・
ガ
ス
の
継
続
管
理
 

・
新
た
に
導
入
し
た
薬

品
点

検
（

棚
卸
）
と

薬
品
廃

棄

運
用
の
必
要
に
応
じ

た
改

善
 

1
6
 

 
 

 
 

 

高
圧
ガ
ス
容
器
保
有
期
間
管
理
の
継
続
実
施
 

・
高

圧
ガ

ス
容

器
の

長
期

保
有

を
撲

滅
す

る
た

め
、
対
象
容

器
を
選
定
し
、
年
度
内
返
却
を
フ

ォ
ロ
ー
 

・
今
年
度
対
象
の

1
1
件
に
つ
い
て
、
3
月
に
最
終
フ

ォ
ロ
ー
予
定
。
 

・
本
運

用
は

定
着

し
て

き
て

お
り

、
今

後
も

継
続

実
施

し
て

い
く

こ
と

で
着

実
に

状
況

が
改

善
し

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
 

〇
 

―
 

％
 

（
継
続
の
み
の
た
め
項
目

削
除

）
 

1
7
 

 
〇

 
 

 
 

事
故
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
と
、
情
報
展
開
お
よ

び
再
発
防
止
の
徹
底
 

・
初
期
対
応
体
制
の
維
持
・
継
続
 

・
迅
速
な
横
展
開
と
再
発
防
止
の
徹
底
 

・
事

故
発

生
時

に
は

事
故

状
況

報
告

書
の

提
出

が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
教
職
員

啓
蒙
 

・
守
衛
室
や
中
央
監
視
室
と
連

携
し
、
初
期
対
応
お

よ
び
連
絡
の
体
制
を
維
持
。
 

・
事
故
状
況
報
告
書
の
展

開
フ

ロ
ー
と
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
を
明
確
化
。
 

・
事
故

状
況

報
告

書
の

提
出

に
つ

い
て

の
教

職
員

啓
蒙

は
十

分
に

で
き

て
お

ら
ず

、
提

出
す

る
か

否
か

の
判

断
は

個
人

差
が

大
き

い
の

が
現

状
で

あ
る
。
 

△
 

―
 

％
 

事
故
発
生
時
の
迅
速

な
対

応
と

、
情
報

展
開

お
よ

び
再

発
防
止
の
徹
底
 

・
初
期
対
応
体
制
の

維
持

・
継

続
 

・
迅
速
な
横
展
開
と

再
発

防
止

の
徹

底
 

・
事
故
発
生
時
に
は
事

故
状

況
報

告
書

の
提

出
が

必
要

で
あ
る
こ
と
の
教
職

員
啓

蒙
 

1
8
 

 
 

 
 

 

交
通
安
全
 

・
交
通
安
全
活

動
の
継
続
実
施
、
お
よ
び
新
た
な

付
加
企
画

を
検
討
 

・
「
交
通
安
全
の
日
」
の
活
動
を
継
続
実
施
。
 

・
学
生
へ
の
交
通
安
全
意
識
啓

蒙
、
構
内
制
限
速
度

の
周
知
を
図
っ
た

。
 

・
昨
年

度
と

同
様

の
活

動
に

留
ま

り
、

新
た

な
付

加
企
画
は
実
施
で
き
ず
。
 

△
 

―
 

％
 

交
通
安
全
 

・
交
通
安
全
活
動
の
継

続
実

施
、
お
よ

び
新

た
な

付
加

企
画
を
検
討
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感
染

症
対
策
（
集
団
感
染

回
避
）
な
ど
を
含
め
、
学
内
健
康
面
で
の
啓
蒙
活
動
と
対
策
推
進
の
継
続
 

1
9
 

 
〇

 
 

 
 

感
染
症
の
学
内
蔓
延
防
止
の
継
続
 

・
状
況
を
踏
ま
え
た
対
応
、
学
内
周
知
。
 

・
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
を
迅
速
に
行
い
、

学
内

で
の

蔓
延

防
止

に
向

け
た

活
動

を
継

続

す
る
。
 

・
産

業
医

や
保

健
室

と
連

携
し

た
感

染
症

に
対

す
る
啓
蒙
活
動
の
検
討
。
 

・
寮

で
の

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

総
括

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

を

検
討
。
 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

、
社
会
的
に
流
行
が

見
ら
れ
た
が
、
学
内
に
注

意
喚
起
、
予
防
接
種
の

啓
蒙
を
展
開
し
、
単
発
で
の
発
生
は
見
ら
れ
た
が
、

ま
ん
延
に
至
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

 
ま
た
、
久
方
寮
生
へ
の

予
防

接
種
費
用
補
助
を
実

施
し
、
接
種
率
の
向
上

に
努
め
た
。
寮
内
に
お
い

て
も
ま
ん
延
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

・
そ
の
他
感
染
症
（
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
等
）
に
つ
い

て
も
ま
ん
延
に
至
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
 

・
寮
で
の
感
染
症
に
つ
い

て
の

ガ
イ
ド
ラ
ン
イ
ン
策

定
に
つ
い
て
は
未
実
施
。
 

〈
罹
患
者
情
報
等
〉
 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

 
学
生

1
1
名
、
教
職
員

4
名
 

 
(
昨
年
度
 
学
生

3
8
名
、
教
職
員

1
0
名
) 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

 
学
生

3
3
名
、
教
職
員

1
4
名
 

 
(
昨
年
度
 
学
生

6
6
名

、
教
職
員

3
3
名
) 

・
久
方
寮
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

接
種
率
 

 
2
7
名
/
1
5
8
名
 
1
7
％
 

・
学
内

に
お

い
て

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

は
単

発
で

の
発

生
は

見
ら

れ
る

も
の

の
、

集
団

発
生

は
見

ら
れ

ず
、

計
画

通
り

の
運
用
が
で
き
て
い
る
。
 

・
寮
で

の
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

は
、

罹
患

者
が

発
生

し
た

際
の

運
用

は
定

め
て

い
る

が
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
た

め
、
引
き
続
き
策
定
の
検
討
を
実
施
す
る
。
 

 

△
 

―
 

％
 

感
染
症
の
学
内
蔓
延
防
止

の
継

続
 

・
感
染
症
に
関
す
る
情

報
収

集
を

迅
速

に
行

い
、
学

内

で
の

ま
ん

延
防

止
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

す

る
。
 

・
寮

で
の

感
染

症
に

つ
い

て
の

ガ
イ

ド
ラ

ン
イ

ン
策

 

定
の
検
討
を
実
施

す
る
。
 

 

2
0
 

 
〇

 
 

 
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
対
す
る
対
策
強
化
 

・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
防
止

強
化
を
図

っ
て
い
く
。
 

・
学
生
・
教
職
員
に
対
す
る

定
期
的
な

F
D
講
習

会
の
開
催
検
討
 

・
入
職
、
入
学
時
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
啓
発
資
料
の
配

布
、
関
連
ポ
ス
タ
ー
掲
示

な
ど
の
定
常
的
な
活
動

を
実
施
し
た
。
 

・
昨
年
度

の
1
1
月
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講
習
会

を

実
施
し
て
お
り
、
2
0
2
5
年
度
に
講
習
会
の
開
催
を

検
討
中
で
あ
る
。
 

・
定
常
的
な
活
動
は
予
定
通
り
実
施

で
き
た
。
 

○
 

―
 

％
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
対
す

る
対

策
強

化
 

・
定
期
的
な
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

防
止

の
啓

蒙
活

動
を

実
施

す
る
。
ま
た
、
学
生

に
対
す

る
啓

も
う

活
動

を
強

化

す
る
。
 

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
講

習
会

の
開

催
を

検
討
す

る
。
 

2
1
 

 
 

 
 

 

学
生
健
康
管
理
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
含
む
）
の

対
応
継
続
 

・
支
援
セ
ン
タ

ー
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と

の
情

報
共

有
を

十
分

に
実

施
お

よ
び

継

続
 

・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
と
個
別

情
報
の
共
有
を
図
っ

て
連
携
を
行
い
、
ケ
ー
ス

に
応
じ
た
対
応
を
適
切

に
実
施
で
き
た
。
 

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
対
面
の
他
、
電

話
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
し
た
。
 

(
利
用
者

2
6
名
、
利
用
回
数

8
8
回
) 

・
学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
応

に
つ

い
て

は
、

学
生

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
必

要
な

対
応

が
で
き
て
い
る
。
 

○
 

―
 

％
 

学
生
健
康
管
理
（
メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
を

含
む

）
の

対
応

継
続
 

・
学
生
の
健
康
管
理
に

関
し

て
、
支
援

セ
ン

タ
ー

や
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

の
情

報
共

有
を
 

十
分
に
実
施
し
、

対
応
を
継

続
す
る

。
 

2
2
 

 
 

 
 

 

教
職
員
健
康
管
理
の
対
応
継
続
 

・
健
診
受
診
の

状
況
を
把
握
し
、
要
所
見
者
や
未

実
施

者
に

対
し

適
切

な
フ

ォ
ロ

ー
を

実
施

す

る
。
 

・
7

月
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
、
集
団
分

析
の
結
果
を
確
認
、
傾
向
を
教
職
員
に
周
知
し
た
。

ま
た
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の

中
で
希
望
者
に
は
産
業

医
に
よ
る
面
談
を

実
施
中
。
 

・
健
康
診
断
は
計
画
通
り

に
実
施
。
 

実
施
率
 
9
2％

（
2
/
1
8
時
点
）
 

・
ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
集

団
分

析
結

果
に

つ
い

て
、

教
員

の
総

合
健

康
リ

ス
ク

が
基

準
を

上
回

っ
て
お
り
、
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

○
 

―
 

％
 

教
職
員
健
康
管
理
の
対
応

継
続
 

・
教

職
員

の
健

康
管

理
に

関
し

て
、

受
診

結
果

の
状

 

況
を
把
握
し
、
要
所
見

者
や

未
実

施
者

に
対

し
、
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
を
実

施
す

る
。
 

 

2
3
 

 
 

 
 

 

特
殊
健
康
診
断
の
実
施
 

・
特
殊
健
康
診

断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
宜
個
別

フ
ォ
ロ
ー

を
実
施
す
る
。
 

・
有
機
溶
剤
、
電
離
放
射

線
、

レ
ー
ザ
ー
健
康
診
断

を
予
定
通
り
に
実
施
し
た
。
 

 
個
別
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

な
者

に
つ
い
て
は
、
適
宜

フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
た
。
 

・
す
べ

て
の

特
殊

健
康

診
断

に
お

い
て

、
特

に
問

題
な
く
、
予
定
通
り
に
実
施
で
き
た
。
 

○
 

 
％
 

特
殊
健
康
診
断
の
実

施
 

・
特
殊
健
康
診
断
の
結

果
を

踏
ま

え
、
適

宜
個
別

フ
ォ

ロ
ー
を
実
施
す
る

。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：総合安全委員会 

大学評価委員会 点検者氏名：鈴木 健伸 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№1）③Act に，省エネ・CO2 削減のために教育・研究活動に支障が生じないような計画の

修正，および，計画停電や非稼働日の設定など各取り組みの削減効果の事後の定量評価の検討

を追加していただきたい． 

 

（№12）Act に，大規模災害時の家庭と仕事のバランスの検討を追加していただきたい．  

 

（№14）Do の内容が Plan とどのような関係であるのか不明確であり，Check の一部は Do

に記載されるべき内容と考えられる． 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

（評価すべき点） 

・全学防災訓練は計画通りに実施され，一部では想定以上の成果を上げたことから，防災訓練

の実効性が確実に向上したと評価できる． 

・防災備蓄食の更新および長期更新計画の策定が着実に進んでおり，より実効性の高い防災体

制の強化が図られたと評価できる． 

・安全教育や安全点検の取り組みは着実に進展し，安全意識と管理体制の向上に大きく寄与し

ているため，今後の継続的な改善が期待される． 

・薬品の一斉点検により不明薬品が洗い出され，原因分析および管理強化策の立案につながっ

たことは、今後のリスク低減に大いに寄与すると評価できる． 

・ハラスメント防止に関する定常的な啓発活動や講習会の実施検討により，安心・安全な学内

環境の実現に向けた取り組みが着実に進展していると評価できる． 

（改善が望まれる点） 

・BCP 計画書は災害時の対応手順が詳細で完成度は高いものの，大部であるため全体を把握し

づらい点がある．要約版や Q&A 集などを作成し，普段から広く周知することで理解が深まる

と考えられる． 
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・BCP 計画書に基づいた行動チェックリストなどを事前に整備しておくと，実際の行動がしや

すくなるものと考えられる． 

・学生の立場から見ると，防災訓練で初動対応は実践的に体験できるものの，復旧フェーズに

関する情報が十分に周知されているとは言いにくい状況であるように思われる．分かりやすい

資料の提供などを通じて，情報の共有と理解を深める取り組みが求められる． 

 

 

大学評価委員会による確認 

 

太陽光発電を 400kW 導入とあるが，この導入が中期プラン I としての到達目標に対してどの

程度貢献し得るのか具体的な説明が必要である．  

(No.8) 安否確認は現在大学稼働時に送信されているが，実施可能であれば非稼働時での入力

訓練も検討願いたい． 

(No.19) 最近はウィルス性胃腸炎も発生頻度が上がっている．学内だけでなく，特に寮で発

生した際の対応を検討願いたい． 

(No.20)「STOP! ハラスメント」内では学部学生，研究室配属学生や研究員，職員と区分され

ているが，HP の学内情報サイトで「STOP! ハラスメント」は「学生生活に関する情報」の下

にある．教員も含めてわかりやすくアクセスできるように，広報と連携して改変して頂きたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：総合安全委員会 

内部質保証委員会 点検者氏名：下田昌利 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

安全衛生は大学の研究、教育の基盤であり、それを安定かつ継続帝に維持する本委員会の活動

は本学の建学の理念、目的に合致している。 

 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

法令に則した、もしくは本学ならではの定期的な安全点検や防災訓練、ハラスメント対策、省

エネ、健康管理等の活動は本学の総合的な安全・衛生を確保する方策を立案・推進する本委員

会の役割・方針に合致している。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

BCP 計画の実効性向上に向けて立てられた活動計画の実行に期待する。整備された内容が災

害時や緊急時に真に機能するかの点検がいずれ必要である。安全は慣れや油断が大敵であり、

安全教育や危険物管理を含む安全点検、感染症対策等の諸活動の継続に努めて頂きたい。カー

ボンニュートラルの実現に向けた種々の取組は意識づけを含めた継続が重要であり、続けても

らいたい。 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

2
月

2
7
日

 

2
0
24

年
度

（
総

合
情

報
セ

ン
タ

ー
協
議
会

）
委
員

会
等
方

針
点

検
表
＜
期

末
点
検

＞
 

（
セ
ン
タ
ー
長
 
 
大
石
 
泰
丈

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

大
学

運

営
8
-
1
 

○
 

 
 

 

情
報
関
連
イ
ン
フ
ラ
等
整
備
に
関
す
る

5
ヶ
年

計
画
に
基
づ
く

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
継
続
実
施
 

1
.
情
報
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
 

2
.
D
X
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
整
備
計
画
へ
の
反
映
 

 2
0
2
4
年
度
活
動

計
画
 

・
研
究
用
ア
ク

セ
ス
回
線
の
増
速
（

専
用
線

1
0
G

化
）
 

・
認
証
関
連

D
B
等
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
移
設
に

よ
る

B
C
P
対
応
強
化
 

・
久
方
寮
無
線

環
境
の
更
新
 

・
教
育
お
よ
び
研
究
に
お

け
る

D
X
に
つ
い

て
ニ

ー
ズ
を
把
握
・
整
備
計
画
（

5
ヶ
年
）
へ
反
映

し
、
必
要
な
予
算
申
請
（

支
援
含
む
）
を
行
う
 

情
報
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
と
し
て
以
下
を
行
っ
た
 

8
月
：
研

究
用

S
I
N
E
T
回
線
を

1
G
か
ら

1
0
G
に
増

速
 

認
証

用
機

器
等

を
停

電
の

な
い

栄
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

に
移

設
 

2
月

：
久

方
寮

W
i
-
F
i
機
器
更
新
と
取
付

方
法
見

直
し

に
よ

る
電

波
環
境
改
善
 

 ま
た

DX
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

つ
い

て
は

南
棟

の
教

員
か

ら
W
i
-
F
i
環
境

改
善
要
望
が
上
が
っ
て
い
る

た
め

、
2
0
2
5
年

度
に

整
備
す
る
よ
う
反
映
し
た

 

今
回
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
効
果
と
し
て
 

・
大

学
内

が
停

電
し

て
も

自
宅

等
で

通
常

通
り

G
o
o
g
l
e
メ

ー
ル
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ラ
ー

等
を

利
用

で
き
る
環
境
を
整
え
た
 

・
S
I
N
E
T
専
用
線
の
増
速
に
よ
り
栄
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
を
経
由
し
て
も
通
信
遅
延
な
く

Go
o
g
l
e
環
境

を
利
用
で
き
て
い
る
 

・
光
ケ

ー
ブ

ル
の

予
備

系
確

保
に

よ
り

ケ
ー

ブ
ル

障
害
や
新
規
需
要
に
対
応
で
き
る
 

・
学
外

D
N
S
機
の
故
障
リ
ス
ク
が
減
少
し
た
 

・
久
方
寮
で
全
体
的
に
電
波
状
況
が
改
善
さ
れ
た
 

○
 

3
0
 

%
 

・
2
0
2
5
年
度
は
南
棟
の

有
線

L
A
N
，
W
i
-
F
i
，
サ

ー
バ

ー
室

入
退

室
シ

ス
テ

ム
の

更
新

（
保

守
終

了
の

対

応
）
、
あ
わ
せ
て
電

波
状
況
の

改
善
な

ど
で

利
用

者

の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
 

・
既
存
機
器
の
老
朽
化
・
能

力
不

足
を

補
え

る
よ

う
整

備
更
新
を
継
続
す
る
 

2
 

大
学

運

営
8
-
2
 

○
 

 
 

 

主
な
事
務
業
務
の

D
X
（
支
援
）
 

1
.
各
部
署
に
お

け
る
計
画
・

進
捗
の
把
握
 

2
.
導
入
（
支
援
含

む
）
 

<
以
下
、
優
先
度
順
> 

①
 
支
払
依
頼
 

②
 
出
張
・
精

算
関
連
 

③
 
人
事
情
報

管
理
 

④
 
申
請
・
承

認
関
連
 

⑤
 
公
印
管
理
 

 2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
 

・
統
合
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
整
備
(
G
o
o
gl
e
 

W
o
r
k
s
p
a
c
e
) 

・
部
門
シ
ス
テ
ム
更
改
サ
ポ
ー
ト
：
I
A
S
O
，
人
事

給
与
，
図
書
館
 

・
優
先
順
位
の
高
い
も
の
を
中
心
に
、
担
当
部
署

と
の
調
整
に
基
づ
き
実
施
計
画
を
策
定
し
、
必

要
な
予
算
申
請
を
行
う
 

D
X
支
援
と
し
て
以
下
を
行
っ
た
 

8
月
：
教
職
員
の
操
作
慣
熟
や

実
業
務
に
混
乱
を
出

さ
な
い
た
め
の
工
夫
と
し
て

G
o
o
g
l
e
環
境
と
従

来
環
境
の
並
行
稼
動
を
開
始
 

9
月
：
I
A
S
O
を
旧
サ
ー
バ
ー
か
ら
学
内
の
仮
想
サ
ー

バ
ー
に
移
行
完
了
 

人
事

給
与

シ
ス

テ
ム

を
勤

怠
シ

ス
テ

ム
と

同
じ

学
内
仮
想
サ
ー
バ

ー
に
構
築
し
運
用
開
始
 

1
月
：
G
o
o
g
l
e
環
境
の
並
行
稼
動
を
終
了
し
完
全
移

行
完
了
 

G
o
o
g
l
e
カ
レ
ン
ダ
ー

を
用
い

て
体
育
・
文

化
施

設
の

設
備

予
約

状
況

を
学

生
に

提
供

す
る

仕
組

み
の
準
備
と
運
用
を
開
始

し
、
さ
ら
に
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
，
創
造
性
開
発

工
房
へ
の
展
開
も
進
め
て

い
る
 

G
o
o
g
l
e
C
h
a
t
を
利
用
し
た
緊
急
時
連
絡
の
仕
組

み
を
準
備
し
運
用
を
開
始
 

2
月
：
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
(
情
報
シ
ス

G)
が
受
け

る
申
請
の
一
部

を
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
化
 

3
月
：
図
書
館

シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
環
境

で
運
用

開
始
 

・
統

合
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
整

備
(
G
oo
g
l
e
)
は

大
き
な

手
戻
り
や
遅
延
な
く
導
入
し
、
旧
環
境
か
ら
の
移

行
を
完
了
で
き
た
 

旧
環

境
で

使
用

し
て

い
た

迷
惑

メ
ー

ル
対

策
機

の
能

力
不

足
に

よ
り

メ
ー

ル
遅

延
が

発
生

し
て

い
た
が

G
oo
g
l
e
環
境
移
行
に
よ
り
遅
延
は
ほ
ぼ

無
く
な
り
、
We
b
M
a
i
l
な
ど
旧
環
境
の
サ
ー
ビ
ス

を
順
次
停
止
し
て
い
る
 

・
G
o
o
g
l
e
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
設
備
予
約
情
報

提
供
は
概
ね
好
評
で
、
順
次
横
展
開
を
進
め
て
い

る
 

・
I
A
S
O
お
よ
び
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
の
更
改
は
完

了
し
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
も
予
定
通
り
完
了
で
き

る
見
込
み
 

・
各
部
署
の
事
務
業
務

D
X
の
進
捗
状
況
の
把
握
に

努
め
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
た
 

①
 支

払
依
頼
：
依
頼
元
で

C
a
m
p
u
s
P
la
n
に
直
接

入
力
を
行
う
業
務
ス
タ
イ
ル
に
変
更

し
た
 

②
 出

張
・

精
算

関
連
：

担
当

部
署
で

シ
ス

テ
ム

選
定
が
進
ん
で
い
る
 

③
 人

事
情

報
管

理
：
人

事
給

与
シ
ス

テ
ム

の
導

入
を
支
援
し
た
 

④
 申

請
・

承
認

関
連
：

情
報

シ
ス
テ

ム
関

連
申

請
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
化
を
実
現
し
た
 

⑤
 公

印
管
理
：
20
2
5
年
度
実
施
に
向
け
情
報
を

収
集
中
 

    

○
 

3
0
 

%
 

・
G
o
o
g
l
e
環
境
の

利
用

拡
大

（
ビ
デ

オ
会

議
ソ

フ
ト

を
Z
o
o
m
か
ら

G
o
o
g
l
e
 M
e
e
t
に

切
替

な
ど

）
 

・
2
台
の
仮
想
化
サ

ー
バ
ー

の
相

互
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
構

成
化

に
よ

り
サ

ー
バ

ー
障

害
時

で
も

シ
ス

テ
ム

稼

動
継
続
を
実
現
 

・
各
部
署

に
お
け
る

事
務

業
務

D
X
推

進
状

況
の

把
握

と
支
援
を
行
う
（
継

続
）
 

参
考
：
活
動
毎
の
進
捗
状
況
 

1
.
情
報
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
：
2
0
% 

2
.
D
X
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
整
備
計
画
へ
の
反
映
：
33
% 

参
考
：
活
動
毎
の
進
捗
状
況
 

1
.
各
部
署
に
お
け
る
計
画
・
進
捗

の
把
握
：
3
3
% 

2
.
導
入
（
支
援
含
む
）
：
20
% 

80



3
 

大
学

運

営
8
-
3
 

○
 

 
 

 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
 

（
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
欠
如
に
起
因

す
る
深
刻

な
ト
ラ
ブ
ル
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
発
生
ゼ
ロ
）
 

1
.
情
報
倫
理
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
講
習
の

実
施
 

2
.
D
X
関
連
講
習
等
の
実
施
 

 2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
 

・
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
訓
練

の
継
続
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習
会
の
継
続
 

・
2
0
2
5
年
度
シ
ラ
バ
ス
と
の
調
整
（

授
業
対
応

と
課
外
対
応
の
役
割
分
担
等
）
に
も
と
づ
く
講

習
計
画
の
立
案
 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

た
め
以
下
を
行
っ
た
 

6
月
：
迷
惑
メ
ー
ル
訓
練

(
1
回
目
) 

9
月
：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

教
育
 

1
2
月
：
迷
惑
メ
ー
ル
訓
練

(
2
回
目
) 

1
月
：
「
安
全
の
手
引
き
」
に

掲
載
す
る
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
記
事

や
2
0
25

年
度
講
習
教
材
(案

)
を

授
業
担
当
教
員
に
提
示
 

・
2
回
の
迷
惑
メ
ー
ル

訓
練
に
よ
り
、
1
年
生
に
つ

い
て
は
対
応
力
が
向
上
し
た
（
I
D
送
信
率

1
回
目

1
2
.
0
%
→
2
回
目

5
.
0
%
）
 

・
情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
習

で
は

、
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
詐
欺
，
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
，
ウ
ィ
ル
ス

E
m
o
t
e
t

の
被
害
を
疑
似
体
験
す
る
教
材
を
提
供
し
、
未
受

講
者

に
は

多
要

素
認

証
お

よ
び

ネ
ッ

ト
ア

カ
ウ

ン
ト
を
停
止
す
る
措
置
を
行
っ
た
（
教
員
は
ア
カ

ウ
ン
ト
停
止
の
対
象
外
）
 

・
授
業
対
応
教
員
に
適
宜
教
育
内
容
を
提
示
し
て

い
る
 

○
 

2
0
 

%
 

・
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
訓
練

の
継

続
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
講

習
会

の
継

続
 

・
2
0
2
6
年
度
シ
ラ
バ

ス
と

の
調

整
（

授
業

対
応
と

課
外
対
応
の
役
割
分

担
等
）
に

も
と
づ

く
講

習
計

画
の

立
案
 

・
D
X
関
連
講
習
等

の
実

施
（

業
務

や
学

習
に

役
立

つ

情
報

関
連

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
た

め
の

講
習

を

開
催
）
 

4
 

大
学

運

営
8
-
4
 

○
 

 
 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生

ゼ
ロ
 

1
.
E
D
R
/
M
D
R
を
活
用
し
た
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

体
制
の
構
築
 

2
.
サ
ー
バ
ー
脆
弱
性
検
査

の
実
施
 

 2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
 

・
E
D
R
/
M
D
R
の
導
入
 

・
E
D
R
/
M
D
R
を
踏
ま
え
た
緊
急
措
置
手
順
の
見
直

し
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ

ン
ト
対
応
の

た
め
以
下
を

行
っ
た
 

1
0
月
：
事
務
局

P
C
 と

事
務
局
サ
ー
バ
ー
か
ら

E
D
R

ソ
フ
ト
を
導
入

開
始
 

1
月
：
緊
急
措
置
手
順
を
改

訂
 

2
月
：
研
究
室

P
C
に

E
DR

ソ
フ
ト
を
導
入
開
始
 

・
E
D
R
ソ
フ
ト
原
因
に
よ
る
世
界
的
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し

た
た

め
本

学
導

入
前

に
入

念
な

対
策

を
検

討
し
準
備
し
た
 

・
E
D
R
/
M
D
R
を
踏
ま
え
て
緊
急
措
置
手
順
を
改
訂
し

た
 

・
2
0
2
5
.
3
現
在
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト

は
発
生
し
て
い
な
い
 

○
 

3
0
 

%
 

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ

ン
シ
デ

ン
ト

発
生

時
の

対
応
手

段

の
学
内
定
着
（
緊

急
措
置

手
順

に
沿

っ
た

対
応
）
 

・
サ
ー
バ
ー
脆
弱
性
検
査

の
実

施
 

5
 

 
 

 
 

 

教
職

員
共

通
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

の
追

加
機

能
の

提
供
（
教
員
ポ
ス
ト
機
能

、
学
生
の
利
用
等
）
 

4
月
：
化
学
物
質
リ
ス
ク

ア
セ

ス
メ
ン
ト
資
料
を
各

研
究

室
(
学

生
を

含
む

)
ご

と
に

非
公

開
で

共
有

で
き
る
環
境
を
利
用
開
始
 

1
2
月
：
専
任
教
員
会
議
向
け
の
資
料
を
非
公
開
で
提

出
で
き
る
環
境

を
利
用
開
始
 

2
月
：
教
員
向
け
電
子
ポ
ス
ト
機
能
の
試
行
を
開
始
 

・
機
密

性
の

高
い

情
報

を
関

係
者

間
の

み
非

公
開

で
共
有
す
る
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
不
可
で
全
学
生
に

共
有
す
る
な
ど
、
学
内
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
利

用
用
途
を
拡
大
で
き
た
 

○
 

-
 

 

・
利
用
者
か
ら
の
機
能

追
加
の

要
望
が

あ
れ

ば
検

討
す

る
 

6
 

 
 

 
 

 

基
幹
サ
ー
バ

ー
の
移
行
計
画
策
定
（
2
02
5
年
度

実
施
に
向
け
て
）
 

G
o
o
g
l
e
環
境
で
新
た
に
提
供

す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
と

従
来
提
供
し
て
い
た
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
対
比
し
て
必

要
性
を
検
討
し
、
新
サ
ー
バ
ー
構
成

案
を
考
え
た
 

・
基
幹

サ
ー

バ
ー

の
移

行
先

と
し

て
現

行
仮

想
化

サ
ー

バ
ー

を
想

定
し

増
強

の
費

用
を

予
算

申
請

し
た
 

・
1
0
台
あ
る
現
行
基
幹
サ
ー
バ
ー
の
う
ち
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
関
連
の

2
台
に
つ
い
て

G
o
o
g
l
e
環
境

移
行
に
伴
い
前
倒
し
で
停
止
を
行
っ
た
 

○
 

-
 

 

・
新
し
い
基
幹
サ
ー
バ

ー
の

構
築

と
旧

基
幹

サ
ー

バ
ー

か
ら
の
移
行
実
施
 

7
 

 
 

 
 

 

蔵
書
構
築
と
コ
ス
ト
低
減
を
念
頭
に
し
た
タ
 

イ
ト
ル
選
定
 

【
学
長
所
見
：
学
術
文
献
の
費
用
増
へ
の
対
策
】
  

   

1
0
月
：
継
続
購
読
是
非
審
議
、
決
定
 

セ
ン
タ
ー
予
算
申

請
 

   

学
術
洋
雑
誌
購
読
料
と

O
A
出
版
料
と
の
一
括
契
約

を
視
野
に
入
れ
、
2
0
2
3
年
度
に
再
選
定
し
た
学
術

洋
雑
誌

購
読

タ
イ

ト
ル

に
つ

い
て

、
次

の
観

点
か

ら
審
議

を
行

い
、

全
タ

イ
ト

ル
の

継
続

購
読

を
決

定
。
 

 

1
.
本
学
の
教
育
・
研
究
分
野
に
お
け
る
基
本
的
文

献
の
提
供
 

2
.
新

任
教

員
の

研
究

分
野

を
含

め
た

バ
ラ

ン
ス

の
取
れ
た
蔵
書
構
成
 

3
.
費
用
対
効
果
 

 I
E
E
E
購
読
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
同
価

格
で
最
上
位
へ
ア

ッ
プ
グ

レ
ー

ド
し

、
閲

覧
可

能
タ

イ
ト

ル
の

大
幅

拡
大
を
実
現
。
 

約
1
8
0
0
タ
イ
ト
ル
→
約

5
3
0
0
タ
イ
ト
ル
 

〇
 

 
％
 

・
複
数
年
契
約
な
ど
、
研
究

効
率

の
低

下
を

招
か

な
い

コ
ス
ト
低
減
策
を
検

討
す

る
。
 

             

参
考
：
活
動
毎
の
進
捗
状
況
 

1
.
情
報
倫
理
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
講
習
の
実
施

：
20
% 

2
.
D
X
関
連
講
習
等
の
実
施
：
20
2
4
度
は
実
施
計
画
な
し
 

参
考
：
活
動
毎
の
進
捗
状
況
 

1
.
E
D
R/
M
D
R
を
活
用
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の
構
築
：
3
3
% 

2
.
サ
ー
バ
ー
脆
弱
性
検
査
の
実
施
：
20
2
4
度
は
実
施
計
画
な
し
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8
 

 
 

 
 

 

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

ポ
リ

シ
ー

を
考

慮
し

た
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
購
読
 

 

（
今
後
の
図
書
館

の
在
り
方
検
討
①
）
 

4
月
：
R
&
P
購
読
モ
デ
ル
の
試
行
導
入
検
討
 

5
月
：
大
学
運
営
懇
、
内
部

質
保
証
委
員
会
承
認
 

7
月
：
運
用
方
針
決
定
 

1
0
月
：
セ
ン
タ
ー
予
算
申
請
 

1
1
月
：
学
内
案
内
 

1
月
：
O
A
投
稿
申
請
受
付

開
始
 

・
購
読
料
と

O
A
出
版
料
を
一
括
契
約
す
る

R
e
a
d
 &
 

P
u
b
l
i
s
h
購
読
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
費
用
試
算
結

果
と

期
待

で
き

る
効

果
を

照
ら

し
、

図
書

館
と

し
て
実
施
可
能
な

OA
化
推
進
支
援
策
と
し
て
有

効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
 

・
2
0
2
5
年
～
20
2
6
年

W
i
l
ey
 
R
e
a
d
 &
 
P
u
b
l
i
sh

購
読
モ
デ
ル
を
試
行
的
に
導
入
し
、
運
用
開
始
 

〇
 

 
％
 

・
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

推
進

支
援

検
討

と
合

わ
せ
、
他

の
出
版
社

R
&P

モ
デ

ル
の

導
入

検
討

を
行

う
。
 

 

9
 

 
 

 
 

 

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
推
進
支
援
 

研
究
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
策
定
 

 （
今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方
検
討
①
）
 

 

7
月
：
研
究
デ
ー
タ
ポ
リ
シ

ー
お
よ
び

解
説
案
決
定
 

 
 
 
 
研
究
推
進
・
産
学

連
携
委
員
会
承
認
 

1
0
月
：
内
部
質
保
証
委
員

会
、
専
任
教
員
会
議
承
認
 

1
0
月
：
一
般
公
開
 

  

・
研
究

デ
ー

タ
オ

ー
プ

ン
ア

ク
セ

ス
化

に
必

須
と

な
る

、
研

究
デ

ー
タ

の
適

切
な

管
理

・
公

開
お

よ
び

利
活

用
促

進
に

つ
い

て
の

基
本

的
考

え
方

を
「

研
究

デ
ー

タ
ポ

リ
シ

ー
お

よ
び

解
説

」
に

定
め
た
。
 

・
本
学

に
お

け
る

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

化
推

進
対

応
へ
の
課
題
の
明
確
化
を
行
っ
た
。
 

（
研

究
推
進
・
産

学
連

携
委
員

会
と
連

携
） 

〇
 

 
％
 

・
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化

推
進

支
援

体
制

を
構

築
し

、

W
G
に
よ
る
論
文
投

稿
料

支
援

制
度

の
検

討
を

開
始

す
る
。
 
 
 （

研
究
推
進
・
産
学
連
携
委
員
会
と

連
携

） 

1
0
 

 
 

 
 

 

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
機
能

向
上
 

 

（
今
後
の
図
書
館

の
在
り
方
検
討
③
）
 

7
月
：
次
期
図
書
館
シ
ス
テ

ム
発
注

承
認
 

  

科
研
費
即
時

O
A
義
務
化
へ
の
対
応
を
可
能
と
す
る

次
の
機

能
を

新
図

書
館

シ
ス

テ
ム

構
築

に
合

わ
せ

追
加
改
修
 

・
N
I
I
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

の
デ
ー
タ
連
携
 

・
科
研
費
成
果
根
拠
デ
ー
タ

公
開
機
能
 

 

〇
 

 
％
 

・
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

で
の
論

文
お

よ
び
論

文
根
拠

デ
ー

タ
公
開
基
準
の
策

定
。
 

・
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

を
N
II

学
術

情
報

基
盤

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
共
用
リ

ポ
ジ
ト

サ
ー

ビ
ス
（
J
A
I
RO
C
L
A
U
D）

へ
移
管
し
更
な
る
配

信
強

化
を

図
る

。
 

 

1
1
 

 
 

 
 

 

学
術
情
報
入
手
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
向
上
 

 

（
今

後
の
図
書
館

の
在
り
方
検
討
②
）
 

7
～
8
月
：
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
イ
ア

ル
を
決
定
。
教
務
委
員
会
へ
協
力
依
頼
 

1
0
～
1
1
月
：
ト
ラ
イ
ア
ル

実
施
 

1
2
月
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

1
月
：
期
限
付
き
で
仮
導
入
を
決
定
 

2
月
：
教
務
委
員
会
報
告
 

2
月
:
 
教
育
研
究
環
境
維
持

改
善
予
算
へ
申
請
 

典
拠
が

明
確

で
精

査
さ

れ
た

学
術

情
報

資
源

を
対

象
に

包
括

的
な

学
術

情
報

検
索

を
可

能
と

す
る

「
デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
」

は
、

教
員

等
の

研
究
活

動
お

よ
び

大
学

院
の

輪
講

に
大

変
有

用
で

あ
る
と

判
断

し
、

期
限

を
設

け
た

上
で

の
導

入
を

決
定
。

教
育

研
究

環
境

維
持

改
善

予
算

申
請

し
承

認
を
得
た
。
 

(
教

務
委
員

会
と
連

携
）
 

〇
 

 
％
 

・
輪
講
で
の
利
用
促

進
を
目

的
と

し
た
利

用
説
明

会
等

を
実
施
 

・
仮
導
入
中
に
お
け

る
商

品
評

価
 

（
教
務
委
員
会
と
連
携
）
  

1
2
 

 
 

 
 

 

図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
 

  

7
月
：
発
注
承
認
 

1
0
月
：
シ
ス
テ
ム
各
種
構
築
作
業
開
始
、
 

仮
想
サ
ー
バ
払
出
 

1
1
月
：
O
P
A
C（

兼
H
P
）
構
成
決
定
 

1
月
：
シ
ス
テ
ム
各
種
構
築

作
業
完
了
 

2
月
：
シ
ス
テ
ム
稼
働
検
証
 

2
月
～
3
月
：
O
P
A
C
（
兼

H
P
）
改
修
作
業
 

3
月

3
日
：
シ
ス
テ
ム
本
稼

働
 

・
サ
ー
バ
を
ク
ラ
ウ
ド
_本

学
D
C
に
設
置
 

・
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
本
稼
働
開
始
 

・
利
用

者
を

利
用

目
的

別
に

各
サ

ー
ビ

ス
コ

ン
テ

ン
ツ
へ
誘
導
す
る
よ
う
構
成
し
た
新

O
P
AC

画
面

（
兼

H
P
）
を
公
開
 

 

〇
 

 
％
 

業
務
効
率
改
善
等
の

目
的
に

お
い
て

、
運
用

上
必

要
と

な
る

改
修

や
不

具
合

は
保

守
契

約
の

範
囲

内
で

順
次

対
応
し
て
い
く
。
 

1
3
 

 
 

 
 

 

今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方
検
討
 

   

上
記
、
各
項
目

に
記
載
の
通
り
 

科
学
技
術
・
科
学
審
議
会
が
述
べ
る
オ
ー
プ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
時
代
に
お
け
る
大
学
図
書
館
の
在
り
方

を
背
景
に
、
教
育
・
研
究
活
動
の
支
援
、
知
的
資

産
の
収
集
保
存
等
の
観
点

に
お
け
る
課
題
を
洗
い

出
し
を
行
い
(2
0
2
3
)
、
検
討
か
ら
運
用
フ
ェ
ー
ズ

へ
移
行
 

①
O
A
化
推
進
支
援
 

②
学
術
情
報
入
手
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
向
上
 

③
論
文
等
の
根
拠
デ
ー
タ
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
 

〇
 

 
％
 

ジ
ャ

ー
ナ

ル
購

読
価

格
上

昇
の

常
態

化
お

よ
び

論
文

投
稿

料
高

騰
化

へ
の

実
施

可
能

な
対

策
の

検
討

・
調

査
・
実
施
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：総合情報センター協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：藤 貴夫 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

特になし。 

（№  ） 

 

（№  ） 

 

（№  ） 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

情報化社会が急速に進んで、学術論文雑誌や図書館の在り方などを見直すような難しい状況に

なっていますが、よく対応していると思います。 

 

 

大学評価委員会による確認 

・（No.2）事務局 DX の推進について、各担当部署の問題意識をベースとしつつも、他大学より遅れて

いる点などを把握し、本協議会からも積極的な働きかけをすることを期待したい。 

・（No.3）「２回目の迷惑メール訓練で１年生の対応力が向上した」とあるが、単にメールを見ていない

可能性も考えられるため、実態を把握することを検討してほしい（例えば、教員の協力を得て、特定

の授業の中で挙手により状況を確認する等）。また、継続的に訓練を受けているにもかかわらず、迷惑

メールに引っかかる教職員が多いため、セキュリティ講習会の一層の向上を期待したい。 

（No.8,9）オープンアクセス化は今後必須となることから，研究推進•産学連携委員会と連携

しつつ，適宜教員への情報提供や説明をお願いしたい． 

(その他) 新入生のOfficeソフトとしてMicrosoft365が採用されているが，検討過程が現状，

評価欄に書かれていない．従来からの Microsoft365 ユーザは，手動でないと移行できないデ

ータがあるにもかかわらず，アカウントを短期間に変更する必要があった．また，Office では

Outlook によりメールの送受信ができるが，総合情報センターではサポートしていない． 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：総合情報センター協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：竹内恒博 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

総合情報センター協議会の活動は，本学の建学の理念、目的に合致している． 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

情報インフラの整備・更新，事務業務のＤＸ，情報リテラシーを向上させる取組み，セキュリ

ティインシデントに対する対策，情報セキュリティ向上，ユーザーに対する新サービスの提供，

図書館の運用の見直しなど，委員会の役割・方針に従い活動を行っている． 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

活動は適切に，粛々と行われており，関係者の努力が良く理解できる．一方，教職員•学生に

対して提供されている情報サービスが利用者に十分に伝わっているか疑問が残る．サービスの

情報が紹介されているホームページ等の充実（動画などの利用も想定）を検討して頂きたい．

既に行われているが，急速に DX が進む中での図書館のあり方の検討についても継続的に実施

し，対策が遅くならないように運用方法を適宜見直して頂きたい． 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
3
月

1
0
日

 

2
0
24

年
度

（
 
創

造
性

開
発

セ
ン

タ
ー
協

議
会
 

）
委
員

会
等

方
針
点
検

表
＜
期

末
点
検

＞
 

（
議
長
名
 
古
谷
 
克
司

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

社
会

貢

献
/
社
会

連
携
 

3
-
1
-
1 

3
-
2
-
1 

3
-
3
-
1 

 
 

 
 

1
.
創
造
性
開
発
セ
ン
タ
ー
（
工
房
・
教
育
実
験
室
）

の
運
営
・

管
理
 

(
1
)
工
房
長
を
空
席
と
し
て

，
運
営
・
管
理
体
制

の
適
正
化
に
努
め
る
．
 

(
2
)
自
主
工
作
希
望
者
対
象
の
技
能
講
習
会
を
実

施
す
る
．
 

(
3
)
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
検
討

し
，
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
．
 

(
4
)
創
造
性
開
発
セ
ン
タ
ー
内
の
安
全
点
検
を
実

施
す
る
．
 

(
5
)
学
内
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
す
る

こ
と
で
，
利
用
者
に
情
報
を
提
供
す
る
．
 

(
6
)
S
D
を
継
続
し
，
定
期
的
な
活
動
と
す
る
．
 

(
7
)
授
業
支
援

や
研
究
支
援
以
外
の
利
用
依
頼
に

も
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
．
 

 ［
中
期
プ
ラ
ン
関
連
］
 

(
8
)
本

学
主

催
イ

ベ
ン

ト
で

あ
る

高
大

連
携

授

業
，
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
の
支
援
を
，
安
全

や
学
内
の
教
育
・
研
究
支
援
と
の
両
立
に
配

慮
し
な
が
ら
実
施
す
る
．
［
(
2
)
(
4)
参
照
］
 

(
9
)
 
学
外
団
体
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

と
し
て
，

七
宝
焼
き
，
人
力
織
機
体
験
等
，
既
存
の
企

画
を

依
頼

に
基

づ
い

て
実

施
す

る
．

［
(
7
)

参
照
］
 

(
1
0
)
ニ

ー
ズ

を
収

集
す

る
た

め
の

学
外

へ
の

情

報
開
示
の
準
備
と
し
て
，
外
部
へ
開
示
可
能

な
情
報
を
抽
出
す
る
．
［
(
5
)
(
6
)参

照
］
 

 ［
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
］
 

特
に
な
し
．
 

 

(
1
)
創
造
性
開
発
セ
ン
タ
ー

長
が

2
0
2
4
年
度
も
工
房

長
の

代
理

を
務

め
，

規
程

等
は

変
更

し
な

か
っ

た
．
 

(
2
)
2
0
2
4
年
度
分
の
技
能
講
習
会
は
，
2
月
末
募
集
開

始
，
3
月
か
ら
講
習
会

開
始
と
し
た
．
3
月
実
施

済
み
の
の
べ

6
名
を
除
き
，
4
月
以
降
実
施
分
は

の
べ

2
4
名
が
受
講
し
た
．
安
全
に
配
慮
す
る
た

め
に
，
2
名
/回

/
テ
ー
マ
ま
で
と
し
た
．
 

 
半
日
講
習
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
，
の
べ

2
8
名
が
受

講
し
た
．
 

(
3
)
学

生
に

と
っ

て
魅

力
的

な
モ

ノ
づ

く
り

エ
リ

ア

の
構
築
を
計
画
中
で
あ
る
．
機
器
整
備
の
予
算
を

大
学
に
申
請
中
で
あ
る
．
 

(
4
)
本

協
議

会
が

実
施

し
た

安
全

点
検

結
果

を
参

考

に
し
て
，
工
房
の
安
全
対
策
を
実
施
し
た
．
 

(
5
)
セ

ン
タ

ー
長

が
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

に
関

す
る

国

際
会

議
で

工
学

リ
テ

ラ
シ

ー
の

取
り

組
み

を
紹

介
し
た
．
 

 
地
上
波
テ
レ
ビ
番
組
や
ネ
ッ

ト
動
画
に
よ
り
工
房

が
紹
介
さ
れ
た
．
 

(
6
)
技
術

指
導

員
の

S
D 

(
S
t
a
ff
 
D
e
v
el
o
p
m
e
n
t)
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
た
．
昨
年
訪
問
し
た
大
学
教

員
，
技
術
職
員
が
本
学
工
房
を
訪
問
さ
れ

，
本
学

の
取
り
組
み
に
対
し
て
意
見
交
換
し
た
．
ま
た
，

こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の

一
部
で
高
専

1
校

を
訪

問
し
，
実
習
関
連
施
設
を
見
学
す
る
と
と
も
に
担

当
教
員
・
技
術
職
員
と
意
見
交
換
し
た
．
 

(
7
)
工

房
の

社
会

貢
献

が
次

期
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

入

っ
た
．
 

 
高
大
連
携
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ

グ
ラ
ム
や
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
で
は
，
自
由
鍛

造
や
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
カ

ー
の
実
技
指
導
，
フ
ラ

イ
ス
加
工
の
実
演
な
ど
を

実
施
し
た
．
事
務
職
員

を
対
象
と
し
た
モ
ノ
づ
く

り
同
好
会
は
活
動
日
を
増
や
し
て
活
動
し
，
参
加

者
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
．
職
員
の
家
族
も
同

伴
で
き
る
よ
う
に
し
た

．
事
務
局
等
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
，
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
た
．
 

 
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
愛
知
県
の
「
発
明
の
日
」

協
賛

行
事

お
よ

び
他

大
学

学
生

対
象

行
事

と
し

て
七
宝
焼
き
体
験
会
を
実
施
し
た
．
全
国
的
な
活

動
を

し
て

い
る

小
中

学
生

を
対

象
と

し
た

技
術

教
育
団
体
と
の
連
携
を
検
討
中
で
あ
る
．
 

 
1
2
月
に
実
施
さ
れ
た
企
業
向
け
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の

見
学
者
か
ら
，
学
外
者
を
対
象
と
し
た
研
修
の
問

(
1
)
 組

織
が
ス
リ
ム
化
さ
れ
た
こ
と
で
，
工
房
の
活

動
が
活
発
化
し
て
い
る
．
担
当
部
長
と
も
連
携

し
，
セ
ン
タ
ー
を
運
営
で
き
た
．
 

 
非
常
勤
指
導
員

1
名
減
員
分
は
，
加
工
に
関
し

て
は

N
C
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
対
応
し
，

学
生

等
へ

の
対

面
に

よ
る

指
導

へ
向

け
る

こ

と
が
で
き
た
．
 

(
2
)
半
日
講
習
も
合
わ
せ
る
と
昨
年
度
の

5
1
名
よ

り
受
講
者
が
微
増
し
た
．
1
月
末
ま
で
の
自
主

工
作
の
利
用
時
間
は
，
26
2
.
0
時
間
が

2
3
2
.
5

時
間
ま
で
減
少
し
，
比
率
で
は

1
1
％
の
減
少
で

あ
っ
た
．
こ
れ
ま
で
利
用
が
多
か
っ
た

2
研
究

室
の

教
授

が
定

年
に

よ
り

研
究

室
学

生
が

い

な
く
な
り
，
12
0
.
0
時
間
減
少
し
た
こ
と
を
考

慮
す
る
と
，
ほ
か
で
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る

と
言
え
る
．
 

 
半
日

講
習

は
，

授
業

に
よ

り
ま

と
ま

っ
た

時
間

を
取

り
に

く
い

同
行

会
所

属
の

学
部

生
に

と

っ
て
，
利
用
し
や
す
い
制
度
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
．
 

(
3
)
安

全
に

使
用

で
き

る
機

器
に

限
定

す
る

こ
と

で
，
学
生
の
自
主
管
理
に
よ
る
利
用
を
実
現
す

る
方
向
で
動
い
て
い
る
．
こ
れ
ま
で
に
見
学
し

た
他
大
学
・
高
専
等
の
事
例
も
参
考
に
し
て
い

る
．
 

(
4
)
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
，
安
全
点
検
の
結
果
だ

け
で
な
く
，
実
習
評
価
表
や
レ
ポ
ー
ト
の
コ
メ

ン
ト
を
参
照
す
る
と
と
も
に
，
実
習
中
の
様
子

を
見
な
が
ら
，
随
時
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
．
 

(
5
)
学

内
外

へ
適

切
な

情
報

を
公

開
す

る
こ

と
が

継
続
で
き
て
い
る
．
学
内
向
け
ペ
ー
ジ
に
加
工

例
を
多
数
掲
載
す
る
こ
と
で
，
工
房
で
製
作
可

能
な
も
の
の
情
報
を
利
用
者
に
提
供
し
た
．
 

(
6
)
大
学
間
で
の
継
続
的
な
交
流
が
で
き
た
．
訪
問

で
は

双
方

の
工

夫
点

や
問

題
点

を
共

有
す

る

こ
と
が
で
き
た
．
こ
れ
ら
の
知
見
を
今
後
の
実

習
等
の
指
導
や
運
営
・
管
理
へ
活
か
し
て
い
き

た
い
．
 

(
7
)
さ
ま
ざ
ま
な
学
外
行
事
に
協
力
す
る
こ
と
で
，

本
学

お
よ

び
工

房
の

活
動

の
一

端
を

知
っ

て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
．
 

 
モ
ノ

づ
く

り
同

好
会

は
，

今
後

，
教

員
，

学
生

へ
も
対
象
を
広
げ
る
予
定
で
あ
る
．
 

 
学
外

へ
の

貢
献

に
あ

た
っ

て
は

，
安

全
を

第
一

〇
 

3
0
 

％
 

1
.
創
造
性
開
発
セ
ン

タ
ー
（

工
房
・
教
育

実
験

室
）
の

運
営
・
管
理
 

(
1
)
引
き
続
き
運
営
・
管

理
体

制
の

適
正

化
に

努
め

る
． 
 

(
2
)
自
主
工
作
希
望
者

対
象

の
技

能
講
習

会
を

実
施

す

る
．
 

(
3
)
要
望
が
あ
れ
ば
随

時
検

討
し

，
利
用

し
や

す
い

環

境
を
整
備
す
る
．
 

(
4
)
2
0
2
4
年
度
は
，
P
B
L
科

目
，

変
更

の
あ

っ
た

テ
ー

マ
や

2
0
2
3
年
度

点
検

で
継

続
的

な
点

検
実

施
が

望

ま
し

い
と

判
断

さ
れ

た
テ

ー
マ

等
を

中
心

に
安

全

点
検
を
実
施
す
る
．
 

(
5
)
学
内
向
け
ペ
ー
ジ

を
随

時
更

新
す
る

こ
と

で
，

利

用
者
に
情
報
を
提

供
す
る

．
 

(
6
)
定
期
的
な
活
動
に

な
り

つ
つ

あ
る

S
D
を

継
続

す

る
．
 

(
7
)
中
期
プ
ラ
ン
に

は
，

学
外

者
の

学
び

へ
の

支
援

が

含
ま
れ
て
い
る
．
授
業
・
研

究
支

援
に

支
障

が
出

な

い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら

，
学

内
外

の
活

動
に

協
力

す

る
．
そ
の
経
験
を

踏
ま

え
て
，
社

会
貢

献
の

仕
組

み

や
体
制
を
検
討
す

る
．
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い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
．
ほ
か
に
も
，
社
会
貢
献
と

し
て

モ
ノ

づ
く

り
の

機
会

を
提

供
し

よ
う

と
し

て
い
る
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
．
こ

れ
ら
の
企
業
と
は
今
後
も
情
報
交
換
を
続
け
る
．
 

に
し
て
，
教
育
・
研
究
支
援
活
動
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
，
で
き
る
だ
け
教
員
に
負
荷
の
か
か

ら
な
い
形
で
活
動
す
る
こ
と
に
し
た
．
技
術
教

育
団

体
と

の
連

携
は

ロ
ボ

ッ
ト

の
製

作
支

援

が
主
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
．
 

2
 

 
 

 
〇
 

 

2
.
授
業
支
援
・
研
究
支
援
 

(
1
)
創
造
性
開
発
工
房
の
主
務
で
あ
る
「
工
学
リ

テ
ラ
シ
ー
1
･
2」

を
安
全
，
円
滑
に
実
施
す
る
．

そ
し
て
，
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
対
応
に
加
え
，

実
習
内
容
，
安
全
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
点

検
確
認
を
実
施
す
る
．
 

(
2
)
ほ
か
の
授
業
科
目
へ
の
支
援
も
依
頼
に
基
づ

き
行
う
．
 

(
3
)
研
究
支
援

と
し
て
，
研
究
室
学
生
の
自
主
工

作
の
指
導

お
よ
び
依
頼
工
作
へ
の
対
応
を
行

う
．
 

(
4
)
事
務
局
の
他
部
署
と
の
連
携
 

(
1
)
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
1
，
2
を

1
3
グ
ル
ー
プ
編
成
で

実
施
し
た
．
予
定
さ
れ
た
実
習
の
最
終
日
に
は
，

担
当
教
員
，
指
導
員
だ
け
で
な
く
，
関
連
事
務
職

員
が
出
席
し
て
反
省
会
を
実
施
し
，
各
テ
ー
マ
の

状
況
や
改
善
点
の
情
報
を
共
有
し
た
．
 

 
工
房
独
自
の
取
り
組
み

と
し

て
，
後
期
「
フ
ラ
イ

ス
加
工
」
で
手
順
書
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し
た
．
 

(
2
)
ほ
か
の
授
業
科
目
で
は

，
創
造
性
開
発
実
習

1
・

2
，

創
造

性
開

発
セ

ミ
ナ

ー
，

工
学

ス
タ

ー
ト

ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
織

機
体

験
時

の
実

技
指

導
お

よ
び

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

の
部

品
加

工
時
の
安
全
指
導
を
行
っ
た
．
 

(
3
)
［
1
(
2
)
参
照
］
 

(
4
)
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
，
修
繕

部
品
の
製
作
等
に
協
力
し
て
い
る
．
総
括
・
企
画

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
，
記

念
品
と
な
る
よ
う
な
小
物

の
製
作
依
頼
が
あ
っ
た
．
 

(
1
)
従
来
の
手
順
書
は

A
3
で

1
枚
に
ま
と
め
て
い

た
た

め
，

実
施

中
の

手
順

と
の

対
応

が
分

か
り

に
く

い
，

細
か

す
ぎ

て
見

え
に

く
い

と
い

う
問

題
点
が
あ
っ
た
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
，

実
際

に
加

工
し

て
い

る
手

順
ご

と
に

説
明

を
表

示
で

き
，

拡
大

も
で

き
る

の
で

，
学

生
の

理
解

度
が
向
上
し
た
．
 

(
2
)
織
機
体
験
は

1
日
あ
た
り

2
ユ
ニ
ッ
ト
に
対
し

て
1
名
の
指
導
員
が
実
技
指
導
し
，
機
構
上
の

工
夫

な
ど

を
考

え
さ

せ
る

動
機

づ
け

が
で

き

た
．
 

 
工
学

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
お

よ
び

創
造

性
開

発
セ

ミ
ナ

ー
履

修
者

の
木

工
ス

ペ
ー

ス
の

利
用

は
，

授
業

時
間

外
の

場
合

も
あ

り
予

定
が

立
て

に
く

い
．

設
計

段
階

で
十

分
に

検
討

さ
れ

て
い

な
い

場
合

も
多

く
，

見
直

し
が

必
要

な
場

合
が
あ
っ
た
．
 

(
3
)
自
動
機
を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
化

で
き
た
．
 

(
4
)
施

設
管

理
グ

ル
ー

プ
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
定

期
的
に
参
加
し
，
緊
密
に
連
携
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
．
 

〇
 

－
 

％
 

2
.
授
業
支
援
・
研
究

支
援
 

(
1
)
工
学
リ
テ
ラ
シ

ー
2
を

安
全

，
円
滑

に
実

施
す

る
．

ま
た
，

体
調
不

良
者

の
急

な
欠

席
が

あ
っ

て
も

全

員
実
習
で
き
る
よ

う
に
対

応
す

る
．
 

(
2
)
ほ
か
の
授
業
で
も

工
房

を
利

用
す
る

場
合

に
は

，

工
学
リ
テ
ラ
シ

ー
に

準
じ

て
支

援
を

行
う

．
 

(
3
)
研
究
支
援
と
し

て
，

研
究

室
学

生
の

自
主

工
作

の

指
導
お
よ
び
依
頼
工

作
へ

の
対

応
を

行
う

．
 

(
4
)
事
務
局
の
他
部

署
と
の

連
携

を
緊

密
に

取
る

．
 

3
 

 
 

 
 

 

3
.
セ
ン
タ
ー
内
の
安
全
・
衛
生
の
維
持
・
改
善
 

(
1
)
実
験
・
実
習
科
目
全
般
の
安
全
点
検
を
実
施

す
る
．
 

(
2
)
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
や
自
主
工
作
等
に
お
い
て

発
生

し
た

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

を
積

極
的

に
提

案

を
さ

せ
て

危
険

予
知

訓
練

と
す

る
と

と
も

に
，

有
益

な
提

案
は

実
際

の
安

全
対

策
と

し

て
実
施
す
る
．
 

 [
指
摘
事
項
] 

 
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
学
内
で
共
有
す
る
．
 

(
1
)
全

学
的

な
委

員
の

負
担

軽
減

方
針

を
考

慮
し

，

2
0
2
4
年
度
は
，
P
BL

科
目
と
変
更
の
あ
っ
た
テ
ー

マ
お
よ
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
の

安
全
点
検
を
実
施
し
た
．
点
検
結
果
は
関
連
委
員

会
だ
け
で
な
く
専
任
教
員
会
議
に
も
報
告
し
，
全

学
的
に
共
有
し
た
．
[
指
摘
事
項
へ
の
対
応
] 

(
2
)
工

学
リ

テ
ラ

シ
ー

の
テ

ー
マ

終
了

時
に

全
員

に

書
か

せ
て

い
る

実
習
評

価
表

に
，

ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ

ト

提
案
を
今
年
度
も
書
か
せ
た
．
  

(
1
)
点
検
対
象
を
絞
る
こ
と
で
，
委
員
の
負
荷
軽
減

が
で
き
た
．
毎
年
内
容
が
変
化
す
る
と
考
え
ら

れ
る

P
BL

科
目
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ペ
ー

ス
は

，
定

期
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ

る
．
改
善
を
要
す
る
指
摘
事
項
は
す
べ
て
対
応

依
頼
し
た
．
対
応
が
不
十
分
な
場
合
に
は
，
教

務
委
員
会
，
学
生
委
員
会
に
も
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
．
 

(
2
)
実

習
や

技
能

講
習

会
時

に
該

当
す

る
作

業
に

関
連

す
る

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

を
指

導
員

か
ら

随

時
伝
え
て
い
る
．
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
共
有
は
，
直

ち
に
対
応
で
き
た
．
安
全
上
問
題
が
あ
っ
た
学

生
の
行
動
に
つ
い
て
は
，
指
導
員
間
で
適
宜
共

有
し
て
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
た
．
 

〇
 

－
 

％
 

3
.
セ
ン
タ
ー
内
の
安

全
・

衛
生

の
維

持
・

改
善
 

(
1
)
実
験
・
実
習
科

目
等

の
安

全
点

検
は

，
点

検
者

の

負
荷

が
非

常
に

高
い

の
で

，
内

容
や

担
当

が
変

更

に
な

っ
た

科
目

や
，

継
続

的
な

点
検

が
必

要
な

科

目
等
に
対
象
を
絞

っ
て
実

施
す

る
．
 

(
2
)
工
学
リ
テ
ラ
シ

ー
や

自
主

工
作

等
に

お
い

て
発

生

し
た

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

を
積

極
的

に
提

案
を

さ
せ

て

危
険
予
知
訓
練
と

す
る
と

と
も

に
，
有

益
な

提
案

は

実
際

の
安

全
対

策
と

し
て

実
施

す
る

こ
と

を
継

続

す
る
．
 

4
 

 
 

 
 

 

4
.
設
備
･
施
設
の
整
備
と
維
持
･
改
善
･
管
理
 

(
1
)
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
お
よ
び
自
主
工
作
，
依
頼

工
作
等
も

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
，
機
械
設

備
の
性
能

維
持
の
た
め
の
点
検
･
調
整
･
計
画

的
な
修
理

を
進
め
る
．
 

 [
指
摘
事
項
] 

 
老
朽
化
機
器
の
更
新
を
進
め
る
．
 

(
1
)
老

朽
化

し
て

い
る

設
備

の
点

検
を

重
点

的
に

実

施
し
て
い
る
．
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
1「

放
電
加
工
」

で
使
用
し
て
い
る
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機
と
同
「
レ

ー
ザ
加
工
」
に
使
用
す
る
レ
ー
ザ
加
工
機
を
学
内

競
争
的
資
金
に
よ
り

2
月
に
更
新
し
た
．
[
指
摘
事

項
へ
の
対
応
] 

 
織
機
は
お
お
む
ね
順
調
で
あ
る
．
 

(
1
)
予
算
委
員
会
か
ら
は
，
予
算
申
請
時
に
は
教
育

的
効
果
も

明
確
化

す
る
よ

う
以
前
か

ら
指
摘

を

受
け
て
い

る
が
，

今
回
の

設
備
導
入

に
当
た

っ

て
は
，
教

育
効
果

や
安
全

面
を
十
分

に
検
討

で

き
た
．
実

習
科
目

，
研
究

活
動
，
課

外
活
動

等

へ
の
き
め

細
か
い

対
応
が

さ
ら
に
改

善
さ
れ

る

こ
と
が
期
待
で
き
る
．
 

 
安
全

点
検

で
指

摘
さ

れ
て

い
な

い
点

に
つ

い
て

も
，
自
主

的
な
活

動
と
し

て
，
安
全

を
維
持

す

る
た
め
の
活
動
が
行
え
た
．
 

〇
 

－
 

％
 

4
.
設
備
･
施
設
の
整
備

と
維

持
･
改
善

･
管

理
 

(
1
)
計
画
的
な
保
守
・

点
検

を
実

施
し
，

機
械

設
備

の

性
能

維
持

に
努

め
る

．
更

新
し

た
方

が
良

い
老

朽

化
設
備
に
関
し
て
は

，
そ

の
計

画
を

策
定

す
る

．
 

 
設
備
の
導
入
検
討
に
当

た
っ

て
は

，
教

育
効
果

や
安

全
面
に
つ
い
て
十
分

に
点

検
・

評
価

す
る

．
 

5
 

社
会

貢

献
/
社
会

連
携
 

3
-
4
-
1 

 
 

 
 

学
外
開
放
案
の
検
討
 

企
業
向
け
，
小
中
学
校
向
け
，
地
域
向
け
等
，

対
象
者
に
応
じ
た

企
画
お
よ
び
必
要

装
置
，
人

的
資
源
を

検
討

す
る
．
 

－
 

－
 

－
 

－
 

％
 

・
現
状
の
企
画
以
外

を
ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

提
案

で
き

る
よ
う
に
す
る
．
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：創造性開発センター協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：沼田 敏典 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等が

あれば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

 

特になし 

 

 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

 

・高大連携サイエンスプログラムなどさまざまな学外行事に協力して、社会貢献に取り組まれている。引

き続き、学内外の活動への協力に努めていただきたい。 

・手順書のタブレット化は、表示の拡大など機能を活かして理解度を向上する取り組みで、教育の質向上

に努められている。 

・設備導入においては、引き続き、教育効果や安全面を検討して計画策定することをお願いしたい。 

 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

・（No.1(7)）現在取り組んでいる新モノづくりエリアの整備を進め、利用しやすい環境を構築すること

で、モノづくり同好会やアクティブチャレンジなどの工房利用活性化を推進してほしい。 

・（No.1(7)、7）企業、学校、団体など学外ニーズを的確にキャッチし、活動を支援することで、社会貢

献の実績を積みあげてほしい。 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：創造性開発センター協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：齋藤和也 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕創造性開発センターは、本学の建学の理念、目的、ポリシーに合致した教育を推進

しており、本協議会はその活動を推進すべく活動を行っている。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕本協議会は、創造性開発センターの活動を推進するために設置されており、諸々の

活動は役割・方針に合致した内容となっている。 

 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕教務委員会のプラクティス WG とも連携し、より創造的な実験・実習が安全に実施

されるようご尽力いただきたい。 

 

 

 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
3
月
 
1
1
日

 

2
0
24

年
度

（
 
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ
ー
協

議
会
 
）
委

員
会
等
方

針
点
検

表
＜
期

末
点

検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
 
大
下
 
祥
雄
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1 
社
会
貢
献

社
会
連
携

 

-3
-1

-1
 

○
 

 
 

 

プ
ロ
セ
ス
実
習
講
習
会
に
求
め
られ

る
学
外
ニ
ー
ズ
と

技
術
動
向
の
調
査
検
討
と反

映
 

・学
外
の
ニ
ー
ズ
に
合
せ
た
プ
ロ
セ
ス
実
習
の
検
討
と

提
供

 

・想
定
参
加
者
の
知
識

/経
験
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
講
義

は
基
礎
的
な
内
容
を
充
実
させ
た
。実

習
が
よ
り丁

寧
に

サ
ポ
ー
トで
き
る
よ
う開

催
日
を
昨
年
度
の

1
日
間
か
ら

1.
5
日
間
に
拡
大
して
開
催
した
。 

・参
加
企
業
か
ら
個
別
開
催
の
要
望
を
受
け
て
計
画
し

た
。 

・参
加
者

12
名

(募
集
定
員
人
数

)。
ア
ンケ
ー
ト結

果
で
は
高
い
満
足
度
を
得
た
。ク
オ
リテ
ィを
今
後
も
維
持
し

て
い
く。

 
 ・参
加
者

6
名
。実

施
結
果
をフ
ィー
ドバ
ック
予
定
。 

◎
 

30
 

％
 

プ
ロ
セ
ス
実
習
講
習
会
に
求
め
られ
る
学
外
ニ
ー
ズ
と技

術
動
向
の
調
査
検
討
と反

映
 

・学
外
の
ニ
ー
ズ
に
合
せ
た
プ
ロ
セ
ス
実
習
の
検
討
と提

供
(継
続

) 

2 
社
会
貢
献

社
会
連
携

 

-3
-2

-1
 

 
 

 
 

老
朽
化
装
置
の
置
換
とプ
ロセ
ス
技
術
の
蓄
積

 
・マ
テ
リア
ル
先
端
リサ
ー
チ
イ
ン
フラ
（

AR
IM
）
事

業
お
よ
び
学
外
との
共
同
研
究
の
支
援

 

・利
用
活
性
化
と施

設
老
朽
化
に
対
応
し
た
体
制
強
化

に
向
け
て
次
の
２
つ
の
方
針
を
決
め
た
。 

①
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
ク
リー

ン
ル
ー
ム

（
CR
）
グ
ル
ー
プ
を
配
置
し
て
教
員
が
よ
り運

営
を
担
う

体
制
とす
る
。 

②
よ
り安

全
性
を
高
め
る
た
め
に

CR
経
験
者
か
つ
資
格

保
有
者
の
人
員
補
強
を
す
る
。 

・A
RI

M
補
正
予
算
に
よ
り導

入
計
画
され
た
ス
パ
ッタ
・蒸

着
装
置
の
設
置
お
よ
び
立
上
げ
を支

援
。 

・共
用
設
備
整
備
促
進
予
算
に
新
設

/ 更
新
設
備
、計

９
台
を
申
請
し
た
。う
ち
７
台
が
採
択
され

導
入
済
み
。

遊
休
設
備
１
台
、老

朽
化
大
型
備
品
１
台
を
廃
棄
。 

・方
針
通
りに
①
②
を
進
め
る
。 

     ・設
置
、立

上
げ
が
完
了
。次

の
ス
テ
ップ
とし
て
プ
ロセ
ス

デ
ー
タの
蓄
積
と条

件
の
標
準
化
を
支
援
す
る
。 

・不
採
択
の
２
台
は
要
更
新
で
、遊

休
設
備
の
廃
棄
を

含
め
、引

き
続
き
整
備
が
必
要
。 

○
 

20
 

％
 

老
朽
化
装
置
の
置
換
とプ
ロセ
ス
技
術
の
蓄
積

 
・A

RI
M
お
よび
学
外
との
共
同
研
究
の
支
援

(継
続

) 

3  
 

○
 

 
 

 
・ク
リー
ン
ル
ー
ム
の
い
っそ
うの
活
性
化
に
向
け
て
、豊

田
工
大
の
強
み
や
特
徴
が
発
揮
され
る
よ
う「
クリ
ー
ン

ル
ー
ム
活
用
指
針
」の
策
定
を
検
討
い
た
だ
きた
い
。 

・計
４
回
に
渡
る
議
論
の
場
を
設
け
て
、協

議
会
メン
バ
ー

とユ
ー
ザ
ー
教
員
とで
現
状
の
課
題
、狙

う方
向
性
、他

校
との
差
別
化
な
どに
つ
い
て
意
見
交
換
した
。 

・C
R
活
用
ビジ
ョン
を
まと
め
上
げ
た
。 

○
 

－
 

％
 
・C

R
活
用
ビジ
ョン
に
基
づ
い
た
教
育
・研
究
支
援

 

4 
 

○
 

 
 

 
・新

任
教
員
の
研
究
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
る
よ

う，
ご
尽
力
願
い
た
い
。 

・成
膜
原
料
ガ
ス
分
解
特
性
装
置
の
設
置
場
所
を
決
め

た
。こ
れ
に
伴
い
、遊

休
設
備
で
あ
る
水
素
精
製
装
置
を

廃
棄
す
る
こと
を決

め
た
。 

・水
素
精
製
装
置
を
廃
棄
し
て
、成

膜
原
料
ガ
ス
分
解

特
性
装
置
を
設
置
済
み
。 

○
 

－
 

％
 
・必
要
に
応
じて
今
後
も
支
援

 

５
 

 
 

 
 

 

装
置
管
理

 
・装
置
予
約
シ
ス
テ
ム
の
試
行

 
・研
究
協
力

G
と総

合
情
報
セ
ン
ター
に
協
力
依
頼
して

Go
og

le
カレ
ン
ダー
を
利
用
した
予
約
フォ
ー
ム
を
作
成
し

た
。ま
ず
は
稼
働
率
の
高
い
装
置
が
多
い
リソ
グ
ラフ
ィー
室

の
装
置
６
台
に
つ
い
て
試
行
を
開
始
した
。 

・お
お
む
ね
問
題
無
し。
全
部
屋
の
装
置
に
展
開
す
る
。 

○
 

－
 

％
 

装
置
管
理

 
・装
置
予
約
シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用

 

６
 

 
 

 
 

 
安
全
管
理

 
・薬
品

/ガ
ス
の
持
込
み

/使
用
ル
ー
ル
の
チ
ェッ
ク 

・I
AS

O
登
録
情
報
を
も
とに
薬
品

/ガ
ス
の
有
無
、保

管
場
所
を
一
斉
点
検

(7
月

)、
継
続
点
検

(1
2
月

)し
た
。 

・お
お
む
ね
問
題
無
し。
定
期
的
な
点
検
を
継
続
す
る
。 

・長
期
未
使
用
で
放
置
され
て
い
る
薬
品
あ
り。

 
〇

 
－

 
％

 
安
全
管
理

 
・長
期
保
管
に
関
す
る
ル
ー
ル
見
直
しと
不
用
品
の
処
置
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：ナノテクノロジーセンター協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：川西 通裕 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

（№ 1） 

 開催日の変更（１日から 1.5 日）、および個別開催に対するアンケート結果の推移を評価して、

引き続き学外ニーズを適切に取り込んで頂きたい。 

 

（№ 2） 

 CR グループを配置して教員の運営への関与を高める取り組みについては、教員の負荷（教

育、研究、大学運営）全体のバランスに配慮した体制の構築をお願いしたい。 

 

（№ 3） 

 CR 活用ビジョンをまとめ、中長期的な視点を設定されたことは、高く評価できます。 

 

（№ 4） 

特定の新任教員に対する、特定の装置の個別対応（設置、廃棄）の事例が記載されていると

思われます。個別事例への対応を実施するための、組織的なワークフローの整備、バックアッ

プ体制の構築、ドキュメントの準備などは、問題ないでしょうか。 

 

（№ ５） 

 装置の予約システムを試行されたことは、高く評価できます。引き続き、IT を活用した、よ

り効率的な装置の運用への施策をお願いしたい。 

 

（№ ６） 

 重要な安全管理について、IASO 登録情報に基づく点検に着実に取り組み、また、適宜薬品

の安全管理のためのルールの見直しも行っており、評価できます。引き続き、安全管理への着

実な取り組みをお願いしたい。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 
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特になし 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 2） 組織変更を機に，ARIM との円滑な連携を進めてもらいたい． 

（№ 6） 2 月停電時における要冷蔵薬品の管理方法について，学内でも参考になる良い事例

と考えます．安全の観点から点検表に記載して協議会内で情報共有を図るとともに，今後も継

続的に PDCA サイクルを回して頂きたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：ナノテクノロジーセンター協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：  大石 泰丈 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

本協議会は本学の特徴の１つであるクリーンルームを中心として、東棟を拠点とする同センター

の管理・運営を適切に行っており、本学の建学の理念、目的に合致している。  

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

クリーンルームを活用した教育支援、および物質やデバイス研究等に関する研究支援を積極的に

展開しており、さらにプロセス実習の実施や ARIM への貢献を通して社会貢献も行っており、委

員会の役割・方針に合致している。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

〔コメント〕 

・クリーンルームの活用ビジョンの作成は評価される。今後はビジョンに沿った研究・教育支援

の拡充をお願いしたい。 

・半導体プロセス講習会では、企業に対し個別開催を行い企業のニーズに合った実施も開始し、

内容のブラッシュアップとともに企業の満足度を上げる活動につながっており評価できる。今

後も可能な限り、参加企業のニーズをくみ取った実施をお願いしたい。 

・クリーンルームの安全確保や利便性向上には適切な人員確保は不可欠である。これまでの経験

を踏まえた人員採用をお願いしたい。また、利便性向上のため装置予約システムの円滑な運用

もお願いしたい。 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
3
月
 
1
1
日

 

2
0
24

年
度
（
マ
テ
リ

ア
ル

先
端

リ
サ

ー
チ

イ
ン

フ
ラ

 
委

員
会

・
協
議
会

・
運
営

部
会

）
委
員

会
等
方
針

点
検
表

＜
期
末

点
検

＞
 

（
委
員
長
・
議
長
名
 
 
佐
々
木
実
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み

課
題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

社
会
貢

献

3
-
2
-
1 

 
 

 
 

・
利
用
者
拡
大
と
、
活
発
な
装
置
利
用
を
目
指
す
。 

・
外
部
共
用
率

20
%（

狭
義
）
う
ち
民
間
企
業
が

占
め
る
割
合

20
%
以
上
を
目
指
す
。
 

・
支
援

46
件
（
企
業

1
9、

他
大
学
等

1
7、

学
内

1
0
）

ﾏ
ｲ
ﾙ
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾝ
目
標

4
2
件
を
達
成
予
定
。
 

・
外
部
共
用
率

5
7
%、

う
ち

民
間
企
業
割
合

4
7%
に
て

達
成
予
定
。
 

・
学
内
案
件
は
、
C
R
利
用
を
し
て
い
な
い
研
究
室

か
ら
、
新
規
で

E
B
描
画
の
案
件
が

2
つ
。
 

・
外
部
（
文
科
省
や

N
I
M
S
、
外
部
利
用
者
）
対
応

が
多
い
こ
と
と
、
メ
ン
バ
ー
間
で
支
援
件
数
差

が
あ
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
負
担
軽
減
は

今
の
と
こ
ろ
難
し
い
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

・
デ
ー
タ
登
録
体
制
を

更
に

整
備

。
機

関
の

特
徴

を
デ

ー
タ
に
反
映
し
て
広

報
に

活
用

。
 

・
学
内
・
学
外
へ
の

技
術

紹
介

と
利

用
の

活
性

化
。
 

・
運
営
改
善
と
組
織
的
な

支
援

体
制

構
築

。
 

・
利
用
料
黒
字
分
の

有
効

活
用

に
よ

る
活

動
活

発
化

。
 

2
 

 
 

 
 

 

・
実
習
・
講
習
会
に
よ
る
新
規
利
用
者
の
開
拓
 

・
利
用
者
の
満
足
度
向
上
。
 

・
学
生
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

7
/
3
1-
8
/
2
香
川
大

M
1

学
生

1
名
参
加
、
実
費
で
名

古
屋
大

D
1
学
生

1
名
が

合
流
。
静
電
ｱｸ
ﾁ
ｭ
ｴ
ｰ
ﾀ
を
完

成
し
動
作
ま
で
実
習

。
 

・
コ
ロ
ナ
禍
前
に
有
料
開
催
し

て
い
た
実
習
・
講
習

会
を
ﾅ
ﾉ
ﾃ
ｸ
ｾ
ﾝ
ﾀｰ
に
協
力
し

9
/
12
-
1
3
実
施
。
講
義
を

別
日
に
し
て

2
日
間
の
実
施
。

受
講
者
は
定
員

を
超

え
る

1
2
名
。
 

・
無
料
の
装
置
説
明
会
を

開
催
（
ﾄ
ﾞﾗ
ﾌ
ﾄ
で
の
薬
品
取

扱
（
小
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌﾟ
）
、
4
/
18
,
 6
/
1
4
三
次
元
形
状
測
定

機
、
6
/
1
4
非
接
触

3
次
元
表
面
形
状
・
粗
さ
測
定
機
）
。  

・
学
生
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
静
電
ｱ
ｸ
ﾁ
ｭｴ
ｰ
ﾀ
製
作
は

デ
ザ

イ
ン

を
改

良
し

て
、

駆
動

特
性

が
安

定

化
。
参
加
者
は
製
作
物
を
持
ち
帰
り
。
 

・
有
料

の
実

習
・

講
習

会
は

、
講

義
を

別
日

に
し

て
2
日
で
実
施
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
体
制
に
戻
し
つ
つ
あ
る
。
 

・
無
料

装
置

説
明

会
は

、
指

導
者

の
時

間
確

保
に

問
題
。
 

・
学
生
研
修
に
参
加
し
た
本
学

M
1
が
米
国

N
N
CI

研
修
（
ﾈ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ
ｶ大

ﾘ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾝ
校
）
2
0
2
4
年

6-
8
月
。 

○
 

－
 

％
 

・
学
生
研
修
に
継
続
参

画
。
静

電
ｱ
ｸ
ﾁ
ｭ
ｴ
ｰ
ﾀ
関

係
の

ﾉ
ｳ

ﾊ
ｳ
蓄
積
。
呼
び
水
に

利
用

し
新

規
利

用
者

開
拓

。
 

・
無
料
の
装
置
説
明
会

の
継

続
（

満
足

度
向

上
と

事
故

防
止
）
。
特
に
新
規

導
入

装
置

に
て

行
う

。
 

3
 

 
 

 
 

 

・
広
報
活
動
に
よ
る
新
規
利
用
者
の
開
拓
。
 

・
A
R
I
M
事
業
全
体
で
広
報
の
更
な
る
努
力
要
請
有
。
 

・
本
学
独
自
の
広
報
に
加
え
、

セ
ン
タ
ー
ハ
ブ
、
技

術
領
域
、
横
断

領
域
活
動

と
の
協
力
を
模
索
。
 

・
潜
在
ユ
ー
ザ
（
企
業
等
）
へ

の
宣
伝
は
、
研
究
協

力
G
の
広
報
活
動
の
協
力

。
 

・
A
R
I
M
新
規
利
用
促
進
の

補
助
制
度
の
活
用
。
 

・
本
学

A
R
I
M
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞに

料
金
表
を
掲
示
。
 

・
次
の
通
り
協
力
も
含
め
て
広
報
実
施
。
7
/
1
9
赤

外
線
ｱ
ﾚ
ｲ
ｾ
ﾝ
ｻ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ
（

技
術
領

域
で
連

携
）

、

1
0
/
3
0
-
1
1
/
1
ﾒ
ｯ
ｾ
ﾅｺ
ﾞ
ﾔ
（
科
学
技
術
交
流
財
団

の
展
示
に
協
力
）
、
1
1
/2
5
-
2
8
ｾ
ﾝ
ｻ
ｼ
ﾝﾎ
ﾟ
ｼ
ﾞ
ｳ
ﾑ

展
示
、
1
/
2
9
ﾅﾉ
ﾃ
ｸ
展
に
協
力

。
 

・
大
学
主
催
ｼﾝ
ﾎ
ﾟ
等
で
宣
伝
。
1
2
/5

ｵ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾝ
ﾗﾎ
ﾞ
。
 

・
7
/
2
3
,
 
7
/
30

来
校
者
へ
の

A
R
IM

事
業
紹
介
。
 

・
7
/
2
9
助
成
金
成
果
報
告
会
、
3
/
1
3
学
会
研
究
会
、

商
業
誌
寄
稿
等
の
一
部
で
紹
介
。
 

・
R
6
新
規
利
用
促
進
制
度
に
は
申
請

無
し
。
 

○
 

－
 

％
 

・
広
報
活
動
は
継
続

改
善

・
実

施
。
 

・
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾊ
ﾌ
ﾞ
、
技
術
領

域
ハ

ブ
、

横
断

領
域

の
宣

伝
活

動
に
継
続
協
力
。
 

・
展
示
ﾏ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ﾜｰ
が
少
な
い

本
学

に
合

っ
た

広
報

開
拓

。

適
性
分
野
な
ど
費

用
対
効

果
向

上
を

目
指

す
（
地

域

の
産
業
振
興
組
織

の
P
R
シ

ー
ト

等
を
検

討
）
。
 

・
R
7
試
行
的
利
用
制

度
の

活
用

。
 

4
 

 
 

 
 

 

・
支
援
員
の
技
能
向
上
。
 

・
利
用
者
へ
の
技
術
指
導
に
よ
る
、
装
置
利
用
者

の
質
向
上
と
母
集
団
増
加
。
 

・
専
任
支
援
員
、
研
究
補

助
者

、
関
係
研
究
室
の
支

援
関
係
者
を
指
導
し
、
技

能
向

上
。
よ
り
高
度
な
支

援
内
容
に
取
り
組
む
。
 

・
デ
ー
タ
補
助
者
の
デ
ー
タ
構

造
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
す
る

w
eb

会
議
は

6
/
2
0
な
ど
計

3
0
回
。
7
/
2
6
, 

1
0
/
9
,
 3
/
2
7
加
工

W
G
催
し

、
9
/
5
-6

技
術
ス
タ
ッ
フ

集
合
研
修
、
10
/
3
0
高
度
ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ領

域
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ研

修
。
 

・
新
規

内
容

を
含

む
支

援
実

施
で

技
能

向
上

が
進

む
。
 

・
学
生
研
修

7
/
3
1
-
8/
2
支
援
と
事
前
準
備
（
静
電

ｱ
ｸ
ﾁ
ｭ
ｴ
ｰ
ﾀ
製
作
）
を
通
し
て

技
能
が
向
上
。
 

・
本
学

デ
ー

タ
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
、

ク
リ

ー
ン

ル
ー
ム
作
業
経
験
者
を
採
用
。
 

・
学
内
外
利
用
者
の
母
集
団
増
加
は
限
定
的
。
 

〇
 

－
 

％
 

・
支
援
員
の
技
能
ア
ッ

プ
を

継
続

実
施
。
デ

ー
タ

収
集

と
活
用
に
よ
る
試

行
錯
誤

回
数

を
減

ら
す

。
 

・
利
用
者
へ
の
技
術
指

導
に

よ
る

、
装

置
利

用
者

の
質

向
上
と
装
置
利
用

増
加
を

促
す

。
 

・
支
援
者
の
技
能
向

上
の

た
め

、
催

し
参

加
を

促
す

。
 

・
新
採
用
デ
ー
タ
エ
ン

ジ
ニ

ア
の

技
能

向
上

と
、
デ

ー

タ
関
係
活
動
へ
の
参

画
。
 

5
 

 
 

 
 

 

・
登
録
装
置
の
維
持
と
管
理
。
 

・
補
正
予
算
を
有
効
活
用
し
た
設
備
高
度
化
。
 

・
装
置
の
日
常
メ
ン
テ
清
掃
に

よ
る
故
障
防
止
。
利

用
者
に
故
障
を
防
ぐ
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
。
 

・
R
3
補
正
予
算
で
導
入
し
た
電
子
ビ
ー
ム
描
画
装
置

は
最
初
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
交
換

実
施
、
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄

積
が
進
む
。
旧
装
置
は
登
録
装
置
か
ら
外
し
た
。
 

・
R
5
補
正
予
算
で
ｽ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ﾀ
・
E
B

蒸
着
複
合
装
置
（
8

千
万
円
）
を
導
入
。
 

・
R
6
補
正
予
算
に
は
不
採
択
。
高
額
装
置
の
本
学
要

望
リ
ス
ト
は

5
月
と

9
月

に
提
出
。
 

・
登
録
装
置
は
安
定
稼
働
。
 

・
メ
ー

カ
修

理
が

将
来

不
可

の
装

置
有

（
酸

化
・

拡
散
炉
、
ｲ
ｵ
ﾝﾐ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
装
置
等
）
。
 

・
白

色
干

渉
計

を
別

予
算

で
更

新
（

文
科

省
2
/3

補
助
を

A
RI
M
登
録
装
置
と
し
て
の
運
営
を
行

う
旨
説
明
し
て
、
補
助
採
択
さ
れ
る
）
。
 

・
装
置
利
用
ﾏﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
充
実
、
利
用
ル
ー
ル
徹
底
。
 

〇
 

－
 

％
 

・
A
R
I
M
事
業
で
約

3
0
0
万
円
/
年

の
修

理
費

を
工

面
す

る
が
、
全
装
置
や

高
額
修

理
は

対
応

不
可

。
な

お
、

修
理

費
の

一
部

を
事

業
か

ら
支

出
し

て
も

公
的

資

金
合
算
は
不
可
。
 

・
補
正
予
算
の
有
効
活
用

を
今

後
も

継
続

検
討

。
 

・
電
子
ビ
ー
ム
描
画
装

置
と

ｽ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ﾀ・

E
B
蒸

着
複

合
装

置
を
組
み
合
せ
て
、
よ

り
高

度
な

活
用

に
発

展
さ

せ

る
こ
と
を
目
指
す
。
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6
 

 
 

 
 

 

・
装
置
利
用
記
録
や
利
用
料
金
の
元
デ
ー
タ
収
集

と
、
利
用
日
数
・
外
部
共
用
率
・
利
用
料
な
ど
の

算
出
効
率
化
・
短
時
間
化
。
 

・
装
置
利
用
記
録
を
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
接
続
の

E
xc
e
l
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ
書

込
み
に
昨
年
度
変
更
し
、
共
用

率
や
利
用
料
算
出
に

活
用
す
る
工
夫
が
進
む
。
 

・
外
部

共
用

率
や

利
用

料
の

算
出

の
時

間
を

短
縮

で
き
る
よ
う

Ex
c
e
l
の
機
能
を
利
用
。
 

・
利
用

日
数
や

外
部

共
用

率
等
の

中
間

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
を
複

数
回
実
施
で
き
、
ﾏ
ｲ
ﾙ
ｽ
ﾄｰ
ﾝ
修
正
に
活
用
。
 

〇
 

－
 

％
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を

含
め

、
環

境
を

安
定

化
。
 

・
利
用
日
数
・
外
部
共

用
率
に

加
え
、
利

用
料
算

出
な

ど
の
算
出
効
率
化
・

短
時

間
化

を
進

め
る

。
 

7
 

 
 

 
 

 

・
実
験
デ
ー
タ

提
出
が
増
え
る
環
境
や
仕
組
み
作

り
。
 

・
実
験
デ
ー
タ
収
集
・
提
出
環
境
を
改
善
。
 

・
E
x
c
e
l
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

F
D
L
が
決
め
ら
れ
、
本
学

向
け
に
調
整
し
利
用
開
始

。
4
/
2
3
 学

内
向
け
に

F
D
L

と
デ
ー
タ
提
出
の
説
明
会

。
 

・
デ
ー
タ
登
録
要
項
を
修

正
し

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。
 

・
デ
ー
タ
蓄
積

N
A
S、

提
出
サ
ー
バ
、
装
置
近
傍
の

デ
ー
タ
入
力
ﾉｰ
ﾄ
P
C
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と

運
用
ル
ー
ル
を
継
続
整
備
。
 

・
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
蓄
積

N
A
S
を
複
数
支
援
員
が
協
力
す
る
案

件
で
活
用
。
ﾃﾞ
ｰ
ﾀ
創
出
と
支
援
効
率
ア
ッ
プ
。
 

・
本
学

デ
ー
タ

の
ｼ
ｮ
ｰ
ｹ
ｰ
ｽ
化
を

静
電

ア
ク
チ

ュ
エ

ー
タ
で
実
施
。
一
般
か
ら
の
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾛｰ
ﾄ
ﾞ
有
。
 

〇
 

－
 

％
 

・
高
度
デ
バ
イ
ス
領
域

向
け

評
価

コ
メ

ン
ト

対
策

と
し

て
、
デ
ー
タ
提
出
を

増
や

す
、

改
善

を
推

進
。
 

・
デ
ー
タ
蓄
積
サ
ー
バ

の
更

な
る

環
境

整
備
（
装

置
利

用
記
録
や
利
用
料

算
出
と

統
合

）
。

W
i
n
.
1
0
の

O
S

更
新
を
含
む
。
 

・
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
よ

る
価

値
の

高
い

デ
ー

タ
収

集
・
提
出
と
、
デ
ー

タ
を

利
用

し
た

広
報

活
動

。
 

・
A
R
I
M
関
係
者
の
部

屋
を

E
棟

2
F
に

用
意

し
て

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ

ｰ
ｸ
作
り
。
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
環

境
の

再
構

築
は

必
要

。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：マテリアル先端リサーチインフラ運営部会 

大学評価委員会 点検者氏名：小林正和 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（主に№1～3 ）実施内容および結果が数値（件数や人数）で表されるものに対しては，達成

度の適正な評価のために，到達目標を数値で示すことを検討すべきである． 

 

（№ 2）「実習・講習会による新規利用者の開拓」という目標に対しては，新規利用者が何人

開拓できたのかを示すべきである．また，「利用者の満足度向上」という目標に対する点検・評

価が行われていない． 

 

（№ 3）「広報活動による新規利用者の開拓」という目標に対して，多くの広報活動を実施し

たものの，新規利用促進制度には申請なしという結果であれば，4 段階評価の〇は過大である

と考えられる． 

 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

学外者（企業，他大学）の装置利用の支援や，学生研修プログラム，実習・講習会の実施，各

種イベントでの広報活動など，学外に向けて多くの活動を実施している点は高く評価できる． 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 4）支援員の技能向上に関し，どのような指導•教育を行ったか，目標に対しどのくらい

達成できたのか，今後に向けてのフィードバックを明確にして欲しい． 

（No.1、4、5） 

学内外利用者や学内支援メンバーが限定的となっており、さらに装置利用マニュアルや利用ル

ールも適切に整備されていないため、早急に利用ルールを明確にして装置の利用環境を整え、

組織的な学内支援体制の確立と新規利用者の開拓による本事業の活性化を図っていただきたい。 
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なお、ARIM は公的資金を受けた国の委託事業であり、人件費や消耗品費等の経費計上におい

て、本事業と研究室固有の活動とを明確に区別して管理することが必要な点を特に留意された

い。 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：マテリアル先端リサーチインフラ運営部会 

内部質保証委員会 点検者氏名：中川優 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・本部会は文部科学省が推進する『マテリアル先端リサーチインフラ事業』の運営機能を担って

いる。この活動は先端研究の推進および人材育成に関して、本学の理念、目的、ポリシーに整

合している。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・本部会は、本事業において本学が担当する事業計画等を審議する機関であり、学内・学外との

調整、円滑な事業推進を目的とすることが定められている。本部会の活動はこれらに整合して

いる。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

・マテリアル先端リサーチインフラ事業としての運営はルールにのっとりしっかりやりつつ、上

位組織であるナノテクノロジーセンター協議会と一体となり、効果的なクリーンルーム運用に

努めていただきたい。 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
3
月
 
1
1
日

 

2
0
24

年
度

（
ス

マ
ー

ト
ビ
ー

ク
ル
研

究
セ

ン
タ
ー

運
営
協

議
会

）
委
員
会

等
方
針

点
検
表

＜
期

末
点
検
＞

 
（
議
長
名
 
 
 
下
田
昌
利

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

研
究
 

-
2
-
2
-
1 

 
 

 
 

モ
ノ
を
対
象
と
す
る
、
も
し
く
は
モ
ノ
に
繋
が
る

研
究

テ
ー

マ
の

実
施

と
セ

ン
タ

ー
の

持
続

的
発

展
を
考
慮
し
た
、
 

〇
各

研
究

室
の

研
究

力
強

化
と

研
究

室
間

の
相

互
の
連
携
強
化
 

〇
研
究
室
間
の
情
報
交
換
と
共
同
研
究
の
促
進
 

新
テ
ー
マ
の
開
拓
と
継
続

テ
ー

マ
の
発
展
の
た
め
、

〇
各
研
究
室
が
学
会
発
表

と
論

文
投
稿
を
積
極
的
に

実
施
し
た
。
 

〇
４
月
に
研
究
計
画
の
発

表
と

意
見
交
換
を
行
い
、

年
度
末
に
成
果
報
告
会
を

行
い

、
情
報
交
換
を
行
っ

た
(
3
/
3
1
予
定
)
。
 

〇
各
研
究
室
の
代
表
的
な

テ
ー

マ
と
進
捗
は
以
下
の

通
り
。
 

・
境
界
層
制
御
に
お
い
て

フ
ラ

ッ
ピ
ン
グ
噴
流
の
効

果
を
確
認
し
た

。
 

・
ミ
ク
ロ
シ
ェ
ル
の
た
め

の
手

法
、
及
び
ポ
ー
ラ
ス

積
層
複
合
を
対
象
と
す
る

手
法
を
開
発
し
た
。
 

・
f
N
I
R
S
を
用
い
た
脳
機
能
測
定
と

脳
波
＆
心
電
測

定
に
基
づ
く
製
品
の
快
適
性
評

価
手
法
を
確
立
し
、

最
適
設
計
法
手
法
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

・
放
電
を
利
用
し
た
金
属

粉
末

に
よ
る
積
層
造
形
法

で
放
電
遅
れ
時
間
を
短
縮

し
て

の
加
工
特
性
を
改
善

し
た
。
・
放
電
を
利
用
し

た
金

属
粉
末
に
よ
る
積
層

造
形
法
の
発
展
版
が

2
0
2
5
年
度
か

ら
の
科
研
費
基

盤
(
C
)
に
採
択
さ
れ
た
。
 

 ・
非
鉛
性
単
結
晶
ニ
オ
ブ
酸
リ

チ
ウ
ム
基
板
と
す
る

液
中
推
進
シ
ス
テ
ム
の
小

型
化
を
開
発
し
た
。
 

・
電
気
自
動
車
、
ド
ロ
ー
ン
、

物
流
・
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
受
動
性
、
階
層
分
散

構
造
に
基
づ
く
協
調

制
御
手
法
を
開
発
し
た
。
 

・
新
た
な
深
層
学
習
モ
デ

ル
を

設
計
し
、
従
来
法
を

上
回
る
品
質
の
デ
ー
タ
生

成
に
成
功
し
た
。
 

・
画
像
中
の
微
小
物
体
検

出
技

術
に
向
け
て
、
大
規

模
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
作
成

し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

配
布
中
で
、
国
際
会
議
と

併
催

す
る
形
式
で
検
出
性

能
を
競
う
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
準
備
中
。
 

・
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
を

用
い

た
擬
似
デ
ー
タ
の
作

成
手
法
を
開
発
し
た
。
 

・
モ
ー
タ
駆
動
シ
ス
テ
ム
の
小

型
化
の
た
め
の
イ
ン

バ
ー
タ
高
周
波
化
の
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
技
術
で
あ
る
高

周
波
磁
性
材
料
の
磁
気
特
定
の

計
測
技
術
と
し
て
、

浮
遊
容
量
を
抑
制
す
る
バ
ス
バ

ー
計
測
法
を
提
案
し

た
。
磁
性
体
の
量
の
確
保
は
必

要
で
あ
る
が
、
従
来

の
巻
き
線
法
よ
り
浮
遊
容
量
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
 

〇
学
内
共
同
研
究
と
し
て
、
 

・
機
械
創
生
研
究
室
と
流

体
工

学
研
究
室
と
で
、
超

音
波
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た

気
流

制
御
の
研
究
を
継
続

 ほ
ぼ
実
行
で
き
た
。
 

 シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

招
待

講
演

者
の

決
定

が
ス

ム
ー

ズ
に
進
ま
ず
、
中
間
報
告
会
は
実
施

し
な
か
っ
た
。
 

全
体
と

し
て

、
各

研
究

室
が

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
テ

ー
マ
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

、
成

果
が

上
が

っ
て

い
る
。
 

                                新
た
な

共
同

研
究

の
検

討
を

含
め

、
実

施
で

き
て

い
る
。
 

 

〇
 

5
0
 

％
 

入
職
教
員
の
加
入
に
よ
る

新
テ

ー
マ

の
開

拓
と

継
続

テ
ー
マ
の
発
展
 

学
会
発
表
と
論
文
投
稿
の

自
己

推
進
 

研
究
計
画
、
期
末
報
告
の

報
告

会
の

実
施
 

  各
研
究
室
の
今
度
の

取
り

組
み

計
画

は
以

下
の
と

お

り
：
 

・
流
れ
場
に
お
け
る
フ

ラ
ッ

ピ
ン

グ
噴

流
の

挙
動
を

明

ら
か
に
し
、
最
適
な
制
御
条

件
を
め

ざ
す

。
 

・
開
発
し
た
ミ
ク
ロ
形

状
最

適
化

手
法

を
マ

ク
ロ
形

状

最
適
化
と
組
み
合
わ
せ
る

。
 

・
生
体
信
号
の
測
定
に

基
づ

く
製

品
の

最
適

設
計
手

法

の
確
立
を
目
指
す
。
 

 ・
検
討
を
継
続
す
る
。
 

     ・
小
型
化
液
中
シ
ス

テ
ム

最
適

化
を

検
討

す
る

。
 

 ・
不
確
か
さ
や
変
動
、
遅
延

に
対

す
る

ロ
バ

ス
ト

性
を

向
上
さ
せ
、
実
証
実
験
で

有
効

性
を

検
証

す
る

。
 

 ・
生
成
さ
れ
た
人
工
デ

ー
タ

の
時

系
列

予
測

で
の

活
用

す
る
。
 

・
検
討
を
継
続
す
る
。
 

   ・
擬
似
デ
ー
タ
に
含

ま
れ
る

誤
り

を
減

ら
す

手
法
を

開

発
し
、
運
転
状
況
の
判
断

と
組

み
合

わ
せ

る
。
 

・
小
型
モ
ー
タ
の
駆
動
シ

ス
テ

ム
の

現
象

を
解

明
す

る
。
 

     学
内
共
同
研
究
の
継
続
 

・
流
れ
場
の
制
御
に
デ
バ

イ
ス

を
適

用
し

、
効

果
を

明

ら
か
に
す
る
。
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中
。
 

・
状
態
空
間
モ
デ
ル
に
よ
る
時

系
列
予
測
に
関
し
て

川
西
先
生
と
の
新
規
共
同
研
究
を
検
討
中
。
 

 

 ・
検
討
を
継
続
す
る

。
 

 

2
 

研
究
 

-
2
-
2
-
1 

 
 

 
 

〇
外
部
資
金
の
獲
得
・
研
究
成
果
の
発
信
 

〇
外
部
と
の
共
同
研
究
を

継
続
し
て
い
る
。
 

 ・
J
A
X
A
等
と
共
同
で
進
め
て
い
る
岩
石
加
工
法
は
継

続
し
て
い
る
。
 

・
階
層
分
散
構
造
に
基
づ
く
物

流
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
調
制
御
に
つ
い
て
学
外

と
の
共
同
研
究
を
継

続
し
た
．
 

・
モ
ー
タ
駆
動
シ
ス
テ
ム
の
小

型
軽
量
高
効
率
化
の

研
究
開
発
と
し
て
、
５
件
を
実
施
。
 

・
 

〇
外
部
助
成
金
へ
応
募
し

、
獲
得
し
た
。
 

・
J
K
A
へ
応
募
し
、
採
否

待
ち
（
２
件
）
 

・
立
松
財
団
助
成
金
獲
得

（
１
件
）
 

・
科
研
費
 
新
規
採
択
（

４
件
）
 

・
電
気
通
信
普
及
財
団
研
究
調
査
助
成
 
不
採
択
（
2

件
）
 

・
栢
森
情
報
科
学
振
興
財

団
 
不
採
択
（
１
件
）
 

 〇
１
１
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
（
学
外
の
他

、

学
内
学
生
へ
も
参
加
を
呼
び
か

け
）
、
研
究
成
果
を

発
信
し
た
。
 

2
0
2
4
国
際
航
空
宇
宙
展
へ

出
展
し
た

(
流
体
工
学
研

究
室
)
。
 

〇
2
0
2
3
年
度
の
研
究
成
果
報
告
書
を
作
成
す
る
と
共

に
、
成
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。
ま
た
、

大
学
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
へ
も

登
録
し
た
。
 

実
施

の
研

究
室
数

は
多

く
は

な
い

が
、

実
施
で

き

て
い
る
。
 

・
芝

浦
工

大
の
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

へ
搭

載
す
る

準

備
を
進
め
て
い
る
。
 

・
計
画
通
り
に
継
続
実
施
で
き
た
。
 

  ・
多
く
の
共
同
研
究
を
実
施
で
き
て
い
る
。
 

  外
部

資
金

へ
積
極

的
に

応
募

し
、

採
択

に
つ
な

が

っ
た
。
 

      招
待
講

演
２

件
と

学
内

発
表

３
件

を
計

画
通

り
、

実
施
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。
 

   計
画
通
り
、
実
施
し
た
。
 

 

〇
 

5
0
 

％
 

共
同
研
究
の
継
続
と
新
規

共
同

研
究

の
獲

得
を

継
続
 

         外
部
助
成
金
へ
の
応
募
と

獲
得

を
継

続
 

       シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
を

継
続
 

    研
究
成
果
報
告
書
の

作
成

と
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新
 

 

3
 

 
〇
 

 
 

 

研
究

テ
ー

マ
を

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

寄
り

に
シ

フ
ト

す
る
と
し
た
計
画
の
元
、
計
画
通
り
に
実
施
で
き

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
研
究
室
ご
と
に
複

数
の
研
究
テ
ー
マ
設
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体

的
な

テ
ー

マ
名

の
記

載
は

難
し

い
と

の
こ

と
で

あ
る
が
、
開
示
可
能
な
テ
ー
マ
の
お
お
ま
か
な
研

究
対

象
や

進
捗

状
況

な
ど

の
記

載
を

検
討

い
た

だ
き
た
い
。
 

研
究
室
ご
と
の
代
表
的
な
研
究

テ
ー
マ
の
進
捗
を
記

載
し
た
。
 

詳
細
は
成
果
報
告
書
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

頂
く
。
 

概
ね
実
行
で
き
た
。
 

〇
 

7
0
 

％
 

代
表
的
な
研
究
テ
ー
マ
と

進
捗

の
記

載
を

継
続
 

 

4
 

 
 

〇
 

 
 

・
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
具
体
的
な
研
究

テ
ー
マ
や
研
究
の
進
捗
状
況
が
、
方
針
点
検
表
か

ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
（
中
間
点
検
時
に
も
指
摘

し
た
内
容
で
）
外
部
の
人
か
ら
も
大
枠
で
の
取
り

組
み

や
成

果
が

理
解

で
き

る
記

載
内

容
を

お
願

い
し
た
い
。
 

代
表
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
進
捗
を
記
載
し
た
。
 

概
ね
実
行
で
き
た
。
 

〇
 

7
0
 

％
 

代
表
的
な
研
究
テ
ー
マ
と

進
捗

の
記

載
を

継
続
 

 

5
 

 
 

 
〇
 

 

各
種
イ
ベ
ン

ト
や
顕
著
な
成
果
な
ど
は
本
学

 
H
P 

だ
け

で
な

く
，

新
着

情
報

と
し

て
セ

ン
タ

ー
H
P
 

の
ト

ッ
プ

に
も

掲
載

す
る

こ
と

を
広

報
と

連
携

し
て
検
討
願
い
た
い
。
 

本
学

H
P
へ
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

の
開
催
と
内
容
を

掲
載
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
 

研
究
室
ご
と
の

研
究
紹
介
は
更
新
し
て
い
る
。
 

セ
ン
タ
ー
H
P
へ
の
掲
載
は
重
複
す
る
た
め
控
え
た

が
、
今

後
、

広
報

と
連

携
し

、
他

セ
ン

タ
ー

と
歩

調
を
合
わ
せ
る
。
 

〇
 

7
0
 

％
 

本
学

H
P
の
イ
ベ
ン
ト

の
案

内
、

及
び

成
果

の
掲

載
と

更
新
を
継
続
 

セ
ン
タ
ー
H
P
へ
の
記

載
内

容
を

検
討
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：スマートビークル研究センター運営協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：武野計二 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ １） 

新テーマの開拓と継続テーマの発展を目標に掲げ，研究力の強化が行われており，今後の研究

センターにおける研究開発の進展が期待できる。また，年度初めに研究計画の発表と意見交換

が，年度末に成果報告会が行われ，研究室間の情報交換が行われている。その成果として，研

究室間のコラボレーションが１件活発に行われているが，今後多岐に拡大させ，更なる多角的

発展を期待する。 

 

（№ ２） 

外部との共同研究が活発に行われている。但し研究室が限られており，今後更に発展させて欲

しい。外部資金の獲得は採択 5 件（結果待ち 2 件）と，大きな成果を上げた。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし 

 

大学評価委員会による確認 

（№ １）シンポジウムにおける招待講演者決定のプロセスについて検証し，来年度に向けて

対応して頂きたい． 

（№ 2）シンポジウムにおける集客情報を点検欄に記載のこと． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名： スマートビークル研究センター運営協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名： 保 立 和 夫 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

〔コメント〕 

 本学の建学の理念「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」に基づき、法人の目的は「豊

かな人間性と総合的な視野ならびに広い学識を備えた人材を養成する」としていて、さらに大学と

大学院の目標としては「科学技術の新たな可能性の開拓と人類が直面する課題の解決に貢献するた

め」とされている。スマートビークル研究センター運営協議会は、上記の理念、目的、目標に合致

した活動を、「スマートビークル研究」の切り口において推進している。 

  

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（ 〇 ）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

〔コメント〕 

本協議会の役割・方針と取り扱い事項は、「自動車に加えてドローンや移動ロボットも含んだ知

的な（SMART）移動体（VEHICLE）を研究対象とし、未来の移動体やその要素技術、運転支援技

術等の確立を、ハードウェアとソフトウェアの両面から目指す」とされている。スマートビークル

研究センターは、この役割・方針と取り扱い事項に合致した活動を展開している。 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

本学の「新ビジョン」ならびにその「中期計画」において、4 つのスマート研究センターでは

「Smart Technologies for Society：STS」の研究推進が期待されている。ここでは、Smart を

「賢い（知的な）」ならびに「エコ（省エネ）」と捉えている。本研究センターでは、正に、知的な

移動体を研究対象としているので、STS 研究を推進していることに他ならないと考えられる。委

員会等方針点検表においても、是非、この点に触れて頂きたいと考える。 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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携
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介
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。
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介
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担
当

す
る

研
究
室

の
学

生
や

Ｐ
Ｄ

が
研

究
紹

介
に

参
加

す
る

よ
う
に

な
っ

た
が

、
依

然
と

し
て

、
他

の
研

究
室

の
メ
ン

バ
ー

の
参

加
は

な
く

、
研

究
紹

介
に

対
す

る
広
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

教
育
へ

の
貢

献
を

増
や

す
た

め
の

新
し

い
施

策
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

○
 

－
 

％
 

こ
れ

ま
で

の
活

動
を

継
続
し

た
上

で
、

教
育

へ
の

貢

献
を
増
や
す
た
め
の
新
し

い
施

策
を

構
築

す
る

。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：スマートエネルギー技術研究センター運営協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：浮田宗伯 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ １）Plan には「研究テーマ『エネルギー生成、エネルギー変換・貯蔵、エネルギー制御』

の再検討。新しいグルーピングに向けた議論」とあります．Do, Check もできています．Act 

でなぜ「再編」が必要なのかが不明瞭でした．Check では「いくつかの研究については，研究

グループ間の連携も行える体制を整備した」とありますので，「より多くの研究について連携が

必要」ということでしょうか．あまり研究室間連携を大目標として設定しすぎてしまうと，各

研究室の今後の目標・興味の変化によって，最終的にその大目標に到達できない（すなわち最

終的な達成度が 100%に満たなくなってしまう）可能性が増えてしまうおそれもあるような気

がします．研究室の個別研究も大切にして，適切な量・レベルの連携を設定できる議論をお進

めいただければと感じました． 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし 

 

大学評価委員会による確認 

 

（№ 8）他のセンターを含めて研究推進•産学連携委員会と連携し，大型機器の導入•更新に

関する本学のシステム構築をお願いしたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 

104



2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：スマートエネルギー技術研究センター運営協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：齋藤和也 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕スマートエネルギー技術研究センターは、本学の建学の理念、目的、ポリシーに合

致した研究を推進しており、本協議会はその活動を推進すべく活動を行っている。 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕本協議会は、スマートエネルギー技術研究センターの活動を推進するために設置さ

れており、諸々の活動は役割・方針に合致した内容となっている。 

 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕特に改善点は見いだせない。よりスマートエネルギー技術研究センターの活動が活

発化するよう、継続的な活動を推進していただきたい。 

 

 

 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

3
月

1
1
日

 

2
0
24

年
度

（
ス

マ
ー

ト
光

・
物

質
研

究
セ

ン
タ
ー

運
営
協

議
会

）
委
員
会

等
方
針

点
検
表

＜
期

末
点
検
＞

 
（
委
員
長
・
議
長
名
 
大
石
 
泰
丈

）
 

№
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト

に お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み

課
題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

１
 

研
究
 

２
-
1
-
1 

 
 

 
 

学
会
発
表
と
論
文
投
稿
の
推
進
・
研
究
成
果
の
蓄

積
 

・
学
会
発
表
と
論
文
投
稿
の
推
進
 

・
研
究
報
告
書
の
作
成
 

・
研
究
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ
る
情
報
獲
得
 

1
1
/
1
4
に
理
化
学
研
究
所
よ
り
講
師

を
招
き
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
。
学
生
含
め

3
5
名
が
参
加
し
、
講
師
と
の

交
流
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
 

研
究
成
果
報
告
書

は
例
年
通
り
作
成
し
て
い
る
。
 

学
生
も
参
加
可
能
な
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
 

情
報
獲
得
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

研
究
成
果
報
 

告
書
を
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し
成
果
の
蓄
積
 

を
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
 

〇
 

1
0
 

％
 

セ
ン
タ
ー
所
属
の

研
究
室
の

研
究
力
の

向
上
を

め
ざ
 

し
著
名
な
研
究
者

を
招
聘

し
た

セ
ミ

ナ
ー

開
催

な
ど
 

を
継
続
的
に
企
画

実
施
す

る
。
成

果
の

蓄
積

も
引

き
続
 

き
実
施
 

２
 

研
究
 

２
-
1
-
1 

 
 

 
 

外
部
資
金
の
獲
得
・
研
究
成
果
の
発
信
 

・
外
部
研
究

資
金
へ
の
応
募
・
研
究
成
果
報
告
書

の
作

成
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト

の
更
新
 

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
よ
る
成
果
の
発
信
 

・
研
究
成
果
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
 

・
研
究
成
果
報
告
書
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
例
年

通
り
に
作
成
、
発
行
 

・
3
/
6
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
 

式
で
開
催
し
学
外
7
6
名

（
オ
ン
ラ
イ
ン
6
6
名
・
対

面
1
0
名
）
の
申
し
込
み
と
な
っ
た
。
 

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

全
1
0
研
究
室
が
1
5
分
で

最
新
の
研
究
報
告
を
実
施

し
、
予
稿
集
に
は
3
4
の

研
究
成
果
を
掲
載
。
 

・
研
究
成
果
報
告
書
、
HP
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
例
 

年
通
り
に
発
行
お
よ
び
更
新
を
実
施
 

・
集
客
効
果
を
考
え
隔
年
開
催
と
し
て
い
る
シ
ン
 

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
全
研
究
室
が
成
果
発
表
 

し
、
予
稿
集
で

3
4
の
成
果
を
掲
載
す
る
な
ど
成

果
の
発
信
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

例
年
通
り
の
広
報

活
動
（
研

究
成

果
報

告
書

や
パ

ン
フ
 

レ
ッ
ト
の
発
行
、

H
P
の
更

新
）

に
加

え
、

積
極

的
に
 

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
実
施
す

る
。
 

 

３
 

 
〇
 

 
 

 

本
学

で
は

、
開

学
以

来
4
0
 
数

年
の

歴
史

の
中

で
、
光
関
連
技
術
の
研
究
を
複
数
の
研
究
室
に
お

い
て
並
走
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
光
な
い
し
は
フ
ォ

ト
ニ
ク
ス
領
域
は
、
従
来
、
他
の
研
究
領
域
と
で

融
合
的
な
新
研
究
領
域
を
創
成
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
量
子
や
バ
イ
オ
と
い
っ
た
近
年
注
目

を
集

め
る

研
究

領
域

へ
も

拡
が

り
を

見
せ

て
い

ま
す
。
本
学

で
も
、
こ
れ
ら
学
術
・
技
術
領
域
で

の
活

動
が

さ
ら

に
ビ

ジ
ブ

ル
に

な
る

と
有

難
い

と
思
い
ま
す
。

2
0
2
3
 
年
度
に
は
、
情
報
発
信
の

強
化
と
し
て
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
具
体
的
な
研

究
成

果
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

掲
載

が
あ

り
ま

し
た
。
ま
た

、
研
究
力
強
化
に
向
け
て
、
二
つ
の

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
け
る

光
・
物
質
領

域
で
の
研
究
活
動
が
益
々
活
性
化
さ

れ
る
よ
う
、
期
待
い
た
し
ま
す
。
 

・
研
究
成
果
報
告
の
機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ
掲
載
等
に
加

え
、
1
1
/
14

セ
ミ
ナ
ー

、
3/
6
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
な
ど
研
究
活
動
の
活

性
化
と
ビ
ジ
ビ
リ
テ
ィ

を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
集
客
効
果
等
を
考
慮
し
隔
年
開
 

催
と
し
て
い
る
。
3
/
6
開
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
 

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
で
開
催
し
学
外
7
6
名
（
オ
ン
 

ラ
イ
ン
6
6
名
・
対
面
1
0名

）
の
申
し
込
み
と
順
調
 

な
申
込
数
を
獲
得
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
 

て
セ
ン
タ
ー
を
構
成
す
る
全
研
究
室
が
1
5
分
で
研
 

究
報
告

を
実

施
す

る
こ

と
は

ビ
ジ

ビ
リ

テ
ィ

を
意

識
し
た
対
応
と
い
え
る
。
 

—
 

—
 

％
 

４
 

 
〇
 

 
 

 

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

の
テ

ー
マ

に
あ

わ
せ

た
研

究
セ

ン
タ

ー
の

活
動

方
針

を
今

後
具

体
化

し
て

い
く

こ
と
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
実
現
に
期
待
す
る
。
 

中
期
プ
ラ
ン
に
対
応
し
た
構
成

す
る
研
究
室
の
３
－

５
年
後
の
目
指
す
方
向
性
を
と

り
ま
と
め
し
メ
ン
バ

ー
間
で
共
有
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
も
内
容
を
紹
介
し

て
い
る
。
 

            

３
－
５
年
後
の
方
向
性
を
明
文
化
し
明
確
に
な
っ
 

た
こ
と
で
、
相
互
の
連
携
を
図
り
や
す
く
す
る

取
 

り
組
み
と
判
断
で
き
る
 

—
 

—
 

％
 

明
文
化
し
た
こ
と

で
常
時

研
究

の
進

捗
状

況
を

確
 

認
し
活
動
方
針
等
を

明
確

化
し

て
い

く
。
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５
 

 
〇
 

 
 

 

H
P
 
の
充
実

：
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
顕
著
な
成
果
な

ど
は
本
学
 
H
P 
だ
け
で
な
く
，
新
着
情
報
と
し
て

セ
ン
タ
ー

H
P
 
の
ト
ッ
プ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を

広
報
と
連
携
し
て
検
討
願
い
た
い
．
  

（
文

科
省

の
支

援
を

受
け

て
い

る
こ

と
は

明
記

し
な
く
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
）
 

H
P
に
つ
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
告
知
等
の
最
低
限

の
更
新
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

文
科
省
支
援
は
現
状

記
載
し
て
い
な
い
。
 

文
科
省
支
援
の
掲
載
に
つ
い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
個
 

別
に
掲
載
す
る
か
、
他
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
掲
 

載
が
良
い
か
共
同
し
て
検
討
が
必
要
 

—
 

—
 

％
 

セ
ン
タ
ー
長
の
交
代

を
ふ

ま
え

、
広

報
物

の
在

り
方
 

内
容
を
再
確
認
し

、
必
要
に

応
じ
て
変

更
を
行

う
。
 

 
〇
 

 
 

 

研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
方
針
の
具
体
化
、
並
び
に

セ
ン
タ
ー

H
P
 
で
の
積
極
的
な
 
P
R
 
を
期
待
し
た

い
。
文
科
省
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
も
 

P
R
 
の
良
い
材
料
と
考
え
る
。
 

中
期
プ
ラ
ン
に
対
応
し
た
構
成

す
る
研
究
室
の
３
－

５
年
後
の
目
指
す
方
向
性
を
と

り
ま
と
め
し
メ
ン
バ

ー
間
で
共
有
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
も
内
容
を
紹
介
し

て
い
る
。
 

H
P
に
つ
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
告
知
等
の
最
低
限

の
更
新
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

文
科
省
支
援
に
つ
い

て
は
現
状
明
記

し
て
い
な

い
。
 

方
向
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
、
相
互
の
連
携
を
図
 

り
や
す
く
す
る
取
り
組
み
と
判
断
で
き
る
 

文
科
省
支
援
の
掲
載
に
つ
い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
個
 

別
に
掲
載
す
る
か
、
他
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
掲
 

載
が
良
い
か
共
同
し
て
検
討
が
必
要
 

—
 

—
 

 

明
文
化
し
た
内
容

も
参
考
に

セ
ン
タ

ー
の

活
動

方
針
 

を
よ
り
明
確
化
し

て
い
く

取
り

組
み

を
行

う
。
 

セ
ン
タ
ー
長
の
交

代
を
ふ

ま
え

、
広

報
物

の
在

り
方
 

内
容
を
再
確
認
し

、
必
要
に

応
じ
て
変

更
を
行

う
。
 

 
 

 
 

○
 

予
算
面
で
は
大
変
恵
ま
れ
た
大
学
で
あ
る
が
、
教

員
一
人
当
た
り
の
外
部
資
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

だ
け
の
研
究
環
境
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
伸
び
し
ろ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

情
報
共
有
を
行
い
、
セ
ン

タ
ー

内
の
研
究
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
。
 

外
部
資
金
に
つ
い
て
は
、
科
研
費
等
、
構
成
す
る
個
々

の
研
究
室
が
積
極
的
に
獲
得
に

乗
り
出
し
採
択
も
さ

れ
て
い
る
。
 

科
研
費
で
は
す
で
に
実
績
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
と
 

し
て
大
型
予
算
獲
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
 

く
。
 

 

—
 

—
 

 

外
部
資
金
へ
の
応

募
に
繋

げ
る

べ
く

、
情

報
共
有
等

を
 

通
じ
て
個
々
の
研

究
活
性

化
を

引
き

続
き

支
援

す
る

。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：スマート光・物質研究センター運営協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：荒川修一 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1）各研究室の研究力向上に向けて，著名な外部講師を招いたセミナーが開催されており．

また，学会発表・論文投稿などによる研究成果のアウトプットも着実に実施されているものと

推察する．その意味において，4 段階評価は適切であると考える．ただし，機関リポジトリに

掲載する 2024 年度版の報告書は今後に作成されるはずであり，点検者として正しく判断をす

る材料をもたない． 

（№ 2）特になし 

（№ 3）特になし 

（№ 4）特になし 

（№ 5）HP やパンフレット等の広報においては，可能な場合には，センター内研究室のグル

ーピングやセンター内外の共同研究の情報（件数など）も可視化されるとよいと考える． 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№ 4）大型予算の獲得以外にも，大型機器の導入•更新について各センターや研究協力と連

携して取組んで頂きたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：スマート光・物質研究センター運営協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：中川優 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・科学技術の新たな可能性の開拓と人類が直面する課題の解決に貢献する、との目標達成の 
ため、光・物質に焦点を当てた研究活動を推進しており、理念・目的に合致している。 
 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（〇）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

・フォトニクス材料や電子材料などの新物質開拓と、フォトニクスやナノテク技術を駆使した新規 
素子創生の研究を、一貫して行う事を目的に活動しており、当該委員会の役割・方針に合致 
している 
 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

・センター長交代は新たな取り組みを進める良い機会であり、研究センター活動としての実質的

な成果をいかに出していくか、あらためて検討いただきたい。 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年
 
 
3
月
 
 
1
1
日

 

2
0
24

年
度

（
 
ス

マ
ー

ト
情

報
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
 
協

議
会

 
）
委
員

会
等
方

針
点
検

表
＜

期
末
点
検

＞
 

（
議
長
名
 
浮
田
宗
伯
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

1
 

研
究
 

2
-
3
-
1 

3
-
2
-
1 

 
 

 
 

【
2
-
3
-
1
】
新
規

S
T
S
テ
ー
マ
に
向
け
て
，
協
議

会

お
よ
び
自
由
参
加

の
情
報

交
換

会
に
お
け
る
研

究

室
間
の
情
報
提
供

お
よ
び
議

論
．

 

【
3
-
2
-
1
】
セ
ン
タ
ー
メ
ン
バ
に
よ
る
研

究
室

間
情

報

提
供
お
よ
び
議
論

に
基

づ
い
た
，
個

別
研

究
室

に

よ
る
テ
ー
マ
設

定
開

始
．
テ
ー
マ
案

に
つ
い
て
は
，
年

度
末
に
協
議

会
で
情

報
共

有
．

 

４
月
，
1
0
月
，
３
月
の
協
議
会
で
，
そ
れ
ぞ
れ
「
2
0
2
4

年
度
目
標
」
「
2
0
24

年
度
中
間
報
告
」
「
2
0
24

年
度

期
末
報
告
」
を
各
研
究
室
が
発
表
し
，
そ
の
内
容
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
．
 

【
2
-
3
-
1
】
新
規

ST
S
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
見
当
た

ら
ず
．
 

【
3
-
2
-
1
】
各
研
究
室
，
年
度
当
初
に
目
標
に
し
た

研
究
を
実
施
で
き
て
い
る
．
 

○
 

2
0
 

％
 

【
2
-
3
-
1
】
広
義
の

S
T
S
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
は

ほ
と

ん
ど
の
研
究
室
が

以
前
よ

り
継

続
し

て
お

り
，
新

規

テ
ー
マ
を
創
出
で

き
る
か

ど
う

か
は

ま
だ

見
え

て

こ
な
い
が
，
来
年
度
も

４
，
１

０
，
３

月
の

研
究

報

告
で
情
報
交
換
・

議
論
を

継
続

．
 

【
3
-
2
-
1
】
各
研
究
室

が
，

個
別

研
究

力
の

向
上

を
目

指
し
て
研
究
を
実

施
す
る

．
そ
の
準
備
・
経
過
・
成

果
は
，
４
月
と

1
0
月

と
３

月
に

そ
れ

ぞ
れ

中
間

報

告
と
最
終
報
告
で
確

認
．

  

2
 

研
究
 

2
-
3
-
1 

 
 

 
 

外
部
資
金
獲
得
、
広

報
活

動
等
へ
の
展

開
 

個
別
研
究
室

に
よ
る
新

規
Ｓ
Ｔ
Ｓ
テ
ー
マ
決

定
・
進

捗
 

【
活
動
報
告
書
】
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
他
研
究
セ
ン
タ

ー
と
合
わ
せ
た
形
式
に
な
っ
た
．
年
度
初
め
か
ら
各

研
究
室
に
資
料
を
提
出
し
て
も
ら
い
，
9
/
2
7
に
完
成

し
た
活
動
報
告
書
を
受
領
．
 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
ジ
ョ
イ

ン
ト

CS
セ
ミ
ナ
ー
と
合

同
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
 1
0
/
3
 

に
開
催
．
２
件
の
外
部
講
演
（
5
0
分

x
２
件
）
，
１

件
の
学
内
か
ら
の
講
演
（
4
0
分

x１
件
）
，
及
び
セ

ン
タ
ー
紹
介
（
1
0
分

x4
件

）
を
実
施
．
講
演
は
全

件
が
講
演
者
現
地
で
発
表

．
 

【
研
究
】
３
月

の
協
議
会
で
，
学
内
外
問
わ
な
い
共

同
研
究
や
新
規
研
究
の
面

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な

さ
れ
た
．
 

【
活
動
報
告
書
】
例
年
と
比
べ
て
２
ヶ
月
ほ
ど
完

成
が
遅
れ
て
し
ま
い
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
す

る
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
．
 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
，
活

発
な
質
疑
応
答
に
関
し
て
，
外
部
講
師
・
聴
講
者

よ
り
大
学
研
究
活
動
の
活
発
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
コ
メ
ン
ト
を
多
数

い
た
だ
け
た
．
 

【
研
究
】
こ
れ
ま
で
の
実
施
さ
れ
て
き
た
学
内
共

同
研
究
（
三
輪
教
授
，
原
教
授
）
に
加
え
て
，
学

外
と
の
共
同
研
究
成
果
（
川
西
准
教
授
，
椎
原
准

教
授
，
浮
田
教
授
）
や
，
学
外
と
の
継
続
的
な
共

同
研
究
か
ら
の
外
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
（
佐
々

木
教
授
，
名
大
・
旭
教
授
）
の
準
備
が
奉
公
さ
れ

た
．
引
き
続
き
，
学
内
外
問
わ
ず
個
別
研
究
の
強

化
か
ら
の
自
然
な
流
れ
で
の
共
同
研
究
を
模
索
す

る
．
 

○
 

2
0
 

％
 

【
活
動
報
告
書
】
2
0
2
4
年

度
活

動
報

告
書

を
作

成
．
 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
開

催
を

予
定

し
て

お
り
，
成
功
に
向
け

た
講

演
準

備
と

広
報

を
実

施
．
 

【
研
究
】
い
く
つ
か

の
共
同

研
究

の
存

在
と

新
規

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
提
案
の
可

能
性

が
情

報
共

有
さ

れ
た

．
今

後

も
研
究
室
の
成
果
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

自
然

な
共

同
研
究
を
模
索
す
る

．
 

3
 

研
究

3
-
4
-
1 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
個
別
お
よ
び
複
合
テ
ー
マ
設

定
に
向
け
た
議
論
 

-
 

-
 

-
 

-
 

％
 

上
述
の
通
り
，
個
別
研

究
お

よ
び

複
合
テ

ー
マ
設

定
に

つ
い
て
議
論
継
続
す

る
．
 

4
 

 
○
 

 
 

 

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
れ

て
い
る
．
 

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
早
い
時
点

で
実
施
す
べ
き
．
 

議
長
か
ら
研
協
に
更
新
依
頼
す
る
．
 

△
 

-
 

％
 

メ
ン
バ
更
新
に
つ
い

て
は

適
宜

研
協

に
し

て
い

る
が

，

そ
の
際
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

更
新

に
つ

い
て

も
依

頼

す
る
．
 

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
は

各
構

成
研

究
室

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
用
意

さ
れ

て
お

り
，
メ

ン
バ

は

各
々
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を

常
時

最
新

に
更

新
し

て

成
果
を
広
報
す
る

．
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：スマート情報技術研究センター運営協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：田辺 賢士 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等が

あれば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1 ）センターメンバーによる研究報告（４，１０，３月）や、自由参加の情報交換会が定期的に

行われており、精力的に技術交流や共同研究の可能性を模索されており、評価できる。 

 

（№ 2 ）CS セミナーと合同でオンラインシンポジウムを開催しており、効果的な情報発信が行われ

ている。 

 

（№ ４ ）ホームページの更新について、シンポジウムの情報など今年度の情報に刷新されている。た

だし、今年度からメンバーになった知識データ工学研究室のページは３月時点では作成されていない。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし。 

 

 

 

 

大学評価委員会による確認 

・（No.1, 2）研究室間での情報共有、議論を継続して行い、研究センターとしての外部資金申請の可能

性を探ってほしい（科研費の上位種目をはじめとする公的資金の申請）。 

・（その他）本学が認定を受けている文科省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」は毎年点検・

報告が求められており、教務委員会に対してプログラムの改善に向けた提言を積極的にしていただく

と、本協議会のプレゼンスが向上すると思う。 

 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：スマート情報技術研究センター運営協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：吉村雅満 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

○方針点検表で使われている言葉、STS や研協などは第三者でもわかるように表記する必要が

ある。 

○シンポジウムにより成果発表がなされ、協議会でも活発に研究状況の相互議論がなされている。

学内外との共同研究も活発に行われており、今後も継続と発展を期待したい。 

 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2
0
2
5
年

1
月

2
8
日

 

2
0
24

年
度

（
 
次

世
代

文
明

セ
ン

タ
ー
運

営
協
議

会
 
）

委
員

会
等
方
針

点
検
表

＜
期
末

点
検

＞
 

（
委
員
長
・
議
長
名
 
 
 
江
口
 
建
 
 

）
 

 №
 

中 期 プ ラ ン 項 目 番 号  

20
23

年 度 期 末 点 検 確 認 シ ー ト に

お け る 指 摘 事 項  

内 部 質 保 証 委 員 会 で の 確 認  

す べ き 事 項  

大 学 評 価 関 連 事 項  

学 術 ア ド バ イ ザ ー 指 摘 事 項  

2
0
2
4
年
度
到
達
目
標
及
び
活
動
計
画
(
P
l
a
n
)／

 

指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
 

到
達
目
標
／
指
摘
事
項
／
確
認
す
べ
き
事
項
に
 

対
す
る
実
施
内
容

お
よ
び
結
果
(
D
o)
 

点
検
・
評
価
(達

成
度
、
長
所
・
問
題
点
) 

(
C
h
e
c
k
) 

4
 

段
階
 

評
価
 

中
期
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
Ⅰ
 

(
5
年
間
)
の
 

到
達
目
標
に

対
す
る
 

達
成
度
評
価
 

来
年
度
の
取
組
み
課

題
と

到
達

目
標

及
び

活
動

計
画

(
A
c
t
) 

１
 

－
 

－
 

－
 

 
－
 

１
．
活
動
の
活
性
化
を
図
る

（
内
容
の
見
直

し
を
含

む
）
 

①
公
開
講
座
 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評
価
結
果
向
上
 

 
 

   ②
南
山
大
学
と
の
連
携
講
演
会
 

 
参
加
人
数
の
増
員
…
目
標

2
0
0
名
 

 
 

   ③
次
世
代
文
明
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

 
参
加
人
数
の
増
加
…
目
標
前
年
実
績
超
え
 

 ①
参
加
者
の
評
価
向
上
【
到
達
目
標
ク
リ
ア
】
 

・
日
程
：
9
月

7
日
(
土
)
1
3
:
0
0
か
ら

1
4
:
4
0 

・
テ
ー
マ
：
「
伝
え
る
」
 

・
会
場
：
豊
田
喜
一
郎
記

念
ホ
ー
ル
 

・
講
師
：
斎
藤
和
也
先
生
、
招
待
講
演
：
な
し
※
 

※
愛
知
県
立
芸
術
大
学
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
実
演
 

 

②
応
募

2
5
8
名
、
参
加

2
1
2
名
【
到
達
目
標
ク
リ
ア
】 

・
日
程
：
1
2
月

1
日
(日

)
1
3
:
3
0
か
ら

1
5
:
55
 

・
会
場
：
豊
田
喜
一
郎
記

念
ホ
ー
ル
 

・
テ
ー
マ
：
“
宇
宙
”
と
“
神
”
の
謎
に
挑
む
 

講
師
：
富
沢
教
授
、
金

 教
授
(
南
山
大
) 

 

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
演
奏
初
開
催
 

・
日
程
：
3
月

5
日
(
水
)
1
3
:
0
0
か
ら
 

・
会
場
：
豊
田
喜
一
郎
記

念
ホ
ー
ル
 

・
講
師
：
伊
勢
崎
賢
治
氏
（
東
京
外
大
名
誉
教
授
）
 

＊
講
演
と
演
奏
を
依
頼
（
プ
ロ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
） 

 
 

①
＜
公
開
講
座
＞
 

開
催
日
程
の
調
整
（
大
学
祭
と
の
共
催
）
 

 
1
6
8
名
参
加
(
前
年
度

1
1
4
名

) 

→
講
座
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
前
年
度
）
 

 
大
変
良
い

52
％
（
3
0％

）
良
い

3
4
％
（
5
2％

）
 

 
 

 ②
＜
南
山
大
学
と
の
連
携
講
演
会
＞
 

開
催
日
程
の
見
直
し
（
日
曜
日
の
午
後
開
催
）
 

「
広
報
な
ご
や
(
市
内
全
世
帯
配
布
)
」
←
新
規
 

2
1
2
名
参
加
（
前
年
度

1
6
4
名
＠
南
山
大
）
 

 
初
参
加

1
1
0
名
（
前
年
度

8
1
名
）
 

 
 

③
＜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
ｵ
ﾝﾗ
ｲ
ﾝ
同
時
配
信
)
＞
 

 
2
4
3
名
参
加
（
う
ち
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ参

加
8
1
名
）
。
 

 
前
年
度
実
績
：
2
4
2
名
(
ｵ
ﾝﾗ
ｲ
ﾝ
7
6
名
)
 

 
8
4
％
が
高
評
価
 
初
参
加

5
0
％

 

◎
 

－
 

％
 

 ①
公
開
講
座
 

・
目
標
…
参
加
者
の
増
加

、
評

価
結

果
の

向
上
 

＊
前
年
度
の
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
結

果
を

も
と

に
課

題
の

洗
い

出
し

を
実
施
 

 
 

  ②
連
携
講
演
会
は
＜
南
山

大
＞

が
主

催
 

 
講
演
テ
ー
マ
に
沿

っ
て

、
本

学
講

師
を

提
案
 

・
目
標
…
参
加
者

2
0
0
名

超
 
 

＊
過
年
度
参
加
者
へ

の
Ｄ

Ｍ
 

＊
公
開
講
座
実
施
時

に
告

知
 

 
 

③
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

・
目
標
…
参
加
者
の

増
加

、
評

価
結

果
の

向
上
 

２
 

－
 

－
 

－
 

○
 

－
 

２
．
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
（
学
内
）
 

①
修
士
学
生
を
対
象
と
し
た
高
度
教
養
科
目
「
科

学
・
技
術
と
人

間
・
社
会
」
の
授
業
内
容
の
充
実
 

              ②
図
書
館
内
に
配
架
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
の
拡
充
 

  ③
学
生
の
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
力
」
向
上
支
援
 

  

 
 

①
予
定
通
り
開
催
 

 
5
/
1
6
）

｢
睡
眠
の
謎
に
挑
む
」
柳
沢
正
史
氏
（
筑

波
大

学
国

際
統

合
睡
眠

医
療
科
学
研
究
機
構

長
・

教
授

）
 

 
5
/
3
0
)
「

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
か
し
方
」

登
龍
亭
獅
鉄

氏
（
落
語
家
）
 

 
1
0
/
1
0
)「

産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
」

山
本
貴
史

⽒
（
東

京
大
学
ｴ
ｸ
ｽﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
(
株
)
代

表
取
締
役
社
長
）
 

 
1
0
/
3
1
)「

が
ん
の
予
防
を
考
え
る
ー
病
理
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て

ー
」

髙
橋
智

⽒
（
名
古
屋

市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
）
 

 
1
2
/
1
2
)
｢
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

と
民

主
主

義
｣
石

井

洋
二
郎

⽒
（

中
部
大
学

客
員
教
授

・
創
造
的

リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
 

②
学
術
情
報
・
メ
デ
ィ
ア

ク
ル

ー
プ
か
ら
の
提
案
と

合
わ
せ
て
推
薦
図
書
を
依

頼
 

 ③
-
1
セ
ン
タ
ー
長
が
個
別

に
対
応
 

③
-
2
「
理
工
系
学
生
科
学

技
術

論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
案
内
・
掲
示
→
相
談

1
件
 

③
-
3
｢
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
｣の

検
討
 

 ①
各
分

野
の

第
一

線
で

活
躍

し
て

い
る

講
師

陣
を

迎
え

、
学

生
と

の
活

発
な

質
疑

応
答

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
、

よ
り

一
層

、
学

生
の

関
心

を
喚

起
し

、
鋭

い
質

問
を

引
き

出
す

た
め

の
工

夫
が

必
要

。
ま

た
、

「
深

く
考

え
る

」
施

策
に

沿
う

よ
う

に
、

授
業

中
の

メ
モ

の
取

り
方

や
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
な

ど
に

関
す

る
指

導
法

に
も

改
良

の
余

地
が

あ

る
。
 

     ②
図
書

館
内

に
、

次
世

代
文

明
セ

ン
タ

ー
推

薦
図

書
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
置
。
 

 ③
-
2
 
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
相
談

1
件
 

 
→
セ

ン
タ

ー
に

て
添

削
し

て
、

学
生

へ
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
。
 

③
-
3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
検
討
を
実
施

（
学

副
→

セ
ン

タ
ー

→
教

務
委

→
内

部
質

保
証

委
員
会
）
年
度
内
に
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
開
始
。

現
在
、
選
考
の
最
終
段
階
。
 

○
 

－
 

％
 

 ①
授
業
内
容
の
更
な

る
充

実
お

よ
び

授
業

方
針
・
評

価

法
の
点
検
 

＜
次
年
度
の
予
定
＞
 

第
1
回
：
保
立
学
長
（

4/
1
7
 
o
r
 
24
）
 

第
2
回
：
水
谷
嘉
弘

先
生
（

5
/
8
）
「

ビ
ジ

ネ
ス

発
・

ア
ー
ト
着
」
の
道
を
歩
み

続
け

て
」
 

第
3
回
：
中
川
秀
彦
教

授
（

5/
2
2
）
名

市
大

大
学

院
薬

学
研
究
科
 

第
4
回
：
中
野
義
昭

客
員

教
授

（
10
/
2
）
 

第
5
回
：
茨
木
誠
一

先
生
（

1
0
/
1
6）

三
菱

重
工

総
合

研
究
所
副
所
長
 

第
6
回
：
今
井
む
つ
み

教
授

（
1
2
/
11
）

慶
應
義

塾
大

学
（
言
語
学
）
 

  ②
学
内

P
R
、
学
生

啓
発
を

継
続
 

 
 

③
-
2
採
択
さ
れ
れ

ば
広
報

展
開

を
依

頼
 

（
学
内
、
Ｈ
Ｐ
、
広

報
誌

）
 

③
-
3
早
期
に
ス
タ
ー

ト
で

き
る

よ
う

準
備
 

・
目
標
…
ス
タ
ッ
フ

の
受

入
れ

（
環

境
整

備
）
 

＊
利
用
説
明
会
の
実
施
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３
 

－
 

○
 

－
 

○
 

－
 

３
．
社
会
還
元
活
動
(
学
外
発
信
)の

継
続
 

①
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
学
外
で
の
活
動
を
実
施
 

              ②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

・
公
開
 

  ③
紀
要
発
刊
 

 ①
₋
1
企
業
人
向
け
「
哲
学
対
話
」
 

（
6
/
2
1
、
9
/
19
、
2
/
2
8）

 

次
世
代
の
人
間
育
成
と
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
名
古
屋
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ｰｽ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼﾞ
に
て
行
わ
れ

た
年

3
回
程
度
の
企
業

人
向
け
「
哲
学
対
話
」
に

セ
ン
タ
ー
長
が
参
画
。
 

①
₋
2
近
隣
小
学
校

P
T
A
主
催
セ
ミ
ナ
ー
(
9
/
2
6)
に
セ

ン
タ
ー
長
が
講
師
と
し
て
登
壇
 

①
₋
3
企
業
人
向
け
市
民
講

座
「
大
人
の
学
び
な
お
し

―
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
」
(
第

6
ク
ー
ル
)に

て

セ
ン
タ
ー
長
が
講
演
（
1
1
/
5
）
主
催
：
一
般
社
団

法
人
 
中
部
圏
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
推
進
機
構
＠
ﾅ
ｺ
ﾞ
ﾔ
 
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞ

ｰ
ﾀ
ｰ
ｽ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼ
ﾞ 

 
→
都
度
、
情
報
を
メ
ー
ル
や
掲
示
に
て
周
知
 

 
 

②
仮
オ
ー
プ
ン
（
こ
れ
ま
で
の
資
料
と
動
画
を
公
開
） 

 
 

 ③
目
下
、
執
筆
・
投
稿
規
定
や

投
稿
テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
作
成
中
。
 

 ①
様
々

な
機

会
を

利
用

し
、

市
民

教
育

と
社

会
還

元
に

貢
献

し
な

が
ら

、
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
点
で
、
高
く
評
価
で
き
る
。

セ
ン

タ
ー

長
に

負
荷

が
集

中
し

、
過

負
荷

に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
。
 

         ②
セ
ン

タ
ー

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ほ
か

、
公

開
講

座
や

連
携
講

演
会

の
過

年
度

情
報

を
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
更
新

し
、

認
知

度
向

上
の

一
助

と
な

る
べ

く
努

め
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 ③
実
現

に
向

け
て

進
行

中
で

あ
り

、
年

度
内

に
規

定
を
整

理
し

、
次

年
度

に
は

体
制

が
整

う
予

定
。

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
 

○
 

－
 

％
 

 ①
継
続
フ
ォ
ロ
ー
 

             ②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
な

る
充

実
に

向
け

た
具

体
的

な
計
画
の
立
案
 

 
 

 ③
具
体
的
な
運
用
を
開
始

。
 

４
 

教
育
 

8
-
1
-
1 

○
 

○
 

－
 

 

初
年
次
教
育
の
充
実
（
主
‗
教
務
委
員
会
）
 

  ・
「
教
養
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
１
～
３
」
の
つ
な
が
り
の
精
査

（
一
貫
性
・
整
合
性
） 

・
「
工
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
位
置
づ
け
の

確
認

 

 

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
確

立
に
向
け
た
課
題
整

理
と
検
討
に
着
手
 

 ・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/
1
3
）
に
て
、

セ
ン
タ
ー
長
（
教
養

W
G
チ
ー
フ
兼
務
）
が
「
教
養

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
全
体
の

課
題
に
つ
い
て
報
告
。
 

 ・
後
期
に
関
係
者
（
教
養

W
G）

で
具
体
的
な
検
討
を

開
始
（
1
0
/
2
9 ）

。
現
状
整
理
、
課
題
共
有
、
配
当

年
次
の
検
討
に
着
手
。

高
年
次
開
講
の
「
教
養
基

礎
セ
ミ
ナ
ー
３
」
を
視
野

に
入
れ
た
う
え
で
の
「
教

養
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
１
・
２

」
の
内
容
的
な
一
貫
性

と
整
合
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
 

 ・
「
工
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
建
付
け

と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

科
目
担
当
者
と
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
で
意
見
交
換
が
進
行
中
。
 

こ
れ
ま

で
手

を
付

け
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
課

題
を

明
確
化

し
、

関
係

教
員

で
共

有
で

き
た

こ
と

は
大

き
な
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
確

立
に

向
け

て
、
引

き
続

き
検
討
を
継
続
。
 

 ・
「
教
養
基
礎
セ
ミ
ナ

ー
1
～
3
」
の
つ

な
が

り
の

明
確

化
。
 

・
「
工
学
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

」
の

建
付

け
・

位
置
付
け
を
明
確

化
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
具

体
的

な

見
直
し
に
着
手
。
 

５
 

教
育
 

8
-
2
-
1 

 
 

 
 

初
年
次
教
育
の
充
実
（
主
‗
教
務
委
員
会
）
 

 ・
初
年
次
科
目
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
ツ
リ
ー
化
 

・
新
規
開
講
科
目
の
検
討
 

・
正
課
と
課
外
の
分
担
精
査
 

 

・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/
1
3
）
に
て
、

セ
ン
タ
ー
長
（
教
養

W
G
チ
ー
フ
兼
務
）
が
、
初
年

次
教
育
科
目
の
再
編
お

よ
び
体
系
化
（
マ
ッ
ピ
ン

グ
と
ツ
リ
ー
化
を
含
む

）
に
関
す
る
素
案
資
料
を

提
出
。
 

・
後
期
に
教
養

W
G
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
現
状

を
整
理
・
共
有
す
る
と
共

に
、
既
存
科
目
の
点
検

と
配
当
年
次
の
検
討
を
実
施
（
1
0
/2
9
）
。
 
 

初
年
次

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

確
立

に
向

け
た

課
題

整
理
と

検
討

に
初

年
度

か
ら

着
手

で
き

た
こ

と
は

評
価
に
値
す
る
。
 

〇
 

2
0
 

％
 

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
確

立
に

向
け

て
、
引

き
続

き
検
討
を
継
続
。
よ

り
具

体
的

な
検

討
に

着
手

。
 

６
 

教
育
 

9
-
1
-
1 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
（
主
‗
教
務
委
員
会
）
 

 ・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
整
理
、
学
内
共
通
理
解
の
促

進
 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育

W
G
を
発
足
し
検
討
開
始
 

・
学
内
で
の
共
通
理
解
を
深
め
る
（
教
員
会
議
話

題
等
）
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系
化
に
向

け
た
現
状
整
理
、
課

題
の
洗
い
出
し
、
方
針
検
討
に
着
手
 

 ・
第

2
回
中
期
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
（
5
/
1
3
）
に
て
、

セ
ン
タ
ー
長
（
教
養

W
G
チ
ー
フ
兼
務
）
が
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
再
編
に
関

す
る
見
取
り
図
に
つ
い
て

報
告
。
 

・
具
体
的
な
検
討
に
着
手

す
る

た
め
の
準
備
作
業
と

し
て
、
事
務
局
担
当
者
（
教
務

G
）
と
協
力
し
て
、

本
学
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
関

す
る

こ
れ

ま
で

の
施

策
を
整

理
し

、
曖

昧
だ

っ
た

課
題

を
洗

い
出

し
た

こ
と
は

、
本

学
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
再

編
す

る
う

え
で
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
言
え
る
。
 

 
〇
 

2
0
 

％
 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

関
す
る

整
理

結
果

を
学

内
で

共
有

し
、
本
学
で
行
う
べ
き

キ
ャ

リ
ア

教
育

(
職

能
訓

練
だ

け
で
な
く
「
生
き
方
」

も
含

め
た

教
育

)
を

プ
ロ

グ
ラ

ム
と
し
て
提
案
。
 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体

系
化

に
向

け
た

検
討
（

正
課

・

課
外
で
学
ぶ
べ
き
内

容
の

整
理
、
既

存
科
目

の
点
検

・

見
直
し
）
。
キ
ャ
リ

ア
教

育
の

体
系

を
可

視
化

し
、
H
P

や
広
報
誌
で
周
知
。
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キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
係

す
る
過
去

1
5
年
ぶ
ん
の

資
料
を
総
点
検
。
こ
れ
ま

で
本
学
が
行
っ
て
き
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

の
情
報
収
集
と
整
理
を

実
施
（
継
続
中

）
。
 

・
同
時
進
行
で
教
養

W
G
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、

今
後

の
方

針
に

つ
い

て
メ

ン
バ

ー
で

確
認

（
1
0
/
2
9）

。
関
連
す
る
教
員
で
サ
ブ

W
G
を
作
り
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
に

向
け
て
具
体
的
な
プ
ラ

ン
の
検
討
に
着
手
。
 

・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
係

者
と
共
に
、
キ
ャ
リ

ア
年
間
計
画
表
の
改
訂
を
実
施
。
 

７
 

教
育
 

1
0
-
1
-
1 

 
 

 
 

高
学
年
に
至

る
教
養
教
育
の
充
実
（
主
‗
教
務
委

員
会
）
 

 ・
教
養
科
目
の
整
理
・
体
系
化
整
理
 

 

学
部
全
体
、
大
学
院
を
通
し
た
教
養
教
育
の
検
討
 

 ・
教
養

W
G
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
、
問
題
意
識
を

共
有
。
既
存
の
教
養
科
目

の
点
検
と
配
当
年
次
を

検
討
（

1
0
/
2
9
）
。
特
に
「
教
養
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
１

～
３
」
の
つ
な
が
り
の
明

確
化
と
授
業
目
標
の
再

確
認
。
 

・
高
度
教
養
科
目
「
科
学
・
技

術
と
人
間
・
社
会
」

の
授
業
方
針
、
内
容
、
評

価
法
（
レ
ポ
ー
ト
様
式

を
含
む
）
の
再
検
討
。
 

・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
学
生

の
文
章
作
成
能
力
向
上
に

向
け
た
取
組
に
着
手
。

体
制
の
検
討
、
ス
タ
ッ
フ

の
募
集
や
採
用
な
ど
の

準
備
作
業
の
最
終
段
階
を
迎
え
、
2
02
5
年
度
か
ら

の
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
」
開
設
に

向
け
て
業
務
環
境
を
整
備
中
。
 

  ・
全
学

年
を

通
じ

た
教

養
教

育
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
具

体
的

に
開

始
で

き
た

こ
と

は
、

大
き

な
成
果
で
あ
る
。
 

・
高
度

教
養

科
目

に
関

し
て

、
次

年
度

か
ら

の
メ

ン
バ

ー
の

交
代

を
踏

ま
え

、
更

な
る

充
実

に
向

け
た

検
討

に
着

手
で

き
た

こ
と

は
評

価
に

値
す

る
。
 

・
「
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

」
開

設
お

よ
び

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
雇

用
を

実
現

で
き

た
こ

と
は

、
学

生
の

文
章

作
成

能
力

の
向

上
支

援
お

よ
び

教
員

の
負

荷
軽

減
の

施
策

と
し
て
有
意
義
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
 

〇
 

5
0
 

％
 

  ・
引
き
続
き
課
題
整
理
を

実
施

。
 

・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
を

実
際

に
運

用
し

な
が
ら
、
引
き
続

き
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
支

援
制

度
の

効

果
的
な
運
用
を
検

討
（
デ

ー
タ

蓄
積

、
検

証
）

。
 

８
 

教
育
 

1
0
-
2
-
1 

 
 

 
 

高
学
年
に
至

る
教
養
教
育
の
充
実
（
主
‗
博
士
課

程
委
員
会
）
 

 ・
博
士
学
生
が
修
士
科
目
「
科
学
・
技
術
と
人
間
・

社
会
」
を
聴
講
す
る
枠
組
み
の
検
討
 

・
個
別
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
教
養
学
修
指
定
の

検
討
 

今
年
度
は
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

具
体
的
な
提
案
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
 

×
 

0
 

％
 

検
討
を
継
続
。
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会） 

対象委員会名：次世代文明センター運営協議会 

大学評価委員会 点検者氏名：吉村真美 

 

１．委員会等方針点検表に記載の各事項について、それぞれ以下の 3 項目を点検し、ご意見等があ

れば、該当番号を（№）に明記の上、その内容を具体的にご記入ください。 

すべて適切と判断した場合は、「特になし」とご記入ください。 

①点検・評価(達成度、長所・問題点)(Check)⇒他に特筆すべき長所、改善すべき問題点 等 

②4 段階評価⇒過大もしくは過小評価 等 

③来年度の取り組み課題と到達目標及び活動計画（Act）⇒見直すべき活動計画 等 

※№は委員会等方針点検表左端の番号をご記入ください。欄が足りない場合は追加してください。 

 

（№ 1 ）音楽と融合した形のシンポジウムは新鮮であり、高評価だったので良かったと思う。

また、連携講演会では市内全世帯に配布した広報なごやの効果もあり、参加者が前年度よりも

増加したのが良かった。連携講演会だけでなく今後も可能な限りこのような配布や DM 等の案

内を行うことで参加者が増加するのではないかと考える。 

 

（№ 3 ）学外での社会還元活動が様々な機会を利用して行われているのは良い点だと思うが

センター長に負荷がかからないように実際にどのようにしたら過負荷にならないのかを具体的

に考える必要があると思う。 

 

２．委員会等方針点検表に関わらず、当該委員会等の活動についてお気づきの点（評価すべき点・

改善が望まれる点など）を簡潔にご記入ください。特にない場合は「特になし」とご記入くだ

さい。 

 

特になし 

 

 

大学評価委員会による確認 

（№.1） 目標に「内容の見直しを含む」とされているが，実施状況および評価欄ではそれが

読み取れなかった．また評価欄では，参加者アンケートの結果が記載されているだけで，協議

会としての自己点検評価を実施していることが読み取れなかった． 

目標の「内容の見直し」に対する実施状況や参加者アンケートを踏まえた「協議会としての自

評価」が読み取れない． 

（№.2 ③-3）ライティングサポートスタッフの新規採用に際し，類似教科の担当教員や教務

などと連携し本学の教育方針，水準，制度等を早期に周知して，学生支援の向上に繋げて頂き

たい． 

（№.6） キャリア年間計画表について，学生の提出遅れや記載内容の不備，教員の活用状況

等に関する点検およびフィードバックが必要と考える． 
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（№.8） 博士学生が修士科目「科学•技術と人間•社会」を再聴講する枠組み以外にも，セ

ンター主催のシンポジウム等も含めて検討願いたい． 

 

〔大学評価委員会→内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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2024 年度期末点検 委員会等方針点検表確認シート（内部質保証委員会） 

対象委員会名：次世代文明センター運営協議会 

内部質保証委員会 点検者氏名：吉村雅満 

 

1.別紙「建学の理念、目的、ポリシーの確認」を踏まえ、対象委員会等の活動が、本学の建学の

理念、目的に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

 

 

2.別紙「豊田工業大学 委員会構成及び役割・方針と取扱い事項」を踏まえ、対象委員会等の活動

が、委員会等の役割・方針に合致しているか（該当する選択肢に〇をお付けください） 

 

はい（○）  いいえ（  ）  一部合致している（  ）※ 

※「一部合致している」を選択した場合には、合致している部分、合致していない部分（不対応・非対象等）を具体

的に記してください。 

 

〔コメント〕 

特になし 

３.「委員会等方針点検表」及び「委員会等方針点検表確認シート（大学評価委員会）」を踏まえ、

対象委員会等の次年度の活動における改善の方向性について、全学的な観点からご記入くださ

い。（委員会間の連携等、対象委員会の枠を超えた横断的な活動等を含め、多角的（教育・研

究・大学運営）な視点から検証ください。） 

 

〔コメント〕 

○公開講座、連携講演会、シンポジウムなど学外への開かれたセンター活動を活発に行っている。 

○学内では、大学院講義科目を共同企画したり、個々の学生のフォローアップなどきめ細かく行

っている。 

○初年次教育やキャリア教育の充実については、是非来年度（2025 年度）から、教務委員会と

連携のもと進めてほしい。 

○ライティングスタッフの存在により、今後の学生の文章作成能力の向上と教員の負荷軽減が期

待できるが、是非その効果を実証できるようにしてほしい（特に前者）。 

 

 

〔内部質保証委員会→学長へ確認結果報告→担当委員会へフィードバック〕 
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（
様

式
５

）

大
学

基
礎

デ
ー

タ

（
2
0
2
4
年

5
月

1
日

現
在

）

豊
　

田
　

工
　

業
　

大
　

学
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目
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次

頁

　
　
基

本
情
報 （
表

１
）

組
織

・
設

備
等

1
2
1

（
表

２
）

学
生

1
2
6

　
　
学
生
の
受
け
入
れ

（
表

３
）

学
部

・
学

科
、

研
究

科
に

お
け

る
志

願
者

・
合

格
者

・
入

学
者

の
推

移
1
3
0

　
　
教
員
・
教
員
組
織

（
表

４
）

主
要

授
業

科
目

の
担

当
状

況
（

学
士

課
程

）
1
3
2

（
表

５
）

基
幹

教
員

・
専

任
教

員
年

齢
構

成
1
3
4

　
　
学
生
支
援 （
表

６
）

在
籍

学
生

数
内

訳
、

留
年

者
数

、
退

学
者

数
1
3
6

（
表

７
）

奨
学

金
給

付
・

貸
与

状
況

1
3
8

　
　
教
育
研
究
等
環
境

（
表

８
）

教
員

研
究

費
内

訳
1
3
9

　
　
大
学
運
営
・
財
務

（
表

９
）

事
業

活
動

収
支

計
算

書
関

係
比

率
（

法
人

全
体

）
　

※
私

立
大

学
の

み
1
4
1

（
表

1
0
）

事
業

活
動

収
支

計
算

書
関

係
比

率
（

大
学

部
門

）
　

※
私

立
大

学
の

み
1
4
2

（
表

1
1
）

貸
借

対
照

表
関

係
比

率
　

※
私

立
大

学
の

み
1
4
3
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基
本

情
報

工
学
研
究
科

　
先
端
工
学
専
攻
（
Ｍ
）

　
情
報
援
用
工
学
専
攻
（
Ｄ
）

　
極
限
材
料
専
攻
（
Ｄ
）

19
84

年
3
月
19

日

19
95

年
3
月
16

日

19
95

年
3
月
16

日

愛
知

県
名

古
屋

市
天

白
区

久
方

２
－

１
２

－
１

同
上

同
上

　
（
表
１
）
組
織
・
設
備
等
　

【
改

定
前

の
設

置
基

準
に

基
づ

く
場

合
】

開
設
年
月
日

所
　

　
在

　
　

地
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
考

学
生

募
集
停

止
中

の
学

部
・

研
究
科
等

専 門 職 学 位 課 程

研
究
科
・
専
攻
等
の
名
称

別 科 等

別
科
・
専
攻
科
・

附
置
研
究
所
等
の
名
称

開
設
年
月
日

所
　

　
在

　
　

地
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
考

事
項

記
入

欄

工
学
部
　
先
端
工
学
基
礎
学
科

教 育 研 究 組 織

学 士 課 程

学
部
・
学
科
等
の
名
称

開
設
年
月
日

所
　

　
在

　
　

地

大 学 院 課 程

研
究
科
・
専
攻
等
の
名
称

開
設
年
月
日

備
　

　
　

　
　

　
　

　
　

考

備
考

大
学

の
名

称
豊
田
工
業
大
学

学
校

本
部

の
所

在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
天
白
区

久
方

２
－

１
２

－
１

所
　

　
在

　
　

地

19
81

年
1月

16
日

愛
知

県
名

古
屋

市
天

白
区

久
方

２
－

１
２

－
１

備
　

　
　

　
　

　
　

　
　

考

121



人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
0
人

人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
0
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
0
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
0

人
人

0
人

人
人

人
人

人
人

人
7

人
人

人
人

人
人

人
人

人
7

人
人

人
人

人
人

人
人

人
7

人
人

人
人

人
人

人
人

人
21

人
人

人

―
―

―

0

1

0

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

4
21

4
3

3
1

―
0

―

00
―

―

―
0

工
学
研
究

科
情

報
援

用
工

学
専

攻
（

Ｄ
）

15
9

0
15

工
学
研
究
科
先
端
工
学
専
攻
（
Ｍ
）

80
15

11
6

計
71

45
9

39

0
0

0
0

0
0

計
0

0
0

0
0

4

0

0
4

工
学
研
究

科
情

報
援

用
工

学
専

攻
（

Ｄ
）

17
11

大 学 院 課 程

研
究
科
・
専
攻
等
の
名
称

研
究
指
導
教
員
及
び
研
究
指
導
補
助
教
員

助
手

非
常
勤

教
員

備
　

　
　

考
研
究
指
導
教

員

25
5

44

研
究
指
導
補

助
教
員

計
研
究
指
導
教

員
基
準
数

研
究
指
導
補
助
教

員
基

準
数

2
7

基
準
数
計

う
ち
教

授
数

う
ち
教
授
数

5 3
3

（
大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
た
教
員
数
）

―

0
0

―
0

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

0

―

0
0

―
―

―
―

0
0

0

0
―

備
　

　
　

　
考

―
――

―

う
ち
２
項

該
当
数

う
ち
教

授
数

う
ち
実
務

家
専
任
教

員
数

う
ち
２

項
該
当

数

う
ち

み
な

し
専

任
教

員
数

基
準
数

専
任

教
員

一
人

あ
た

り
の

在
籍

学
生

数

―

0

―
0

―
――

―
―

―
―

―

0

0

学 士 課 程 （ 専 門 職 学 科 等 含 む ）

学
部
・
学
科

等
の
名
称

専
　
　
任
　
　
教
　
　
員
　
　
等

非
常
勤

教
員

助
手

う
ち
教

授
数

う
ち

み
な

し
専

任
教

員
数

―
―

0

教
授

准
教
授

講
師

助
教

計
専
任

教
員

う
ち

実
務

家
専

任
教

員
数

0

1
3

4
5

52
17

―

52
―

9
計

教 員 組 織

学 士 課 程

学
部
・
学
科
等
の
名
称

専
　

　
任

　
　

教
　

　
員

　
　

等

17
9

教
授

助
教

計
基

準
数

30

―
―

―

工
学
部
　
先
端
工
学
基
礎
学
科

30
1
3

4

准
教

授
講

師

52

専
任

教
員

一
人

あ
た

り
の

在
籍

学
生

数
備

　
　

　
考

助
手

う
ち
教
授
数

非
常

勤
教

員

52
8.

2
5

（
大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
た
教
員
数
）

―
0
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人
人

人
人

人
人

人
0
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
0
人

人
人 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

〔
〕

39
91

種種

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
〔

う
ち

国
外

〕

室

室

共
用

室
室

室

室

室

体
育
館

面
積

種
種

計
10

53
19

冊

41
48

6
冊

47
54

45
60

冊

※
条
件
付
き
書
式
が
適
用

さ
れ

て
い

る
た

め
、
オ
ー
ト
フ
ィ
ル

で
の

コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト
は

厳
禁

で
す
（適

用
先

が
変

更
さ

れ
て

し
ま
う
た
め

）。

体
育
館

22
15

㎡ ㎡

種
40

09

10
53
19

41
48

6
冊

47
54

45
60

種

図 書 館 ・ 図 書 資 料 等

図
書
館
等
の
名
称

種

図
書
館
等
の
名
称

図
書
〔
う
ち
外
国
書
〕

学
術

雑
誌

〔
う

ち
外

国
書

〕

39
91

種

図
書
館

40
09

㎡
席

室

面
積

閲
覧

座
席

数

図
書
館

7
49

.7
㎡

80
席

㎡
席

室

計

0

室
0

実
験

演
習

室
情

報
処

理
学

習
施

設
語

学
学

習
施

設

95
室㎡

00

室㎡
37

20
8

演
習

室

室

共
用

す
る

他
の
学

校
等
の
専
用

工
学
部

51
室

67
50

10
室室

キ
ャ
ン
パ
ス
教
室
等
施
設

14
室

校
舎
面
積
計

㎡
37

20
8

㎡

　 施 設 ・ 設 備 等

校 地 等

区
　

　
　
分

基
準
面
積

専
用

共
用

校 　 　 舎 　 　 等

区
　
　
　
分

基
準
面
積

専
用

㎡
0

㎡

室
　

　
　

数

―
13

89
2

教 員 研 究 室

学
部
・
研
究
科
等
の
名
称

室

教 室 等 施 設

区
　
　
　
分

講
義
室

0
㎡

12
67

8

㎡
0

㎡
校
地
面
積
計

41
20

㎡
66

68
2

㎡
0

共
用

す
る

他
の
学

校
等
の
専
用

計

0
㎡

13
89

2

㎡

備
考

校
舎
敷
地
面
積

―
54

00
4

㎡
0

㎡
0

㎡
54

00
4

運
 動

 場
 用

 地
―

12
67

8
㎡

0

66
68

2

そ
の
他

備
　

　
　

　
考

う
ち

み
な

し
専

任
教

員
数

計
0

0

専
任
教
員

基
準
数

う
ち
教
授

数
う
ち
実
務
家

専
任
教
員
数 0

0
0

0
0

0

専 門 職 学 位 課 程

研
究
科
・
専
攻
等
の
名
称

専
　

　
任

　
　

教
　

　
員

助
手

非
常
勤

教
員

0
0 0

う
ち
教
授
数

う
ち
実

務
家
専
任

教
員
数

う
ち

み
な

し
専

任
教

員
数
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［
注
］

１
　
学
部
・
学
科

、
大

学
院

研
究

科
・

専
攻

、
別

科
・

専
攻

科
、

研
究

所
等

ご
と

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
（

通
信

教
育

課
程

を
含
む
）
。

２
　
教
育
研
究
組

織
の

欄
に

、
学

部
等

連
携

課
程

（
大

学
設

置
基

準
第

42
条

の
３

の
２

）
を

記
載

す
る

場
合

に
は

、
「

学
士
課
程
」
欄
の
「
学
部
・
学
科
等
の
名
称
」
に

　
　
そ
の
こ
と
が

わ
か

る
よ

う
記

載
す

る
と

と
も

に
、

備
考

欄
に

、
①

連
携

す
る

学
部

や
研

究
科

、
②

ど
の

学
部

や
研

究
科

か
ら
何
名
の
教
員
が
当
該
課
程
に

　
　
所
属
し
て
い

る
か

、
を

明
記

し
て

く
だ

さ
い

。

３
　
教
育
研
究
組

織
の

欄
に

、
専

門
職

学
科

（
大

学
設

置
基

準
第

10
章

）
を

記
載

す
る

場
合

に
は

、
「

学
士

課
程

」
欄

の
「
学
部
・
学
科
等
の
名
称
」
や
「
備
考
欄
」

　
　
に
そ
の
こ
と

が
わ

か
る

よ
う

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

４
　
教
養
教
育
科

目
、

外
国

語
科

目
、

保
健

体
育

科
目

、
教

職
科

目
等

を
担

当
す

る
独

立
の

組
織

や
、

附
置

研
究

所
、

附
属

病
院
等
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
　
「
別
科
・
専

攻
科

等
」

の
欄

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

５
　
所
在
地
に
つ

い
て

、
２

以
上

の
校

地
に

お
い

て
行

う
場

合
で

当
該

校
地

に
キ

ャ
ン

パ
ス

名
称

が
あ

れ
ば

、
当

該
所

在
地

の
後
に
「
○
○
キ
ャ
ン
パ
ス
」

　
　
と
記
載
し
て

く
だ

さ
い

。

６
　
教
員
組
織
の

欄
に

は
、

教
育

研
究

組
織

の
欄

で
記

載
し

た
組

織
単

位
で

専
任

教
員

等
及

び
非

常
勤

教
員

の
数

を
記

入
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
専
門
職
学
科
等
を

　
　
設
置
し
て
い

な
い

場
合

は
「

学
士

課
程

」
、

専
門

職
学

科
等

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は

「
学

士
課

程
（

専
門

職
学

科
等

含
む
）
」
の
欄
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

７
 
 上

記
４
に

記
載

し
た

、
学

部
教

育
を

担
当

す
る

独
立

の
組

織
が

あ
る

場
合

に
は

､組
織

名
は

、
「

学
部

・
学

科
等

の
名
称

」
の
欄
に
「
そ
の
他
の
組
織
等
（
○
○
）
」
と

  
  

記
載
し
、
専

任
教

員
等

及
び

非
常

勤
教

員
の

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

  
  

な
お
、
そ
の

場
合

は
、

「
基

準
数

（
及

び
「

う
ち

教
授

数
」

）
」

及
び

「
専

任
教

員
一

人
あ

た
り

の
在

籍
学

生
数

」
の

欄
は
 「

―
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

８
　
教
員
組
織
の

欄
に

、
学

部
等

連
携

課
程

（
大

学
設

置
基

準
第

42
条

の
３

の
２

）
に

関
す

る
記

載
を

す
る

際
に

は
、

「
学
士
課
程
」
ま
た
は
「
学
士
課
程
（
専
門
職
学
科
等
含
む
）
」

　
　
の
「
備
考
欄

」
に

学
部

等
連

携
課

程
と

し
て

の
専

任
教

員
数

や
所

属
組

織
等

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

９
　
専
任
教
員
数

の
記

入
に

際
し

て
は

、
休

職
、

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

等
に

よ
り

一
時

的
に

大
学

を
離

れ
て

い
る

場
合

も
専

任
教
員
に
算
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
大

学
設

置
基

準
第

11
条

に
お

け
る

「
授

業
を

担
当

し
な

い
教

員
」

は
含

め
な

い
で

く
だ

さ
い

。

10
　
「
非
常
勤

教
員

」
の

欄
に

は
、

客
員

教
員

や
特

任
教

員
等

で
専

任
の

教
員

は
含

み
ま

せ
ん

。

11
　
他
の
学
部

・
学

科
等

に
所

属
す

る
専

任
の

教
員

で
あ

っ
て

、
当

該
学

部
・

学
科

等
の

授
業

科
目

を
担

当
す

る
教

員
（
兼

担
）
は
、

　
　
「
非
常
勤
教

員
」

の
欄

に
は

含
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
「

専
任

教
員

等
」

の
各

欄
に

も
含

め
な

い
で

く
だ

さ
い

。

12
　
専
任
教
員

、
研

究
指

導
教

員
及

び
研

究
指

導
補

助
教

員
の

基
準

数
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
以

下
に

定
め

る
教

員
数
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
・
大
学
設
置

基
準

第
13

条
別

表
第

一
及

び
別

表
第

二
（

備
考

に
規

定
す

る
事

項
を

含
む

。
)

 ・
大
学
通
信

教
育

設
置

基
準

第
９

条
別

表
第

一
（

備
考

に
規

定
す

る
事

項
を

含
む

。
)

 ・
大
学
院
設

置
基

準
第

９
条

の
規

定
に

基
づ

く
「

大
学

院
に

専
攻

ご
と

に
置

く
も

の
と

す
る

教
員

の
数

に
つ

い
て

定
め
る
件
」
（
平
成
11
年
文
部
省
告
示
第
17
5号

）

　
 
別
表
第
一

、
別

表
第

二
及

び
別

表
第

三
（

備
考

に
規

定
す

る
事

項
を

含
む

。
)

 ・
「
専
門
職

大
学

院
に

関
し

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

件
」

（
平

成
15
年

文
部

科
学

省
告

示
第

53
号

）
第

１
条

及
び
第
２
条

13
　
「
う
ち
実

務
家

専
任

教
員

数
」

の
欄

に
つ

い
て

は
、

大
学

設
置

基
準

第
42
条

の
６

及
び

「
専

門
職

大
学

院
に

関
し

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
件
」

　
　
（
平
成
15

年
文

部
科

学
省

告
示

第
53

号
）

第
２

条
に

定
め

る
実

務
の

経
験

及
び

高
度

の
実

務
の

能
力

を
有

す
る

専
任
教

員
（
実
務
家
専
任
教
員
）
の
教
員
数
、

　
　
「
う
ち
み
な

し
専

任
教

員
数

」
の

欄
に

つ
い

て
は

、
学

士
課

程
（

専
門

職
学

科
等

含
む

）
に

お
い

て
は

１
年

に
つ

き
６

単
位
以
上
、
専
門
職
学
位
課
程
に
お
い
て
は

　
　
１
年
に
つ
き

４
単

位
以

上
の

授
業

科
目

を
担

当
し

、
教

育
課

程
の

編
成

そ
の

他
組

織
の

運
営

に
責

任
を

担
う

専
任

教
員

以
外
の
者
（
み
な
し
専
任
教
員
）
の
教
員
数
を

　
　
記
入
し
て
く

だ
さ

い
。

14
 「

学
士
課
程

（
専

門
職

学
科

等
含

む
）

」
の

う
ち

、
「

○
○

学
部

○
○

専
門

職
学

科
」

以
外

の
学

科
・

課
程

に
お

い
て
は

、
 「

う
ち
実
務
家
教
員
数
」
、

「
う
ち
２
項

該
当

数
」

、
「

う
ち

み
な

し
専

任
教

員
数

」
の

欄
は

「
－

」
と

し
て

く
だ

さ
い

。
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15
　
「
学
士
課

程
」

の
う

ち
、

薬
学

関
係

（
臨

床
に

係
る

実
践

的
な

能
力

を
培

う
こ

と
を

主
た

る
目

的
と

す
る

も
の

）
の
学

部
・
学
科
等
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
専
任
教
員

等
」

欄
に

記
入

し
た

専
任

教
員

の
う

ち
の

実
務

家
専

任
教

員
の

数
を

「
備

考
欄

」
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　
実
務
家
専
任

教
員

中
に

み
な

し
専

任
教

員
が

い
る

場
合

は
、

さ
ら

に
そ

の
内

数
を

実
務

家
専

任
教

員
の

数
に

（
　

）
で

添
え
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
こ
こ

に
い

う
「

実
務

家
専

任
教

員
」

及
び

「
み

な
し

専
任

教
員

」
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
「

大
学

設
置

基
準

別
表
第
一
イ
備
考
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き

　
　
薬
学
関
係
（

臨
床

に
係

る
実

践
的

な
能

力
を

培
う

こ
と

を
主

た
る

目
的

と
す

る
も

の
）

の
学

部
に

係
る

専
任

教
員

に
つ

い
て
定
め
る
件
」
（
平
成
16
年
文
部
科
学
省
告
示
第
17
5号

）

　
　
第
１
項
及
び

同
第

２
項

に
定

め
る

教
員

を
指

し
ま

す
。

16
　
「
専
任
教

員
１

人
あ

た
り

の
在

籍
学

生
数

」
の

欄
に

は
、

様
式

２
の

在
籍

学
生

数
／

本
表

の
専

任
教

員
数

計
に

よ
り
、

算
出
し
て
く
だ
さ
い
。

17
　
「
校
舎
敷

地
面

積
」

、
「

運
動

場
用

地
」

の
欄

は
、

大
学

設
置

基
準

上
算

入
で

き
る

も
の

を
含

め
て

く
だ

さ
い

。

18
　
寄
宿
舎
そ

の
他

大
学

の
附

属
病

院
以

外
の

附
属

施
設

（
大

学
設

置
基

準
第

39
条

第
１

項
を

参
照

）
用

地
、

附
置

研
究

所
用
地
、
駐
車
場
、
大
学
生
協
用
地
な
ど

　
　
大
学
設
置
基

準
上

「
校

地
」

に
算

入
で

き
な

い
面

積
は

「
校

地
等

」
の

「
そ

の
他

」
の

欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

19
　
「
校
舎
面

積
計

」
の

欄
は

、
学

校
基

本
調

査
の

学
校

施
設

調
査

票
（

様
式

第
20
号

）
に

お
け

る
学

校
建

物
の

用
途

別
面
積
の
「
校
舎
」
の
面
積
の
合
計

　
　
と
し
て
く
だ

さ
い

。

20
　
校
地
面
積

、
校

舎
面

積
の

「
専

用
」

の
欄

に
は

、
当

該
大

学
が

専
用

で
使

用
す

る
面

積
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
「
共

用
」
の
欄
に
は
、
当
該
大
学
が

　
　
他
の
学
校
等

と
共

用
す

る
面

積
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
「

共
用

す
る

他
の

学
校

等
の

専
用

」
の

欄
に

は
、

当
該

大
学

の
敷
地
を
共
用
す
る
他
の
学
校
等
が

　
　
専
用
で
使
用

す
る

敷
地

面
積

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

21
　
「
基
準
面

積
」

の
欄

は
、

大
学

設
置

基
準

第
37

条
に

お
け

る
「

大
学

に
お

け
る

校
地

」
の

面
積

（
附

属
病

院
以

外
の
附

属
施
設
用
地
及
び
寄
宿
舎
の
面
積
を
除
く
。
）

　
　
ま
た
は
大
学

通
信

教
育

設
置

基
準

第
1
0条

の
校

舎
等

の
施

設
の

面
積

と
し

て
く

だ
さ

い
。

22
　
「
教
員
研

究
室

」
の

欄
は

、
専

任
教

員
数

に
算

入
し

て
い

な
い

教
員

の
研

究
室

は
記

入
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。
な

お
、
複
数
の
助
教
等
が
共
同
し
て

　
　
１
室
で
執
務

す
る

場
合

は
、

教
員

数
を

室
数

に
換

算
し

て
く

だ
さ

い
。
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＜
学
部
＞

学 部 名

学 科 名
項
目

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年

度
入
学
定
員
に
対
す

る
平
均
比
率

備
　
考

志
願
者
数

64
6

96
3

88
9

91
6

1,
65

0
学

部
種

別
：

合
格
者
数

40
0

52
8

56
2

53
1

53
3

実
験

・
実

習
を

伴
う

分
野

入
学
者
数

10
2

97
10

2
10

8
96

入
学
定
員

90
10

0
10

0
10

0
10

0

入
学
定
員
充
足
率

1.
13

0.
97

1.
02

1.
08

0.
96

在
籍
学
生
数

38
9

39
8

40
6

42
4

42
5

収
容
定
員

36
0

37
6

39
2

40
2

41
2

収
容
定
員
充
足
率

1.
08

1.
06

1.
04

1.
05

1.
03

志
願
者
数

6
4
6

9
6
3

8
8
9

9
1
6

1
,
6
5
0

合
格
者
数

4
0
0

5
2
8

5
6
2

5
3
1

5
3
3

入
学
者
数

1
0
2

9
7

1
0
2

1
0
8

9
6

入
学
定
員

9
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

入
学
定
員
充
足
率

1
.
1
3

0
.
9
7

1
.
0
2

1
.
0
8

0
.
9
6

在
籍
学
生
数

3
8
9

3
9
8

4
0
6

4
2
4

4
2
5

収
容
定
員

3
6
0

3
7
6

3
9
2

4
0
2

4
1
2

収
容
定
員
充
足
率

1
.
0
8

1
.
0
6

1
.
0
4

1
.
0
5

1
.
0
3

志
願
者
数

6
4
6

9
6
3

8
8
9

9
1
6

1
,
6
5
0

合
格
者
数

4
0
0

5
2
8

5
6
2

5
3
1

5
3
3

入
学
者
数

1
0
2

9
7

1
0
2

1
0
8

9
6

入
学
定
員

9
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

入
学
定
員
充
足
率

1
.
1
3

0
.
9
7

1
.
0
2

1
.
0
8

0
.
9
6

在
籍
学
生
数

3
8
9

3
9
8

4
0
6

4
2
4

4
2
5

収
容
定
員

3
6
0

3
7
6

3
9
2

4
0
2

4
1
2

収
容
定
員
充
足
率

1
.
0
8

1
.
0
6

1
.
0
4

1
.
0
5

1
.
0
3

学
　
部
　
総
　
計

1.
03

工
学
部
　
合
　
計

1.
03

　
（
表
２
）
学
生

※
必
須
：
上
記
の
水
色
セ
ル
に
、
当
該
学
部

が
該
当
す
る
分
野
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
か
ら
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

工 学 部

先 端 工 学 基 礎 学 科

1.
03
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＜
編
入
学
＞

学 部 名

学 科 名
項
目

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年

度

入
学
者
数
（
２
年
次
）

入
学
定
員
（
２
年
次
）

入
学
者
数
（
３
年
次
）

7
7

4
4

4
入
学
定
員
（
３
年
次
）

0
6

6
6

6
入
学
者
数
（
４
年
次
）

入
学
定
員
（
４
年
次
）

入
学
者
数
（
２
年
次
）

0
0

0
0

0
入
学
定
員
（
２
年
次
）

0
0

0
0

0
入
学
者
数
（
３
年
次
）

7
7

4
4

4
入
学
定
員
（
３
年
次
）

0
6

6
6

6
入
学
者
数
（
４
年
次
）

0
0

0
0

0
入
学
定
員
（
４
年
次
）

0
0

0
0

0

＜
修
士
課
程
＞

研 究 科 名

専 攻 名
項
目

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年

度
入
学
定
員
に
対
す

る
平
均
比
率

備
　
考

志
願
者
数

56
61

58
56

69
課

程
種

別
：

合
格
者
数

51
51

50
51

53
修
士
（
博
士
前
期
）
課
程

入
学
者
数

50
50

43
50

50
入
学
定
員

45
45

45
45

45
入
学
定
員
充
足
率

1.
11

1.
11

0.
96

1.
11

1.
11

在
籍
学
生
数

11
0

99
96

96
10

1
収
容
定
員

90
90

90
90

90
収
容
定
員
充
足
率

1.
22

1.
10

1.
07

1.
07

1.
12

志
願
者
数

56
61

58
56

69
合
格
者
数

51
51

50
51

53
入
学
者
数

50
50

43
50

50
入
学
定
員

45
45

45
45

45
入
学
定
員
充
足
率

1.
11

1.
11

0.
96

1.
11

1.
11

在
籍
学
生
数

11
0

99
96

96
10

1
収
容
定
員

90
90

90
90

90
収
容
定
員
充
足
率

1.
22

1.
10

1.
07

1.
07

1.
12

工 学 部

先 端 工 学 基 礎 学 科

備
　

考

学
　
部
　
合
　
計

※
必
須
：
上
記
の
水
色
セ
ル
に
、
当
該
学
部

が
該
当
す
る
分
野
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
か
ら
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

研
究
科
合
計

1
.
0
8

工 　 学 研 究 科

先 端 工 学 専 攻

1.
08

※
2
0
2
0
年
度
及
び
2
0
2
1
年
度
D
D
入
学
者
各
1
名
を
含
む
(
2
0
2
0

年
5
月
1
日
時
点
、
2
0
2
1
年
5
月
1
日
時
点
で
入
学
が
認
め
ら
れ

在
籍
は
し
て
い
る
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
入
国
で
き
な
か
っ

た
者
)

※
※
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＜
博
士
課
程
＞

研 究 科 名

専 攻 名
項
目

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年

度
入
学
定
員
に
対
す

る
平
均
比
率

備
　
考

志
願
者
数

0
4

0
1

3
課

程
種

別
：

合
格
者
数

0
4

0
1

3
博
士
（
博
士
後
期
）
課
程

入
学
者
数

0
4

0
1

3

入
学
定
員

6
6

6
6

6

入
学
定
員
充
足
率

0.
00

0.
67

0.
00

0.
17

0.
50

在
籍
学
生
数

2
6

6
6

8
秋
入
学
を
実
施

収
容
定
員

18
18

18
18

18
基
準
日
：
1
0
/
1

収
容
定
員
充
足
率

0.
11

0.
33

0.
33

0.
33

0.
44

志
願
者
数

3
2

0
2

2

合
格
者
数

3
2

0
2

2

入
学
者
数

3
2

0
2

2
秋
入
学
を
実
施

入
学
定
員

6
6

6
6

6
基
準
日
：
1
0
/
1

入
学
定
員
充
足
率

0.
50

0.
33

0.
00

0.
33

0.
33

在
籍
学
生
数

8
6

6
4

4

収
容
定
員

18
18

18
18

18

収
容
定
員
充
足
率

0.
44

0.
33

0.
33

0.
22

0.
22

志
願
者
数

3
6

0
3

5

合
格
者
数

3
6

0
3

5

入
学
者
数

3
6

0
3

5

入
学
定
員

12
12

12
12

12

入
学
定
員
充
足
率

0.
25

0.
50

0.
00

0.
25

0.
42

在
籍
学
生
数

10
12

12
10

12

収
容
定
員

36
36

36
36

36

収
容
定
員
充
足
率

0.
28

0.
33

0.
33

0.
28

0.
33

※
必
須
：
上
記
の
水
色
セ
ル
に
、
当
該
学
部

が
該
当
す
る
分
野
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
か
ら
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

研
究
科
合
計

0
.
2
8

工 　 学 研 究 科

情 報 援 用 工 学 専 攻

0.
27

極 限 材 料 専 攻

0.
30
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［
注
］

１
　
学
生
を
募
集
し
て
い
る
学
部
・
学
科
（
課
程
）
、
研
究
科
・
専
攻

、
専

攻
科

・
別

科
等

ご
と

に
行

を
追

加
し

て
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　
　
※
上
記
の
表
の
水
色

で
囲
わ
れ
た
セ
ル
に
条
件
付
き
書
式
が
設

定
さ

れ
て
い

ま
す
。
コ
ピ
ー
ペ
ー
ス
ト
す
る
際

は
、
書

式
ご
と
貼

り
付

け
を

行
っ
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
⇒
尚
、
該
当
す
る
セ
ル
の
色
が
黄
色
に
変
わ
っ
た
ら
「
改
善
課

題
」
、
赤

色
に
変

わ
っ
た

ら
「
是

正
勧

告
」
で

す
。

２
　
昼
夜
開
講
制
を
と
っ
て
い
る
学
部
に
つ
い
て
は
、
昼
間
主
コ
ー
ス

と
夜

間
主

コ
ー

ス
に

そ
れ

ぞ
れ

分
け

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

３
　
学
部
、
学
科
の
改
組
等
に
よ
り
、
新
旧
の
学
部
、
学
科
が
併
存
し

て
い

る
場

合
に

は
、

新
旧

両
方

を
併

記
し

、
「

備
考

」
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

４
　
学
部
・
学
科
、
研
究
科
・
専
攻
等
が
完
成
年
度
に
達
し
て
い
な
い

場
合

、
そ

の
旨

を
備

考
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

５
　
募
集
定
員
が
若
干
名
の
場
合
は
、
「
0
」
と
記
載
し
、
入
学
者
数

に
つ

い
て

は
実

入
学

者
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

６
　
入
学
定
員
充
足
率
は
、
入
学
定
員
に
対
す
る
入
学
者
の
割
合
、
収

容
定

員
充

足
率

は
、

収
容

定
員

に
対

す
る

在
籍

学
生

数
の

割
合

と
し

て
く

だ
さ

い
。

７
　
入
学
定
員
に
対
す
る
平
均
比
率
は
、
過
去
５
年
分
の
入
学
定
員
に

対
す

る
入

学
者

の
比

率
を

平
均

し
た

も
の

が
自

動
計

算
さ

れ
ま

す
。

８
　
最
新
年
度
の
秋
入
学
に
つ
い
て
は
別
途
確
認
し
ま
す
。

９
　
編
入
学
の
定
員
を
設
定
し
て
い
る
場
合
、
上
の
表
（
<
編
入
学
>
の

表
で

は
な

い
方

）
の

入
学

定
員

に
は

、
編

入
学

の
定

員
を

加
え

な
い

で
く

だ
さ

い
。

1
0
 
以
下
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
本
表
を
作
成
せ
ず
大
学
が
公
表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。
(a

)

(b
)

(c
)

(d
)

(e
)

(f
)

　
　
な
お
、
学
部
・
学
科
等
を
追
加
す
る
場
合
は
、
直
下
に
追
加
し
な

い
と

集
計

値
が

ず
れ

て
し

ま
う

の
で

、
注

意
し

て
下

さ
い

。

志
願

者
数

、
合

格
者

数
、
入

学
者

数
、
在

籍
学

生
数

が
分

か
る

こ
と

。

入
学

者
数

は
入

学
定

員
と

、
在

籍
学

生
数

は
収

容
定

員
と

対
照

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
こ

と
。
入

学
定

員
に

対
す

る
入

学
者

数
比

率
の

５
年

間
平

均
、
大

学
評

価
申

請
前

年
度

の
収

容
定

員
に

対
す

る
在

籍
学

生
数

比
率

が
（
ｃ
）
に

示
す

単
位

で
算

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
学

部
に

つ
い

て
は

、
学

科
単

位
の

情
報

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
入

学
者

の
受

け
入

れ
が

学
科

を
単

位
と

せ
ず

、
そ

れ
よ

り
も

大
き

な
単

位
で

あ
る

場
合

を
除

く
）
。
ま

た
、
(a

)及
び

(b
)が

全
学

部
合

計
し

た
数

と
し

て
も

分
か

る
こ

と
。

研
究

科
に

つ
い

て
は

、
専

攻
別

か
つ

学
位

課
程

（
博

士
・
修

士
・
専

門
職

）
別

で
あ

る
こ

と
。

編
入

学
を

実
施

し
て

い
る

場
合

、
定

員
と

編
入

学
者

数
が

(a
)の

情
報

と
は

別
に

分
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

区
分

制
を

と
る

専
門

職
大

学
に

あ
っ

て
は

、
前

期
と

後
期

の
そ

れ
ぞ

れ
を

分
け

て
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

大
学

評
価

実
施

前
年

度
ま

で
の

５
ヵ

年
分

の
情

報
が

得
ら

れ
る

こ
と

。
あ

る
年

度
分

の
み

公
表

情
報

を
欠

く
場

合
は

、
そ

の
年

度
の

み
基

礎
デ

ー
タ

を
作

成
し

他
を

公
表

情
報

に
代

替
す

る
こ

と
は

可
能

。
ま

た
、
現

在
公

開
し

て
い

な
い

が
過

去
に

公
開

し
て

い
た

資
料

を
用

い
る

こ
と

は
可

能
。

1
1
 ＜

重
要
：必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い

＞
学

部
・学

科
を

追
加

す
る

際
の

留
意

点
・学

部
を

追
加

す
る

場
合

：表
内

に
条

件
付

き
書

式
が

入
力

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
書

式
を

含
め

て
表

ご
と
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・学

科
を

追
加

す
る

場
合

：行
を

挿
入

す
る

際
に

、
1
つ

上
の

行
の

書
式

が
コ

ピ
ー

さ
れ

て
い

な
い

か
必

ず
確

か
め

て
く

だ
さ

い
。

  
  

  
  

  
 →

書
式

が
コ

ピ
ー

さ
れ

て
い

な
い

場
合

（
挿

入
し

た
セ

ル
に

色
が

つ
い

て
い

な
い

場
合

）：
学

部
を

追
加

す
る

場
合

と
同

様
に

、
書

式
を

含
め

て
該

当
す
る
行

ご
と
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

 →
書

式
が

コ
ピ

ー
さ

れ
て

い
る

場
合

（挿
入

し
た

セ
ル

に
色

が
つ

い
て

い
る

場
合

）：
青

色
の

太
枠

で
囲

わ
れ

た
セ

ル
に

条
件

付
き

書
式

が
入

力
さ

れ
て

い
ま

す
。
適

用
先

の
書

き
換

え
を

防
ぐ

た
め

、
  

  
  

  
  

  
  
行
を
挿
入
す
る
際
は
「
下
と
同
じ
書
式
を
適
用
（B

）」
を

選
択

し
、
条

件
付

き
書

式
が

コ
ピ
ー
さ

れ
て
い

な
い

こ
と
を

確
認

し
て
か

ら
、
上

記
同

様
に

書
式

を
含

め
て

該
当

す
る

行
ご

と
コ

ピ
ー

＆
ペ

ー
ス

ト
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。
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（
表
３

）
学
部
・
学
科
、
研
究
科
に
お
け
る

志
願

者
・

合
格

者
・

入
学

者
数

の
推

移

＜
学
士

課
程

＞
（
専
門
職
大
学
を
除
く
）

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

一
般
選
抜

6
2
3

3
8
2

8
5

7
0

1
.
2
1

9
2
7

5
0
5

7
4

7
0

1
.
0
6

8
6
3

5
4
4

8
4

7
0

1
.
2
0

8
7
4

5
0
0

7
7

6
5

1
.
1
8

1
6
0
0

4
9
8

6
1

6
5

0
.
9
4

6
3
.
5
4

6
3
.
5
4

総
合
型
選
抜

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
#
V
A
L
U
E
!

#
V
A
L
U
E
!

推
薦
型
選
抜

4
3

3
0

#
D
I
V
/
0
!

2
4

1
3

1
3

1
0

1
.
3
0

1
4

8
8

1
2

0
.
6
7

2
6

1
8

1
8

1
7

1
.
0
6

2
8

1
8

1
8

1
7

1
.
0
6

1
8
.
7
5

1
8
.
7
5

特
別

選
抜
（
社
会
人
、
帰
国
生
、
I
B
、
外
国
政
府
）

1
9

1
5

1
5

2
0

0
.
7
5

1
2

1
0

1
0

2
0

0
.
5
0

1
2

1
0

1
0

1
8

1
.
0
0

1
6

1
3

1
3

1
8

0
.
7
2

2
2

1
7

1
7

1
8

0
.
9
4

1
7
.
7
1

1
7
.
7
1

6
4
6

4
0
0

1
0
3

9
0

1
.
1
4

9
6
3

5
2
8

9
7

1
0
0

0
.
9
7

8
8
9

5
6
2

1
0
2

1
0
0

1
.
0
2

9
1
6

5
3
1

1
0
8

1
0
0

1
.
0
8

1
6
5
0

5
3
3

9
6

1
0
0

0
.
9
6

1
0
0
.
0
0

6
4
6

4
0
0

1
0
3

9
0

1
.
1
4

9
6
3

5
2
8

9
7

1
0
0

0
.
9
7

8
8
9

5
6
2

1
0
2

1
0
0

1
.
0
2

9
1
6

5
3
1

1
0
8

1
0
0

1
.
0
8

1
6
5
0

5
3
3

9
6

1
0
0

0
.
9
6

1
0
0
.
0
0

6
4
6

4
0
0

1
0
3

9
0

1
.
1
4

9
6
3

5
2
8

9
7

1
0
0

0
.
9
7

8
8
9

5
6
2

1
0
2

1
0
0

1
.
0
2

9
1
6

5
3
1

1
0
8

1
0
0

1
.
0
8

1
6
5
0

5
3
3

9
6

1
0
0

0
.
9
6

＜
修

士
課

程
＞

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

一
般
選
抜

5
5

5
0

4
9

4
5

1
.
0
9

5
8

4
7

4
6

4
5

1
.
0
2

5
6

4
8

4
1

4
5

0
.
9
1

5
4

4
9

4
8

4
5

1
.
0
7

6
9

5
3

5
0

4
5

1
.
1
1

社
会

人
特
別
選
抜

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

2
2

2
0

#
D
I
V
/
0
!

2
2

2
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

学
部
３
年
次
特
別
選
抜
（
飛
び
級
）

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
留
学
生
入
学
資

格
審

査
1

1
1

0
#
D
I
V
/
0
!

1
1

1
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

2
2

2
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
1

5
0

4
9

4
5

1
.
0
9

5
8

5
0

4
3

4
5

0
.
9
6

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
9

5
3

5
0

4
5

1
.
1
1

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
1

5
0

4
9

4
5

1
.
0
9

5
8

5
0

4
3

4
5

0
.
9
6

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
9

5
3

5
0

4
5

1
.
1
1

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
1

5
0

4
9

4
5

1
.
0
9

5
8

5
0

4
3

4
5

0
.
9
6

5
6

5
1

5
0

4
5

1
.
1
1

6
9

5
3

5
0

4
5

1
.
1
1

＜
博

士
課

程
＞

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願
者

合
格
者

入
学
者

(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

志
願

者
合

格
者

入
学

者
(
A
)

入
学
定
員

(
B
)

A
/
B

一
般
選
抜

0
0

0
6

0
.
0
0

4
4

4
6

0
.
6
7

0
0

0
6

0
.
0
0

1
1

1
6

0
.
1
7

2
2

2
6

0
.
3
3

社
会
人
特
別
選
抜

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

留
学
生
特
別
選
抜

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

1
1

1
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
6

0
.
0
0

4
4

4
6

0
.
6
7

0
0

0
6

0
.
0
0

1
1

1
6

0
.
1
7

3
3

3
6

0
.
5
0

一
般
選
抜

2
2

2
6

0
.
3
3

1
1

1
6

0
.
1
7

0
0

0
6

0
.
0
0

0
0

0
6

0
.
0
0

1
1

1
6

0
.
1
7

社
会
人
特
別
選
抜

1
1

1
0

#
D
I
V
/
0
!

1
1

1
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

留
学
生
特
別
選
抜

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

2
2

2
0

#
D
I
V
/
0
!

1
1

1
0

#
D
I
V
/
0
!

3
3

3
6

0
.
5
0

2
2

2
6

0
.
3
3

0
0

0
6

0
.
0
0

2
2

2
6

0
.
3
3

2
2

2
6

0
.
3
3

3
3

3
1
2

0
.
2
5

6
6

6
1
2

0
.
5
0

0
0

0
1
2

0
.
0
0

3
3

3
1
2

0
.
2
5

5
5

5
1
2

0
.
4
2

3
3

3
1
2

0
.
2
5

6
6

6
1
2

0
.
5
0

0
0

0
1
2

0
.
0
0

3
3

3
1
2

0
.
2
5

5
5

5
1
2

0
.
4
2

工
学
研
究
科
合
計

研
究
科
博
士
課
程
総
計

2
0
2
4
年
度

工 学 研 究 科

情 報 援 用 工 学 専 攻

専
攻
合
計

極 限 材 料 専 攻

専
攻
合
計

2
0
2
0
年
度

研 究 科

専 攻
入
試
の
種
類

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年
度

工
学
研
究
科
合
計

2
0
2
0
年
度

研
究
科
修
士
課
程
総
計

工 学 研 究 科

先 端 工 学 専 攻

専
攻
合
計

研 究 科

専 攻
入
試
の
種
類

工
学
部
合
計

学
部
総
計

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年
度

N
-
1
年

度
入

学
者

の
学

科
計

に
対

す
る

割
合

(
%
)

N
-
1
年

度
入

学
者

の
学

部
計

に
対

す
る

割
合

(
%
)

工 学 部

先 端 工 学 基 礎 学 科

学
科
合
計

学 部
学 科

入
試
の
種
類

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度
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[
注
]

１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９ 1
0

1
1

以
下
の

条
件

を
満
た
す
場
合
、
本
表
を
作
成
せ
ず

大
学

が
公

表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。
(
a
)
年

度
別

に
学

位
課
程
、
学
科
（
学
類
）
・
専
攻
ご

と
の

入
試

の
種

類
、

志
願

者
、

合
格

者
、

入
学

者
、

入
学

定
員
が
分
か
る
こ
と
。

「
A
/
B
」

「
N
-
1
年
度
入
学
者
の
学
科
計
に
対

す
る

割
合

（
％

）
」

「
N
-
1
年

度
入

学
者

の
学

部
計

に
対

す
る

割
合
（
％
）
」
は
小
数
点
以
下
第
３
位
を
四
捨
五
入
し
、
小
数
点
第
２
位
ま
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

法
科
大

学
院

に
お
い
て
未
修
・
既
修
を
分
け
て
入

試
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
は

、
両

者
を

ひ
と

つ
に

ま
と

め
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

課
程
を

前
期

・
後
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員

を
設

定
し

て
学

生
を

受
け

入
れ

て
い

る
専

門
職

大
学

に
あ

っ
て
は
、
該
当
す
る
学
科
を
さ
ら
に
前
期
・
後
期
に
区
分
し
て
作
表
し
て
く
だ
さ
い
。

灰
色
の

網
掛

け
の
欄
に
は
計
算
式
が
入
っ
て
い

ま
す

の
で

、
何

も
記

入
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

学
士
課

程
の

入
試
の
種
類
は
「
一
般
選
抜
」
「

総
合

型
選

抜
」

「
推

薦
型

選
抜

」
「

そ
の

他
」

と
し

、
い

ず
れ

か
に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。
修
士
・
博
士
課
程
及
び
専
門
職
学
位
課
程
（
法
科
大
学
院
以
外
）
の
入
試
の
種
類
は
、
実
態
に

合
わ

せ
て

適
宜

欄
の

編
集

・
追

加
・

削
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
学
定

員
が

若
干
名
の
場
合
は
「
０
」
と
し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

「
一
般

選
抜

」
欄
に
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
旧

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

）
を

含
め

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
編
入
学
試
験
に
つ
い
て
は
、
記
載
は
不
要
で
す
。

留
学
生

入
試

を
実
施
し
て
い
る
場
合
、
交
換
留

学
生

は
含

め
な

い
で

く
だ

さ
い

。

原
則
と

し
て

学
部
は
学
科
、
研
究
科
は
専
攻
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
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（
表
４
）
主
要
授
業

科
目

の
担

当
状

況
（

学
士

課
程

）

＜
学

士
課

程
＞

（
専

門
職
大

学
及

び
専

門
職

学
科

を
除

く
）

う
ち

教
授

う
ち

准
教

授
う
ち
専
任
講
師

う
ち
助
教

主
要
授
業
科
目

1
6
4
.
0

1
2
6
.
0

8
2
.
0

2
8
.
0

1
3
.
0

3
.
0

7
6
.
8
%

そ
の
他
科
目

2
.
0

1
.
0

0
.
7

0
.
3

0
.
0

0
.
0

5
0
.
0
%

主
要
授
業
科
目

そ
の
他
科
目

工
学

部

先
端
工
学
基
礎
学
科

学
部

学
科

教
育

区
分

全
科

目
数

（
Ａ

）
基

幹
教

員
担

当
科

目
数

（
Ｂ

）
基
幹
教
員

担
当
率
（
Ｂ
/
Ａ
）
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［
注

］
１ ２ ３ ４ ５ ６

課
程

を
前

期
・

後
期

で
分
け
て
い
る
専
門
職
大
学
に
あ
っ
て
は
、
学
科
ご
と

に
さ

ら
に

前
期

と
後

期
で

分
け

て
作

表
し

て
く

だ
さ

い
。

７
セ

メ
ス

タ
ー

制
、

ク
ォ

ー
タ
ー
制
等
を
採
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も

、
通

年
単

位
で

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。

８ ９ 1
0

以
下

の
条

件
を

満
た

す
場
合
、
本
表
を
作
成
せ
ず
大
学
が
公
表
す
る
情
報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。

(a
)

主
要

授
業

科
目

、
そ

の
他
科
目
に
お
け
る
授
業
の
基
幹
教
員
担
当
率
が
分

か
る

こ
と

。

(b
)

学
科

単
位

で
あ

る
こ

と
。

（
ｃ
）

１
ク

ラ
ス

の
み

開
講

さ
れ
る
科
目
を
複
数
の
教
員
が
担
当
す
る
場
合
は
、

基
幹

教
員

と
そ

れ
以

外
の

教
員

の
人

数
比

を
も

と
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
複

数
の

基
幹

教
員

が
担

当
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
人
数
比
を
同
様
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

例
①

：
基

幹
教

員
4
人

、
基
幹
教
員
以
外
の
教
員
1
人
で
担
当
の
場
合
は
、
基

幹
教

員
担

当
科

目
数

0
.
8

例
②

：
基

幹
教

員
以

外
の
教
員
の
み
５
人
で
担
当
の
場
合
は
、
基
幹
教
員

担
当

科
目

数
0

同
一

科
目

を
複

数
ク

ラ
ス
開
講
し
て
い
る
場
合
の
計
算
方
法
は
下
記
の
通

り
で

す
。

①
同

一
教

員
に

よ
る

場
合
→
基
幹
教
員
が
担
当
し
た
場
合
は
基
幹
教
員
担

当
科

目
数

1
.
0

②
複

数
教

員
に

よ
る

場
合
→
基
幹
教
員
と
そ
れ
以
外
の
教
員
の
人
数
比
に

よ
る

。
例

え
ば

、
す

べ
て

基
幹

教
員

が
担

当
し

た
場

合
は

基
幹

教
員

担
当

科
目

数
1
.
0
、

基
幹

教
員

と
そ

れ
以

外
の
教
員
が
１
名
ず
つ
で
担
当
し
た
場
合
は
、
基
幹
教
員
担
当
科
目
数
0
.
5
。

専
門

職
大

学
及

び
専

門
職
学
科
に
お
い
て
は
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第

1
3
条

又
は

大
学

設
置

基
準

第
4
2
条

の
６

に
定

め
る

科
目

ご
と

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
前

期
・

後
期

で
分

け
て

い
る
専
門
職
大
学
に
あ
っ
て
は
、
学
科
ご
と
に
さ
ら
に
前
期
・
後
期
で
分
け
て
い
る
こ
と
。

こ
の

表
は

、
大

学
設

置
基
準
第
８
条
第
１
項
及
び
専
門
職
大
学
設
置
基
準

第
3
2
条

第
１

項
に

い
う

基
幹

教
員

の
担

当
状

況
を

示
す

も
の

で
す

。
　

原
則

と
し

て
学

科
単

位
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
専
任
教
員
制
を
と
る
場

合
、

基
幹

教
員

を
「

専
任

教
員

」
に

読
み

替
え

て
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

履
修

者
の

有
無

に
か

か
わ
ら
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
設
定
さ
れ
た
科
目
は

す
べ

て
対

象
と

な
り

ま
す

。

基
幹

教
員

担
当

科
目

数
に
つ
い
て
は
、
総
数
と
と
も
に
基
幹
教
員
の
職
位

ご
と

の
内

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

専
門

職
大

学
及

び
専

門
職
学
科
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第

1
3
条

又
は

大
学

設
置

基
準

第
4
2
条

の
６

に
定

め
る

科
目

を
置

く
こ

と
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

こ
れ

を
踏

ま
え

な
が
ら
作
表
し
て
く
だ
さ
い
。
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（
表
５
）
基
幹

教
員

・
専

任
教

員
年

齢
構

成

＜
学
士
課
程
＞

7
0
歳

　
　

6
0
歳

～
　

　
5
0
歳

～
　

　
4
0
歳

～
　

　
3
0
歳

～
2
9
歳

以
上

6
9
歳

　
　

5
9
歳

　
　

4
9
歳

　
　

3
9
歳

　
　

以
下

1
1
3

1
0

5
0

0
2
9

3
.
4
%

4
4
.
8
%

3
4
.
5
%

1
7
.
2
%

0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
％

0
3

2
4

3
0

1
2

0
.
0
%

2
5
.
0
%

1
6
.
7
%

3
3
.
3
%

2
5
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
％

0
0

4
0

2
0

6

0
.
0
%

0
.
0
%

6
6
.
7
%

0
.
0
%

3
3
.
3
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
％

0
0

1
0

2
2

5

0
.
0
%

0
.
0
%

2
0
.
0
%

0
.
0
%

4
0
.
0
%

4
0
.
0
%

1
0
0
.
0
％

1
1
6

1
7

9
7

2
5
2

1
.
9
%

3
0
.
8
%

3
2
.
7
%

1
7
.
4
%

1
3
.
5
%

3
.
8
%

1
0
0
.
0
％

1
1
6

1
7

9
7

2
5
2

1
.
9
%

3
0
.
8
%

3
2
.
7
%

1
7
.
4
%

1
3
.
5
%

3
.
8
%

1
0
0
.
0
％

定
年
　

　
　

　
　

歳

＜
修
士
課
程
＞

7
0
歳

　
　

6
0
歳

～
　

　
5
0
歳

～
　

　
4
0
歳

～
　

　
3
0
歳

～
2
9
歳

以
上

6
9
歳

　
　

5
9
歳

　
　

4
9
歳

　
　

3
9
歳

　
　

以
下

1
1
2

8
3

0
0

2
4

0
.
0
%

4
0
.
0
%

4
0
.
0
%

2
0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
2

1
4

3
0

1
0

0
.
0
%

0
.
0
%

2
5
.
0
%

5
8
.
3
%

1
6
.
7
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
0

4
0

1
0

5

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
0

1
0

2
2

5

0
.
0
%

0
.
0
%

6
0
.
0
%

0
.
0
%

4
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
1
4

1
4

7
6

2
4
4

0
.
0
%

2
3
.
8
%

3
8
.
1
%

2
8
.
6
%

9
.
5
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
1
4

1
4

7
6

2
4
4

0
.
0
%

2
3
.
8
%

3
8
.
1
%

2
8
.
6
%

9
.
5
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

定
年
　

　
　

　
　

歳

学
部

職
位

計

工
学
部

教
　

授

准
教

授

専
任

講
師

助
教

計

学
士

課
程

合
計

研
究
科

職
位

計

工
学
研

究
科

教
　

授

准
教

授

専
任

講
師

助
教

計

修
士

課
程

合
計
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＜
博
士
課
程
＞

7
0
歳

　
　

6
0
歳

～
　

　
5
0
歳

～
　

　
4
0
歳

～
　

　
3
0
歳

～
2
9
歳

以
上

6
9
歳

　
　

5
9
歳

　
　

4
9
歳

　
　

3
9
歳

　
　

以
下

0
8

8
3

0
0

1
9

0
.
0
%

3
1
.
8
%

4
5
.
5
%

2
2
.
7
%

0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
0

1
4

3
0

8

0
.
0
%

0
.
0
%

2
5
.
0
%

5
8
.
3
%

1
6
.
7
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
0

4
0

1
0

5

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
0

0
0

2
2

4

0
.
0
%

0
.
0
%

3
3
.
3
%

0
.
0
%

6
6
.
7
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
8

1
3

7
6

2
3
6

0
.
0
%

1
8
.
9
%

3
7
.
8
%

3
2
.
4
%

1
0
.
8
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
8

1
3

7
6

2
3
6

0
.
0
%

1
8
.
9
%

3
7
.
8
%

3
2
.
4
%

1
0
.
8
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

定
年
　

　
　

　
　

歳

[
注

]
１ ２ ３ (a

)
職
階
ご
と
に
（
職

階
は

基
礎

デ
ー

タ
の

と
お

り
）

、
年

齢
分

布
（

割
合

）
が

分
か

る
こ

と
（

年
齢

分
布

は
基

礎
デ

ー
タ

の
と

お
り

）
。

(b
)
学
部
ご
と
に
年
齢

分
布

が
分

か
る

こ
と

。

(c
)
定
年
年
齢
が
別
途

何
ら

か
の

資
料

か
ら

分
か

る
こ

と
。

研
究

科
職

位
計

工
学
研

究
科

教
　

授

准
教

授

専
任

講
師

助
教

計

以
下
の
条
件
を
満

た
す

場
合

、
本

表
を

作
成

せ
ず

大
学

が
公

表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。

学
部
、
研
究
科

（
又

は
そ

の
他

の
組

織
）

単
位

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

各
欄
の
下
段
に

は
そ

れ
ぞ

れ
「

計
」

欄
の

数
値

に
対

す
る

割
合

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

博
士

課
程

合
計
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（
表
６
）
在
籍
学

生
数

内
訳

、
留

年
者

数
、

退
学

者
数

 

＜
学
士
課
程
＞

学
部

学
科

2
0

2
2

年
度

2
0

2
3

年
度

2
0

2
4

年
度

備
考

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
4
0
6

4
2
4

4
2
5

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
3
4

3
1

3
3

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
8
.
4

7
.
3

7
.
8

※
原

級
留

置
制

の
有

無
、
概

要

当
該

年
度

退
学

者
数

1
1

5
9

留
年
者
を
含
む

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
4
0
6

4
2
4

4
2
5

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
3
4

3
1

3
3

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
8
.
4

7
.
3

7
.
8

当
該

年
度

退
学

者
数

1
1

5
9

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
4
0
6

4
2
4

4
2
5

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
3
4

3
1

3
3

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
8
.
4

7
.
3

7
.
8

当
該

年
度

退
学

者
数

1
1

5
9

＜
修
士
課
程
＞

研
究

科
専

攻
2

0
2

2
年

度
2

0
2

3
年

度
2

0
2

4
年

度
備

考

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
9
6

9
6

1
0
1

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
0

2
0

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
0
.
0

2
.
1

0
.
0

※
原

級
留

置
制

の
有

無
、
概

要

当
該

年
度

退
学

者
数

1
2

1

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
9
6

9
6

1
0
1

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
0

2
0

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
0
.
0

2
.
1

0
.
0

当
該

年
度

退
学

者
数

1
2

1

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
9
6

9
6

1
0
1

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
0

2
0

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
0
.
0

2
.
1

0
.
0

当
該

年
度

退
学

者
数

1
2

1

計

修
士

課
程

合
計

2
年

次
進

級
時

、
4
年

次
進

級
時

に
そ

れ
ぞ

れ
必

修
科

目
(
工

学
基

礎
科

目
、

専
門
科
目
)
お
よ
び
進
級
要
件
単
位

数
の

修
得

が
必

要
と

な
り

、
そ

の
要

件
を

満
た

さ
な

い
学

生
は

、
進

級
で
き

な
い
。

な
し

工 学 部

先 端 工 学 基 礎 学 科

計

学
士

課
程

合
計

工 学 研 究 科

先 端 工 学 専 攻
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＜
博
士
課
程
＞

研
究

科
専

攻
2

0
2

2
年

度
2

0
2

3
年

度
2

0
2

4
年

度
備

考

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
6

6
8

秋
入

学
を

実
施

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
2

1
4

基
準

日
：

1
0
/
1

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
3
3
.
3

1
6
.
7

5
0
.
0

※
原

級
留

置
制

の
有

無
、
概

要

当
該

年
度

退
学

者
数

0
0

0

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
6

4
4

秋
入

学
を

実
施

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
1

0
0

基
準

日
：

1
0
/
1

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
1
6
.
7

0
.
0

0
.
0

※
原

級
留

置
制

の
有

無
、
概

要

当
該

年
度

退
学

者
数

0
0

0

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
1
2

1
0

1
2

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
3

1
4

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
2
5
.
0

1
0
.
0

3
3
.
3

当
該

年
度

退
学

者
数

0
0

0

在
籍

学
生

数
（
Ａ

）
1
2

1
0

1
2

う
ち

留
年

者
数

（
Ｂ

）
3

1
4

留
年

率
（
Ｂ

）
／

（
Ａ

）
*
1
0

0
2
5

1
0

3
3

当
該

年
度

退
学

者
数

0
0

0

[
注

]
１

原
則

と
し

て
、
学

部
は

学
科

単
位

、
研

究
科

は
専

攻
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

２
「
在

籍
学

生
数

（
Ａ

）
」
は

、
表

２
の

「
在

籍
学

生
数

」
欄

と
同

じ
数

値
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

３ ４
退

学
者

数
は

、
当

該
年

度
に

発
生

し
た

す
べ

て
の

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
退

学
者

に
は

除
籍

者
を

含
み

ま
す

。

５ ６
課

程
を

前
期

・
後

期
で

区
分

し
て

い
る

専
門

職
大

学
に

あ
っ

て
は

、
学

科
ご

と
に

前
期

・
後

期
に

分
け

て
作

表
し

て
く

だ
さ

い
。

７
以

下
の

条
件

を
満

た
す

場
合

、
本

表
を

作
成

せ
ず

大
学

が
公

表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。

(a
)

(b
)

情 報 援 用 専 攻

計

極 限 材 料 専 攻

留
年

者
数

に
つ

い
て

は
、
長

期
履

修
生

、
休

学
中

又
は

休
学

に
よ

っ
て

進
級

の
遅

れ
た

者
、
留

学
中

又
は

留
学

に
よ

っ
て

進
級

の
遅

れ
た

者
の

数
が

除
か

れ
て

い
る

か
、
別

資
料

に
よ

っ
て

除
外

さ
れ

る
数

が
容

易
に

確
認

可
能

で
あ

る
こ

と
。

な
し

博
士

課
程

合
計

な
し

工 学 研 究 科

留
年

が
決

定
し

た
者

が
同

一
年

度
に

退
学

し
た

場
合

で
も

、
留

年
者

数
欄

と
退

学
者

数
欄

の
両

方
に

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
退

学
者

数
欄

の
備

考
に

は
そ

の
者

が
含

ま
れ

る
旨

を
書

い
て

下
さ

い
。

留
年

者
数

は
、
各

年
度

と
も

５
月

１
日

時
点

の
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。
な

お
、
原

級
留

置
制

を
と

ら
な

い
場

合
、
留

年
者

数
と

し
て

最
低

在
学

年
限

超
過

学
生

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
長

期
履

修
生

、
休

学
中

又
は

休
学

に
よ

っ
て

進
級

の
遅

れ
た

者
、
留

学
中

又
は

留
学

に
よ

っ
て

進
級

の
遅

れ
た

者
は

除
き

ま
す

。

N
-4

か
ら

N
-2

年
度

ま
で

の
在

籍
学

生
数

、
留

年
者

数
、
退

学
者

数
が

学
部

は
学

科
単

位
、
研

究
科

は
専

攻
単

位
で

分
か

る
こ

と
。

な
お

、
あ

る
年

度
分

の
み

公
表

情
報

を
欠

く
場

合
は

、
そ

の
年

度
の

み
基

礎
デ

ー
タ

を
作

成
し

他
を

公
表

情
報

に
代

替
す

る
こ

と
は

可
能

。
ま

た
、
現

在
公

開
し

て
い

な
い

が
過

去
に

公
開

し
て

い
た

資
料

を
用

い
る

こ
と

は
可

能
。
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（
表

７
）
奨

学
金

給
付

・
貸

与
状

況

奨
学

金
の

名
称

学
内

・学
外

の
別

給
付

・貸
与

の
別

支
給

対
象

学
生

数
（Ａ

）
在

籍
学

生
数

（Ｂ
）

在
籍

学
生

数
に

対
す

る
比

率
Ａ

／
Ｂ

*1
0

0
支

給
総

額
（
Ｃ

）
1
件

当
た

り
支

給
額

Ｃ
／

Ａ

①
豊

田
奨

学
基

金
給
付
奨
学
金

学
内

給
付

0
5
2
4

0
.
0
%

-
¥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
¥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
豊

田
奨

学
基

金
貸
与
奨
学
金

学
内

貸
与

1
1
3

5
3
5

2
1
.
1
%

7
5
,
1
7
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 

6
6
5
,
2
2
1

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

③
豊

秋
奨

学
会

奨
学
金

学
外

給
付

3
2
2
5

1
.
3
%

1
,
8
0
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 

6
0
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

④
大

幸
財

団
奨

学
金

学
外

給
付

2
3
6
2

0
.
6
%

9
6
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

4
8
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
ス

リ
ー

エ
ス

財
団

学
外

給
付

3
4
2
5

0
.
7
%

1
,
0
8
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 

3
6
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
横

山
育

英
財

団
学
外

給
付

1
5
3
7

0
.
2
%

2
1
6
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

2
1
6
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦
上

山
奨

学
財

団
学
外

給
付

1
5
3
7

0
.
2
%

2
0
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

2
0
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧
横

山
奨

学
財

団
学
外

給
付

2
5
3
7

0
.
4
%

1
,
0
2
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 

5
1
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨
日

本
学

生
支

援
機
構
奨
学
金

学
外

貸
与

4
1

5
3
5

7
.
7
%

2
9
,
0
0
6
,
4
0
0

¥
 
 
 
 
 

7
0
7
,
4
7
3

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩
日

本
学

生
支

援
機
構
奨
学
金

学
外

給
付

3
9

4
2
5

9
.
2
%

1
9
,
0
2
4
,
6
0
0

¥
 
 
 
 
 

4
8
7
,
8
1
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪
広

智
奨

学
会

学
外

給
付

1
3
1
3

0
.
3
%

3
6
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

3
6
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 
 
 

⑫
大

学
院

博
士

後
期
課
程
奨
学
金

学
内

給
付

8
1
1

7
2
.
7
%

1
7
,
7
6
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 

2
,
2
2
0
,
0
0
0

¥
 
 
 
 
 
 

[
注

]

１ ２ ３ ４ ５ 6 (a
)

奨
学

金
の

名
称

、
学

内
・学

外
の

別
、
給

付
・貸

与
の

別
、
在

籍
学

生
数

に
対

す
る

支
給

対
象

学
生

数
の

割
合

、
支

給
総

額
、
1
件

当
た

り
の

支
給

額
が

分
か

る
こ

と
。

以
下

の
条

件
を

満
た

す
場

合
、
本

表
を

作
成

せ
ず

大
学

が
公

表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。

大
学

評
価

実
施

前
々

年
度

実
績

を
も

と
に

作
表

し
て

く
だ

さ
い

。

学
部

・大
学

院
共

通
、
学

部
対

象
、
大

学
院

対
象

の
順

に
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

「支
給

対
象

学
生

数
（Ａ

）」
に

は
、
奨

学
金

を
給

付
又

は
貸

与
し

た
実

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

「在
籍

学
生

数
（Ｂ

）」
に

は
、
奨

学
金

の
種

類
に

応
じ

て
給

付
又

は
貸

与
の

対
象

と
な

り
得

る
学

生
の

総
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
（例

え
ば

、
学

部
学

生
の

み
を

対
象

と
し

た
も

の
は

、
学

部
学

生
の

在
籍

学
生

総
数

、
留

学
生

の
み

を
対

象
に

し
た

も
の

は
、
留

学
生

総
数

）。

独
立

行
政

法
人

日
本

学
生

支
援

機
構

に
よ

る
奨

学
金

も
、
「学

外
」の

奨
学

金
と

し
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
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（表
８

)教
員

研
究

費
内

訳

受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

学
経

常
研

究
費

（
教

員
当

り
積

算
校

費
総

額
）

1
0
3
,
5
6
3
,
3
2
5

3
7
.
0
%

1
0
3
,
3
6
0
,
6
0
7

3
6
.
9
%

1
0
4
,
9
6
7
,
2
8
8

3
0
.
7
%

競
争

的
研

究
費

1
2
2
,
2
7
2
,
6
7
9

4
3
.
6
%

1
4
6
,
4
5
3
,
6
4
0

5
2
.
3
%

9
2
,
9
1
1
,
4
8
9

2
7
.
2
%

内
そ

の
他

5
4
,
2
8
8
,
3
3
5

1
9
.
4
%

3
0
,
3
3
4
,
2
3
1

1
0
.
8
%

1
4
4
,
1
8
9
,
1
3
8

4
2
.
2
%

2
8
0
,
1
2
4
,
3
3
9

1
0
0
.
0
%

2
8
0
,
1
4
8
,
4
7
8

1
0
0
.
0
%

3
4
2
,
0
6
7
,
9
1
5

1
0
0
.
0
%

科
学

研
究

費
補

助
金

（
採
択
率
　

%
）

（
採
択
率
　
%
）

（
採
択
率
　
%
）

政
府

も
し

く
は

政
府

関
連

法
人

か
ら

の
研

究
助

成
金

学
民

間
の

研
究

助
成

財
団

等
か

ら
の

研
究

助
成

金

奨
学

寄
附

金

外
受

託
研

究
費

共
同

研
究

費

そ
の

他

0
0
.
0
%

0
0
.
0
%

0
0
.
0
%

研
 究

 費
 総

 額
2
8
0
,
1
2
4
,
3
3
9

1
0
0
.
0
%

2
8
0
,
1
4
8
,
4
7
8

1
0
0
.
0
%

3
4
2
,
0
6
7
,
9
1
5

1
0
0
.
0
%

2
8
0
,
1
2
4
,
3
3
9

2
8
0
,
1
4
8
,
4
7
8

3
4
2
,
0
6
7
,
9
1
5

大
学

総
計

2
0

2
3

年
度

学
外

研
究

費
　

計

学
部

・
研

究
科

研
究

費
の

内
訳

2
0

2
4

年
度

2
0

2
2

年
度

工
学

部

学
内

研
究

費
　

計
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受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

受
入

れ
件

数
研

究
費

（
円

）
研

究
費

総
額

に
対

す
る

割
合

（
％

）

学
経

常
研

究
費

（
教

員
当

り
積

算
校

費
総

額
）

9
1
,
5
4
2
,
2
8
5

1
4
.
5
%

9
3
,
1
5
6
,
0
9
5

2
0
.
3
%

9
8
,
1
5
7
,
9
4
2

1
5
.
7
%

競
争

的
研

究
費

1
2
2
,
2
7
2
,
6
7
9

1
9
.
3
%

1
2
2
,
0
8
1
,
4
9
0

2
6
.
7
%

8
9
,
3
8
9
,
4
8
9

1
4
.
3
%

内
そ

の
他

5
3
,
8
3
2
,
1
8
7

8
.
5
%

3
0
,
1
5
6
,
3
1
2

6
.
6
%

1
4
0
,
5
4
5
,
6
6
4

2
2
.
4
%

2
6
7
,
6
4
7
,
1
5
1

4
2
.
3
%

2
4
5
,
3
9
3
,
8
9
7

5
3
.
6
%

3
2
8
,
0
9
3
,
0
9
5

5
2
.
4
%

科
学

研
究

費
補

助
金

3
6

（
採
択
率
2
9
.
0
%
）

6
6
,
1
0
0
,
0
0
0

1
0
.
4
%

3
3

（
採
択
率
3
2
.
4
%
）

6
0
,
3
3
9
,
1
7
6

1
3
.
2
%

3
0

（
採
択
率
2
4
.
2
%
）

6
4
,
6
5
0
,
6
2
7

1
0
.
3
%

政
府

も
し

く
は

政
府

関
連

法
人

か
ら

の
研

究
助

成
金

7
2
2
9
,
0
0
7
,
5
4
6

3
6
.
2
%

8
8
9
,
7
6
7
,
9
3
3

1
9
.
6
%

9
1
8
5
,
2
7
1
,
3
6
4

2
9
.
6
%

学
民

間
の

研
究

助
成

財
団

等
か

ら
の

研
究

助
成

金
1
0

1
7
,
8
3
8
,
5
8
0

2
.
8
%

8
1
8
,
4
6
4
,
8
7
9

4
.
0
%

7
6
,
2
5
0
,
0
0
0

1
.
0
%

奨
学

寄
附

金
8

5
,
2
5
0
,
0
0
0

0
.
8
%

3
1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
.
3
%

5
2
,
3
0
0
,
0
0
0

0
.
4
%

外
受

託
研

究
費

3
2
,
6
3
5
,
0
0
0

0
.
4
%

3
2
,
5
1
6
,
0
0
0

0
.
5
%

2
2
1
2
,
5
0
0

0
.
0
%

共
同

研
究

費
2
3

4
4
,
6
0
2
,
8
6
2

7
.
0
%

1
8

3
9
,
9
6
0
,
9
9
4

8
.
7
%

2
1

3
9
,
2
7
4
,
2
4
8

6
.
3
%

そ
の

他
0

0
0
.
0
%

0
0

0
.
0
%

0
0

0
.
0
%

3
6
5
,
4
3
3
,
9
8
8

5
7
.
7
%

2
1
2
,
5
4
8
,
9
8
2

4
6
.
4
%

2
9
7
,
9
5
8
,
7
3
9

4
7
.
6
%

研
 究

 費
 総

 額
6
3
3
,
0
8
1
,
1
3
9

1
0
0
.
0
%

4
5
7
,
9
4
2
,
8
7
9

1
0
0
.
0
%

6
2
6
,
0
5
1
,
8
3
4

1
0
0
.
0
%

6
3
3
,
0
8
1
,
1
3
9

4
5
7
,
9
4
2
,
8
7
9

6
2
6
,
0
5
1
,
8
3
4

[
注

]
　

１ ２ ３ ４ ５ ６ (a
)

年
度

別
の

研
究

費
総

額
、
学

内
研

究
費

、
学

外
研

究
費

の
内

訳
及

び
研

究
費

総
額

に
対

す
る

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
費

の
割

合
が

分
か

る
こ

と
。

(b
)

学
外

研
究

費
の

総
額

が
分

か
る

こ
と

。

7

学
部

、
研

究
科

（
又

は
そ

の
他

の
組

織
）
単

位
で

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。

各
年

度
と

も
実

績
額

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

本
表

で
い

う
研

究
費

に
は

、
研

究
旅

費
を

含
み

ま
す

。

「
競

争
的

研
究

費
」
と

は
、
予

算
上

措
置

さ
れ

て
い

る
研

究
費

で
、
個

人
研

究
・
共

同
研

究
を

問
わ

ず
、
申

請
に

基
づ

き
審

査
を

経
て

交
付

さ
れ

る
競

争
的

な
研

究
費

（
い

わ
ゆ

る
学

内
科

研
費

）
を

指
し

ま
す

。

学
部

・
研

究
科

研
究

費
の

内
訳

2
0

2
2

年
度

2
0

2
3

年
度

2
0

2
4

年
度

科
学

研
究

費
補

助
金

採
択

率
に

つ
い

て
は

、
新

規
採

択
件

数
／

新
規

申
請

件
数

に
て

算
出

し
て

い
ま

す
。

工
学

研
究

科

学
内

研
究

費
　

計

学
外

研
究

費
　

計

大
学

総
計

以
下

の
条

件
を

満
た

す
場

合
、
本

表
を

作
成

せ
ず

大
学

が
公

表
す

る
情

報
に

代
え

ら
れ

ま
す

。

科
学

研
究

費
補

助
金

な
ど

で
学

外
の

研
究

者
と

共
同

で
研

究
費

を
獲

得
し

た
場

合
、
研

究
代

表
者

が
専

任
教

員
と

し
て

所
属

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
全

額
を

算
入

せ
ず

、
学

外
の

研
究

者
へ

の
配

分
額

を
除

い
た

額
を

算
入

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
科

学
研

究
費

補
助

金
等

は
直

接
経

費
の

み
を

算
入

し
て

く
だ

さ
い

。
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（
表
９
）
事
業
活
動
収
支
計
算
書
関

係
比
率
（
法
人
全
体
）

※
私
立
大
学
の
み

比
  
  
率

算
　

式
（

＊
１

０
０

）
20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度

20
23
年
度

20
24
年
度

備
 　

 考

人
  
件

  
費

％
％

％
％

％

経
 常

 収
 入

37
.0

35
.4

36
.0

35
.2

32
.3

人
  
件

  
費

学
生

生
徒

等
納

付
金

37
1.
6

36
5.
9

3
73
.8

35
5.
9

35
6.
7

教
育

研
究

経
費

経
 常

 収
 入

51
.8

47
.7

49
.2

47
.4

44
.6

管
 理

 経
 費

経
 常

 収
 入

6.
9

8.
4

7.
7

8.
2

7.
8

借
入

金
等

利
息

経
 常

 収
 入

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

基
本

金
組

入
前

当
年

度
収

支
差

額

事
業

活
動

収
入

26
.3

9.
1

0.
8

9.
7

15
.7

事
業

活
動

支
出

事
業

活
動

収
入

73
.7

90
.9

99
.2

90
.3

84
.3

事
業

活
動

支
出

事
業

活
動

収
入

-基
本

金
組

入
額

10
0.
6

96
.0

10
1.
5

97
.7

96
.3

学
生

生
徒

等
納

付
金

経
 常

 収
 入

10
.0

9.
7

9.
6

9.
9

9.
0

寄
  
付

  
金

事
業

活
動

収
入

57
.0

41
.7

36
.4

35
.5

30
.1

教
育

活
動

収
支

の
寄

付
金

経
 常

 収
 入

46
.0

42
.8

35
.5

34
.6

29
.7

補
  
助

  
金

事
業

活
動

収
入

8.
5

10
.1

9.
6

9.
0

9.
1

教
育

活
動

収
支

の
補

助
金

経
 常

 収
 入

10
.2

9.
6

9.
7

9.
2

8.
6

基
本

金
組

入
額

事
業

活
動

収
入

26
.7

5.
3

2.
3

7.
5

12
.5

減
価

償
却

額

経
 常

 支
 出

30
.7

31
.6

30
.0

30
.6

29
.7

経
常

収
支

差
額

経
 常

 収
 入

4.
3

8.
5

7.
1

9.
2

8.
5

教
育

活
動

収
支

差
額

教
育

活
動

収
入

計
△
 2
0.
8

△
 2
3.
4

△
 3
6.
2

△
 4
5.
5

△
 4
7.
2

[注
]

１
「
学
校
法
人
会
計
基
準
」
に
基
づ
く

財
務
計
算
書
類
中
の
事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
法
人
全
体
の
も
の
）
を
用
い

て
、
表
に
示
さ
れ
た
算
式
に
よ
り
過
去
５
年
分
の
比
率
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

14
基

本
金

組
入

率

15
減

価
償

却
額

比
率

16
経

常
収

支
差

額
比

率

17
教

育
活

動
収

支
差

額
比

率

12
補

助
金

比
率

13
経

常
補

助
金

比
率

10
寄

付
金

比
率

11
経

常
寄

付
金

比
率

8
基

本
金

組
入

後
収

支
比

率

9
学

生
生

徒
等

納
付

金
比

率

6
事

業
活

動
収

支
差

額
比

率

7
事

業
活

動
収

支
比

率

4
管

理
経

費
比

率

5
借

入
金

等
利

息
比

率

2
人

件
費

依
存

率

3
教

育
研

究
経

費
比

率

1
人

件
費

比
率
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（
表

10
）

事
業
活
動
収
支
計
算
書
関
係
比
率
（
大
学

部
門
）

※
私

立
大

学
の

み

比
  

  
率

算
　

式
（

＊
１

０
０

）
20
20
年

度
20
21
年

度
20
22
年

度
20
23
年

度
2
0
2
4
年
度

備
 
　
 
考

人
 
 
件

 
 
費

％
％

％
％

％

経
 
常

 
収

 
入

33
.4

31
.9

33
.7

32
.7

2
9
.
3

人
 
 
件

 
 
費

学
生

生
徒

等
納

付
金

33
7.
5

33
0.
2

34
9.
7

33
0.
7

3
2
3
.
8

教
育

研
究

経
費

経
 
常

 
収

 
入

51
.6

47
.7

49
.2

47
.4

4
4
.
6

管
 
理

 
経

 
費

経
 
常

 
収

 
入

6.
4

8.
0

6.
9

7.
6

7
.
2

借
入

金
等

利
息

経
 
常

 
収

 
入

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0
.
0

基
本

金
組

入
前

当
年

度
収

支
差

額

事
業

活
動

収
入

29
.2

12
.9

3.
8

12
.8

1
9
.
2

事
業

活
動

支
出

事
業

活
動

収
入

70
.8

87
.1

96
.2

87
.2

8
0
.
8

事
業

活
動

支
出

事
業

活
動

収
入

-
基

本
金

組
入

額
96
.6

92
.0

98
.4

94
.4

9
2
.
3

学
生

生
徒

等
納

付
金

経
 
常

 
収

 
入

9.
9

9.
7

9.
6

9.
9

9
.
0

寄
 
 
付

 
 
金

事
業

活
動

収
入

57
.0

41
.7

36
.4

35
.5

3
0
.
1

教
育

活
動

収
支

の
寄

付
金

経
 
常

 
収

 
入

45
.7

42
.8

35
.5

34
.6

2
9
.
7

補
 
 
助

 
 
金

事
業

活
動

収
入

8.
5

10
.1

9.
6

9.
0

9
.
1

教
育

活
動

収
支

の
補

助
金

経
 
常

 
収

 
入

10
.1

9.
6

9.
7

9.
2

8
.
6

基
本

金
組

入
額

事
業

活
動

収
入

26
.7

5.
3

2.
3

7.
5

1
2
.
5

減
価

償
却

額

経
 
常

 
支

 
出

31
.9

33
.0

31
.1

31
.7

3
1
.
0

経
常

収
支

差
額

経
 
常

 
収

 
入

8.
1

12
.4

10
.2

12
.3

8
.
5

教
育

活
動

収
支

差
額

教
育

活
動

収
入

計
△

 1
6

△
 1
8.
1

△
 3
1.
8

△
 4
0.
5

△
 
4
1
.
0

[注
]

１

1
4

1
2

補
助

金
比

率

「
学

校
法

人
会

計
基

準
」

に
基

づ
く

財
務

計
算

書
類

中
の

事
業

活
動

収
支

計
算

書
（

大
学

部
門

の
も

の
）

を
用

い
て

、
表

に
示

さ
れ

た
算

式
に
よ
り
過
去
５
年
分
の
比
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。1
5

減
価

償
却

額
比

率

1
6

経
常

収
支

差
額

比
率

1
7

教
育

活
動

収
支

差
額

比
率

基
本

金
組

入
率

8
基

本
金

組
入

後
収

支
比

率

1
3

経
常

補
助

金
比

率

経
常

寄
付

金
比

率
1
19

学
生

生
徒
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